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遺跡遠景（北西から）



序

茨城県は，県土の均衡ある発展を念頭におきながら地域の特性を生

かした振興を図るために，高規格幹線道路などの根幹的な県土基盤の

整備とともに，広域的な交通ネットワークの整備を進めております。

北関東自動車道建設事業も，その目的に添って計画されたものであり

ます。

このたび，東日本高速道路株式会社（旧日本道路公団）は，桜川市

（旧岩瀬町）犬田地区において，北関東自動車道（協和～友部）建設

事業を計画いたしました。この事業予定地内には埋蔵文化財包蔵地で

ある犬田神社前遺跡が所在します。

財団法人茨城県教育財団は，東日本高速道路株式会社から埋蔵文化

財の発掘調査について委託を受け，平成１７年４月から平成１７年９月ま

で発掘調査を実施しました。平成１５・１６年度には，既に成果の一部を

当財団の文化財調査報告第２２９・２４８集として刊行いたしております。

本書は，犬田神社前遺跡の調査成果を収録したもので，本書が，学

術的な研究資料としてはもとより，郷土の歴史に対する理解を深め，ひ

いては教育・文化の向上の一助として御活用いただければ幸いです。

なお，発掘調査から報告書の刊行に至るまで，委託者である東日本

高速道路株式会社から多大な御協力を賜りましたことに対し，厚く御

礼申し上げます。

また，茨城県教育委員会，桜川市教育委員会をはじめ，関係各位か

らいただいた御指導，御協力に対し，感謝申し上げます。

平成１９年３月

財団法人 茨城県教育財団

理事長 人 見 實 �



１ 本書は，東日本高速道路株式会社（旧日本道路公団）の委託により，財団法人茨城県教育財団が平成１７年

４月から平成１７年９月まで発掘調査を実施した，茨城県桜川市（旧西茨城郡岩瀬町）犬田６９１番地の２ほか
いぬ だ じんじゃまえ

に所在する犬田神社前遺跡の発掘調査報告書である。

２ 発掘調査期間及び整理期間は，以下のとおりである。

調 査 平成１７年４月１日～平成１７年９月３０日

整 理 平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日

３ 発掘調査は，調査課長川井正一のもと，以下の者が担当した。

首席調査員兼班長 川 又 清 明

首 席 調 査 員 白 田 正 子

主 任 調 査 員 島 田 和 宏 平成１７年４月１日～平成１７年５月３１日

主 任 調 査 員 渡 邉 浩 実 平成１７年４月１日～平成１７年６月３０日

主 任 調 査 員 青 木 亨 平成１７年８月１日～平成１７年９月３０日

主 任 調 査 員 寺 内 久 永 平成１７年４月１日～平成１７年６月３０日

平成１７年９月１日～平成１７年９月３０日

主 任 調 査 員 須賀川 正 一

副 主 任 調 査 員 駒 澤 悦 郎 平成１７年８月１日～平成１７年８月３１日

４ 整理及び本書の執筆・編集は，整理第二課長大森雅之のもと，以下の者が担当した。

主 任 調 査 員 寺 内 久 永 第３章第１節～第２節，第３節１・３・５（２・４），第４節１・２・４

主 任 調 査 員 須賀川 正 一 第１章，第２章，第３章第３節２・４・５（１・３・５～９），第４節３・５

５ 本書を作成するにあたり，文字資料の判読においては，大学共同利用機関法人人間文化研究機構 国立歴

史民俗歴史館館長 平川南氏に，木製品の樹種同定においては，独立行政法人森林総合研究所 木材特性研

究領域チーム長 能城修一氏に御指導いただいた。

例 言



凡 例

１ 当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第�系座標を原点とし，Ⅹ軸＝＋３８�８８０ｍ，Ｙ軸＝＋２４�０８０ｍの

交点を基準点（Ａ１ａ１）とした。また，抄録の北緯及び東経の欄には，世界測地系に基づく緯度・経度を

（ ）を付して併記した。

この基準点を基に遺跡範囲内を４０ｍ四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を東西，南北に各々

１０等分し，４ｍ四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へＡ，Ｂ，Ｃ‥‥，西から東へ１，２，３

‥‥とし，「Ａ１区」，「Ｂ２区」のように呼称した。さらに小調査区も同様に北から南へａ，ｂ，ｃ‥‥ｊ，

西から東へ１，２，３‥‥０と小文字を付し，名称は，大調査区の名称を冠して「Ａ１ａ１区」，「Ｂ２ｂ２

区」のように呼称した。なお，基準点（Ａ１ａ１）の西側の大調査区は「Ａ－１ａ１区」，北側は「Ｚ１ａ１区」

と呼称した。

２ 土層の観察と遺物の観察における色調の判定には，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著 日本色

研地業株式会社）を使用した。

３ 本文・全測図・実測図・一覧表・遺物観察表等で使用した記号は，次のとおりである。

遺構 SI－住居跡 SB－掘立柱建物跡 SH－方形竪穴遺構 SD－溝跡 SF－道路跡 SE－井戸跡

SK－土坑 PG－ピット群 Ｐ－柱穴 Ｋ－撹乱

遺物 Ｐ－土器 TP－拓本土器 DP－土製品 Ｑ－石器・石製品 Ｍ－金属製品・古銭・鉄滓

Ｔ－瓦 Ｗ－木製品

土層 Ｋ－撹乱

４ 遺構及び遺物実測図中の表示は，次のとおりである。

● 土器 ○ 土製品 □ 石器・石製品 △ 金属製品 ■ 木製品 ▲ 瓦 硬化面

５ 遺構・遺物実測図の記載方法については，次のとおりである。

� 遺構全体図は３００分の１の縮尺とし，遺構は，原則として６０分の１の縮尺とした。種類や大きさにより

異なる場合もある。

� 遺物は，原則として３分の１の縮尺とし，種類や大きさにより異なる場合は，それぞれの縮尺をスケー

ルで示した。

� 土器の線刻については，焼成前の線刻を「ヘラ書き」，焼成後の線刻を「刻書」と分けて記述した。

６ 「主軸」は，竪穴住居跡については炉・竈を通る軸線とし，他の遺構については長軸（径）を主軸とみな

した。「主軸・長軸（径）方向」は，主軸・長軸（径）が座標北からみて，どの方向にどれだけ振れている

かを角度で表示した（例 「Ｎ－１０°－Ｅ」）。なお，推定値は［ ］を付して示した。

７ 一覧表・遺物観察表の表記は次のとおりである。

� 現存値は（ ）で，推定値は［ ］を付して示した。計測値の単位は，ｍ，�，�で示した。

� 遺物観察表の備考欄は，残存率や写真図版番号等，その他必要と思われる事項を記した。

� 遺物番号については，土器，拓本のみ掲載の土器片，土製品，石製品，金属製品，木製品ごとに通し番

号とし，挿図，観察表，写真図版に記した番号は同一とした。

８ 遺構・遺物番号については，既報告からの継続番号を使用し，整理時に遺構名称・番号を変更した場合に

は，旧遺構名称・番号を（ ）を付して併記した。

火熱痕・施釉陶器
焼土・赤彩

火床面
炉床面

竈部材・粘土
黒色処理

煤・油煙
柱痕



抄 録

ふ り が な いぬだじんじゃまえいせき

書 名 犬田神社前遺跡３

副 書 名 北関東自動車道（協和～友部）建設事業地内埋蔵文化財調査報告書

巻 次 ��

シ リ ー ズ 名 茨城県教育財団文化財調査報告

シリーズ番号 第２７０集
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所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

犬田神社前遺跡 集落跡 弥生 竪穴住居跡 ５軒 弥生土器片（壺） 弥生時代後期
の１辺が７ｍ
を超える大形
住居跡が確認
され，住居内
に複数の炉跡
が存在してい
る。

古墳 竪穴住居跡 ３５軒
土坑 ２基
溝跡 １条

土師器（坏・椀・坩・器台・
高坏・壺・甕・甑）
須恵器（坏・蓋）
土製品（土玉・支脚）
石製品（臼玉・紡錘車）

奈良・平安 竪穴住居跡 ６９軒
掘立柱建物跡 １棟
井戸跡 ７基
土坑 ２基
溝跡 ２条

土師器（坏・椀・高台付椀・
皿・甕・甑）
須恵器（坏・蓋・盤・甕）
灰釉陶器（瓶）
金属製品（釘・刀子）

中世・近世 方形竪穴遺構 ２基
井戸跡 １２基
土坑 １基
溝跡 ４条
道路跡 １条

土師質土器（皿・内耳鍋）
陶磁器（碗・皿・鉢・甕）
金属製品（小刀・釘）
古銭
木製品（蓋）

その他 竪穴住居跡 １５軒
掘立柱建物跡 １棟
方形竪穴遺構 １基
井戸跡 １７基
土坑 ３５８基
溝跡 １０条
ピット群 ５か所

土師器（坏・椀・甕）
須恵器（坏・蓋）
瓦

墓地跡 時期不明 土壙墓 １基

要 約 弥生時代から中世にかけての複合遺跡で，断続的に集落が営まれていたと考えられる。
特に，古墳時代中期から平安時代にかけての竪穴住居跡が最も多い。



目 次

上 巻
序

例言

凡例

抄録

目次

第１章 調査経緯 ………………………………………………………………………………………………………１

第１節 調査に至る経過 ……………………………………………………………………………………………１

第２節 調査経過 ……………………………………………………………………………………………………１

第２章 位置と環境 ……………………………………………………………………………………………………２

第１節 地理的環境 …………………………………………………………………………………………………２

第２節 歴史的環境 …………………………………………………………………………………………………２

第３章 調査の成果 ……………………………………………………………………………………………………７

第１節 遺跡の概要 …………………………………………………………………………………………………７

第２節 基本層序 ……………………………………………………………………………………………………７

第３節 遺構と遺物 …………………………………………………………………………………………………８

１ 弥生時代の遺構と遺物 ……………………………………………………………………………………８

２ 古墳時代の遺構と遺物 ……………………………………………………………………………………１７

� 竪穴住居跡 ………………………………………………………………………………………………１７

� 土坑 ……………………………………………………………………………………………………１１５

� 溝跡 ……………………………………………………………………………………………………１１７

３ 奈良・平安時代の遺構と遺物 …………………………………………………………………………１１９

� 竪穴住居跡 ……………………………………………………………………………………………１１９

� 掘立柱建物跡 …………………………………………………………………………………………２６６

� 井戸跡 …………………………………………………………………………………………………２６８

� 土坑 ……………………………………………………………………………………………………２７３

� 溝跡 ……………………………………………………………………………………………………２７４

下 巻
４ 中世以降の遺構と遺物 …………………………………………………………………………………２８７

� 方形竪穴遺構 …………………………………………………………………………………………２８７

� 井戸跡 …………………………………………………………………………………………………２８９

� 土坑 ……………………………………………………………………………………………………２９８

� 溝跡 ……………………………………………………………………………………………………２９９

� 道路跡 …………………………………………………………………………………………………３０４

５ その他の時代の遺構と遺物 ……………………………………………………………………………３０５

� 竪穴住居跡 ……………………………………………………………………………………………３０５

� 掘立柱建物跡 …………………………………………………………………………………………３１９

� 方形竪穴遺構 …………………………………………………………………………………………３２０

� 井戸跡 …………………………………………………………………………………………………３２１

� 土壙墓 …………………………………………………………………………………………………３３３

� 土坑 ……………………………………………………………………………………………………３３３

� 溝跡 ……………………………………………………………………………………………………３９１

� ピット群 ………………………………………………………………………………………………３９７

	 遺構外出土遺物 ………………………………………………………………………………………４０６

第４節 まとめ ……………………………………………………………………………………………………４１４

写真図版

付図



東日本高速道路株式会社は，常陸那珂港と北関東の各主要都市を結ぶ北関東自動車道の早期開通をめざして

いる。

平成１０年１１月４日，日本道路公団東京建設局水戸工事事務所長（現東日本高速道路株式会社関東支社水戸工

事事務所長）は，茨城県教育委員会教育長に対して，北関東自動車道建設事業地内における埋蔵文化財の所在

の有無及びその取り扱いについて照会した。これを受けて茨城県教育委員会は，平成１０年１２月１５日～１８日に現

地踏査を，平成１２年１２月１４・１５日に試掘調査を実施し，犬田神社前遺跡の所在を確認した。平成１３年１月１７日，

茨城県教育委員会教育長は日本道路公団東京建設局水戸工事事務所長あてに事業地内に犬田神社前遺跡が所在

する旨回答した。

平成１３年３月２６日，日本道路公団東京建設局水戸工事事務所長は茨城県教育委員会教育長に対して，文化財

保護法第５７条の３（現 第９４条）の規定に基づき，土木工事のための埋蔵文化財包蔵地の発掘について通知し

た。茨城県教育委員会教育長は，現状保存が困難であることから，記録保存のための発掘調査が必要であると

判断し，平成１３年３月２７日，日本道路公団東京建設局水戸工事事務所長あてに，工事着手前に発掘調査を実施

するよう通知した。

平成１３年３月２８日，日本道路公団東京建設局水戸工事事務所長は，茨城県教育委員会教育長に対して，北関

東自動車道建設に係る埋蔵文化財発掘調査の実施について協議した。平成１３年３月２８日，茨城県教育委員会教

育長は日本道路公団東京建設局水戸工事事務所長あてに，犬田神社前遺跡について，発掘調査の範囲及び面積

等について回答し，併せて埋蔵文化財の調査機関として，財団法人茨城県教育財団を紹介した。

財団法人茨城県教育財団は，日本道路公団東京建設局水戸工事事務所長から埋蔵文化財発掘調査事業につい

て委託を受け，平成１４年４月１日から犬田神社前遺跡の発掘調査を開始し，今回は平成１７年４月１日から平成

１７年９月３０日まで発掘調査を実施することとなった。

調査は，平成１７年４月１日から平成１７年９月３０日まで実施した。その概要を表で記載する。

第１章 調 査 経 緯

第１節 調査に至る経緯

第２節 調 査 経 過

期間

工程
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

調査準備
表土除去
遺構確認

遺構調査

遺物洗浄
注記作業
写真整理

補足調査
撤 収

―１―



いぬ だ じんじゃまえ

犬田神社前遺跡は，茨城県桜川市犬田６９１番地の２ほかに所在している。

当遺跡は，旧西茨城郡岩瀬町の犬田地区に位置し，旧岩瀬町地域の地形は，北が富谷山，北東が雨巻山，東

が羽黒山，南が加波山・雨引山によって三方を取り囲まれた盆地をなしている。筑波山麓の西側を経由し霞ヶ

浦へ注ぐ桜川が，当町の中央部を東西に貫通している。平地は，桜川流域，西部を流れる桜川の支流泉川流域，

北部の大川流域，南東部の筑輪川流域の沖積地である。

岩瀬地域の地質は，八溝山塊・鷲の子山塊・鶏足山塊・筑波山塊の四つの山塊群からなる八溝山系からとら

えることができる。北から延びる三つの山塊の地質は，中・古生代の地向斜に堆積された地層とこれを貫く花

崗岩類からできている。また，台地の大部分は，関東ローム層に厚くおおわれた洪積台地である。この層の上

部には，赤城山の噴出物である鹿沼軽石も含まれる。また，水田に利用されている桜川流域一帯などは，河川

の浸食・堆積による沖積地である１）。

また，岩瀬地域の土壌は酸性度の強いところが多く，県内で最も降水量の少ない地域の一つである。特に，

天気の変化や降雪の様子は，栃木県の天候に近い１）。

当遺跡の調査前の現況は山林及び畑である。

当遺跡の所在する岩瀬盆地とそれを望む丘陵地や桜川及びその支流域には，縄文時代から中世にかけての遺

跡が数多く分布する２）。また，中世から近世にかけての集落遺構も近年の調査で報告されている。

ここでは，当遺跡の今回の報告と関連する弥生時代から中世までの概要と主な遺跡について述べる。

弥生時代の遺跡は，縄文時代の遺跡と同じ台地上に多く分布している。当遺跡の第１次調査でも，縄文中か

ら後期の住居跡６軒，土坑１０基が確認されている３）。盆地北部の大泉地区からは弥生中期の特徴をもつ遺物が

出土している。この時期には弥生文化が波及したと考えられているが，中期の遺跡はほとんど確認されていな

いため遺跡の全体像や時代の概観を把握することは難しい１）。後期の遺跡では，辰街道遺跡〈２〉，当向遺跡〈３〉，

裏山遺跡〈４〉，南飯田遺跡，番匠遺跡，そして犬田神社前遺跡においても平成１５年度の第２次調査４）で，竪穴住

居跡９軒と土坑１基が報告され，集落の形成が確認されている。常総地方において当該期の遺跡は，１０遺跡ほ

どであると見られている５）。

古墳時代になると，初期末とされている狐塚古墳６）〈５〉，それに続いて築かれた岩瀬地域最大の長辺寺山古墳７）

〈６〉，くびれ部から３条４段の円筒埴輪が出土した篠ノ沢古墳８）〈７〉，直刀などが出土した松田古墳群９）〈８〉など

がある。当遺跡の東方には犬田山神古墳１０）〈９〉が存在している。集落跡としては，拠点的な集落の様相を呈す

る辰街道遺跡〈２〉をはじめ，金谷遺跡〈１０〉，犬田神社前遺跡など，当教育財団が調査を行い，この時代におけ

る集落の様相や性格が明確にされつつある。

奈良・平安時代の集落遺跡は，当遺跡からも平成１５・１６年度の報告により，９３軒の竪穴住居跡が報告されて

いる。なお，近隣の辰街道遺跡では，鉄生産を中心とした荘園と結びついた集落の経済的繁栄を示唆する遺構・

第２章 位 置 と 環 境

第１節 地 理 的 環 境

第２節 歴 史 的 環 境
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遺物の報告がなされている１１）。当遺跡もその影響下にあることは十分考えられ，その中で岩瀬地域は，中郡氏

の支配をみるのである１）。

中世にはいると，源氏３代と結びつきを深めた中郡氏は，中郡庄の地頭職を安堵される。しかし，北条氏専

制の時代となると，中郡庄地頭職は安達義景に与えられた。その後，弘安８（１２８５）年の霜月騒動以降は，北条

得宗家によってなされていく。北条氏滅亡後の中郡地域は，南北朝時代の一時期に北畠顕時の支配など南朝方

になったが，その後足利氏直轄領及び禁裏御料所として１６世紀前半に至る。戦国の世になると佐竹氏をはじめ

として諸氏が当地域に進出をはかってくる。その中で弘治２（１５５６）年ころから，結城氏が中郡地方を支配する

ようになる。当遺跡において，１５～１６世紀の遺物を伴う竪穴遺構が確認されている。これらは貯蔵施設と考え

られ，この地域の流通経済や商業活動の展開を見ることができるであろう３）。

戦国末期，豊臣秀吉の小田原出兵時の岩瀬地域は，宇都宮氏の支配下であったようである。その後，浅野長

政の宇都宮城代時代を経て，蒲生秀行の時に慶長５年の関ヶ原の戦いを迎える。関ヶ原の後岩瀬地域は，幕府

直轄領時代を経て，まもなく笠間領へ編入されていく。笠間藩の領主は，延享４（１７４７）年の牧野氏入封まで，

頻繁に入れ替わる。当遺跡からは，平成１５年度の報告で，中世から近世初頭に比定されている溝跡が１８条確認

されている３）。さらに平成１６年度の報告では，１７世紀後半から１８世紀初頭に廃絶したと考えられる１０条の溝跡

と２棟の掘立柱建物跡などが確認されている４）。これらの遺構の性格は不明だが，陶器や磁器の出土は，安永

年間（１７７２～８１）創始の，笠間焼との関わりを推測させる４）。笠間藩領は，「山内」「山外」「真壁」の三地区に

分けられて支配されていた。山内地区は笠間城下町を中心とし，真壁地区は陣屋町として在郷町による経済体

系を確立していく１２）。それに対して，山外地区の岩瀬地域は，主穀物や雑穀物の生産を産業とするものであっ

た１）。しかし，貨幣経済と商業の波は，町場化された隣接地区からの影響を無視できない。このような状況下

の延享５（１７４７）年の山外地区（岩瀬地域）４１か村惣百姓一揆など，牧野氏入封の時期と前後して，百姓一揆や

村方騒動などの民衆運動が起こり，新たな時代への社会変化が展開していく。

＊文中の〈 〉内の番号は，表１及び第１図の該当番号と同じである。
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第１図 犬田神社前遺跡周辺遺跡位置図（国土地理院地形図「岩瀬・羽黒」）
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表１ 犬田神社前遺跡周辺遺跡一覧表

番

号

遺 跡 名

時 代
番

号

遺 跡 名

時 代

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

・

平

中

世

近

世

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

・

平

中

世

近

世

① 犬田神社前遺跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ２１ 橋 本 城 跡 ○

２ 辰 街 道 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ２２ 坂 戸 城 跡 ○

３ 当 向 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ２３ 門 下 城 跡 ○

４ 裏 山 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ２４ 松 田 城 跡 ○

５ 狐 塚 古 墳 ○ ２５ 岩 瀬 城 跡 ○

６ 長 辺 寺 山 古 墳 ○ ○ ○ ２６ 磯 部 城 跡 ○

７ 篠 沢 古 墳 ○ ２７ 上 野 原 瓦 窯 跡 ○

８ 松 田 古 墳 群 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ２８ 坂 戸 古 墳 群 ○

９ 犬 田 山 神 古 墳 ○ ○ ○ ○ ○ ２９ 富 岡 城 跡 ○

１０ 金 谷 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ３０ 本 郷 瓦 塚 遺 跡 ○

１１ 猪 窪 古 墳 群 ○ ○ ○ ３１ 防 人 遺 跡 ○ ○ ○ ○

１２ 大 神 田 古 墳 群 ○ ３２ 高 幡 遺 跡 ○ ○ ○ ○

１３ 磯 部 遺 跡 ○ ○ ３３ 山 ノ 入 古 墳 群 ○

１４ 二 門 塚 古 墳 ○ ３４ 加 茂 Ｂ 古 墳 群 ○

１５ 花 園 古 墳 群 ○ ３５ 間 中 遺 跡 ○ ○

１６ 長 辺 寺 遺 跡 ○ ○ ○ ３６ 大 日 下 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○

１７ 猪 窪 遺 跡 ○ ○ ○ ３７ 青 木 北 原 遺 跡 ○ ○

１８ 加 茂 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３８ 新 治 廃 寺 跡 ○

１９ 堀の内古窯跡群 ○ ３９ 新 治 郡 衙 跡 ○

２０ 富 谷 城 跡 ○ ４０ 西山・本沼窯跡群 ○
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今回報告するのは，平成１７年度に調査を行った６�８３４�の調査区についてである。調査区は西部３区と西部

４区に分けた（第２図）。調査の結果，当遺跡は弥生時代から中世にかけての複合遺跡であることが判明した。

確認された遺構は，弥生時代の竪穴住居跡５軒，古墳時代の竪穴住居跡３５軒，土坑２基，溝跡１条，奈良・

平安時代の竪穴住居跡６９軒，掘立柱建物跡１棟，井戸跡７基，土坑２基，溝跡２条，中世以降の方形竪穴遺構

２基，井戸跡１２基，土坑１基，溝跡４条，道路跡１条，時期不明の竪穴住居跡１５軒，掘立柱建物跡１棟，方形

竪穴遺構１基，井戸跡１７基，土壙墓１基，土坑３５８基，溝跡１０条，ピット群５か所である。

遺物は，遺物収納コンテナ（６０×４０×２０�）に１７７箱が出土している。主な出土遺物は，弥生土器（壺），土

師器（坏・椀・高台付椀・皿・坩・器台・高坏・甕・甑），須恵器（坏・高台付坏・盤・蓋・甕・甑），灰釉陶

器（碗・壺），土師質土器（内耳鍋），陶磁器（碗・皿），土製品（土玉・球状土錘・支脚・紡錘車），石器・石

製品（鏃・石斧・凹石・砥石・勾玉・臼玉・模造品・紡錘車），金属製品（刀子・釘・古銭）などである。

調査区中央部（Ｃ４ｃ８）にテストピットを設定し，基本層序の観察を行った（第３図）。

第１層は表土である。層厚は２５～３５�である。

第２層は黒褐色土層である。粘性は普通で，締まりは強い。層厚は１１～１９�である。

第３層は暗褐色のソフトローム層への漸移層である。少量のロームブロックを含み，粘性・締まりともに普

通である。層厚は１１～１８�である。

第４層は褐色のソフトローム層である。粘性は普通で，やや締まっている。層厚は９～１８�である。

第５層は褐色のハードローム層への漸移層である。粘性・締ま

りとも強い。層厚は１４～３４�である。

第６層は褐色のハードローム層である。粘性・締まりとも強い。

層厚は４２～５９�である。第�黒色帯に相当するものと考えられる

第７層は黄褐色のハードローム層である。鹿沼パミス（以下KP

と略す）ブロックを中量含んでおり，KP層への漸移層と考えら

れる。粘性は普通で，締まりは強い。層厚は２４～３４�である。

第８層は黄橙色のKP層である。粘性は弱く，締まりは強い。

層厚は４４～５７�である。

第９層は明黄褐色のKP層である。粘性は弱く，締まりは強い。

層厚は３０�以上であるが，下層が未掘のため本来の厚さは不明で

ある。

遺構は，第４層上面で確認された。

第３章 調 査 の 成 果

第１節 遺 跡 の 概 要

第２節 基 本 層 序

第３図 基本土層図
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１ 弥生時代の遺構と遺物

竪穴住居跡５軒が確認されている。以下，確認された遺構と遺物について記述する。

第３０７号住居跡（第４・５図）

位置 西部３区西部のＡ１ｅ４区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３０６号住居に掘り込まれている。

規模と形状 北側は調査区域外に延びており，規模や平面形は明確ではない。確認された範囲は，東西軸２�８４

ｍ，南北軸２�４６ｍで，平面形は方形もしくは長方形と推定される。主軸方向はＮ－２５°－Ｗである。壁高は３６

�で，ほぼ直立している。

床 ほぼ平坦で，Ｐ１付近がわずかに硬化している。

炉 確認された床面の北側に位置している。長径６３�，短径４０�の楕円形で，床面を４～９�掘りくぼめた地

床炉である。炉床は，火熱を受けて赤変している。

ピット 深さは３５�で，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ４層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

第３節 遺 構 と 遺 物

炉土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ロームブロック中量

第４図 第３０７号住居跡実測図

―８―



遺物出土状況 弥生土器片８１点（口縁部１０，胴部６９，底部２）が細片で，中央部の覆土下層から出土している。

また，流れ込んだ土師器片２点（器台，高台付皿）も出土している。TP３７７・TP３７８は，炉の南側付近の覆土

下層から出土している。

所見 時期は，出土土器から後期と考えられる。

第３１５号住居跡（第６図）

位置 西部３区西部のＡ１ｆ４区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３１３号住居に掘り込まれている。

規模と形状 削平により壁がほとんど残存していないため，規模や形状は明確ではない。確認できた床面の範

囲は東西軸２�９６ｍ，南北軸２�９６ｍで，平面形は方形もしくは長方形と考えられる。主軸方向はＮ－７９°－Ｅと

推定される

床 平坦で，炉の西側と東側が踏み固められている。

炉 床面のほぼ中央に位置している。長径５７�，短径５３�の円形で，床面を２～１４�掘りくぼめた地床炉であ

る。炉床面の南側から炉石が出土している。炉床面の赤変硬化が顕著であり，長期にわたり使用されていたこ

とが推測される。

遺物出土状況 弥生土器口縁部片１点が出土している。覆土が削平された状況で確認されているため，出土位

置は明確でない。

所見 時期は，出土土器がほとんどなく判断は難しいが，遺構の形態や様相などから後期と推定される。

第５図 第３０７号住居跡出土遺物実測図

炉土層解説
１ 明 褐 色 ローム粒子多量 ２ 赤 褐 色 焼土ブロック中量

第３０７号住居跡出土遺物観察表（第４・５図）

番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 文様および手法の特徴 出土位置 備考

TP３７４弥生土器 壺 石英・白色粒子
にぶい
赤褐

普通
口唇部縄文原体押圧 櫛歯状工具（７本櫛歯）によるおおぶり
な波状文 瘤貼付

覆土中 PL５７

TP３７５弥生土器 壺 石英・白色粒子 黒褐 普通
口唇部縄文原体押圧 口縁部付加条一種（付加２条）縄文施文
口縁部瘤貼付

覆土中 PL５７

TP３７６弥生土器 壺 石英・白色粒子 赤褐 普通
口唇部縄文原体押圧 口縁部付加条一種（付加２条）縄文施文
羽状構成で複合口縁部下端に結節部押圧

覆土中 PL５７

TP３７７弥生土器 壺 石英・白色粒子 にぶい黄橙 普通 胴部付加条一種（付加２条）縄文施文 羽状構成 覆土下層

TP３７８弥生土器 壺 白色粒子 にぶい橙 普通 口縁部付加条一種（付加２条）縄文施文 羽状構成で結節部押圧 覆土下層 PL５７

―９―



第３１６号住居跡（第７・８図）

位置 西部３区西部のＡ１ｃ７区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３３２・３３５・３３６・３４４・３５９号住居，第３６１４・３６１５・３６９２・３９７７号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 北東側と北西側の壁が削平によりほとんど残存していないため，規模や形状は明確ではない。確

認された範囲は，南北軸７�４０ｍ，東西軸６�１３ｍで，平面形は方形もしくは長方形と推定される。主軸方向はＮ

－２８°－Ｗである。壁高は１８�で，壁は外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，炉の周囲が踏み固められている。

炉 ３か所。中央部からやや北側にそれぞれ位置している。炉１は，長径１３７�，短径６２�の長楕円形と推定

され，床面を２～８�掘りくぼめた地床炉である。炉２は，長径１４７�，短径４２�の長楕円形で，床面を２～

６�掘りくぼめた地床炉である。炉３は，長径８９�，短径６４�の不正楕円形で，床面を２～４�掘りくぼめた

地床炉である。いずれの炉床も火熱を受けて赤変している。また，炉の上面を踏み固めた形跡などがないこと

から，３基の炉はほぼ同時に使われたと考えられる。

ピット 深さ２３�で，南壁際に位置しているため，出入り口施設に伴うピットの可能性が高い。なお，主柱穴

に相当するピットは確認できなかった。

覆土 ３層に分層される。ロームブロックが不規則に堆積している状況から，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 弥生土器片４１６点（口縁部９，胴部３９１，底部１６），石器１点（鏃）が出土している。土器は炉

の北東側と南西側に散在し，覆土下層から床面にかけて多く出土している。また，流れ込んだ土師器片９０点，

須恵器片１点も出土している。１７６１・TP３９７は南西部の床面，TP３８４はＰ１から出土している。

所見 時期は，出土土器から後期と考えられる。

第６図 第３１５号住居跡実測図

炉１・２・３土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量

３ 黒 褐 色 焼土粒子中量
４ 赤 褐 色 ロームブロック中量

土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量

３ 黒 褐 色 焼土粒子中量

―１０―



第７図 第３１６号住居跡実測図
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第８図 第３１６号住居跡出土遺物実測図

第３１６号住居跡出土遺物観察表（第８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様および手法の特徴 出土位置 備考

１７５９ 弥生土器 壺 － （５�２） ８�２ 長石・雲母 にぶい褐 普通 胴部付加条一種（付加２条）縄文施文 底部木葉痕 床面 ５％

１７６０ 弥生土器 壺 － （３�０） ６�５ 石英 にぶい黄褐 普通 胴部付加条一種（付加２条）縄文施文 羽状構成 底部木葉痕 覆土下層 ５％

１７６１ 弥生土器 壺 － （５�７） ７�５ 石英・白色粒子 にぶい褐 普通 胴部付加条一種（付加２条）縄文施文 底部木葉痕 床面 ５％

１７６２ 弥生土器 壺 － （２�９） ７�８ 石英 にぶい橙 普通 胴部付加条一種（付加２条）縄文施文 底部木葉痕 覆土下層 １０％

―１２―



第３２２号住居跡（第９図）

位置 西部３区東部のＡ２ｇ３区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３２３号住居，第３６３３号土坑，第６８・６９号溝に掘り込まれている。

規模と形状 確認された範囲は，長軸４�３０ｍ，短軸３�６７ｍで，長方形を呈しており，主軸方向はＮ－３４°－Ｗ

である。壁高は１２～２５�で，緩やかに外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められており，特に炉の周辺の硬化が著しい。

炉 中央部に位置している。長径７６�，短径６７�の不正楕円形で，床面を２～６�掘りくぼめた地床炉である。

炉床は火熱を受けて赤変している。

ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ３０～６８�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５・Ｐ６は深さ２２�と

４７�で，南壁際の中央部に狭い間隔で位置していることから，ともに出入り口施設に伴うピットと考えられる。

炉土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子多量

番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 文様および手法の特徴 出土位置 備考

TP３７９弥生土器 壺 石英
にぶい
黄橙

普通
口唇部縄文原体押圧 口縁部付加条一種（付加２条）縄文施文
頸部櫛歯状工具（５本櫛歯）による山形文施文

覆土下層 PL５７

TP３８０弥生土器 壺 石英・長石・白色粒子 橙 普通 胴部付加条一種（付加２条）縄文施文 羽状構成 覆土下層

TP３８１弥生土器 壺 石英・白色粒子 橙 普通 胴部付加条一種（付加２条）縄文施文 羽状構成 覆土中

TP３８２弥生土器 壺
石英・長石・
白色粒子

にぶい
黄橙

普通
頸・胴部櫛歯状工具（４本櫛歯）による横走文で区画 胴部付
加条一種（付加２条）縄文施文 羽状構成

覆土中 PL５７

TP３８３弥生土器 壺 石英・白色粒子
にぶい
橙

普通
頸・胴部櫛歯状工具（６本櫛歯）による横走文で区画 胴部付
加条一種（付加２条）縄文施文

覆土中 PL５７

TP３８４弥生土器 壺 石英・長石・白色粒子 橙 普通 胴部付加条一種（付加２条）縄文施文 羽状構成 Ｐ１覆土下層 PL５７

TP３８５弥生土器 壺 白色粒子・赤色粒子 橙 普通 胴部付加条一種（付加２条）縄文施文 羽状構成 覆土下層

TP３８６弥生土器 壺 石英・白色粒子 にぶい黄橙 普通 胴部付加条一種（付加２条）縄文施文 覆土下層

TP３８７弥生土器 壺 石英・白色粒子 にぶい褐 普通 胴部付加条一種（付加２条）縄文施文 覆土中

TP３８８弥生土器 壺 石英・白色粒子 明赤褐 普通
頸・胴部櫛歯状工具（９本櫛歯）による横走文で区画及び縦走
文施文 胴部付加条一種（付加２条）縄文施文

覆土中 PL５７

TP３８９弥生土器 壺
石英・長石・
白色粒子

明赤褐 普通
頸・胴部櫛歯状工具（５本櫛歯）による横走文で区画及び縦走
文施文 胴部付加条一種（付加２条）縄文施文

覆土中 PL５７

TP３９０弥生土器 壺 石英・長石・白色粒子 赤褐 普通 胴部付加条一種（付加２条）縄文施文 羽状構成 覆土中 PL５７

TP３９１弥生土器 壺 白色粒子
にぶい
黄褐

普通
頸・胴部櫛歯状工具（５本櫛歯）による横走文で区画 胴部付
加条一種（付加２条）縄文施文

覆土中

TP３９２弥生土器 壺 石英・長石 にぶい橙 普通 胴部付加条一種（付加２条）縄文施文 覆土下層

TP３９３弥生土器 壺 石英・白色粒子 橙 普通 胴部付加条一種（付加１条）縄文施文 羽状構成 覆土中

TP３９４弥生土器 壺 石英・長石 にぶい黄橙 普通 頸部櫛歯状工具（５本櫛歯）による波状文施文 床面

TP３９５弥生土器 壺 石英・白色粒子
にぶい
赤褐

普通
口縁部付加条一種（付加２条）縄文施文 羽状構成 複合口縁
部下端に刺突文

覆土中 PL５７

TP３９６弥生土器 壺 石英・長石・白色粒子 褐 普通 頸部櫛歯状工具（６本櫛歯）による波状文施文 覆土中 PL５７

TP３９７弥生土器 壺 石英・長石 暗褐 普通 胴部付加条一種（付加２条）縄文施文 床面

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 手 法 の 特 徴 出土位置 備考

Ｑ２０７ 鏃 ３�２２ １�３７ ０�５４ １�７ チャート 有茎鏃 両面押圧剥離 覆土下層 PL８６

―１３―



第９図 第３２２号住居跡・出土遺物実測図
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覆土 ８層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈していることから自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 弥生土器片６１点（口縁部４，胴部５６，底部１），細礫５点が出土している。土器は覆土下層か

ら散在して出土している。また，流れ込んだ縄文土器片１２点，土師器片１８点も出土している。TP４００・TP４０１

はＰ５の東側の覆土下層から出土している。

所見 時期は，出土土器から後期と考えられる。

第３４０号住居跡（第１０図）

位置 西部３区東部のＡ１ａ０区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３３９号住居，第３６６９号土坑，第７０号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�０８ｍ，短軸３�１８ｍの長方形で，主軸方向はＮ－２７°－Ｗである。壁高は１１�で，外傾して

立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められており，特に炉の周囲が著しい。

炉 中央部に位置している。長径５４�，短径３０�の楕円形で，床面を３�掘りくぼめた地床炉である。炉床は

火熱を受けて赤変している。

ピット ４か所。深さが２８～５８�で，規模や配置はやや不規則であるが，主柱穴と考えられる。

覆土 ８層に分層される。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量

５ 暗 褐 色 ロームブロック中量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量
７ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
８ 褐 色 ロームブロック中量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量
４ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量

５ 黒 褐 色 ローム粒子中量
６ 黒 褐 色 ロームブロック微量
７ 褐 色 ローム粒子中量
８ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第３２２号住居跡出土遺物観察表（第９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様および手法の特徴 出土位置 備考

１７６３ 弥生土器 壺 － （１０�７）［８�０］ 石英・長石 にぶい
褐

普通
胴部付加条一種（付加２条）縄文施文
羽状構成 底部木葉痕

覆土中 １０％

番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 文様および手法の特徴 出土位置 備考

TP３９８弥生土器 壺 石英・白色粒子 にぶい赤褐 普通 複合口縁下端部に横位の平行沈線とキザミ施文 頸部無文 覆土中 PL５７

TP３９９弥生土器 壺 石英・白色粒子 褐 普通
口唇部縄文施文 口縁部付加条一種（付加２条）縄文施文
複合口縁部下端縄文原体押圧

覆土中 PL５７

TP４００弥生土器 壺 石英・長石 明赤褐 普通 胴部付加条一種（付加２条）縄文施文 覆土下層

TP４０１弥生土器 壺 石英・長石 明赤褐 普通 胴部付加条一種（付加２条）縄文施文 覆土下層

TP４０２弥生土器 壺 石英 にぶい橙 普通 頸部単沈線による斜格子目施文 胴部付加条一種（付加２条）縄文施文 覆土中 PL５７

TP４０３弥生土器 壺 石英・白色粒子 明赤褐 普通
頸部単沈線による横位の区画内に斜位の平行沈線とキザミ施文
胴部付加条一種（付加２条）縄文施文

覆土中 PL５７

TP４０４弥生土器 壺 石英・白色粒子 にぶい黄褐 普通 頸部下向きの連弧文 覆土中 PL５７

TP４０５弥生土器 壺 石英・白色粒子 にぶい橙 普通 頸部櫛歯状工具による波状文 覆土中

―１５―



遺物出土状況 弥生土器片５９点（胴部５７，底部２）が覆土下層から床面にかけて出土している。流れ込んだ土

師器片１点も出土している。１７６４・TP４０６は炉の北側の覆土中層，TP４０７はＰ４の東側の床面，TP４０８はＰ１

の北東側の床面からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から後期と考えられる。

第１０図 第３４０号住居跡・出土遺物実測図
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２ 古墳時代の遺構と遺物

竪穴住居跡３５軒，土坑３基，溝跡１条が確認された。以下，遺構と遺物について記述する。

� 竪穴住居跡

第３０４号住居跡（第１１～１３図）

位置 西部３区西部のＡ１ｅ５区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３０５号住居跡を掘り込み，第３６１２・３６１３号土坑，第２１号土壙墓に掘り込まれている。

規模と形状 竈と北壁の西側半分が撹乱によって壊されている。確認できた範囲は，長軸５�９２ｍ，短軸５�９０ｍ

の方形で，主軸方向はＮ－１６°－Ｗである。壁高は２６～３８�で，直立している。

床 平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が，北壁際を除いて周回している。

竈 撹乱により，右袖部がわずかに遺存しているだけである。右袖部は，ロームブロックを含んでいる黒褐色

土の上に，砂質粘土を貼付けて構築している。煙道部にも少量の粘土が貼付けられている。

ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ２７～８８�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ２７�で南壁

際の位置にあることから出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は２０�で，壁柱穴と考えられる。

覆土 １１層に分層される。周囲からの土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

竈土層解説
１ にぶい黄褐色 焼土ブロック・粘土ブロック少量
２ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，粘土ブロック微量
３ 暗 褐 色 焼土ブロック少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック微量

５ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック微量
６ 黒 褐 色 ローム粒子少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック微量

第３４０号住居跡出土遺物観察表（第１０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様および手法の特徴 出土位置 備考

１７６４ 弥生土器 壺 － （７�４） １０�８ 石英・長石 灰褐 普通 胴部付加条一種（付加２条）縄文施文 底部木葉痕 覆土中層 ５％

番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 文様および手法の特徴 出土位置 備考

TP４０６弥生土器 壺 石英・長石
にぶい
黄橙

普通
頸部櫛歯状工具（６本櫛歯）による重層山形文施文 胴部付加
条一種（付加２条）縄文施文

覆土中層 PL５７

TP４０７弥生土器 壺 石英・長石・雲母 にぶい黄橙 普通 胴部付加条一種（付加２条）縄文施文 羽状構成 床面 PL５７

TP４０８弥生土器 壺 石英・雲母 灰褐 普通 胴部付加条一種（付加２条）縄文施文 床面

表２ 弥生時代住居跡一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高
（�） 床面

内部施設
覆土 出土遺物 備考（時期）

壁溝 主柱穴 出入口 ピット 炉 貯蔵穴

３０７ Ａ１ｅ４ Ｎ－２５°－Ｗ ［方形・長方形］（２�８４）×（２�４６） ３６ 平坦 － １ － － １ － 自然 壺形土器 後期

３１５ Ａ１ｆ４ Ｎ－７９°－Ｅ ［方形・長方形］（２�９６）×（２�９６） － 平坦 － － － － １ － － 壺形土器 後期

３１６ Ａ１ｃ７ Ｎ－２８°－Ｗ ［方形・長方形］（７�４０）×６�１３ １８ 平坦 － － １ － ３ － 人為 壺形土器 鏃 後期

３２２ Ａ２ｇ３ Ｎ－３４°－Ｗ［長方形］ ４�３０×（３�６７）１２～２５ 平坦 － ４ ２ － １ － 自然 壺形土器 後期

３４０ Ａ１ａ０ Ｎ－２７°－Ｗ 長方形 ４�０８×３�１８ １１ 平坦 － ４ － － １ － 人為 壺形土器 後期
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第１１図 第３０４号住居跡実測図�
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遺物出土状況 土師器片６１２点（坏１６６，高坏２１，甕４２５），須恵器片８点（坏４，蓋３，甕１）が，南東部を中

心に散在しており，ほとんど細片である。また，流れ込みによる縄文土器片１点，弥生土器片１２３点，土師器

片２点（高台付椀），鉄製品１点（刀子ヵ）が出土している。１７６６は南壁際の覆土中層，１７６５・１７６７・１７６８・

１７７０は北東部の覆土下層からそれぞれ出土している。Ｍ１３８は南コーナー部の覆土下層から出土している。

所見 時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

第１２図 第３０４号住居跡実測図�

土層解説
１ 極 暗 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・粘土ブロッ

ク微量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 極 暗 褐 色 ロームブロック微量

６ 褐 色 砂質粘土中量，ロームブロック・焼土ブロック少量
７ 褐 色 ロームブロック・砂質粘土中量
８ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック微量
１０ 褐 色 ロームブロック中量
１１ 褐 色 ロームブロック多量

第１３図 第３０４号住居跡出土遺物実測図

第３０４号住居跡出土遺物観察表 （第１３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１７６５ 土師器 坏 ［１０�５］ ３�１ － 白色粒子 橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土下層 ２０％

１７６６ 土師器 坏 ［１２�２］（２�９） － 雲母 にぶい黄橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 口唇部ナデによる沈線 体部外面ナデ 覆土中層 １０％

１７６７ 土師器 坏 ［１３�０］ ４�０ － 長石・赤色粒子 橙 普通 口縁部外面横ナデ 体部ヘラ削り Ｐ１ ２０％

１７６８ 土師器 坏 ［１６�０］ ３�４ － 石英・白色粒子・赤色粒子 橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り Ｐ１ ２０％

１７６９ 土師器 甕 ［２２�０］（４�３） － 石英・雲母 にぶい赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 覆土中 ５％

１７７０ 土師器 甕 － （３�９）［８�０］ 白色粒子 灰黄褐 普通 底部外面ヘラ削り 覆土下層 ５０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１３８ 刀子ヵ （３�２） ０�９ ０�２５（２�２８） 鉄 刀身 刀部先端・茎欠損 覆土下層 PL９０

―１９―



第３０５号住居跡（第１４・１５図）

位置 西部３区西部のＡ１ｅ４区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３０４号住居，第３５８６号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�８２ｍ，短軸３�４０ｍの長方形で，主軸方向はＮ－８８°－Ｅである。壁高は５�で，緩やかに

立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，全体的に締まりがない。

ピット ２か所。Ｐ１は深さ３０�で，南壁際のほぼ中央部に位置していることから出入り口施設に伴うピット

と考えられる。Ｐ２は深さ３０�で，性格は不明である。

覆土 ３層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１６２点（坏１６，高坏３，鉢１，甕１４２）が，南壁中央部の出入り口施設付近の覆土下層

面から床面にかけて集中している。また，流れ込んだと考えられる弥生土器片１５点，須恵器片１点（坏），石

製品２点（不明）も出土している。１７７１は，東壁付近の覆土中層から出土し，１７７２は南東部と出入り口施設付

近の床面から出土した破片が接合したものである。

所見 時期は，出土土器から５世紀中葉と考えられる。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量
２ 極 褐 色 ローム粒子微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１４図 第３０５号住居跡実測図

―２０―



第３０６号住居跡（第１６図）

位置 西部３区西部のＡ１ｅ３区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３０７号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 北側が調査区域外に延びている。確認できた範囲は，長軸５�４８ｍ，短軸２�４２ｍで，平面形は方形

もしくは長方形と推定され，主軸方向はＮ－２１°－Ｗである。壁高は３４�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

ピット ３か所。Ｐ１は深さ３７�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。Ｐ２は深さ２６�で，南壁際の中央

部に位置していることから出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ３は深さ１６�で，性格は不明である。

覆土 ４層に分層される。周囲からの土砂の流入した様相を呈しており，自然堆積と考える。

遺物出土状況 土師器片２４３点（坏２３４，甕９）が中央部から西部の覆土下層から床面を中心に集中して出土し

ており，また，流れ込んだと考えられる弥生土器片２２点，須恵器片２点（蓋，甕）も出土している。中央部か

第１５図 第３０５号住居跡出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 褐 色 ロームブロック少量

３ 褐 色 ロームブロック中量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第３０５号住居跡出土遺物観察表（第１５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１７７１ 土師器 坏 ［１３�９］ ４�７ ５�９ 石英・長石・
赤色粒子

にぶい
赤褐

普通
口縁部内・外面横ナデ 底部ヘラ切り 体
部下端ヘラ削り

覆土中層 ５０％ PL５８

１７７２ 土師器 甕 ［１４�２］１６�４ １０�０ 石英・長石 にぶい赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 床面 ８０％

１７７３ 土師器 甕 １７�６（１９�２） － 石英・長石 浅黄橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 床面 ３０％

１７７４ 土師器 甕 １７�０ （７�４） － 石英・長石・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口縁部内・外面横ナデ・体部内面ヘラナデ 覆土下層 ２０％

―２１―



第１６図 第３０６号住居跡・出土遺物実測図

―２２―



ら西部の床面を中心に出土している。１７７５・１７７９はＰ２付近の床面から出土している。１７７６はＰ１の南

部，１７８０・１７８１はＰ１の北部の床面から出土している。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

第３０８号住居跡（第１７・１８図）

位置 西部３区西部のＡ１ｆ１区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 南側が撹乱，北側が調査区域外に延びている。確認できた範囲は長軸３�３５ｍ，短軸２�８２ｍで方形

もしくは長方形と推定され，主軸方向はＮ－８８°－Ｅである。壁高は１３�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，炉の周囲が踏み固められている。壁溝が，東壁下に確認されている。

炉 東壁寄りに位置し，長径４５�，短径４２�の不整楕円形で，床面を４�ほど掘りくぼめた地床炉である。炉

床は火熱を受けて赤変している。

覆土 ３層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
２ 褐 色 ロームブロック多量

３ 褐 色 ロームブロック少量

第１７図 第３０８号住居跡実測図

第３０６号住居跡出土遺物観察表（第１６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１７７５ 土師器 坏 ８�６ ４�５ ４�６ 石英・長石・雲母 明赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 床面 ９０％ PL５８

１７７６ 土師器 坏 １０�０ ４�４ ６�２ 石英・長石・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 底部木葉痕 床面 ９０％ PL５８

１７７７ 土師器 坏 ９�３ ４�７ ５�４ 石英・長石・雲母 灰褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 底部木葉痕 床面 ７５％ PL５８

１７７８ 土師器 坏 １０�２ ４�８ ５�５ 石英・長石・雲母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 底部木葉痕 床面 ６０％ PL５８

１７７９ 土師器 坏 ［１３�０］ ４�３ － 石英・長石・雲母 黄灰 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 床面 ５０％ PL５８

１７８０ 土師器 坏 － （５�９） －
石英・長石・
雲母

にぶい
橙

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
後ナデ 棒状工具による圧痕

床面 １０％

１７８１ 土師器 甕 １７�７ ２５�２ ８�７ 石英・長石・赤色粒子 黒褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 床面 ８０％ PL６９

―２３―



遺物出土状況 土師器片５６点（坏４０，甕１６）が，東壁際の覆土中層から覆土下層にかけて多く出土している。

また，流れ込んだ弥生土器片７点も出土している。１７８２は炉の南東部の床面から出土した破片が接合したもの

である。

所見 時期は，出土土器から５世紀後葉と考えられる。

第３０９号住居跡（第１９・２０図）

位置 西部３区西部のＡ１ｆ６区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３１１号住居跡を掘り込み，第３１０号住居，第６７号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�７１ｍ，短軸４�４３ｍの方形で，主軸方向はＮ－３５°－Ｗである。壁高は３２～５０�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が，南コーナー部を除いてほぼ全周している。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで９８�で，袖部幅９１�である。袖部は雲母を多

量に含んだ砂質粘土で構築されている。火床部は床面と同じ高さの地山面をそのまま利用しており，火床面は

火熱を受けて赤変している。煙道部は，壁外に２５�ほど掘り込まれ，火床面からほぼ直立している。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ４９～５３�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ３４�で，南

壁際の中央部に位置していることから出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 １２層に分層される。ブロック状に不規則な堆積状況を示す人為堆積である。

第１８図 第３０８号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 灰 黄 色 砂質粘土ブロック・雲母多量
２ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブ

ロック少量
３ 暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子多量
４ 暗 褐 色 雲母多量，焼土ブロック中量，ロームブロック少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，雲母少量，ロームブロック・

砂質粘土粒子微量
７ 暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子・雲母少量，ローム

ブロック微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量

９ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，雲母少量，炭化粒子微量
１０ 黒 褐 色 砂質粘土粒子中量，雲母少量，炭化粒子微量
１１ 黒 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック中量，ロームブ

ロック微量
１２ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，炭化物・雲母微量
１３ 黒 褐 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量
１４ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・雲母・砂質粘土少量
１５ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物・雲母・砂質粘土微量
１６ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・雲母粒子・砂質粘土微量
１７ 黒 褐 色 砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子・雲母微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子多量・焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量
４ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
５ 灰 褐 色 ロームブロック少量
６ 褐 色 ローム粒子少量

７ 褐 色 ローム粒子中量
８ 黒 褐 色 ローム粒子少量
９ 暗 褐 色 ローム粒子多量
１０ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
１１ 黒 褐 色 ローム粒子中量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第３０８号住居跡出土遺物観察表（第１８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１７８２ 土師器 坏 ［１４�１］ ６�０ －
石英・長石・
赤色粒子

明赤褐 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部内面ナデ 体
部外面ヘラ削り

床面 ６０％

―２４―



遺物出土状況 土師器片６５７点（坏１９０，高坏１１，甕４５６）が，北西コーナー部の覆土下層から床面に集中して

出土している。また，流れ込んだ縄文土器片１点，弥生土器片６９点，須恵器片１４点（坏８，高台付坏１，蓋５），

瓦質土器片１点，羽口片１点，粘土塊２点，鉄製品１点が出土している。１７８３は南壁際の床面から出土してい

る。１７８６は北西コーナー部の覆土中層と床面から出土した破片が接合したものである。１７９１は竈内，竈西側及

び南東コーナー部の覆土中層から下層にかけて出土した破片が接合したものである。これらは，破片や破損品

であり，覆土中層から下層にかけて出土したことや離れた位置から出土した破片が接合関係にあることから，

廃絶後に廃棄されたと考えられる。

所見 時期は，出土土器から７世紀後葉と考えられる。

第１９図 第３０９号住居跡実測図

―２５―



第２０図 第３０９号住居跡・出土遺物実測図

第３０９号住居跡出土遺物観察表（第２０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１７８３ 土師器 坏 １２�４ ４�９ － 長石・雲母
にぶい
褐

普通
口縁部内・外面ナデ 体部内面ヘラ磨き
外面ヘラ削り

床面 ９０％ PL５８

１７８４ 土師器 坏 ［１０�７］ ３�６ ６�５ 長石 灰褐 普通
口縁部内・外面横ナデ 口唇部ナデによる
沈線 体部外面ヘラ削り

覆土中 ５５％ PL５８

―２６―



第３１１号住居跡（第２１～２３図）

位置 西部３区西部のＡ１ｇ６区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３０９・３１０・３１２号住居，第３５８９・３６１８・３６１９・３６２１・３６２２号土坑，第６７号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸６�３０ｍ，短軸６�０５ｍの長方形で，主軸方向はＮ－１６°－Ｗである。壁高は３０～４７�で，ほぼ

直立している。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

炉 ２か所。中央からやや北側に２つが南北に接して並んで位置している。炉１は長径６４�，短径４５�の楕円

形で，床面を５�掘りくぼめた地床炉である。炉２は長径７８�，短径４９�の楕円形で，床面を６�掘りくぼめ

た地床炉である。炉床が火熱を受けてそれぞれ赤変している。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さが４０～５７�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さが１０�と

浅いが，南壁際の中央部からやや東側に位置していることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ９層に分層される。ロームブロックを多量に含み，ブロック状の不規則な堆積状況を示しており，人為

堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片７３４点（坏１０２，坩４，高坏８７，�１，甕５４０）が，北壁中央部付近及び南東コーナー

部を中心に散在した状態で出土している。また，流れ込みによる縄文土器片１点，弥生土器片９１点，須恵器片

５点（坏４，蓋１），石器１点（砥石），土製品１点（土玉），粘土塊５点も出土している。１７９２・１７９４・１７９８・

１８０３・１８０４は北壁中央部の床面から出土しており，このうち１７９２は斜位，１７９４・１８０３は横位，１７９８は正位で出

土している。１７９２・１７９４は床面から出土しており，廃絶時に遺棄されたものと考えられる。１７９３は南東コー

ナー部の覆土下層，DP５１は南東コーナー部の覆土中層からそれぞれ出土している。１７９５は中央部の覆土中

層，１８０１は南西コーナー部の床面から出土した破片がそれぞれ接合したものである。Ｑ２０８は南部の覆土中か

ら出土したものである。

所見 時期は，出土土器から５世紀中葉と考えられる。２か所の炉の上面にはどちらも硬化面がなく，用途を

使い分け，両方の炉が同時に使用されていた可能性がある。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 褐 色 ロームブロック中量
４ 暗 褐 色 ローム粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック微量

６ 褐 色 ロームブロック少量
７ 暗 褐 色 ローム粒子中量
８ 暗 褐 色 ローム粒子少量
９ 褐 色 ローム粒子少量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１７８５ 土師器 坏 １３�６ ４�０ － 石英・長石・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラナデ 覆土中層 ５０％ PL５８

１７８６ 須恵器 蓋 １２�３ ４�７ － 石英・長石 灰 普通 天井部外面ヘラ削り 覆土中層 ６０％ PL６４

１７８７ 土師器 小形甕［１２�４］（５�９） － 石英・雲母 灰黄褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 覆土中層 ５％

１７８８ 土師器 小形甕［１２�８］（４�８） － 雲母・赤色粒子 灰黄褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 頸部外面ヘラナデ 覆土下層 ５％

１７８９ 土師器 甕 ［１８�２］（７�８） － 石英・長石・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラナデ 覆土中層 １０％

１７９０ 土師器 甕 － （３�０） ６�０ 白色粒子
にぶい
黄橙

普通
底部内面棒状工具によるヘラナデ 外面ヘ
ラナデ

覆土下層 １０％

１７９１ 土師器 甑 ［２３�１］２３�８ ９�８ 石英・長石・
雲母

にぶい
褐

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
内面ヘラ磨き

床面 ５０％ PL６９

―２７―



第２１図 第３１１号住居跡実測図

―２８―



第２２図 第３１１号住居跡・出土遺物実測図

―２９―



第２３図 第３１１号住居跡出土遺物実測図

第３１１号住居跡出土遺物観察表（第２２・２３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１７９２ 土師器 坏 １２�９ ４�５ －
石英・長石・
赤色粒子

明赤褐 普通
体部外面ヘラ削り 体部内面横方向のヘラ
磨き 内面摩滅

覆土下層 １００％ PL５８

１７９３ 土師器 坏 １２�８ ６�１ ４�５ 石英・長石・雲
母・赤色粒子

橙 普通 体部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土下層 ９５％ PL５８

１７９４ 土師器 坏 １２�６ ５�６ ４�３ 長石・雲母・
赤色粒子

にぶい
橙

普通 体部内・外面横ナデ 体部外面ヘラナデ 床面 ９５％ PL５８

１７９５ 土師器 坩 － （１０�２） ３�８ 石英・長石・雲
母・赤色粒子

明赤褐 普通 体部外面ヘラ削り後ナデ 底部ヘラ削り 覆土下層 ８５％ PL６６

１７９６ 土師器 坩 － （５�３）［２�４］ 石英・白色粒子 褐灰 普通 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 ３０％

１７９７ 土師器 高坏 １８�２ １５�０ １２�９ 石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
橙

普通
坏部口縁・裾部内・外面横ナデ 坏部・脚
部外面ヘラ磨き 脚部内面輪積み痕

床面 ８０％ PL６５

１７９８ 土師器 高坏 １８�２ １５�４ １４�０ 石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
赤褐

普通
坏部口縁・裾部内・外面横ナデ 坏部・脚
部外面ヘラ削り 内面輪積み痕

床面 ８０％ PL６５

１７９９ 土師器 高坏 １９�０ １６�６ １３�８ 石英 明赤褐 普通
坏部口縁内・外面横ナデ 坏部内・外面ヘ
ラ磨き 脚部外面ヘラ削り 内面輪積み痕

床面 ７５％ PL６５

１８００ 土師器 高坏［１８�６］１４�２ １３�０ 石英・長石・
雲母

にぶい
橙

普通
坏部内・外面横ナデ 坏部・脚部外面ヘラ
ナデ 内面ヘラ削り

床面 ７０％

１８０１ 土師器 高坏 １９�３ （６�０） － 石英・長石・雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 坏部内面ヘラ磨き 外面下端ヘラ削り 床面 ５０％

１８０２ 土師器 高坏 １８�９ （７�２） －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
黄褐

普通
坏部内・外面ナデ 坏部外面ハケ目調整後
ヘラ磨き

覆土下層 ４５％

１８０３ 土師器 � ９�１ １０�１ ４�２ 長石・雲母 灰褐 普通 頸部外面ヘラ磨き 覆土下層 ８５％ PL６６

―３０―



第３１２号住居跡（第２４・２５図）

位置 西部３区西部のＡ１ｇ５区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３１１号住居跡を掘り込み，第３６１１・３６２２号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�４０ｍ，短軸４�０８ｍの方形で，主軸方向はＮ－１７°－Ｗである。壁高は４０�で，直立している。

床 平坦で，全体が踏み固められている。壁溝がほぼ全周している。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１２８�，袖部幅は１２４�である。袖部は床面と

同じ高さの地山の上に，粘土を含む黒色土で構築されている。火床部は４�ほど掘りくぼめられ，火床面は火

熱を受けて赤変している。煙道部は壁外へ４６�掘り込まれており，火床部から緩やかに立ち上がっている。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ４０～６５�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さが４０�で，

南壁際の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 １４層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片３８５点（坏１２４，高台付坏６，甕２５３，甑２）が，竈及び北部の覆土下層を中心に出土

している。また，流れ込んだ弥生土器片３点（坏２，甕１），須恵器片３点（坏２，甕１），石製品２点，鉄滓

１点も出土している。１８０６・１８０７は南西コーナー部の床面，１８０９・１８１０は中央部の床面，１８０８は南東コーナー

部の覆土下層，１８１４は中央部の床面からそれぞれ出土している。１８１３は竈内とＰ１付近の床面から出土した破

片が接合したものである。

所見 時期は，出土土器から７世紀末から８世紀初頭と考えられる。

竈土層解説
１ 灰 黄 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量
２ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量
３ 灰 黄 褐 色 焼土ブロック微量
４ 灰 黄 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック微量
５ 暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック中量
６ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量・焼土ブロック少量
７ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック・ローム粒

子少量
８ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量
９ 褐 色 粘土ブロック少量
１０ 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ローム粒子・焼土ブロッ

ク少量

１１ オリーブ褐色 砂質粘土ブロック・砂質粘土多量
１２ にぶい黄褐色 焼土粒子・砂質粘土ブロック中量
１３ 灰 黄 褐 色 砂粒中量，焼土ブロック・粘土粒子少量
１４ 極 暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量
１５ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック中量，焼土粒子少量
１６ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック少量
１７ 暗 褐 色 焼土ブロック・白色粒子少量
１８ 暗 褐 色 ロームブロック少量，砂質粘土ブロック微量
１９ 暗 褐 色 ロームブロック・白色粒子少量
２０ 極 暗 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子多量
２ 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック多量
５ 褐 色 ロームブロック少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック中量

８ 暗 褐 色 ロームブロック微量
９ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子中量
１１ 褐 色 砂粒中量，ロームブロック少量
１２ 極 暗 褐 色 ロームブロック微量
１３ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
１４ 褐 色 ロームブロック微量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１８０４ 土師器 甕 １６�４ １７�０ ４�８ 石英・長石・
雲母

褐灰 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面削り 内
面ヘラナデ 底部ヘラ削り

覆土下層 ９０％ PL６７

１８０５ 土師器 甕 － （２０�４）［７�６］ 石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
黄褐

普通
体部内面指頭痕残存 外面ヘラ削り後ヘラ
磨き 体部内面ヘラ磨き ヘラナデ

床面 ６０％ PL６７

番号 器種 径 厚さ 重量 胎土 特徴 出土位置 備考

DP５１ 土玉 ４�４８×
（３�２８） （３�８０）（３３�８） 石英・長石 そろばん形 ナデ成形 片面穿孔 孔径０�５３～０�５４� 覆土中層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２０８ 砥石 （８�９８）（４�８５）（０�８６）（６９�１） 雲母片岩 砥面２面 孔径０�４７� 覆土中 PL８７

―３１―



第２４図 第３１２号住居跡実測図
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第２５図 第３１２号住居跡出土遺物実測図

第３１２号住居跡出土遺物観察表（第２５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１８０６ 土師器 坏 １１�０ ３�６ － 石英・白色粒子
にぶい
褐

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
体部内面ヘラ磨き

床面 ９５％ PL５９

１８０７ 土師器 坏 ［１０�５］ ３�５ －
石英・長石・白色
粒子・赤色粒子

にぶい
褐

普通
口唇部ナデによる沈線 体部外面ヘラ削り
内面放射状のヘラ磨き 底部多方向の削り

床面 ９５％ PL５９

１８０８ 土師器 坏 ［１１�１］（４�５） － 石英・長石 にぶい黄褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土下層 ８０％ PL５９

１８０９ 須恵器 坏 １１�１ ４�２ ６�０ 石英
にぶい
黒褐

普通
ロクロ成形・ナデ 底部回転ヘラ切り
内面微量の煤付着

床面 ９５％ PL５９

１８１０ 土師器 椀 ［１８�０］１０�０ － 石英・赤色粒子 明赤褐 普通
口縁部内・外面横ナデ 口唇部ナデの沈線
体部内面ヘラ磨き 外面ヘラ削り

床面 ６０％ PL６４

１８１１ 須恵器 高坏 １０�１ ５�７ ［６�７］ 石英・赤色粒子
・黒色粒子

にぶい
黄褐

普通 ロクロ成形・ナデ 坏部外面回転ヘラ削り 覆土中 ８０％ PL６５

１８１２ 土師器 甕 １４�５ １２�３ ３�０ 石英・長石・雲母 橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部内・外面ヘラ削り 覆土下層 ９５％ PL６８

１８１３ 土師器 甕 ［２１�０］（２３�２） － 石英・長石 橙 普通 体部内・外面ヘラナデ 竈内 ５０％

１８１４ 土師器 甑 １７�０ １４�８ ５�２ 石英・長石・白色粒子 にぶい褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部内・外面ヘラ削り 床面 ９５％ PL７０

―３３―



第３１３号住居跡（第２６～２８図）

位置 西部３区西部のＡ１ｇ３区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３１５号住居跡を掘り込み，第３６２３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸８�００ｍ，短軸６�７０ｍの長方形で，主軸方向はＮ－８１°－Ｅである。壁高は１８～２６�で，外傾

して立ち上がっている。

第２６図 第３１３号住居跡実測図�

―３４―



床 全体的に平坦で，軟弱である。南東コーナー部が踏み固められている。

炉 東壁近くに位置している。長径５０�，短径３６�の楕円形で，床面をわずかに掘りくぼめた地床炉である。

炉床は火熱を受けて赤変している。

ピット ４か所。深さ６９～８５�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。

貯蔵穴 南東コーナーに位置し，長径１�３４ｍ，短径０�８８ｍの楕円形で，深さが６０�である。底面は平坦で，壁

は外傾して立ち上がっている。

覆土 ８層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片８２０点（坏２０５，高坏１２，甕６０３），須恵器片１点（短頸壺）が，東・西壁付近の覆土下

層を中心に出土している。また，流れ込んだと考えられる須恵器片７点（坏２，甕５），陶器片３点（不明），

鉄製品４点（不明）も出土している。１８１５は南東コーナー部の覆土下層，１８１６は床面からそれぞれ出土してい

る。１８１７は中央部から西壁寄り，１８１８は北東コーナー部の床面から逆位でそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から５世紀中葉と考えられる。

第２７図 第３１３号住居跡実測図�

貯蔵穴土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子多量，炭化物微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化物中量，焼土粒子微量

３ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
４ 暗 褐 色 炭化物中量，ロームブロック少量

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子中量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子多量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量

５ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物少量
６ 褐 色 ロームブロック中量
７ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第２８図 第３１３号住居跡出土遺物実測図

―３５―



第３１７号住居跡（第２９～３１図）

位置 西部３区東部のＺ２ｈ３区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 北西部及び南東コーナー部が調査区外に延びているため，確認された範囲は長軸６�７０ｍ，短軸６�

３０ｍである。平面形は方形もしくは長方形と推定され，主軸方向はＮ－３４°－Ｗである。壁高は３７�で，外傾

して立ち上がっている。

床 凹凸があり，中央部が踏み固められ，壁際はやや軟質である。壁溝が，北東コーナー部に確認された。

炉 ２カ所。北西壁寄りに位置している。炉１は長径８２�，短径４６�の楕円形で，床面を５�掘りくぼめた地

床炉である。炉床は火熱を受けて赤変している。炉２は長径５０�，短径４８�の楕円形で，床面を８�掘りくぼ

めた地床炉である。炉床は火熱を受けて赤変している。

ピット ３か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ６３～７２�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。

覆土 ８層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片６１８点（坏１４９，坩１，高坏１１７，壺１，甕３５０），ミニチュア土器３点，石器１点（炉

石）が，全域から散在した状況で出土している。また，流れ込んだ土師器片１点（高台付皿），弥生土器片４３

点，石器１点（砥石），鉄製品１点（鎌）も出土している。１８２１・１８２３・１８２７は南部，１８２６・１８２８は南コーナー

部の床面からそれぞれ出土している。１８２４は北西部の床面と中央部の覆土中層から出土した破片が接合したも

のである。１８２２は北部の壁溝から出土している。

所見 時期は，出土土器から５世紀後葉と考えられる。炉１・炉２は使われ方や掘りくぼめられ方から使用さ

れた時期は異なると考えられる。いずれの炉も踏み固められた様子がないことから，時期によって使い分けを

していた可能性がある。

炉１・２土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量 ２ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック微量

土層解説
１ 黒 色 ローム粒子少量
２ 黒 色 ロームブロック微量
３ 黒 色 ロームブロック・焼土ブロック微量
４ 黒 色 ロームブロック・白色粒子微量

５ 黒 色 焼土ブロック・ローム粒子微量
６ 黒 色 ローム粒子微量
７ 黒 色 ローム粒子・焼土粒子微量
８ 黒 色 粘土ブロック少量，ローム粒子微量

第３１３号住居跡出土遺物観察表（第２８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１８１５ 土師器 坏 １４�６ ６�６ － 長石・雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 体部外面ヘラナデ 体部内面ヘラ磨き 覆土下層 ９８％ PL５９

１８１６ 土師器 坏 １４�５ ６�８ ７�０ 長石・赤色粒子 橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラナデ 指頭押圧痕残存 床面 ５０％ PL５９

１８１７ 土師器 坏 ［１３�８］（６�０） － 石英 明赤褐 普通 口縁部内面横ナデ 外面磨き 体部外面ヘラ削り 床面 １５％

１８１８ 須恵器 短頸壺 － （９�４） － 白色粒子 黄灰 良好
体部外面に２条の沈線 沈線間に波状紋
下部に叩き痕 上部に自然釉 内面に自然釉

床面 ７０％ PL６６

１８１９ 土師器 甕 ［１５�８］（４�９） － 石英・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面摩滅 覆土下層 ５％

１８２０ 土師器 甕 － （３�６） ７�６ 石英・長石 黒褐 普通 体部下端ヘラ削り 覆土中層 ５０％

器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１３９ 不明 （３�６） ２�４ ０�４ （４�５２） 鉄 鋭利な先端を有する 覆土中層 PL９０

―３６―



第２９図 第３１７号住居跡実測図
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第３０図 第３１７号住居跡出土遺物実測図�
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第３１図 第３１７号住居跡出土遺物実測図�

第３１７号住居跡出土遺物観察表（第３０・３１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１８２１ 土師器 坏 １１�６ ５�４ ４�８ 石英・長石・
赤色粒子

浅黄橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部内・外面摩滅 床面 ８５％ PL５９

１８２２ 土師器 坏 １２�４ ３�２ ５�２ 石英・長石・雲
母・赤色粒子

橙 普通 内・外面摩滅のため調整不明 壁溝 ８５％ PL５９

１８２３ 土師器 坏 １１�３ ５�７ ４�４ 石英・長石・雲
母・赤色粒子

浅黄橙 普通
内・外面剥離のため調整不明 底部ヘラ削
り

床面 ７５％

１８２４ 土師器 椀 ９�０ ６�０ ２�９ 雲母・赤色粒子 橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部内・外面ヘラナデ 床面 ９０％ PL６４

１８２５ 土師器 坩 ［９�３］（５�５） － 長石・赤色粒子 明赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 覆土下層 １０％

１８２６ 土師器 坩 － （１０�３） ４�０ 石英・長石・雲母・赤色粒子 橙 普通 内・外面剥離のため調整不明 床面 ３０％

１８２７ 土師器 高坏 １８�６ １１�８ １１�８ 石英・長石・雲
母・赤色粒子

明褐 普通
坏部口縁内・外面横ナデ 坏部外面磨き
脚部外面ヘラ削り

床面 ７０％ PL６５

１８２８ 土師器 高坏［１５�４］１５�０［１３�３］石英・長石・雲
母・赤色粒子

橙 普通
坏部，脚部内・外面剥離のため調整不明
裾部横ナデ

床面 ４０％

１８２９ 土師器 高坏 － （１２�０）１３�４ 石英・長石・雲
母・赤色粒子

明赤褐 普通 坏部外面ヘラ削り 脚部外面磨き 床面 ４０％

１８３０ 土師器 壺 ［１４�２］（５�９） －
石英・長石・
雲母

にぶい
黄橙

普通
口縁部・頸部内面刷毛目調整 外面横ナデ
頸部外面ナデ

覆土下層 １０％

１８３１ 土師器 小形甕［９�８］（５�９） －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

灰黄褐 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部内・外面摩滅
のため調整不明

床面 ５％

１８３２ 土師器 甕 １６�４（１５�３） － 石英・長石・雲母 にぶい黄褐 普通 内・外面摩滅のため調整不明 体部内面輪積み痕 覆土下層 ４０％

１８３３ ミニュチュア土器 － － （４�１） ４�６ 長石・雲母・
赤色粒子

にぶい
橙

普通
体部外面ヘラ磨き 体部内面ヘラ削り後ナ
デ

覆土下層 ８５％ PL６４

１８３４ ミニュチュア土器 － ［６�８］ ６�０ ４�４ 長石・赤色粒子
にぶい
橙

普通
体部外面ヘラナデ・ヘラ磨き 体部内面ヘ
ラナデ

覆土下層 ５０％ PL６６

１８３５ ミニュチュア土器 － － （５�４） －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
黄橙

普通 体部内・外面ヘラナデ 覆土下層 ４５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２０９ 砥石 （９�６） ３�２ ２�７ （９４�９） 凝灰岩 砥面３面 覆土中 PL８７

Ｑ２１０ 炉石 ２９�９ ８�０ ８�７ ２�４６０ ホルンフェルス 棒状の自然石 炉床面

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１４０ 鎌 （６�９） （３�０） ０�４ （１０�５） 鉄 先端部・基部欠損 覆土上層 PL９０

―３９―



第３１８号住居跡（第３２～３４図）

位置 西部３区東部のＡ２ａ３区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置する。

重複関係 第３６５８・３６６１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 南東部が調査区域外に延びているため，確認された範囲は長軸６�５０ｍ，短軸４�２６ｍである。平面

形は，方形もしくは長方形と推定され，主軸方向はＮ－２３°－Ｗである。壁高は２３～３４�で，外傾して立ち上

がっている。

第３２図 第３１８号住居跡実測図�

―４０―



床 平坦で，竈前から主柱穴を取り囲む範囲にかけて踏み固められている。壁溝が，確認された範囲で周回し

ている。

竈 北壁のほぼ中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１１６�，袖部幅は１２０�である。袖部は，

床面を１０�ほど掘り込み，砂質粘土を積み重ねて構築されている。火床部は深さ２３�ほど皿状に掘りくぼめら

れ，ロームブロックを多く含む褐色土を充填して構築されている。火床面は火熱を受け赤変硬化している。煙

道部が壁外へ半円状に２３�掘り込まれ，緩やかに外傾して立ち上がっている。

ピット ２か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ６２～６４�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。

覆土 ５層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片２９０点（坏３１，高坏９，甕２５０）が，竈の火床部及び竈前面から中央部の覆土下層にか

けて多く出土している。また，流れ込んだ弥生土器片１１点，須恵器片５点（坏２，高台付坏１，蓋１，甕１），

陶器片３点（不明），磁器片１点（碗）も出土している。１８３６は竈前面の床面から出土した破片が接合したも

のである。１８３７は竈の火床部から出土している。

所見 時期は，出土土器から７世紀後葉と考えられる。

第３３図 第３１８号住居跡実測図�

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，焼土ブロック・ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・細礫微量
５ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，焼土ブロック微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子微量
７ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量
８ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，砂質粘土少量，細礫微量

９ 赤 褐 色 焼土ブロック多量
１０ 暗 赤 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
１１ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック中量
１４ にぶい黄褐色 砂質粘土中量，ローム粒子・焼土粒子少量
１５ 暗 褐 色 砂質粘土・ロームブロック中量，焼土粒子微量
１６ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２ 黒 色 ローム粒子少量，焼土粒子・粘土粒子微量
３ 黒 色 ローム粒子・焼土粒子微量

４ 黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
５ 褐 色 ローム粒子中量

―４１―



第３１９号住居跡（第３５・３６図）

位置 西部３区東部のＡ２ｃ３区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第６８号溝に掘り込まれている。

規模と形状 東側，南壁が調査区域外へ延びている。確認された範囲は，長軸５�４０ｍ，短軸４�７６ｍである。平

面形は，方形もしくは長方形と推定され，主軸方向はＮ－３６°－Ｅである。壁高は２０～３２�で，外傾して立ち

上がっている。

床 平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が，確認された範囲で周回している。

覆土 ４層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片２７９点（坏５３，椀２，鉢１，高坏６，甕２１７）が，北西部を中心として散在した状況で

出土している。また，流れ込みによる弥生土器片７点，陶器片２点（碗），磁器片１点（碗）も出土している。

１８３８・１８４４は南コーナー部の覆土下層，１８３９は南コーナー部の床面，１８４１・１８４２・１８４５・１８４８は中央部の床面

から覆土下層にかけてそれぞれ出土している。１８４３は北壁中央部の壁溝近くの床面から出土している。

所見 時期は，出土土器から５世紀中葉と考えられる。

第３４図 第３１８号住居跡出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量

３ 暗 褐 色 ローム粒子中量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第３１８号住居跡出土遺物観察表（第３４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１８３６ 土師器 甕 ２２�９ ３７�１ ５�０ 石英・長石・
赤色粒子

明赤褐 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
内面ヘラナデ

床面 ４０％ PL６９

１８３７ 土師器 甕 ［２０�２］（１０�７） －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

灰褐 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部内面剥離のた
め調整不明

竈内 ５％

―４２―



第３５図 第３１９号住居跡・出土遺物実測図

―４３―



第３６図 第３１９号住居跡出土遺物実測図

第３１９号住居跡出土遺物観察表（第３５・３６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１８３８ 土師器 坏 ９�７ ４�５ ３�５ 長石・雲母 橙 普通
口縁部外面ナデ 体部内面ヘラ磨き 体部
外面ヘラナデ

覆土下層 ９５％ PL５９

１８３９ 土師器 坏 １１�５ ４�５ ３�４ 石英・長石 橙 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
底部ヘラ削り

床面 ９０％ PL５９

１８４０ 土師器 坏 １２�１ ５�４ ３�９ 石英・長石・雲
母・赤色粒子

明赤褐 普通
口縁部内面横ナデ 体部内面ヘラ磨き
体部外面ヘラ削り

床面 ９５％ PL５９

１８４１ 土師器 坏 ［１３�３］ ６�１ － 石英・長石・雲母 赤 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土下層 ４５％

１８４２ 土師器 坏 ［１４�７］ ６�７ ４�８ 長石・雲母 明赤褐 普通 口縁部外面横ナデ 底部ヘラ削り 覆土下層 ７０％ PL６０

１８４３ 土師器 坏 ［１５�４］ ６�４ ４�６ 長石・雲母・
赤色粒子

にぶい
黄橙

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部内・外面ヘラ
削り 体部内面ヘラナデ

床面 ４０％ PL５９

１８４４ 土師器 椀 １５�９ ８�９ －
石英・長石・
雲母

にぶい
黄褐

普通
体部外面横ナデ後ヘラ磨き 体部外面砥石
転用刃物痕 体部内面ヘラ磨き

覆土下層 ６５％ PL６４

１８４５ 土師器 椀 ［１７�２］ ８�９ ６�３ 石英・長石・雲
母・赤色粒子

橙 普通 体部内・外面ヘラ削り 床面 ４０％ PL６４

１８４６ 土師器 甕 ［１４�９］１６�９ ７�６ 石英・長石・
雲母

にぶい
橙

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部内面ヘラナデ
体部外面ヘラ削り 底部ヘラ削り後ナデ

覆土下層 ３０％

１８４７ 土師器 甕 １９�１（１９�０） －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
黄橙

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
体部内面ヘラナデ

覆土下層 ３０％

１８４８ 土師器 甕 － （４�０） ８�２ 石英・長石・雲
母・赤色粒子

橙 普通 体部内面ヘラナデ 底部外面下端ヘラ削り 覆土下層 ５％

―４４―



第３２３号住居跡（第３７～４０図）

位置 西部３区東部のＡ２ｉ２区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３２２号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸６�４４ｍ，短軸６�３２ｍの方形で，主軸方向はＮ－３°－Ｗである。壁高は２５～４３�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 平坦で，全体が踏み固められており，貼床が確認されている。壁溝がほぼ全周しており，貯蔵穴１を囲む

ように幅８０～１００�，高さ２０�ほどのＬ字型の高まりが２か所確認された。貼床は，壁に沿って幅１０～９０�の

溝状に掘りくぼめたところへ暗褐色土を８～１８�ほど充填して構築されている。

炉 ４か所。ともに中央部に位置し，床面をわずかに掘りくぼめた地床炉である。炉１は長径１００�，短径９６

�の不整楕円形である。炉２は長径５６�，短径３０�の楕円形である。炉３は長径８０�，短径５６�の楕円形であ

る。炉４は長径６６�，短径６０�の楕円形である。また，いずれの炉床も火熱を受けて赤変している。炉４の上

面には硬化面が確認され，炉４が廃絶された後，炉１～炉３が利用されたと考えられる。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ５０～７０�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ１４�で，南

壁際の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴 ２か所。貯蔵穴１は南東コーナー部に位置している。一辺７６�の隅丸方形で，深さが５０�である。底

面は平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。貯蔵穴２は北西コーナー部に位置している。長径９０�，短径７４

�の長方形で，深さが５６�である。底面は平坦で，壁はほぼ直立している。

覆土 ８層に分層される。周囲からの土砂の流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。土層断面の

第８層は，貼床構築土である。

遺物出土状況 土師器片２８７９点（坏６２０，坩１９，高坏１８２，甕２０５８），須恵器片３点（蓋１，広口壺２），石製品

１点（剣形模造品）が，貯蔵穴付近を中心として出土している。また，流れ込んだ縄文土器片２点，弥生土器

片２０７点，土師器片１点（椀），土製品１点（紡錘車），鉄製品１点（鉄鏃），瓦１点も出土している。１８４９は南

壁中央部の覆土下層，１８５１～１８５４・１８６４・１８６６は貯蔵穴１の覆土中からそれぞれ出土している。１８５１は貯蔵穴

内から出土した破片が接合したものである。また，１８５３は貯蔵穴内の破片と南西コーナー部の床面から出土し

た破片が接合したものである。１８６５・１８６７は貯蔵穴２の覆土中層から下層にかけて出土している。１８５５は北東

コーナー部，１８５８は中央部，１８５９は北壁中央部の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から５世紀中葉と考えられる。

貯蔵穴１土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック中量
４ 褐 色 ロームブロック中量

貯蔵穴２土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量

３ 褐 色 ロームブロック少量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量

５ 暗 褐 色 ローム粒子中量
６ 暗 褐 色 ロームブロック中量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・黒色粒子中量

―４５―



第３７図 第３２３号住居跡実測図�

―４６―



第３８図 第３２３号住居跡実測図�

―４７―



第３９図 第３２３号住居跡出土遺物実測図�

―４８―



第４０図 第３２３号住居跡出土遺物実測図�

第３２３号住居跡出土遺物観察表（第３９・４０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１８４９ 土師器 坏 １１�７ ５�１ －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

浅黄 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
体部内面ヘラ磨き

覆土下層 ９５％ PL６０

１８５０ 土師器 坏 １４�７ ５�４ － 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土中 １００％ PL６０

１８５１ 土師器 坏 １５�０ ７�１ －
長石・雲母・
赤色粒子

にぶい
黄橙

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
内面ヘラ磨き

貯蔵穴 １００％ PL６０

―４９―



第３２６号住居跡（第４１～４５図）

位置 西部３区東部のＡ１ｈ９区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３２７・３４５号住居，第９７号井戸に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�６８ｍ，短軸４�６５ｍの方形で，主軸方向がＮ－１６°－Ｗである。壁高は２８～３６�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が南コーナー部を除いて周回している。

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１８５２ 土師器 坏 １５�３ ６�７ －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

褐 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
内面ヘラ磨き

貯蔵穴
９５％ PL６０
ヘラ書き

１８５３ 土師器 坏 １６�４ ６�３ －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

橙 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部内・外面ヘラ
ナデ 底部ヘラ削り

貯蔵穴 ９０％ PL６０

１８５４ 土師器 坏 １５�３ ６�４ －
石英・長石・
赤色粒子

明赤褐 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
体部内面ヘラ磨き

貯蔵穴 ９０％ PL６０

１８５５ 土師器 坏 ［１６�６］ ７�７ －
石英・長石・
雲母

明赤褐 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部内・外面ヘラ
ナデ 体部内面横方向ヘラ磨き

覆土下層 ６０％ PL６０

１８５６ 土師器 坏 １７�０ ６�０ ４�９ 石英・長石
にぶい
赤褐

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
内面ヘラ磨き

貯蔵穴 ６０％ PL６０

１８５７ 土師器 坏 ［１５�４］（７�１） － 石英・長石 明赤褐 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
内面ヘラナデ

貯蔵穴 ３０％

１８５８ 土師器 坩 － （４�７） ４�２ 石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
黄褐

普通 体部外面横方向のヘラ磨き 床面 ８０％ PL６４

１８５９ 土師器 坩 － （１１�８） － 石英・長石・雲母 橙 普通 体部外面ヘラナデ 覆土下層 ６０％ PL６４

１８６０ 土師器 坩 － （２�５） ３�７ 石英・長石・雲母 にぶい黄褐 普通 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 底部ヘラ切り 覆土下層 ８５％

１８６１ 土師器 高坏 － （７�８） － 石英・長石・雲母 黒 普通 脚部外面ヘラ磨き 覆土下層 ２０％

１８６２ 須恵器 広口壺［１７�８］（５�２） － 石英・長石 灰 普通
口縁部ロクロナデ 櫛歯状工具（１４本櫛歯）
による波状文

覆土中 ５％

１８６３ 須恵器 広口壺［１６�４］（５�１） － 長石・雲母 灰 普通
口縁部ロクロナデ 櫛歯状工具（１３本櫛歯）
による波状文

覆土中 ５％

１８６４ 土師器 甕 １２�４ １３�１ ４�２ 石英・長石 赤 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
体部内面輪積み痕

貯蔵穴 ６０％ PL６７

１８６５ 土師器 甕 １３�０ １７�５ ４�４ 石英・長石 黒褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部内・外面ヘラナデ 貯蔵穴 １００％ PL６７

１８６６ 土師器 甕 １２�５ １５�４ ４�０ 石英・長石・雲母 橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部内・外面ヘラ削り 貯蔵穴 １００％ PL６７

１８６７ 土師器 甕 １０�９ ２０�７ ６�８ 石英・長石・
雲母

にぶい
橙

普通
口縁部内・外面横ナデ後外面ヘラ磨き 体
部外面ヘラ削り

貯蔵穴 １００％ PL６７

１８６８ 土師器 甕 ［１９�０］（１７�１） －
石英・長石・
赤色粒子

にぶい
黄橙

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部内面ヘラ削り
輪積み痕 体部外面ヘラ磨き

貯蔵穴 １０％

１８６９ 土師器 甕 ［１４�８］（５�２） － 石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 覆土中 ５％

１８７０ 土師器 甕 － （２�４） ３�８ 石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
橙

普通 内・外面ナデ 床面
５％
ヘラ書き

番号 器種 径 厚さ 重量 胎土 特徴 出土位置 備考

DP５２ 紡錘車 ［５�６０］ １�６２ （１２�０） 長石 孔周辺に最大厚 円板型孔から放射状に４条の爪形刺突 覆土中

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２１１剣形模造品 ３�０７ １�７０ ０�３４ ２�６２ 滑石 断面方形 棒状 一端がわずかに細る 孔径０�１５� 覆土下層 PL８９

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１４１ 鏃 ８�３０ ０�７０ ０�２０～
０�３０ ４�４ 鉄 茎ヵ 断面方形 覆土下層 PL９０

―５０―



第４１図 第３２６号住居跡実測図
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竈 北壁の中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで８０�，袖部幅９０～１００�である。袖部は

床面と同じ高さを基部として，ローム土と黒色土混じりの褐色土で構築されている。両袖部の内側は，火熱を

受けて赤変硬化している。火床部幅は４０�で，床面を２�ほど円形に掘りくぼめており，火床面は火熱を受け

赤変している。火床面には棒状の石製支脚が残存していた。煙道部は壁外へ１０�掘り込まれ，火床部から緩や

かに傾斜して立ち上がっている。

ピット １２か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ５９～７１�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ１６�で，

南壁際の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６～Ｐ１２は深さ１３～

４１�で，性格は不明である。

貯蔵穴 北東コーナー部に位置している。長径８５�，短径６４�の楕円形で，深さ４５�である。底面は平坦で，

壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 １４層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片４４９点（坏１６０，高坏１８，甕２６９，甑２），須恵器片１点（甕），土製品１点（不明），石

器１点（支脚）が，北部を中心に出土している。また，流れ込んだ弥生土器片３１点，土師器片１点（高台付椀）

も出土している。１８７１・１８７３～１８７５・１８７８・１８８１・１８９３は北西コーナー部，１８７６は北壁中央部の床面からそれ

ぞれ出土している。１８９０は竈内の支脚前面，１８９２は支脚上にそれぞれ横位で出土している。

所見 時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック微量
３ 暗 赤 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
７ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

８ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
９ 褐 色 焼土ブロック中量
１０ 灰 褐 色 ロームブロック多量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
１２ 褐 色 ロームブロック中量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量

貯蔵穴土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量

３ 暗 褐 色 ローム粒子少量

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子多量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量
４ 褐 色 ロームブロック中量
５ 褐 色 ローム粒子多量
６ 褐 色 ローム粒子少量
７ 褐 色 ロームブロック微量

８ 暗 褐 色 ローム粒子多量，炭化物少量
９ 褐 色 ローム粒子中量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
１１ 極 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量
１２ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
１３ 褐 色 ロームブロック中量・焼土粒子少量
１３ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
１４ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子少量

第４２図 第３２６号住居跡出土遺物実測図�
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第４３図 第３２６号住居跡出土遺物実測図�
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第４４図 第３２６号住居跡出土遺物実測図�
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第４５図 第３２６号住居跡出土遺物実測図�

第３２６号住居跡出土遺物観察表（第４２～４５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１８７１ 土師器 坏 １１�７ ４�６ －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
黄橙

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ナデ
内面ヘラ磨き

床面 １００％ PL６０

１８７２ 土師器 坏 １２�６ ４�９ －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
橙

普通
口縁部内・外面横ナデ 口縁部圧痕 体部
外面ヘラ削り 体部内面ヘラ磨き

覆土中層 ９５％ PL６１

１８７３ 土師器 坏 １３�０ ５�４ －
石英・長石・
雲母

灰褐 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
体部内面ヘラ磨き

床面 １００％ PL６１

１８７４ 土師器 坏 １４�３ ４�６ －
石英・長石・
雲母

にぶい
黄橙

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
体部内面ヘラ磨き

床面 ９５％ PL６１

１８７５ 土師器 坏 ［１３�４］ ５�１ －
石英・長石・
雲母

黒褐 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ナデ
内面ヘラ磨き 底部ヘラ削り

床面 ９０％ PL６０

１８７６ 土師器 坏 １２�０ ５�０ － 石英・赤色粒子 明赤褐 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
内面ヘラ磨き

床面 ８０％ PL６０

１８７７ 土師器 坏 ［１４�０］ ４�３ －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部内・外面ナデ 覆土上層 ６０％

１８７８ 土師器 坏 １５�０ ６�７ －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

黒褐 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部内・外面ヘラ
削り

床面 ９０％ PL６１

１８７９ 土師器 坏 １４�４ ４�３ －
長石・雲母・
赤色粒子

赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ナデ 床面 ９５％ PL６１

１８８０ 土師器 坏 １３�５ ４�９ ５�８ 石英・長石・雲
母・赤色粒子

橙 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部内・外面ナデ
底部木葉痕

覆土中 ８０％

１８８１ 土師器 坏 ［１４�２］ ４�８ －
石英・長石・
雲母

暗赤褐 普通 口縁部横ナデ 体部内・外面ナデ 床面 ８０％

１８８２ 土師器 坏 ［１４�５］ ４�０ ６�０ 長石・赤色粒子 黒褐 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
体部内面横ナデ後ヘラ磨き

覆土中層 ６０％

１８８３ 土師器 坏 ［１６�０］ ４�８ －
石英・長石・
赤色粒子

にぶい
橙

普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ナデ 覆土中層 ６０％ PL６１

１８８４ 土師器 坏 ［１４�３］ ４�４ ６�２ 石英・長石
にぶい
赤褐

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
底部木葉痕

覆土中層 ５０％

１８８５ 土師器 坏 １３�５ ４�８ －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

灰褐 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
体部内面ヘラ磨き

覆土中 ９５％ PL６１

―５５―



第３３２号住居跡（第４６～４９図）

位置 西部３区東部のＡ１ｄ９区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３１６号住居跡を掘り込み，第３３５・３５９号住居，第３６９６号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸６�９４ｍ，短軸６�６４ｍの方形で，主軸方向はＮ－１０°－Ｗである。壁高は４４�で，ほぼ直立し

ている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 北壁の中央部に付設されている。右袖部のわずかな部分と火床部を除いて第３６９６号土坑に掘り込まれてお

り，右袖部幅１０～２４�，長さ９０�，高さ１８�で，火床部幅２４�が確認された。右袖部は床面の上に暗褐色土を

貼り付けて構築されている。

ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ７２～８７�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ４２�で，南

壁際の中央部にあることから，出入り口施設に伴うピットと考られる。Ｐ６の深さは４０�で，性格は不明であ

る。

貯蔵穴 北壁際中央部よりやや西寄りに位置している。長径９７�，短径５７�の楕円形で，深さ６０�である。底

面は平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック微量
２ 暗 赤 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量

３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１８８６ 土師器 坏 １４�３ ４�６ －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

橙 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
体部内面ナデ 底部木葉痕

覆土中層
９５％ PL６１
ヘラ書き

１８８７ 土師器 甕 ［９�８］（８�９） － 石英・長石 にぶい赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土中層 ５０％ PL６８

１８８８ 土師器 甕 ［１２�０］１１�７ ７�０ 石英・長石・
赤色粒子

にぶい
褐

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部内・外面ヘラ
ナデ 底部ヘラ削り後ナデ

覆土中層 ５０％

１８８９ 土師器 甕 ［１５�６］１７�９ ８�６ 石英・白色粒
子・赤色粒子

にぶい
褐

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
体部内面ナデ

床面 ６０％ PL６８

１８９０ 土師器 甕 １９�８ ３３�０ ９�５ 石英・長石 にぶい橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 床面 ９０％ PL７１

１８９１ 土師器 甕 ［１８�７］３０�２ ９�８ 石英・長石・
雲母

にぶい
赤褐

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
体部内面ヘラナデ

床面 ４５％ PL７１

１８９２ 土師器 甕 ［１６�８］３１�０ ８�８ 石英・長石・
雲母

明赤褐 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
体部内面ヘラナデ

覆土下層 ６０％ PL６９

１８９３ 土師器 甑 ２５�７ ２４�０ ９�７ 石英・長石・
赤色粒子

にぶい
赤褐

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
内面ヘラ磨き

床面 ７０％ PL７０

１８９４ 土師器 甑 ［２６�０］２５�０ ［８�０］ 石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
橙

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
内面ヘラナデ 輪積み痕

覆土中層 ３０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２１２ 支脚 ２１�２０ ８�７０ ５�５０ １２４０ 閃緑岩 棒状の自然石 竈 PL８６

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 胎土 特徴 出土位置 備考

DP５３不明土製品（６�７０） ２�５０ ２�１０ （４４�３） 石英・長石・雲
母・赤色粒子

柱状 指頭圧痕 覆土中

―５６―



第４６図 第３３２号住居跡実測図�
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覆土 １１層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈していることから，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１４４９点（坏６１６，高坏２３，壺１，甕８０８，甑１），手捏土器２点，土製品３点（土玉），

石器１点（砥石），石製品１点（臼玉）が，中央部から南東コーナー部にかけて出土している。また，流れ込

んだ弥生土器片１７３点，土師器片１点（高台付椀），須恵器片３点（坏），磁器片１点（碗），石器２点（磨石，

敲石），土製品３点（棒状土製品２，不明１）も出土している。１９０４～１９０６，１９１２は中央部の覆土中層から床

面にかけて，１８９５・１８９６・１９０２・１９１０・１９１３・DP５８は北西コーナー部の覆土下層から床面にかけて出土して

いる。そのうち１９０２・DP５８は貯蔵穴内より出土している。１９０９は北東コーナー部の覆土下層，DP５５は北東コー

ナー部の床面，１９０７・Ｑ２１４～２１６は南西コーナー部の覆土中層から床面にかけて，１８９８～１９０１・Ｑ２１３は南壁

中央部付近の覆土中層から床面にかけて，１９０３は東壁際の覆土中層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から７世紀前半と考えられる。

第４７図 第３３２号住居跡実測図�

貯蔵穴土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量

５ 暗 褐 色 鹿沼パミス粒子少量，ロームブロック・焼土ブロ
ック微量

６ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子多量
２ 褐 色 ロームブロック多量
３ 褐 色 ローム粒子中量
４ 褐 色 ローム粒子少量
５ 褐 色 ローム粒子多量
６ 褐 色 ロームブロック中量

７ 褐 色 ロームブロック微量
８ 褐 色 ローム粒子微量
９ 褐 色 ロームブロック少量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子中量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック中量

―５８―



第４８図 第３３２号住居跡出土遺物実測図�
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第４９図 第３３２号住居跡出土遺物実測図�

第３３２号住居跡出土遺物観察表（第４８・４９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１８９５ 土師器 坏 １３�１ ４�５ －
長石・雲母・
赤色粒子

褐 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
底部ヘラ削り後ナデ

覆土下層 １００％ PL６１

１８９６ 土師器 坏 １４�０ ５�２ －
長石・雲母・
赤色粒子

にぶい
黄褐

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
底部ヘラ削り後ナデ

覆土下層
１００％ PL６１
ヘラ書き

１８９７ 土師器 坏 １３�４ ４�１ －
石英・雲母・
赤色粒子

にぶい
黄褐

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部ヘラナデ 木
葉痕をヘラ削り

覆土下層 ９５％ PL６１

１８９８ 土師器 坏 １４�８ ３�８ － 白色粒子・赤色粒子 黄褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 貯蔵穴 ９５％ PL６１

１８９９ 土師器 坏 １４�８ ４�１ － 石英・赤色粒子 橙 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
体部内面ナデ

覆土中層
８５％ PL６２
ヘラ書き

―６０―



第３３４号住居跡（第５０～５２図）

位置 西部３区東部のＡ２ｂ１区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３６８０・３６８１・３６９３・３６９４・３６９８～３７００号土坑，第６９号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸６�３０ｍ，短軸５�８４ｍの方形で，主軸方向はＮ－２６°－Ｗである。壁高は２７～４２�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が南コーナー部を除いて全周している。

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１９００ 土師器 坏 １５�１ ４�１ － 長石 黒 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
内面ナデ 底部外面ヘラ削り後ナデ

覆土下層
８５％ PL６２
ヘラ書き

１９０１ 土師器 坏 １４�９ ６�１ － 石英
にぶい
橙

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
内面横ナデ

覆土下層 ８５％ PL６２

１９０２ 土師器 坏 ［１５�０］ ４�８ － 石英・赤色粒子 灰褐 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
内面ナデ 底部木葉痕

貯蔵穴 ５０％

１９０３ 土師器 坏 １３�２ ５�３ － 石英・赤色粒子 橙 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
底部木葉痕

覆土中層 ７０％ PL６２

１９０４ 土師器 坏 ［１２�９］ ４�９ ５�７ 石英・赤色粒子 橙 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
内面ナデ 底部木葉痕

覆土中層 ６０％

１９０５ 土師器 坏 ［１４�０］（３�７） － 長石・雲母・石英 橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部内・外面ヘラナデ 覆土中層 ３０％

１９０６ 土師器 椀 － （３�９） ６�８ 石英
にぶい
褐色

普通
体部外面ナデ 内面ヘラナデ 底部外周ヘ
ラ削り 底部木葉痕

覆土中層 ３０％

１９０７ 土師器 高坏［１０�３］１０�６ ［９�７］ 石英・赤色粒子 にぶい
褐色

普通
坏部外面横ナデ 輪積み痕 裾部内・外面
横ナデ

覆土中層 ６０％

１９０８ 土師器 高坏 ２０�２ （５�８） － 石英・長石・赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 坏部内・外面ヘラナデ 覆土下層 ３０％

１９０９ 土師器 高坏 － （８�５） １３�０ 石英・長石・雲母 にぶい黄褐 普通 脚部外面ヘラ削り後ナデ 裾部外面横ナデ 覆土下層 ５０％

１９１０ 土師器 短頸壺 ８�８ ７�５ －
石英・長石・
雲母

黒 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
内面ヘラナデ 底部ヘラ削り

床面 ９５％ PL６６

１９１１ 土師器 甕 ［１８�２］（９�９） －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
橙

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
体部内面ヘラナデ

覆土下層 １０％

１９１２ 土師器 甑 ［２１�２］（２０�２） － 長石・赤色粒子 橙 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面不定方向
のヘラ磨き 体部内面ヘラナデ

床面 ２０％

１９１３ 手捏土器 － ［８�６］ ４�７ ［６�４］ 石英・赤色粒子 明赤褐 普通 口縁部外面横ナデ 体部外面ヘラナデ 輪積み痕 覆土下層 ２０％

１９１４ 手捏土器 － ３�４ ２�３ ３�７ 石英 黒褐 普通 体部外面指頭痕 半面二重に粘土 覆土中 １００％ PL６４

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２１３ 磨石 ８�００ ９�３０ ５�４０ ５２０ 輝石安山岩 磨り痕１か所有 覆土下層 PL８８

Ｑ２１４ 敲石 １２�４０ ６�２０ ４�３０ ５５７ 安山岩 先端部２か所に敲打痕 中央部にわずかな凹部３か所 磨り跡有 覆土下層 PL８８

Ｑ２１６ 砥石 （８�２０） ６�８０ ４�００ （３１４） 砂岩 砥面３面 欠損有 床面

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

DP５４ 土玉 ２�６１ ２�６１ ２�３８（１１�３）雲母・石英 にぶい黄橙 普通 ナデ・片面穿孔 孔径０�４９� 覆土中 PL８５

DP５５ 土玉 （２�２０）２�２７ ２�５５（１０�１）雲母・赤色粒子 橙 普通 割有・外面ナデ 孔径０�５７� 覆土下層 PL８５

DP５６ 土玉 ２�１３ １�９１ １�５４ ４�４ 石英・白色粒子 にぶい黄褐 普通 片面穿孔 孔径０�２３� 覆土中 PL８５

DP５７棒状土製品 ４�５０ １�０３ １�０２ ４�３ 白色粒子 にぶい赤褐 普通 断面円形 覆土中 PL８５

DP５８棒状土製品（２�５５）０�６９ ０�６２（１�１０）白色粒子・黒色粒子 橙 普通 断面円形 南壁溝 PL８５

DP５９ 不明 ３�５９ ３�８３ ２�７２（２１�３）雲母・赤色粒子 オリーブ褐 普通 粘土紐をリング状に接合 覆土中 PL８５

番号 器種 径 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２１５ 臼玉 １�１１ ０�３２ ０�５３ 滑石 全面研磨 断面円形 孔径０�２９� 覆土下層 PL８９

―６１―



第５０図 第３３４号住居跡実測図
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炉 中央部のやや北寄りに確認されている。長径１２０�，短径３８�の不整楕円形で，床面を７�掘りくぼめた

地床炉である。炉床は火熱を受けて赤変している。

ピット １１か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ５５～６８�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５～Ｐ１１の深さは１２

～７９�で，性格は不明である。

貯蔵穴 ２か所。貯蔵穴１は南東コーナー部に位置している。長径８６�，短径８１�の円形で，深さ６４�である。

底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。貯蔵穴２は西コーナー部に位置している。長径７０�，短径６２

�の楕円形で，深さ３６�である。底面は平坦で，壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 ６層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片５７０点（坏７９，高坏４１，坩２１，甕４２７，小形甕１，台付甕１），土製品１点（土玉）が

貯蔵穴や炉の周辺に集中して出土している。土器片は細片が多い。また，流れ込んだ弥生土器片１３４点，縄文

土器片３点，土師器片２点（高台付椀），須恵器片４点（坏１，椀１，甕２），瓦１点，粘土塊４点も出土して

いる。１９１５は南西コーナー部の貯蔵穴２周辺の覆土下層から出土している。１９１６は東壁中央部の床面からの出

土である。１９１７は北西コーナー部の壁溝，１９２９は北西コーナー部の覆土中層からそれぞれ出土している。１９１８・

１９２０・DP６０は南壁際の壁溝，床面からそれぞれ出土している。１９１９は南東コーナー部の床面から出土してい

る。１９２１は貯蔵穴１，１９２２は北東コーナー部の覆土下層，１９２５は北東コーナー部の床面からそれぞれ出土して

いる。１９２４は貯蔵穴２内の覆土上層，１９２３・１９２６～１９２８は南西コーナー部の覆土下層から床面にかけてそれぞ

れ出土している。

所見 時期は，出土土器から５世紀中葉と考えられる。

炉土層解説
１ 暗 褐 色 炭化物中量，ローム粒子・焼土粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量

３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量
４ 褐 色 焼土ブロック少量

貯蔵穴１土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 焼土ブロック少量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物少量

４ 暗 褐 色 焼土ブロック微量
５ 褐 色 ロームブロック少量

貯蔵穴２土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 褐 色 ロームブロック中量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ロームブロック少量

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量
３ 褐 色 ロームブロック中量

４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 褐 色 ロームブロック少量
６ 褐 色 ロームブロック微量

第５１図 第３３４号住居跡出土遺物実測図�
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第５２図 第３３４号住居跡出土遺物実測図�
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第３４３号住居跡（第５３図）

位置 西部３区東部のＡ２ｈ４区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３６３３・３６６５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 東部が調査区域外に延びているため，確認された範囲は，南北軸４�１４ｍ，東西軸１�６４ｍである。

平面形は方形もしくは長方形と推定され，主軸方向はＮ－１７°－Ｗである。壁高は４４�で，ほぼ直立している。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が西壁下に確認された。

覆土 ４層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片５点（坏２，壺１，甕２）が，西壁際の覆土下層から出土している。１９３０～１９３２は西

壁北部の覆土下層から出土している。

所見 時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量

３ 暗 褐 色 ローム粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３３４号住居跡出土遺物観察表（第５１・５２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１９１５ 土師器 坏 １０�２ ４�３ －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
橙

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面不定方向の
磨き後ナデ 体部内面不定方向のヘラ磨き

覆土下層 １００％ PL６２

１９１６ 土師器 坏 １１�８ ５�２ ４�６ 石英・長石・
赤色粒子

橙 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面横方向の
ヘラ磨き 体部内面ヘラ削り

床面 ９５％ PL６２

１９１７ 土師器 坩 ７�８ ７�９ －
石英・長石・
雲母

黒 普通
口縁部内面ヘラ磨き 体部外面ヘラ磨き
底部外面ヘラ削り後ナデ

覆土下層 １００％ PL６６

１９１８ 土師器 坩 ９�３ ７�８ ３�５ 石英・長石・
雲母

褐灰 普通
口縁部内面ヘラナデ 口縁部内・外面不定方向のヘラ
磨き 体部外面ヘラ削り 底部外面ヘラ削り後ナデ

覆土下層 ７０％ PL６６

１９１９ 土師器 坩 － （６�３） ３�５ 石英・長石・
赤色粒子

にぶい
黄橙

普通
内面指頭によるナデ 体部外面ヘラ削り
体部上部ヘラナデ

床面 ６０％

１９２０ 土師器 高坏 １９�２（１６�６） －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
橙

普通
口縁部横ナデ後磨き 坏部内・外面ヘラ磨き
脚部内面輪積み痕 ヘラナデ 脚部外面ヘラ磨き

床面 ６０％ PL６５

１９２１ 土師器 高坏 １９�５ （６�９） －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
橙

普通
口縁部横ナデ 坏部外面ナデ後磨き 坏部
内面ヘラ磨き

床面 ５０％

１９２２ 土師器 高坏 ２０�０ （６�８） －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

橙 普通
坏部口縁内・外面横ナデ後内面ヘラ磨き
坏部内面ヘラ磨き 外面ヘラ削り後磨き

覆土下層 ４５％

１９２３ 土師器 高坏 １３�４ （４�１） －
長石・雲母・
赤色粒子

にぶい
橙

普通
坏部口縁内・外面横ナデ後内面ヘラ磨き
外面ヘラ削り

竈覆土中層 ４０％

１９２４ 土師器 高坏 － （１２�２）１３�９ 石英・長石・
雲母

にぶい
黄橙

普通
脚部外面ヘラ磨き 脚部内面輪積み痕 ヘ
ラナデ 裾部内・外面横ナデ

床面 ５０％

１９２５ 土師器 高坏 － （１２�２） － 石英・長石・赤色粒子 橙 普通 脚部外面ヘラ磨き 脚部内面輪積み痕 床面 ４０％

１９２６ 土師器 高坏 － （８�１） １３�２ 石英・長石・雲
母・赤色粒子

橙 普通
脚部外面ヘラ磨き 裾部外面横ナデ 脚部内面
ヘラナデ 輪積み痕 脚部裾部内・外面横ナデ

覆土下層 ５０％

１９２７ 土師器 甕 ［２４�５］（８�１） － 石英 にぶい黄橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 内面ヘラナデ 外面ヘラ削り 床面 １０％

１９２８ 土師器 甕 － （２３�４） ７�０ 石英・長石 にぶい褐 普通 体部外面ヘラ磨き ヘラ削り 覆土下層 ３０％

１９２９ 土師器 甕 － （２�５） ３�６ 石英・長石・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ナデ 体部内面磨き 覆土中層 ５％ ヘラ書き

番号 器種 径 厚さ 重量 胎土 色調 手法の特徴 出土位置 備考

DP６０ 土玉 ３�２８～３�３０ ３�０５ ３２�６ 石英・長石・雲母 にぶい褐 片面穿孔 ナデ調整 孔径０�５６� 床面 PL８５

番号 器種 長さ 幅 最大厚 重量 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

DP６１ 粘土塊 ４�９ ３�９ ０�７ １１�５ 長石・石英 黒褐 普通 籾の痕跡有（２か所） 貯蔵穴 PL８５

―６５―



第５３図 第３４３号住居跡・出土遺物実測図

第３４３号住居跡出土遺物観察表（第５３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１９３０ 土師器 坏 １５�０ ３�８ －
石英・長石・
雲母

にぶい
黄橙

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部内面ナデ
外面ヘラ削り後ナデ

覆土下層 ９５％ PL６２

１９３１ 土師器 壺 ７�８ １１�９ －
石英・長石・
雲母

にぶい
橙

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
底部外面ヘラ削り後ナデ

覆土下層 ９５％ PL６６

１９３２ 土師器 甕 ［２７�８］（６�７） － 石英・長石 にぶい褐 普通 口縁部外面横ナデ 覆土下層 ５％

―６６―



第３４７号住居跡（第５４～５６図）

位置 西部３区中央部のＢ２ｄ９区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３４６・３４８・３６０号住居に掘り込まれている。

規模と形状 北東部が調査区域外に延びているため，確認された範囲は長軸５�８０ｍ，短軸５�７０ｍである。平面

形は方形もしくは長方形と推定され，主軸方向は，Ｎ－２３°－Ｗである。壁高は３８～４９�で，外傾して立ち上

がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が南壁・西壁下に確認されている。

覆土 ７層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・砂質粘土微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子・粘土粒子微量

５ 黒 褐 色 ロームブロック少量，砂質粘土微量
６ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
７ 黒 褐 色 ロームブロック微量

第５４図 第３４７号住居跡実測図

―６７―



遺物出土状況 土師器片４８１点（坏５，器台２，高坏３，甕４７０，甑１），ミニチュア土器１点が，中央部から

出土している。また，流れ込んだ弥生土器片３９点，須恵器片２点（甕）も出土している。土器片は全域にわた

り出土しているが，破片がほとんどである。１９３５・１９３９・１９４４は西壁寄りの床面，１９３３・１９３８・１９４０・１９４８は

西壁寄りの覆土下層から出土している。さらに１９４０は近隣の破片が接合したものである。１９４３・１９４５・１９４７は

中央部の覆土中層から床面にかけて出土している。１９３６・１９４１・１９４２・１９４６・１９４９・TP４０９は東部から出土し

ている。そのうち１９４９は床面，１９３６・TP４０９は覆土中層，他は覆土下層から出土している。

所見 時期は，出土土器から４世紀末と考えられる。

第５５図 第３４７号住居跡出土遺物実測図�

―６８―



第５６図 第３４７号住居跡出土遺物実測図�

第３４７号住居跡出土遺物観察表 （第５５・５６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１９３３ 土師器 器台 ８�５ １０�２ １２�６ 石英・長石・雲
母・赤色粒子

橙 普通
器受部口唇部内・外面横ナデ 裾部内・外
面ヘラ磨き

覆土下層 ７０％ PL６５

１９３４ 土師器 器台 － （２�７）［１２�５］石英・長石・雲
母・赤色粒子

赤褐 普通 裾部３孔カ 裾部内・外面ヘラ磨き 覆土中 ５％

１９３５ 土師器 高坏 １５�４ ９�０ １１�２ 石英・長石・雲母 橙 普通 坏部ヘラ磨き 端部横ナデ 裾部３孔 床面 ６０％ PL６５

１９３６ 弥生土器 壺 － （３�２）［１１�４］石英・長石・
雲母

明赤褐 普通
底部木葉痕 胴部付加一種（付加２条）
縄文施文

覆土中層 ５％

１９３７ 土師器 小形甕 － （１２�８） ４�４ 石英・長石 にぶい赤褐 普通 体部内・外面ヘラナデ 覆土下層 ２０％

１９３８ 土師器 甕 ［１８�８］（１２�７） －
石英・長石・
赤色粒子

にぶい
橙

普通
口縁部内・外面横ナデ 頸部ヘラナデ 体部外面
ヘラ磨き 口縁部外面横ナデ後横方向のヘラ磨き

覆土下層 ２０％

１９３９ 土師器 甕 ［１６�２］（８�４） －
石英・赤色粒
子

にぶい
褐

普通
口縁部外面９条１単位のハケ目後横ナデ
内面指頭痕

床面 １５％

１９４０ 土師器 甕 ［１５�４］（４�７） － 石英・長石・雲母 にぶい褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 頸部内面ヘラナデ 床面 ５％

１９４１ 土師器 甕 ［１７�２］（４�７） －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
褐

普通
口縁部内・外面横ナデ 頸部ハケ目調整
体部内面ナデ

覆土下層 ５％

１９４２ 土師器 甕 ［１９�４］（４�１） － 石英 明赤褐 普通
口縁部内・外面横ナデ 頸部外面ヘラ削り
頸部内面ヘラナデ

覆土下層 ５％

１９４３ 土師器 甕 ［１４�６］（３�８） － 石英・白色粒子 明赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 覆土下層 ５％

１９４４ 土師器 甕 － （１１�９） ４�８ 石英・赤色粒
子

にぶい
赤褐

普通
体部外面８条１単位のハケ目調整 底部内
面ハケ目調整

床面 ３０％

１９４５ 土師器 甕 － （３�７） ５�３ 石英・赤色粒
子

明赤褐 普通
体部内面ヘラナデ 体部外面８条１単位の
ハケ目調整 底部内面ヘラナデ

床面 ５％

１９４６ 土師器 甕 － （１�９） ７�８ 石英・長石・雲母 赤褐 普通 体部外面ハケ目調整 覆土下層 ５％

―６９―



第３４８号住居跡（第５７～５９図）

位置 西部４区西部のＢ２ｄ８区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３４７号住居跡を掘り込み，第７１号溝に掘り込まれている。

規模と形状 北東部が調査区域外に延びているため，確認されたのは南北軸８�１０ｍ，東西軸７�９３ｍである。平

面形は方形もしくは長方形と推定され，主軸方向はＮ－２６°－Ｗである。壁高は３５～３７�で，外傾して立ち上

がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝は確認された範囲で全周している。Ｐ５周辺をＬ字状に

囲むように幅７２�，高さ４�ほどの高まりが確認されている。

ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ８７�ほどで，規模と配置から主柱穴と考えられる。Ｐ４・Ｐ５は深さ３０～

３１�で，南壁際の中央部にあることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６の深さは２６�で，性

格は不明である。

覆土 １６層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１０１０点（坏２０６，高坏８，甕７９５，甑１），須恵器片３１点（坏２，蓋９，甕２０）が，南

東コーナー部を中心として出土している。また，流れ込んだ弥生土器片１１３点，縄文土器片１点，土師器片１

点（椀），須恵器片２点（高台付坏），石製品１点（小玉），土製品２点（支脚）も出土している。１９５０・１９５５・

１９５８・１９６１は南東コーナー部の覆土中層から床面にかけて出土している。そのうち１９６１は破片が接合したもの

である。１９５１・１９６０は中央部の覆土下層，１９５４は南西コーナー部の覆土中層，１９５３はＰ２の覆土下層からそれ

ぞれ出土している。１９５２・TP４１０・TP４１２は西壁中央部付近の覆土中層から下層にかけて，TP４１１はＰ１の覆

土中層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
２ 黒 褐 色 ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック微量，焼土ブロック少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック微量
６ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・粘土ブロック微量
７ 極 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・粘土ブロック微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック微量

９ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化物微量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・粘土ブロック微量
１１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック少量・焼土粒子微量
１３ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
１４ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物微量
１５ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
１６ 極 暗 褐 色 ローム粒子中量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１９４７ 土師器 甕 ［１４�２］（５�３） －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

赤褐 普通
口縁部内・外面横ナデ 頸部外面ハケ目調
整 内面ナデ

覆土中層 ５％

１９４８ 土師器 甑 ［２７�５］１３�９ ２�１ 石英・長石
にぶい
赤褐

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部内面ヘラナデ
体部外面ヘラ削り後ヘラ磨き

覆土下層 ２０％

１９４９ ミニチュア土器 － － （３�２） ４�９ 石英・長石・
雲母

黄褐 普通 体部内・外面ナデ 外面指頭痕 床面 １０％

番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP４０９ 土師器 甕 石英・長石・雲母 橙 普通 ハケ目調整 粘土貼付け 覆土中層 PL８３

―７０―



第５７図 第３４８号住居跡実測図

―７１―



第５８図 第３４８号住居跡・出土遺物実測図

―７２―



第５９図 第３４８号住居跡出土遺物実測図

第３４８号住居跡出土遺物観察表（第５８・５９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１９５０ 土師器 坏 １３�０ ５�１ － 雲母・赤色粒子
にぶい
橙

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部内面ナデ
外面ヘラ削り後ナデ

覆土下層
７０％ PL６２
ヘラ書き

１９５１ 土師器 坏 ［９�８］ ３�１ ５�８ 石英・長石・赤色粒子 黒 普通 口縁部ナデ 体部内面ヘラナデ 外面ヘラ削り 覆土下層 ７０％ PL６２

１９５２ 土師器 坏 ［１０�３］ ３�３ －
石英・長石・
雲母

灰黄 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部内・外面ヘラ
ナデ 底部ヘラ削り後ナデ

覆土中層 ６０％ PL６２

１９５３ 土師器 坏 ［１４�６］ ３�７ －
長石・雲母・
赤色粒子

にぶい
褐

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
体部内面ナデ

貯蔵穴 ４０％

１９５４ 土師器 坏 ［１３�０］ ３�２ －
石英・長石・
雲母

にぶい
黄橙

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部内面ナデ
外面ヘラ削り

覆土中層 ４０％

１９５５ 土師器 坏 － （５�０） － 石英・雲母 灰黄褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土中層 ４０％

１９５６ 須恵器 坏 ［１１�７］ ２�７ － 石英・白色粒子 灰 普通 ロクロ成形 体部下端回転ヘラ削り 覆土中 ３０％

１９５７ 須恵器 坏 ［１２�０］（３�４） － 石英・白色粒子 灰 普通 ロクロ成形 ナデ 覆土中 ５％

１９５８ 土師器 椀 １２�６ ９�６ － 石英・雲母
にぶい
黄褐

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
後ナデ

床面 ９５％ PL６４

１９５９ 須恵器 蓋 ［１２�０］（３�２） － 石英・白色粒子 灰 普通 ロクロ成形 ナデ 覆土中 ５％

１９６０ 土師器 高坏［１２�６］（３�５） －
石英・長石・
雲母

黒褐 普通
口縁部外面横ナデ 体部外面ナデ 体部内
面ヘラ磨き

覆土下層 ４０％

１９６１ 土師器 甕 ［２０�７］２９�１ ８�０ 石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
黄褐

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き
ヘラ削り 体部内面ヘラナデ

床面 ６０％

番号 器種 径 厚さ 重量 材質 手法の特徴 出土位置 備考

Ｑ２１７ 小玉 ０�６２ ０�５７ ０�２５ 頁岩 全面研磨 孔径０�１２� 覆土中 PL８９

番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP４１０ 須恵器 甕 長石 灰 普通 体部外面格子叩き 自然釉 覆土中層 PL８３

TP４１１ 須恵器 甕 長石 灰 普通 体部外面格子叩き 内面同心円状当具痕 覆土下層 PL８３

TP４１２ 須恵器 甕 長石 灰 普通 体部外面格子叩き 内面同心円状当具痕 覆土下層 PL８３

―７３―



第３５１号住居跡（第６０・６１図）

位置 西部４区中央部のＢ２ｇ８区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３４９・３５０号住居，第３７０５・３７０６・３７０８・３７１５・３７１７号土坑，第７２号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�８８ｍ，短軸４�３６ｍの方形で，主軸方向はＮ－４０°－Ｗである。壁高は９～１５�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，炉１東側の硬化が著しい。

炉 ２か所。炉１は中央部に位置し，長径１００�，短径２６�の不整楕円形である。炉２は北部に位置している

が，第３４９号住居に掘り込まれているため，確認された範囲は長径６０�，短径２０�の不整楕円形と推定される。

炉１・２はともに床面をにわずかに皿状に掘りくぼめられた地床炉である。炉床は赤変している。

覆土 ３層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片６９点（坏７，甕６２），石製品１点（紡錘車）が，中央部からやや南壁にかけて多く出

土している。ほとんどが細片で，図示できたのはわずかである。また，流れ込んだ弥生土器片１１点，須恵器片

２点（坏），石製品１点（不明）も出土している。１９６２は南コーナー部の床面から出土している。Ｑ２１８は西壁

際床面から出土している。

所見 時期は，重複関係及び出土土器や住居の形態から，５世紀代と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量

３ 黒 褐 色 ロームブロック中量

第６０図 第３５１号住居跡実測図

―７４―



第３５２号住居跡（第６２～６４図）

位置 西部４区西部のＢ３ｆ２区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 北壁と東壁が調査区域外に延びているため，確認された範囲は，長軸４�６３ｍ，短軸２�９５ｍである。

平面形は方形もしくは長方形と推定され，主軸方向はＮ－８°－Ｗである。壁高は５０�で，外傾して立ち上が

っている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が確認された範囲で全周している。

ピット 深さ４２�で，南壁際の中央部にあることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ６層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片７８３点（坏１６３，器台２，高坏３，甕６１４，台付甕１），石製品１点（剣形模造品）が全

域から散在して出土している。また，流れ込んだ弥生土器片１０７点，土師器片１点（椀），須恵器片９点（甕），

粘土塊も出土している。１９６４・１９６５・１９６８・１９７２・１９７６は西壁中央部付近の覆土中層から床面にかけて９６６・

１９６７・１９６９～１９７１・１９７４・１９７５・１９７７・１９７８・１９７９は南壁付近の覆土中層から床面にかけてまとまって，

１９６３・１９７３は中央部の床面からそれぞれ出土している。このうち１９６５・１９６９・１９７６は離れた位置から出土した

破片が，１９７８は近隣でまとまって出土した破片がそれぞれ接合したものである。土器の出土状況は，住居廃絶

に伴い，南西方向から一括して投棄されたものと考えられる。南壁中央部前に直径４０�の粘土塊が出土してい

るが，性格は不明である。

所見 時期は，出土土器から６世紀前半と考えられる。

第６１図 第３５１号住居跡出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

４ 黒 褐 色 ロームブロック少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第３５１号住居跡出土遺物観察表（第６１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１６９２ 土師器 甕 ［２３�５］（４�９） －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 床面 ５％

番号 器種 径 孔径 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２１８ 紡錘車 ４�７６ ０�７６ １�２６ ４３�５ 滑石 全面研磨 覆土中 PL８８

―７５―



第６２図 第３５２号住居跡・出土遺物実測図

―７６―



第６３図 第３５２号住居跡出土遺物実測図�

―７７―



第６４図 第３５２号住居跡出土遺物実測図�

第３５２号住居跡出土遺物観察表（第６２～６４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１９６３ 土師器 坏 １３�８ ６�３ －
石英・長石・
雲母

赤褐 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
内面ナデ

床面 ９５％ PL６２

１９６４ 土師器 坏 １４�４ ４�９ － 赤色粒子
にぶい
赤褐

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部内面ヘラ磨き
外面ヘラ削り 底部外面ヘラ削り後ナデ

覆土下層 ７５％ PL６２

１９６５ 土師器 坏 １２�８ （６�４） －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

赤褐 普通
口縁部内・外面ナデ 体部外面ヘラ削り
体部内面ヘラ磨き

床面 ６０％ PL６３

１９６６ 土師器 坏 ［１３�６］ ５�４ －
石英・長石・
赤色粒子

明赤褐 普通
口縁部内面横ナデ 外面磨き 体部内面ヘ
ラ磨き 外面ヘラ削り

覆土中層 ４０％

１９６７ 土師器 坏 ［１２�８］ ５�３ － 石英・白色粒子
にぶい
褐

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
内面ナデ 底部ヘラ削り

覆土下層 ４０％

１９６８ 土師器 坏 ［１４�４］（５�２） －
石英・白色粒
子・赤色粒子

にぶい
黄橙

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
内面ヘラ磨き

覆土下層

１９６９ 土師器 坏 ［１５�６］（６�３） －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

赤褐 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
内面ヘラ磨き

床面 ２０％

１９７０ 土師器 坏 ［１５�２］（５�５） － 石英・長石・雲母 にぶい黄橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 覆土中層 １５％

１９７１ 土師器 椀 １１�８ ６�４ ７�１ 石英・長石 にぶい赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部内面ヘラ磨き 覆土下層 ５５％

１９７２ 土師器 高坏 － （７�１）［１１�２］石英・長石・
雲母

明赤褐 普通 脚部外面ヘラ磨き 脚部内面ヘラナデ 覆土中層 ４０％

１９７３ 土師器 高坏 － （６�５）［１２�０］石英・長石・
赤色粒子

赤褐 普通 脚部外面ヘラ磨き 脚部内面ヘラナデ 床面 ３０％

１９７４ 土師器 甕 １６�８（１１�１） －
石英・長石・
雲母

橙 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
内面ヘラナデ

床面 ２０％

１９７５ 土師器 甕 ［２６�７］（２０�２） －
石英・長石・
赤色粒子

赤褐 普通
口縁部内・外面横ナデ 頸部内・外面指頭痕
体部外面ヘラ磨き，ヘラ削り 内面ヘラナデ

床面 ２０％

１９７６ 土師器 甕 ［１４�７］（６�１） －
石英・長石・
赤色粒子

にぶい
褐

普通 口縁部内・外面横ナデ 体部内・外面ナデ 覆土下層 １０％

―７８―



第３５４号住居跡（第６５・６６図）

位置 西部４区西部のＢ３ｉ２区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３５５・３６９号住居跡を掘り込み，第１４９・３５６号住居，第３７０４・３７１２・３７１３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 南西コーナー部は，平成１５年度の調査区へ延びている。長軸６�５９ｍ，短軸６�５３ｍの方形で，主軸

方向はＮ－３８°－Ｗである。壁高は１９～２９�で，外傾して立ち上がっている。

床 平坦で，竈前面から中央部にかけて踏み固められている。壁溝がほぼ全周している。

竈 北壁の中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部までが１２０�，袖部幅が１２０�である。袖部は

床面と同じ高さの地山の上に，細礫の混じった粘土を用いて構築されている。火床部は床面を１４�ほど掘りく

ぼめており，火床面及び内壁は火熱を受けて赤変している。煙道部は壁外へ３０�掘り込まれ，火床部から緩や

かに立ち上がっている。

ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ５９～７３�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。Ｐ４は深さ２４�で，南

壁際の中央部にあることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ５・Ｐ６は深さ１３～２２�で，性格

は不明である。

覆土 ４層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片９８点（坏７５，甕２２，甑１），須恵器片１点（�）が，竈周辺や北東コーナー部を中心

として出土している。また，流れ込んだ弥生土器片７３点，須恵器１９点（坏７，蓋１，甕１１）も出土している。

１９８３はＰ３，１９８０・１９８１はＰ５，１９８２はＰ４からそれぞれ出土している。１９８４は東壁中央部の覆土中層から出

土している。

所見 時期は，出土土器から６世紀中葉と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 砂質粘土少量，ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子

微量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量，白色粒子微量
３ 灰 褐 色 砂粒中量，粘土ブロック・ローム粒子微量
４ にぶい黄褐色 砂粒中量，焼土ブロック少量，粘土ブロック微量
５ にぶい黄褐色 焼土粒子・砂粒少量，白色粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 砂質粘土ブロック・焼土粒子・砂粒・白色粒子微量
７ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂粒・白色粒子微量
８ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，砂粒・白色粒子微量
９ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・砂粒・白色粒子微量
１０ 極暗赤褐色 焼土ブロック少量，ローム粒子微量
１１ 灰 黄 色 焼土ブロック，粘土多量，ロームブロック少量

１２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量
１３ にぶい黄色 砂質粘土ブロック・ローム粒子中量
１４ 黒 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量
１５ 明 黄 褐 色 ローム粒子少量，砂質粘土ブロック微量
１６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量
１７ 暗 褐 色 灰多量，ロームブロック少量
１８ 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
１９ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子少量
２０ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・粘土ブロック・

焼土粒子微量
２１ 暗 赤 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子・白色粒子微量
２２ 暗 褐 色 炭化物・粘土ブロック微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量

３ 黒 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子少量，焼土ブロック微量
４ 極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１９７７ 土師器 甕 ［２４�２］（１１�０） －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

橙 普通
口縁部内・外面横ナデ 頸部外面ナデ ヘ
ラ磨き 内面ヘラナデ

覆土下層 １５％

１９７８ 土師器 甕 － （２８�５） －
石英・長石・
赤色粒子

黒褐 普通
体部外面ヘラ削り ヘラナデ 体部内面ヘ
ラナデ

覆土中層 ５％

１９７９ 土師器 甕 － （３�７） ８�８ 石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
赤褐

普通
体部外面ヘラ磨き 底部内面ヘラナデ 底
部外面ヘラ削り

床面 ５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 孔径 重量 石質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２１９剣形模造品（１�４７）１�４３ ０�２６ ０�２０（１�００） 滑石 基部のみ残存 基部に１孔 研磨顕著 覆土中 PL８９

―７９―



第６５図 第３５４号住居跡実測図

―８０―



第３５５号住居跡（第６７・６８図）

位置 西部４区西部のＢ３ｈ３区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３５４・３５６～３５８・３７９号住居，第３７１６・３７６５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 確認できた範囲は長軸６�６８ｍ，短軸５�１５ｍである。平面形は方形もしくは長方形と推定され，主

軸方向はＮ－２３°－Ｗである。壁高は２６～３４�で，ほぼ直立している。

床 ほぼ平坦である。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ３２～６６�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ１３�で，性

格は不明である。

第６６図 第３５４号住居跡・出土遺物実測図

第３５４号住居跡出土遺物観察表（第６６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１９８０ 土師器 坏 １４�８ ５�２ ８�８ 雲母・赤色粒子 明赤褐 普通
体部内面ヘラ磨き 体部外面ヘラ削り後磨
き 底部砥石転用

貯蔵穴 ５０％ PL６３

１９８１ 土師器 坏 ［１３�１］（４�４） － 石英・赤色粒子 赤 普通
口縁部内・外面横ナデ 横方向のヘラ磨き
体部内面放射状のヘラ磨き

貯蔵穴 ３０％

１９８２ 土師器 坏 ［１２�２］（４�１） －
石英・雲母・長
石・赤色粒子

にぶい
橙

普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土下層 １５％

１９８３ 須恵器 蓋 ［９�２］ ３�３ － 石英・白色粒子 灰 普通 体部内面ロクロ成形後ナデ 回転ヘラ削り 覆土中 ４０％

１９８４ 須恵器 甕 ［１９�６］（４�２） －
石英・雲母・
白色粒子

灰白 普通 ロクロ成形 ナデ 覆土中層 ５％

―８１―



第６７図 第３５５号住居跡実測図

―８２―



覆土 ６層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片６９９点（坏８４，高坏３，甕６０９，甑２，台付甕１），土製品２点（土玉）が，西部から

出土している。また，流れ込んだ弥生土器片１５０点，土師器片１点（高台付椀），須恵器片２１点（坏８，甕１３），

瓦１点も出土している。１９８５はＰ４，１９８６は北西コーナー部の覆土下層から出土している。DP６２・DP６３，TP

４１３は西壁中央部付近の覆土下層から床面にかけてそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から５世紀中葉と考えられる。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量

４ 褐 色 ロームブロック中量
５ 褐 色 ロームブロック多量
６ 暗 褐 色 ローム粒子中量

第６８図 第３５５号住居跡出土遺物実測図

第３５５号住居跡出土遺物観察表（第６８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１９８５ 土師器 甕 ［１５�０］（１０�６） －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
赤褐

普通
口縁部内面ハケ目調整 外面ハケ目調整後
横ナデ

Ｐ４覆土
上層

１０％

１９８６ 土師器 甕 － （１０�５） ５�６ 石英・長石・
赤色粒子

赤褐 普通 体部外面ヘラ磨き 体部内面ハケ目調整 覆土下層 ３０％

番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP４１３ 須恵器 甕 長石 灰 普通 体部外面平行叩き 覆土下層 PL８３

TP４１４ 須恵器 甕 長石 灰 普通 体部外面平行叩き 自然釉 覆土中 PL８３

TP４１５ 須恵器 甕 長石 灰 普通 体部外面斜位の平行叩き 内面同心円状当て具痕 Ｐ５覆土中 PL８３

TP４１６ 須恵器 甕 長石 灰 普通 体部外面格子叩き 自然釉 内面同心円状当て具痕 覆土中 PL８３

―８３―



第３５７号住居跡（第６９・７０図）

位置 西部４区西部のＢ３ｉ５区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３５５・３６７・３７９号住居跡を掘り込み，第３７１１・３７１６・３７３８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�８５ｍ，短軸５�５８ｍの方形で，主軸方向はＮ－３３°－Ｗである。壁高は２７�で，外傾して立

ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が西コーナー部から西壁下及び東壁に確認されている。

竈 北壁の中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１２６�，袖部幅１３８�である。袖部は，地

山を掘り残して基部とし，粘土粒子を含んだ土を貼り付けて構築されている。火床部幅は４４�で，床面を８�

掘りくぼめており，火床面は火熱を受けて赤変している。火床部には土師器の甕が伏せられた状態で出土して

いる。煙道部は壁外へ６４�掘り込まれ，火床部から緩やかに立ち上がっている。

ピット １２か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ２８～４４�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ３８�で，南

壁際の中央部にあることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６～Ｐ９は深さ４４～５３�で，立て

替え前の主柱穴の可能性を想定することができる。Ｐ１０～Ｐ１２は深さ２１～５６�で，性格は不明である。東壁

際に位置する８か所の小ピットは深さ７～１４�で，壁柱穴と考えられる。

覆土 ８層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片４９６点（坏１１５，甕３８１）が，北西部を中心に散在して出土している。また，流れ込ん

だ弥生土器片３９点，須恵器片１１点（坏８，甕３），粘土塊４点，鉄製品３点（刀子１，不明２）も出土してい

る。１９９３は竈火床部に伏せた状態で出土している。１９８７～１９８９，Ｍ１４２は中央部から，１９９１はＰ１付近の覆土

下層からそれぞれ出土している。１９９４は竈内や竈手前の覆土中層から床面にかけて出土した破片がそれぞれ接

合したものである。１９９２・１９９５・１９９６は北西コーナー部の覆土中層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から６世紀中葉と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土・ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土ブロッ

ク・白色粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，白色粒子微量
５ 極暗赤褐色 焼土ブロック少量，白色粒子微量
６ にぶい赤褐色 粘土ブロック少量，焼土粒子・白色粒子微量
７ にぶい赤褐色 粘土ブロック中量，焼土粒子少量
８ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂粒・白色粒子微量
９ 暗 赤 褐 色 粘土ブロック少量，焼土粒子微量
１０ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・白色粒子微量
１１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，白色粒子微量

１２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・白色粒子微量
１３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，白色粒子微量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量
１５ 褐 色 ロームブロック多量，砂質粘土粒子少量
１６ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，砂質粘土粒子少量
１７ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土ブロッ

ク微量
１８ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物中量
１９ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック中量
２０ 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック多量
２１ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
２２ 褐 色 ロームブロック中量

土層解説
１ 黒 褐 色 砂粒・ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・白

色粒子少量
２ 黒 褐 色 砂粒少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・白

色粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・白色粒子微量

４ 黒 褐 色 ローム粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック少量
７ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック少量

番号 種別 径 厚さ 重量 胎土 色調 焼成 特徴 出土位置 備考

DP６２ 土玉 ３�９～４�０ ３�６ ０�５ 石英 にぶい黄橙 普通 側面ナデ 片面穿孔 孔径０�７５� 覆土下層 PL８５

DP６３ 土玉 ４�５～４�６ ３�８ ０�７ 雲母 にぶい褐 普通 側面ナデ 片面穿孔 孔径０�５６� 覆土下層 PL８５

―８４―



第６９図 第３５７号住居跡実測図

―８５―



第７０図 第３５７号住居跡出土遺物実測図

第３５７号住居跡出土遺物観察表（第７０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１９８７ 土師器 坏 ９�７ ３�６ －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
褐

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ナデ
底部ヘラ削り

覆土下層 ６０％ PL６３

１９８８ 土師器 坏 ［１１�１］ ４�１ －
石英・長石・白色
粒子・赤色粒子

にぶい
赤褐

普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土下層 ４０％

１９８９ 土師器 坏 ［１２�４］ ４�１ － 白色粒子
にぶい
赤褐

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部内面横ナデ後
磨き 外面横ナデ後削り

床面 ２０％

１９９０ 土師器 坏 ［１０�８］（３�４） －
石英・白色粒
子・赤色粒子

にぶい
橙

普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土中 ２０％

１９９１ 土師器 坏 ［１２�２］（３�９） － 石英・赤色粒子 にぶい褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部内・外面ナデ 覆土下層 １０％

１９９２ 土師器 坏 ［１１�０］（３�８） －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
黄橙

普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土中層 ３０％

１９９３ 土師器 甕 １６�１ １８�９ ６�３ 石英・長石・
雲母

にぶい
橙

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
内面ヘラナデ

床面 １００％ PL６８

１９９４ 土師器 甕 － （８�１） ４�４ 石英・長石・雲母 明褐 普通 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 ４０％

１９９５ 土師器 甕 ［２５�５］（７�５） － 小石・石英 橙 普通 口縁部外面横ナデ 覆土下層 ５％

１９９６ 土師器 甕 － （５�４） ８�４ 石英・長石・
雲母

にぶい
橙

普通
体部内・外面ヘラナデ 体部外面ヘラ削り
底部ヘラ削り後ナデ

覆土中層 １０％

―８６―



第３６９号住居跡（第７１・７２図）

位置 調査区西部４区のＢ３ｈ１区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３５４・３６１号住居，第３７１２・３７１３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 確認できたのは長軸４�８０ｍ，短軸４�３４ｍである。平面形は方形もしくは長方形と推定され，主軸

方向は，Ｎ－１７°－Ｗである。壁高は２５�で，緩やかに外傾して立ち上がっている。

床 平坦で，竈前面から中央部にかけて踏み固められている。

第７１図 第３６９号住居跡実測図

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１４２ 刀子ヵ （４�８５）（０�８０）０�３２～０�３８（４�２６） 鉄 断面方形 覆土下層 PL９０

―８７―



竈 北壁のやや東寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部までが８２�，袖部幅は９０�である。左袖部

は地山の上に，右袖部は地山を掘り残して基部とし，砂質粘土を貼り付けて構築されている。また，右袖部に

は１０�程度の中礫が補強材として埋めらている。火床部は床面と同じ高さで，角状の砂岩製支脚が埋め込まれ

ており，火床面は火熱を受けて赤変している。煙道部は壁外への掘り込みはなく，火床部からほぼ直立してい

る。

ピット 深さ５０�で，性格は不明である。

覆土 ６層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１４１点（坏９，高坏１，甕１３１），石器１点（支脚），中礫２２点が，竈及び北部の覆土中

層から下層にかけて多く出土している。土器片はほとんどが細片である。また，流れ込んだ弥生土器片１５点，

粘土塊２点も出土している。１９９７は竈前面の床面から出土している。１９９８は竈の右袖部から出土している。

所見 時期は，出土土器から７世紀前半と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 粘土粒子少量，ロームブロック微量
２ 褐 色 粘土粒子少量，ロームブロック微量
３ 暗 褐 色 粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量
４ 褐 灰 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量

５ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量
７ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量
２ 黒 色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック少量
３ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック微量

４ 黒 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子少量，焼土ブロック微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子少量，粘土ブロック微量
６ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第７２図 第３６９号住居跡出土遺物実測図

第３６９号住居跡出土遺物観察表（第７２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１９９７ 土師器 甕 ［１６�７］（１１�０） － 石英・長石
にぶい
赤褐

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部内面単位不明
瞭なヘラナデ

床面 １５％

１９９８ 土師器 甕 ［１９�４］（６�１） － 石英・長石・雲母 明赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 竈右袖部内 ５％

―８８―



第３７２号住居跡（第７３図）

位置 西部４区中央部のＢ３ｉ８区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３６４号住居，第３７４７号土坑，第１２８号井戸，第７５号溝に掘り込まれている。

規模と形状 壁がほとんど残存していないが，柱穴や炉の状況から住居と判断した。南北軸４�８５ｍ，東西軸４�

６０ｍで，平面形は方形もしくは長方形と推定され，主軸方向はＮ－１４°－Ｗである。

床 凹凸がみられ，中央部が踏み固められており，炉周辺の硬化が著しい。

炉 ２か所。中央部に位置している。炉１は，長径５０�，短径４０�の楕円形で，床面を５�ほど掘りくぼめた

地床炉である。炉床は火熱により赤変硬化している。炉２は，長径５４�，短径５０�の楕円形で，床面を７�ほ

ど掘りくぼめた地床炉である。炉床は赤変硬化している。

炉１・２土層解説
１ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量

第７３図 第３７２号住居跡実測図

―８９―



ピット ２１か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ３６～６６�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。Ｐ４～Ｐ２１は深さが２０

～６０�で，性格は不明である。

覆土 単一層で，層厚が薄く堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片３１点（坏６，甕２５）が出土している。また，流れ込みの弥生土器片２点，須恵器片１

点（坏）も出土している。土器は細片で，図示できなかった。

所見 時期は，出土土器が少なく判断は難しいが，重複関係及び遺構の形態から古墳時代中期以前と推定される。

第３７５号住居跡（第７４～７６図）

位置 西部４区中央部のＣ４ｆ２区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３９６号住居跡を掘り込み，第３７１・３７３・３７４号住居，第３７３４・３８０１号土坑，第３５号掘立柱建物に掘

り込まれている。

規模と形状 確認された範囲は，南北軸７�４８ｍ，東西軸６�７５ｍで，平面形は方形もしくは長方形と推定され，

主軸方向はＮ－０°である。壁高は８～２０�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が全周している。南壁東寄りに幅４０�，高さ１４�の馬蹄

形の高まりが確認できた。

炉 ２か所。炉１は，北西壁際の中央部付近から東寄りに位置している。確認された規模は，長径８０�，短径

４０�の楕円形と推定される。床面を５�掘りくぼめた地床炉である。炉床は火熱を受けて赤変している。炉２

は，北西壁際の中央部付近から西寄りに位置している。確認された規模は，長径６０�，短径３０�の不整楕円形

と推定される。床面を７�掘りくぼめた地床炉である。炉床は火熱を受けて赤変硬化している。

ピット ８か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ６８～９４�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。Ｐ４・Ｐ５は深さ２９～３３

�で，南壁際の中央部にあることと硬化面の状況から，出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６～Ｐ８

は深さ３５～７０�で，性格は不明である。

覆土 １０層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

炉１土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック微量

炉２土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量
２ 褐 色 ロームブロック少量

３ 極暗赤褐色 焼土ブロック少量
４ 極暗赤褐色 ロームブロック・焼土ブロック少量

Ｐ４・Ｐ５土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量，砂質粘土ブロック微量

４ 黒 褐 色 ローム粒子少量，砂質粘土ブロック微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量
４ 明 褐 色 焼土ブロック・白色粘土ブロック中量
５ 明 褐 色 ロームブロック・焼土粒子中量

６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
８ 暗 褐 色 ローム粒子中量
９ 暗 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子少量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック少量

―９０―



第７４図 第３７５号住居跡実測図�

―９１―



遺物出土状況 土師器片６３２点（坏１０８，高坏２，甕５２２），須恵器片３点（坏１，蓋１，甕１），石器１点（砥

石），石製品２点（臼玉）が，南西部を中心に出土している。また，流れ込んだ縄文土器片１点，弥生土器片

４０点，土師器片１点（高台付椀），須恵器片３９点（坏１７，高台付坏１，蓋６，甕１４），陶器片５点（碗４，天目

茶碗１），瓦１点，粘土塊３点も出土している。１９９９は南西コーナー部の覆土下層，２０００～２００３は西壁中央部

付近の覆土下層から床面にかけて，２００４は北西コーナー部の床面からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から５世紀後葉と考えられる。２か所の炉はいずれの上面にも硬化面がなく同時に使

用されていたと考えられる。

第７５図 第３７５号住居跡実測図�

第７６図 第３７５号住居跡出土遺物実測図

―９２―



第３７６号住居跡（第７７・７８図）

位置 西部４区中部のＣ３ｄ０区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３７７号住居，第３７９２号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�４０ｍ，短軸５�２７ｍの方形で，主軸方向はＮ－２７°－Ｗである。壁高は１５～２７�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が北東コーナー部に確認された。

竈 北壁の中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部までが１０６�，袖部幅が１３０�である。袖部は

床面上に，右袖部が青灰色粘土で，左袖部は砂質粘土で構築され，左袖部の内壁には長石中心の小礫を使用し

て構築している。火床部は皿状を呈しており，幅５０�，深さ７�で，火熱を受けて赤変している。煙道部の壁

外への掘り込みは５０�で，緩やかに立ち上がっている。

ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ４５～６０�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ１２�で，南壁

際の中央部にあることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は深さ１４�で，性格は不明である。

覆土 ６層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

竈土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・砂質粘土少量，焼土粒子微量
２ にぶい黄褐色 ローム粒子少量，粘土粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土少量
４ 褐 色 ロームブロック中量，砂質粘土少量
５ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量
６ 明 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
７ 灰 黄 色 青灰色粘土中量，焼土粒子少量

８ 暗 褐 色 青灰色粘土中量，焼土ブロック少量
９ にぶい黄褐色 焼土ブロック・青灰色粘土中量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
１２ 暗 赤 褐 色 小礫多量，焼土ブロック中量
１３ 褐 色 砂質粘土多量，ロームブロック中量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ロームブロック少量

４ 褐 色 ロームブロック微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第３７５号住居跡出土遺物観察表（第７６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１９９９ 土師器 坏 ［１４�０］（５�６） － 石英・長石 明赤褐 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部内面ナデ 外
面ヘラ削り後ナデ

覆土下層 ２０％

２０００ 土師器 坏 ［１４�７］（５�８） －
赤色粒子・白
色粒子

橙 普通
口縁部内・外面横方向のヘラ磨き 体部内
面ヘラ磨き 外面ヘラ削り

覆土下層 ３０％

２００１ 土師器 坏 ［１４�８］（４�３） － 石英・白色粒子 明赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部内 外面ナデ 床面 １０％

２００２ 土師器 坏 ［１２�８］（３�４） － 赤色粒子・白色粒子 明赤褐 普通 口縁部内・外面横方向の磨き 床面 ５％

２００３ 土師器 甕 ［１６�８］（７�４） －
石英・長石・
雲母

褐灰 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部内面ナデ 外
面横方向のヘラ磨き

覆土下層 ５％

２００４ 土師器 甕 ［１５�４］（５�３） － 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 覆土下層 ５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２２０ 砥石 １３�３ ４�３１ ３�３３ ３３６ 砂岩 砥面１面 覆土下層 PL８７

番号 器種 径 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２２１ 臼玉 ０�５６ ０�１６ （０�１０） 滑石 全面研磨 断面円形 孔径０�１６� 一部欠損 覆土中 PL８９

Ｑ２２２ 臼玉 ０�６４ ０�４７ ０�３５ 滑石 全面研磨 断面円形 孔径０�２２� 覆土中 PL８９

―９３―



第７７図 第３７６号住居跡実測図

―９４―



遺物出土状況 土師器片５０６点（坏７３，甕４３２，甑１），須恵器片１４点（坏１１，甕３），石器１点（砥石），石製

品１点（紡錘車）が，中央部から東部にかけて出土している。また，流れ込んだ須恵器片１点（高台付坏），

弥生土器片１点，陶器片５点，磁器７点，鉄滓２点，粘土塊１２点も出土している。２００５は中央部の覆土下

層，２００８は中央部の覆土中層からそれぞれ出土している。２００６はＰ１の東部床面，２００９はＰ５周辺の覆土下

層，２０１１はＰ５周辺の覆土中層からそれぞれ出土している。２００７・２０１０は竈右袖部内から出土しており，補強

材に転用されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

第７８図 第３７６号住居跡出土遺物実測図

第３７６号住居跡出土遺物観察表（第７８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２００５ 土師器 坏 １０�１ ３�８ －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
橙

普通 口縁部内・外面横ナデ 体部内面ヘラナデ 覆土下層 ７５％ PL６３

２００６ 土師器 坏 １０�７ ４�４ － 長石・雲母 明赤褐 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部内面ナデ 外
面ヘラ削り

床面 ６０％ PL６３

―９５―



第３７８号住居跡（第７９・８０図）

位置 西部４区中央部のＣ４ｃ２区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３６５・３８０号住居，第３７２２・３７４９・３７９３・３７９４・３８１３・３８１４Ａ号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 確認された範囲は，長軸５�８８ｍ，短軸５�３２ｍの方形と推定され，主軸方向はＮ－２°－Ｅである。

壁高は２０～２６�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が確認された範囲に存在している。南西コーナー部とＰ

２の間，東壁中央部，北壁から北西コーナー部寄りに間仕切り溝が３条確認されている。

炉 ３か所。炉１は長径８０�，短径５０�の不整楕円形で，床面は４�掘りくぼめられている。炉２は長径５０�，

短径３０�の楕円形で，床面は４�掘りくぼめられている。炉３は長径９６�，短径６４�の不整楕円形で，床面を

６�掘りくぼめられている。炉１～３は地床炉であり，炉床は火熱を受けて赤変している。

ピット ４か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ５１～５３�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。Ｐ３・Ｐ４は深さ３４～

１５�で，性格は不明である。

貯蔵穴 南東コーナー部に位置している。長径６６�，短径４４�の楕円形で，深さは３４�である。底面は平坦で，

壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ６層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

炉１・２土層解説
１ 極 暗 褐 色 焼土粒子多量

炉３土層解説
１ 極 暗 褐 色 焼土粒子多量，青灰色粘土少量

貯蔵穴土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子中量

３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量

４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
５ 暗 褐 色 白色粘土少量，ローム粒子微量
６ 褐 色 ロームブロック中量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２００７ 土師器 坏 ［１２�６］ ３�９ － 雲母 橙 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部内面ナデ 外
面ヘラ削り

床面 ２５％

２００８ 土師器 坏 ［１１�６］（３�４） －
石英・長石・
雲母

黒褐 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部内面ヘラ磨き
外面ヘラ削り

覆土中層 ２０％

２００９ 土師器 坏 ［１３�４］（４�６） －
石英・長石・
雲母

にぶい
黄褐

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
内面ナデ

覆土下層 ２０％

２０１０ 土師器 坏 ［１５�０］ ５�４ －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
橙

普通
口縁部外面横ナデ 体部内面ヘラ磨き 外
面ヘラ削り 底部一方向のヘラ切り

床面 ２０％

２０１１ 須恵器 坏 － （１�１） ５�６ 石英・長石 黄灰 普通 底部内面凹部ナデ 底部回転ヘラ削り 覆土中層 ５０％

２０１２ 土師器 甕 ［２４�０］（１６�５） －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
黄褐

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部内面ナデ 外
面ヘラ削り ヘラナデ

床面 １０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２２３ 砥石 １２�３９ ６�４７ ５�６７ ３７６ 輝石安山岩 砥面１面 床面 PL８７

Ｑ２２４ 紡錘車 （４�８３）（４�７８）（２�１２）（３６�７） 千枚岩 上面成形中で欠損ヵ 側面・底面に研磨 未穿孔 床面 PL８８

―９６―



第７９図 第３７８号住居跡実測図

―９７―



遺物出土状況 土師器片３４３点（坏６４，高坏７，甕２７２），須恵器片１点（蓋）が，全域から出土している。ま

た，流れ込んだ土師器片１点（椀），弥生土器片１６点，須恵器片８点（坏３，甕５），陶器片１点も出土してい

る。２０１３・２０１５・２０１６・２０１８は中央部の覆土下層から出土している。２０１７は東壁際の覆土下層，２０２０は炉３

上，２０２１は東壁際の覆土下層からそれぞれ出土している。２０１９は北西コーナー部，２０２２は北壁中央部のそれぞ

れ覆土下層から出土している。

所見 時期は，出土土器から５世紀後葉と考えられる。３か所の炉の上面にはいずれも硬化面がなく，すべて

の炉が同時に使用されていた可能性が考えられる。

第８０図 第３７８号住居跡出土遺物実測図

第３７８号住居跡出土遺物観察表（第８０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２０１３ 土師器 坏 ［１４�０］ ７�２ － 石英・雲母 明赤褐 普通
口縁部外面横ナデ後横方向のヘラ磨き 体
部内・外面ヘラナデ

覆土中層
７０％ PL６３
底部砥石転用

２０１４ 土師器 坏 ［１３�２］ ６�５ －
石英・長石・
雲母

にぶい
赤褐

普通
口縁部外面横ナデ 体部内面ヘラ磨き 外
面ヘラ削り 底部外面ヘラ削り後ナデ

覆土上層 ２５％

２０１５ 土師器 坏 ［１４�０］（６�２） － 石英・長石・雲母 橙 普通 口縁部・体部内・外面磨き 覆土中層 ２０％

２０１６ 土師器 坏 ［１３�０］（５�３） －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
赤褐

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
体部内面ナデ

覆土中層 １０％

―９８―



第３７９号住居跡（第８１図）

位置 西部４区中部のＢ３ｈ４区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３５５号住居跡を掘りこみ，第３５６～３５８号住居，第３７１６・３７６５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 東壁と南壁が削平されており，確認された範囲は東西軸４�８１ｍ，南北軸４�４０ｍである。平面形は

方形もしくは長方形と推定され，主軸方向はＮ－２４°－Ｗである。壁高は２６�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。壁溝が北西コーナー部を周回し，断面形はＵ字状である。

竈 北壁に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで９８�，袖部幅９６�である。袖部は床面にロームブ

ロックを含んだ褐色土で構築されている。火床部は浅く皿状にくぼんでいるが，赤変した部分は認められなか

った。煙道部は壁外へ４０�掘り込まれ，緩やかに傾斜して立ち上がっている。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ５８�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ１６�で，性格は

不明である。

覆土 １０層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈していることから，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１４４点（坏２８，高坏１，甕１１５）が，全域から出土している。また，流れ込んだ弥生土

器片１９点，須恵器片９点（坏１，蓋１，甕７）も出土している。２０２３・２０２６は南東部，２０２７は中央部の覆土中

層からそれぞれ出土している。２０２５は竈左袖部内から出土しており，補強材に転用されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から６世紀中葉と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量
３ 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量

５ 褐 色 ロームブロック多量
６ 褐 色 ロームブロック中量
７ 褐 色 ローム粒子中量
８ 黒 褐 色 ローム粒子少量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 褐 色 ロームブロック少量
４ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量
５ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量

６ 黒 褐 色 焼土粒子微量
７ 黒 褐 色 ローム粒子微量，砂質粘土少量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・白色粘土少量
９ 褐 色 ローム粒子中量
１０ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２０１７ 土師器 坏 ［１９�６］（７�０） －
石英・長石・
雲母

橙 普通
口縁部外面横ナデ 体部内面ヘラナデ 外
面ヘラ削り ヘラナデ

覆土中層 １０％

２０１８ 土師器 椀 ［１４�４］ ５�１ －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
赤褐

普通
口縁部内・外面横ナデ後口縁部内面ヘラナ
デ 外面ヘラ削り

覆土中層 ２５％

２０１９ 須恵器 蓋 １１�６ ４�５ － 長石 明赤褐 普通 自然釉 ロクロ成形ナデ 覆土下層 ９０％ PL６４

２０２０ 土師器 高坏 １４�５ （８�６） －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

橙 普通
坏部内面ヘラ磨き・ヘラナデ 坏部外面ヘ
ラナデ 脚部外面ヘラ磨き

床面 ４０％

２０２１ 土師器 甕 １２�８ （４�４） － 雲母・赤色粒子 赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ後磨き 覆土中層 １０％

２０２２ 土師器 甕 ［１７�０］（６�０） － 石英・長石・雲母 にぶい褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部内面ヘラナデ 覆土中層 ５％

―９９―



第８１図 第３７９号住居跡・出土遺物実測図

―１００―



第３８３号住居跡（第８２・８３図）

位置 西部４区西部のＢ２ｇ７区で，４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第７１号溝，第１号道路に掘り込まれている。

規模と形状 南東コーナー部のみが確認された。確認された範囲は南北軸２�６２ｍ，東西軸１�７４ｍで，平面形は

方形もしくは長方形と推定され，主軸方向はＮ－２６°－Ｗである。壁高は３０～３２�で，外傾して立ち上がって

いる。

床 ほぼ平坦である。壁溝が南東コーナー部に確認されている。

覆土 単一層で，堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片３９点（坏１４，甕２５）が，南東コーナー部より出土している。また，流れ込んだ弥生土

器片６点，土師器片２点（高台付椀）も出土している。２０２８・２０３０は南東コーナー部の覆土中層，２０２９は東壁

際の覆土下層から出土している。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量

第８２図 第３８３号住居跡実測図

第３７９号住居跡出土遺物観察表（第８１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２０２３ 土師器 坏 ［１４�２］ ４�９ － 長石・雲母 明赤褐 普通
口縁部内・外面横方向のヘラ磨き 体部内面
ヘラ磨き 外面ヘラ削り後ヘラによる刻み痕

覆土下層 ４０％

２０２４ 土師器 坏 ［１３�６］（３�６） － 石英・長石 にぶい赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土中 １０％

２０２５ 土師器 高坏 － （８�３） １１�３ 石英・長石・
雲母

明赤褐 普通
坏部外面ヘラ削り 脚部外面ヘラ磨き 裾
部内面横ナデ

覆土下層 ５０％

２０２６ 土師器 甕 ［１４�４］（７�４） －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

明赤褐 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部内・外面ヘラ
ナデ

覆土中層 １５％

２０２７ 土師器 甕 － （３�０） ２�９ 石英・長石 にぶい橙 普通 体部内・外面ヘラナデ 覆土中層 ５％

―１０１―



第３８５号住居跡（第８４・８５図）

位置 西部４区中央部のＣ４ｂ６区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 北東部のほとんどが調査区域外へ延びているため，確認された範囲は南北軸５�０８ｍ，東西軸３�３５

ｍである。平面形は方形もしくは長方形と推定され，主軸方向はＮ－７°－Ｗである。壁高は，１８～３３�で，

直立している。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝は西壁から南壁にかけて確認されており，断面形はＵ字

状である。貯蔵穴の西側に，幅５２�，高さ５�の馬蹄形の高まりが確認されている。

ピット ２か所。Ｐ１は深さ５６�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。Ｐ２は深さ２８�で，性格は不明で

ある。

貯蔵穴 南東コーナー部に位置している。長径７４�，短径６６�の楕円形で，深さは３８�である。底面は平坦で，

壁はほぼ直立している。

覆土 １１層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

第８３図 第３８３号住居跡出土遺物実測図

貯蔵穴土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量 ２ 褐 色 ロームブロック少量

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子中量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量
４ 褐 色 ロームブロック多量
５ 極 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量
６ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量

７ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
８ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第３８３号住居跡出土遺物観察表（第８３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２０２８ 土師器 坏 ［１４�８］ ４�２ －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土中層 ６０％

２０２９ 土師器 坏 ［１４�６］（３�８） － 長石・赤色粒子 にぶい褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 覆土中層 １０％

２０３０ 土師器 椀 ［１０�７］ ６�４ ６�５ 石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
褐

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部内・外面ヘラ
ナデ 底部木葉痕

覆土下層 ４０％

―１０２―



遺物出土状況 土師器片１４１点（坏３２，高坏１，甕１０８）が，南壁中央部付近の覆土中層から下層にかけて集中

して出土している。また，流れ込んだ弥生土器片１点，須恵器片１点（甕１），鉄滓１点も出土している。２０３１・

２０３２は貯蔵穴西側の床面から出土した破片がそれぞれ接合したものである。

所見 時期は，出土土器から６世紀前葉と考えられる。

第８４図 第３８５号住居跡・出土遺物実測図

―１０３―



第３８７号住居跡（第８６・８７図）

位置 西部４区中央部のＣ４ｄ３区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３４号掘立柱建物，第３８００号土坑，第１１９号井戸に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�８０ｍ，短軸４�６６ｍの方形で，主軸方向はＮ－２°－Ｅである。壁高は８～１６�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。貯蔵穴の北側を囲むように，幅３６�，高さ４�ほどの高まり

が確認できた。壁溝が全周している。

竈 北壁の中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部までが９０�，袖部幅７０�である。袖部は床面

上に砂質粘土で構築されている。火床部は床面と同じ高さの平坦な面を使用し浅く皿状にくぼんでいる。火床

面の赤変した部分は認められなかった。煙道部は壁外へ４�掘り込まれ，ほぼ直立している。

第８５図 第３８５号住居跡出土遺物実測図

第３８５号住居跡出土遺物観察表（第８４・８５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２０３１ 土師器 甕 １７�８ １５�２ ７�４ 石英・長石・
雲母

赤褐 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部内面ヘラナデ
外面ヘラ削り

床面 ９５％ PL６９

２０３２ 土師器 甕 ［１９�６］３０�７ ８�２ 石英・長石
にぶい
橙

普通
口縁部横ナデ後頸部から体部にかけて縦方向の
ヘラナデ 体部外面横方向のナデ 内面ナデ

床面 ６５％ PL６８

―１０４―



第８６図 第３８７号住居跡実測図

―１０５―



ピット ７か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ４８～６６�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５～Ｐ７は深さ２７～

４８�で，性格は不明である。

貯蔵穴 南壁際の中央部に位置している。長径７６�，短径６８�の楕円形で，深さは５０�である。底面は皿状で，

壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ６層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈していることから，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片３０５点（坏５９，甕２４３，甑３）が，北東コーナー部及び南西コーナー部を中心に出土し

ている。また，流れ込んだ弥生土器片４点，須恵器片９点（坏４，高台付坏１，甕４），陶器片４点（鉢），磁

器片１点（鉢），石製品１点（有孔石製品）も出土している。２０３３は竈西側，２０３４は竈南側のそれぞれ床面か

ら出土している。２０３５は竈南側と南西コーナー部から出土した破片がそれぞれ接合したものである。２０３６・

２０３７は南西コーナー部の床面から出土したものである。

所見 時期は，出土土器から６世紀中葉と考えられる。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・砂質粘土微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子・砂質粘土微量
３ 黒 褐 色 砂質粘土中量，ローム粒子・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 砂質粘土中量，焼土粒子少量，ロームブロック微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子・砂質粘土微量

６ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック微量
７ 黒 褐 色 砂質粘土中量，ローム粒子少量
８ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
９ 黒 褐 色 ロームブロック少量
１０ 黒 褐 色 ロームブロック微量

貯蔵穴土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子微量

３ 黒 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・白色粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量

４ 暗 褐 色 ローム粒子少量
５ 褐 色 ロームブロック中量
６ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量

第８７図 第３８７号住居跡出土遺物実測図
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第３８８号住居跡（第８８・８９図）

位置 西部４区中央部のＣ４ｃ４区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３９２号住居跡を掘り込み，第３８０６～３８０８・３８１０号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�６０ｍ，短軸４�８２ｍの長方形で，主軸方向はＮ－６°－Ｗである。壁高は１２～２０�で，外傾

して立ち上がっている。

床 全体が堅く締まっていて平坦である。壁溝が西壁から北東コーナー部まで周回している。Ｐ５を囲むよう

に幅４８�，高さ４�ほどの馬蹄形の高まりが確認されている。貼床は，第３９２号住居跡に１０�ほどの褐色土を

充填して構築されている。

竈 北壁の中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１０６�，袖部幅１００�である。袖部は床面

上に砂質粘土を含む褐色土で構築されている。火床部は深さ６�ほどで円形を呈しており，火床面は火熱を受

けて赤変している。火床部には自然石が埋設されており，火熱を受けていることから支脚と考えられる。煙道

部は壁外へ２０�ほど掘り込まれ，緩やかに傾斜して立ち上がっている。

ピット ８か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ５７～８０�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さが４３�で，

南壁際の中央部にあることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６～Ｐ８は深さ３３～４３�で，性

格は不明である。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・白色粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，粘土ブロック微量
３ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
５ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・白色粒子微量
６ 極 暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土微量
７ 黒 褐 色 焼土ブロック微量
８ 暗 褐 色 砂質粘土少量，焼土粒子微量
９ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
１０ 黒 褐 色 砂質粘土中量，ローム粒子・焼土粒子微量
１１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・砂質粘土微量
１２ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・砂質粘土粒子微量
１３ 暗 褐 色 砂質粘土少量，焼土ブロック微量

１４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１５ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量，砂質粘土・白色

粒子微量
１６ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・白色粒子微量
１７ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・白色粒子微量
１８ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・砂質粘土少量
１９ 灰 黄 褐 色 砂質粘土多量，ローム粒子・焼土粒子微量
２０ 暗 褐 色 砂質粘土中量，ローム粒子・焼土粒子微量
２１ にぶい黄褐色 砂質粘土中量，焼土ブロック少量，粘土ブロック・

ローム粒子微量
２２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
２３ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・砂質粘土少量
２４ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量

第３８７号住居跡出土遺物観察表（第８７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２０３３ 土師器 坏 １２�８ ５�２ －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

橙 普通
体部内面不定方向のヘラ磨き 体部外面ヘ
ラナデ

床面 ９５％ PL６３

２０３４ 土師器 坏 １４�８ ６�６ －
石英・長石・
雲母・赤色粒
子

赤褐 普通
口縁部内・外面横ナデ後横方向のヘラ磨き
体部内面横方向のヘラ磨き 外面ヘラナデ
後横方向のヘラ磨き

床面 ９０％ PL６３

２０３５ 土師器 坏 ［１５�６］（６�２） －
石英・長石・
雲母

明褐 普通
口縁部内・外面横方向のヘラ磨き 体部
内・外面横方向のヘラ磨き

床面 ３０％

２０３６ 土師器 甕 ［１３�０］（１８�２） － 石英・長石 赤褐 普通
口縁部外面横ナデ 体部内面ヘラナデ 輪
積痕 外面ヘラナデ後横方向のヘラ磨き

床面 ３０％

２０３７ 土師器 甑 ２４�６ １８�４ ７�６ 石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
赤褐

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部内面ヘラナデ
体部外面ヘラ削り

床面 ９５％ PL７０

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 石質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２２５有孔石製品 ４�３４ ３�３３ ０�４４ １０�１ 緑泥片岩 両面に研磨痕 孔径０�２２� 双孔円盤ヵ 未製品 覆土中 PL８９

―１０７―



第８８図 第３８８号住居跡実測図

―１０８―



覆土 １２層に分層される。各層にロームブロックや焼土を含んでおり，人為堆積と考えられる。土層断面図の

第１２層は貼床層である。

遺物出土状況 土師器片６５５点（坏９１，高坏３，甕５５４，甑７），石器１点（支脚）が北部や西部を中心に出土

している。また，流れ込んだ縄文土器片１点，弥生土器片１３点，土師器片１点（椀），須恵器片１４点（坏７，

高台付坏１，蓋１，甕５），青磁片１点，粘土塊４点も出土している。２０４０は火床面に逆位で出土している。

２０３９は竈西側の床面から出土した破片が接合したものである。２０４１は南西コーナー部の覆土下層から出土して

いる。２０３８は北東コーナー部の覆土上層から出土している。

所見 時期は，出土土器から６世紀中葉と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・砂質粘土微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
５ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
６ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量

７ 黒 褐 色 ローム粒子少量
８ 黒 褐 色 ロームブロック微量
９ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
１０ 黒 褐 色 ローム粒子微量
１１ 褐 色 ロームブロック少量
１２ 褐 色 ロームブロック多量

第８９図 第３８８号住居跡出土遺物実測図

第３８８号住居跡出土遺物観察表（第８９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２０３８ 土師器 坏 ［１４�２］（５�８） － 石英 明赤褐 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削
り，ナデ 体部内面ナデ

覆土上層 １０％

２０３９ 土師器 椀 １４�８ ７�８ ７�２ 石英・長石・
雲母

明赤褐 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部内面ヘラナデ
外面ヘラ削り

床面 ９０％ PL６４

２０４０ 土師器 高坏 １６�５（１１�４） －
石英・長石・
雲母

赤褐 普通
坏部内面ヘラナデ 坏部外面ヘラナデ 脚
部外面ヘラ磨き

覆土下層 ４５％

２０４１ 土師器 甑 ［２１�６］２３�７ ７�４ 赤色粒子 橙 普通
口縁部外面横ナデ 体部外面ヘラナデ後ヘ
ラ磨き 体部内面ヘラ削り後ヘラナデ

覆土下層 ４０％

―１０９―



第３９２号住居跡（第９０・９１図）

位置 西部４区中央部のＣ４ｃ４区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３８８号住居，第３８０７・３８０８・３８１０号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�７４ｍ，短軸３�６０ｍの方形と推定され，主軸方向はＮ－２°－Ｗである。壁高は１５～２４�で，

外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が，東側と北西コーナー部の壁下にみられる。

竈 北壁の中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで８０�，袖部幅８０�である。袖部は床面上

に粘土で構築されている。火床部は床面と同じ高さであり，火床面は火熱で赤変した一部分が確認された。煙

道部は壁外に２０�掘り込まれ，緩やかに立ち上がっている。

ピット ３か所。Ｐ１・Ｐ２は深さが１３�・１４�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。Ｐ３は深さ２９�で，

性格は不明である。

貯蔵穴 南東コーナー部に位置している。長径７６�，短径７０�の楕円形で，深さ３２�である。底面は皿状で，

壁は緩やかに立ち上がっている。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・砂質粘土少量

３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量

第９０図 第３９２号住居跡実測図

―１１０―



遺物出土状況 土師器片２５点（坏６，甕１８），ミニュチュア土器１点が全域から出土している。２０４２・２０４３は

貯蔵穴の覆土下層から出土している。また，流れ込んだ須恵器片１点（坏）も出土している。

所見 時期は，出土土器から６世紀前葉と考えられる。

第３９６号住居跡（第９２・９３図）

位置 西部４区中央部のＣ４ｆ２区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３７１・３７３～３７５・３８９号住居，第３７３４号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 東部が削平を受けており確認された範囲は，東西軸５�５０ｍ，南北軸５�２０ｍの方形と推定され，主

軸方向はＮ－３°－Ｅである。壁高は９～１６�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が確認された範囲で全周している。

竈 北壁中央部からやや東寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１１４�，袖部幅９０�である。

袖部は地山を掘り込んだあと褐色土を充填し，その上に砂質粘土を貼り付けて構築されている。内壁は，火熱

を受けて赤変硬化している。火床部は５�ほどの深さで円形を呈しており，火床面は火熱を受けて赤変してい

る。煙道部は壁外へ１�ほど掘り込まれ，緩やかに立ち上がっている。

炉 竈の前方に確認されており，長径３２�，短径２８�の不整楕円形である。床面を５�掘りくぼめられ，炉床

は火熱を受けて赤変している。

貯蔵穴土層解説
１ 灰 色 粘土ブロック多量
２ にぶい黄褐色 ロームブロック少量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ロームブロック中量

第９１図 第３９２号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック中量
２ 灰 白 色 砂質粘土多量，焼土ブロック少量
３ 灰 白 色 砂質粘土多量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，砂質粘土微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土少量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量
７ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量
８ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブ

ロック少量
９ 褐 色 ロームブロック多量

１０ 極暗赤褐色 ロームブロック・焼土ブロック少量
１１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック中量，ロームブ

ロック少量
１２ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
１３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック微量
１４ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
１５ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
１６ 赤 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック多量
１７ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量

炉土層解説
１ 極暗赤褐色 焼土ブロック多量，黒色土少量

第３９２号住居跡出土遺物観察表（第９１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２０４２ 土師器 坏 ［１４�８］ ５�８ － 石英・長石 赤褐 普通
口縁部内・外面横方向の磨き 体部内面放
射状の磨き 外面ヘラ削り

貯蔵穴 ５０％

２０４３ ミニュチュア土器 － － （２�５） ３�８ 石英・長石・
赤色粒子

橙 普通 体部内面ナデ 外面ヘラナデ 貯蔵穴 ８０％

―１１１―



第９２図 第３９６号住居跡実測図

―１１２―



ピット １０か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ３８～５４�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５～Ｐ１０は深さは１２

～５２�で，性格は不明である。

覆土 １４層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１５０点（坏６４，高坏３，甕８１，甑１，小形甕１），石製品２点（臼玉）が北壁周辺を中

心として出土している。また，流れ込んだ弥生土器片１６点，須恵器片３点（坏１，高台付坏１，甕１），鉄製

品１点（不明），粘土塊も出土している。２０４４・２０５０は南東コーナー部の床面から，２０４５～２０４８・２０５１はＰ２

から，Ｑ２２６・Ｑ２２７が南西コーナー部の床面からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から５世紀後葉もしくはそれ以前と考えられる。本住居は炉のみが確認された第３７５

号住居跡に掘り込まれているが，ほぼ同時期に近く，炉と共存する竈を有する住居と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量
４ 黒 褐 色 ローム粒子少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
６ 黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
７ 黒 褐 色 ロームブロック微量

８ 暗 褐 色 ローム粒子少量
９ 黒 褐 色 ローム粒子微量
１０ 黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量
１１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
１２ 黒 褐 色 ロームブロック・砂質粘土少量，焼土ブロック微量
１３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック微量

第９３図 第３９６号住居跡出土遺物実測図
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第３９６号住居跡出土遺物観察表（第９３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２０４４ 土師器 坏 １３�５ ５�６ － 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 床面 ６５％ PL６３

２０４５ 土師器 坏 ［１４�０］（４�５） － 石英・白色粒子 赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部内・外面ナデ 覆土中 １５％

２０４６ 土師器 坏 ［１４�１］（５�３） －
石英・白色粒
子

赤褐 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部内面ヘラ磨き
外面ナデ

Ｐ２覆土中 ２５％

２０４７ 土師器 坏 ［１７�８］（５�２） －
石英・長石・
白色粒子

赤褐 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部内面ヘラナデ
後ヘラ磨き

貯蔵穴 １５％

２０４８ 土師器 坏 ［１３�８］（４�１） － 石英・長石 明赤褐 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
後ナデ

Ｐ２覆土中 １０％

２０４９ 土師器 小形甕［７�０］（２�８） － 石英・長石・雲母 赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部内・外面ナデ 竈左袖部内 ５％

２０５０ 土師器 甕 １４�０ １６�８ ［７�０］ 石英・長石・
赤色粒子

橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部内面ナデ 床面 ６０％

２０５１ 土師器 甕 － （４�７） ４�８ 石英・長石 赤褐 普通 体部外面ヘラ削り 内面ヘラナデ Ｐ２覆土中 １０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１４３ 不明 （４�４） ０�９ ０�２７（２�７２） 鉄 断面方形 覆土下層 PL９０

表３ 古墳時代住居跡一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高
（�） 床面

内部施設
覆土 出土遺物 備考（時期）

壁溝 主柱穴 出入口 ピット 炉・竈 貯蔵穴

３０４ Ａ１ｅ５ Ｎ－１６°－Ｗ ［方形］ ５�９２×５�９０ ２６～３８ 平坦 ほぼ全周 ４ １ １ 竈 － 自然 土師器，須恵器，
鉄製品 ７世紀前葉

３０５ Ａ１ｅ４ Ｎ－８８°－Ｅ［長方形］ ３�８２×３�４０ ５ 平坦 － － １ １ － － 自然 土師器，須恵器 ５世紀中葉

３０６ Ａ１ｅ３ Ｎ－２１°－Ｗ ［方形・
長方形］ ５�４８×（２�４２） ３４ 平坦 － １ １ １ － － 自然 土師器，須恵器 ６世紀後葉

３０８ Ａ１ｆ１ Ｎ－８８°－Ｅ ［方形・
長方形］ ３�３５×２�８２ １３ 平坦 一部 － － － 炉 － 自然 土師器，須恵器 ５世紀後葉

３０９ Ａ１ｆ６ Ｎ－３５°－Ｗ 方形 ４�７１×４�４３ ３２～５０ 平坦 ほぼ全周 ４ １ － 竈 － 人為 土師器，須恵器，
鉄製品 ７世紀後葉

３１１ Ａ１ｇ６ Ｎ－１６°－Ｗ 長方形 ６�３０×６�０５ ３０～４７ 平坦 － ４ １ － 炉２ － 人為 土師器，土製品，
砥石 ５世紀中葉

３１２ Ａ１ｇ５ Ｎ－１７°－Ｗ 方形 ４�４０×４�０８ ４０ 平坦 全周 ４ １ － 竈 － 自然 土師器，須恵器 ７世紀末～８世紀初頭

３１３ Ａ１ｇ３ Ｎ－８１°－Ｅ 長方形 ８�００×６�７０ １８～２６ 平坦 － ４ － － 炉 １ 自然 土師器，不明鉄
製品 ５世紀代

３１７ Ｚ２ｈ３ Ｎ－３４°－Ｗ ［方形・
長方形］ ６�７０×（６�３０） ３７ 凹凸 一部 ３ － － 炉２ － 自然 土師器，砥石，

不明鉄製品 ５世紀後葉

３１８ Ａ２ａ３ Ｎ－２３°－Ｗ ［方形・
長方形］ ６�５０×４�２６ ２３～３４ 平坦 一部 ２ － － 竈 － 自然 土師器 ７世紀後葉

３１９ Ａ２ｃ３ Ｎ－３６°－Ｅ ［方形・
長方形］ ４�７６×（４�７０）２０～３２ 平坦［全周］ － － － － － 自然 土師器 ５世紀代

３２３ Ａ２ｉ２ Ｎ－３°－Ｗ 方形 ６�４４×６�３２ ２５～４３ 平坦 ほぼ全周 ４ １ － 炉４ ２ 自然 土師器，須恵器，
剣形模造品 ５世紀中葉

３２６ Ａ１ｈ９ Ｎ－１６°－Ｗ 方形 ４�６８×４�６５ ２８～３６ 平坦 ほぼ全周 ４ １ ７ 竈 １ 自然 土師器，須恵器，
支脚 ７世紀前葉

３３２ Ａ１ｄ９ Ｎ－１０°－Ｗ 方形 ６�９４×６�６４ ４４ 平坦 － ４ １ １ 竈 １ 自然 土師器，手捏土
器 ７世紀前半

３３４ Ａ２ｂ１ Ｎ－２６°－Ｗ 方形 ６�３０×５�８４ ２７～４２ 平坦 ほぼ全周 ４ － ７ 炉 ２ 自然 土師器 ５世紀後葉

３４３ Ａ２ｈ４ Ｎ－１７°－Ｗ ［方形・
長方形］（４�１４）×（１�６４） ４４ 平坦 一部 － － － － － 自然 土師器 ７世紀前葉

３４７ Ｂ２ｄ９ Ｎ－２３°－Ｗ ［方形・
長方形］（５�８０）×（５�７０）３８～４９ 平坦 一部 － － － － － 自然 土師器 ４世紀末

３４８ Ｂ２ｄ８ Ｎ－２６°－Ｗ ［方形・
長方形］（８�１０）×７�９３ ３５～３７ 平坦 全周 ３ ２ １ － － 自然 土師器，須恵器，

支脚 ６世紀後葉

３５１ Ｂ２ｇ８ Ｎ－４０°－Ｗ ［方形・
長方形］（４�８８）×（４�３６）９～１５ 平坦 － － － － 炉２ － 自然 土師器，紡錘車 ５世紀代

３５２ Ｂ３ｆ２ Ｎ－８°－Ｗ ［方形］ ４�６３×（２�９５） ５０ 平坦［周回］ － １ － － － 自然 土師器，剣形模
造品 ６世紀前半

番号 器種 径 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２２６ 臼玉 ０�６２ ０�４４ ０�２４ 滑石 側面円筒状 全面研磨 孔径０�２０� 床面 PL８９

Ｑ２２７ 臼玉 ０�５８ ０�２５ ０�１１ 滑石 側面円筒状 全面研磨 孔径０�２０� 床面 PL８９
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� 土坑

第３８２２号土坑（第９４図）

位置 西部４区中央部のＣ３ｇ８区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸０�８６ｍ，短軸０�５５ｍの長方形で，長軸方向はＮ－８８°－Ｗである。深さは４５�で，壁はほぼ

直立している。底面の西側に長径６４ｃｍ，短径２４ｃｍのピット状の掘り込みがある。

覆土 ４層に分層される。ロームブロックが多量に含まれており，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１０点（坏２，甕８），須恵器片１点（坏）が出土している。２０５２は南西コーナー部の

覆土上層から正位で出土している。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

３ 褐 色 ローム粒子少量
４ 褐 色 ロームブロック中量

第９４図 第３８２２号土坑・出土遺物実測図

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高
（�） 床面

内部施設
覆土 出土遺物 備考（時期）

壁溝 主柱穴 出入口 ピット 炉・竈 貯蔵穴

３５４ Ｂ３ｉ２ Ｎ－３８°－Ｗ 方形 ６�５９×６�５３ １９～２９ 平坦 ほぼ全周 ３ １ ２ 竈 － 自然 土師器，須恵器 ６世紀中葉（SI１５３）

３５５ Ｂ３ｈ３ Ｎ－２３°－Ｗ ［方形・
長方形］（６�６８）×（５�１５）２６～３４ 平坦 － ４ － １ － － 自然 土師器，土製品 ５世紀中葉

３５７ Ｂ３ｉ５ Ｎ－３３°－Ｗ 方形 ５�８５×５�５８ ２７ 平坦 一部 ４ １ ７ 竈 － 自然 土師器，鉄製品 ６世紀中半

３６９ Ｂ３ｈ１ Ｎ－１７°－Ｗ ［方形・
長方形］ ４�８０×（２�００） ２５ 平坦 － － － １ 竈 － 自然 土師器 ７世紀前半

３７２ Ｂ３ｈ７ Ｎ－１４°－Ｗ ［方形・
長方形］［４�８５］×［４�６０］ 不明 凹凸 － ３ － １８ 炉２ － 不明 土師器 古墳時代中期以前

３７５ Ｃ４ｅ２ Ｎ－０° ［方形・
長方形］ ７�４８×（６�７５）８～２０ 平坦［全周］ ３ １ ４ 炉２ － 自然 土師器 ５世紀後葉

３７６ Ｃ３ｄ０ Ｎ－２７°－Ｗ ［方形］ ５�４０×５�２７ １５～２７ 平坦 一部 ４ １ １ 竈 － 自然 土師器，砥石，
紡錘車 ６世紀後葉

３７８ Ｃ４ｃ２ Ｎ－２°－Ｅ ［方形］ ５�８８×（５�３２）２０～２６ 平坦［全周］ ２ － ２ 炉３ － 自然 土師器 ５世紀後葉

３７９ Ｂ３ｈ４ Ｎ－２４°－Ｗ ［方形・
長方形］ ４�８１×３�９０ ２６ 平坦 一部 ４ － １ 竈 － 自然 土師器 ６世紀中葉

３８３ Ｂ２ｇ７ Ｎ－２６°－Ｗ ［方形・
長方形］（２�６２）×（１�７４）３０～３２ 平坦 一部 － － － － － 不明 土師器 ６世紀後葉

３８５ Ｃ４ｂ６ Ｎ－７°－Ｗ ［方形・
長方形］（５�０８）×（３�３５）１８～３３ 平坦［全周］ １ － １ － １ 自然 土師器 ６世紀前葉

３８７ Ｃ４ｄ３ Ｎ－２°－Ｅ 方形 ４�８０×４�６６ ８～１６ 平坦 全周 ４ ５ 竈 １ 自然 土師器，有孔石
製品 ６世紀中葉

３８８ Ｃ４ｃ４ Ｎ－６°－Ｅ 長方形 ５�６０×４�８２ １２～２０ 平坦 ほぼ全周 ４ １ ３ 竈 － 人為 土師器 ６世紀中葉

３９２ Ｃ４ｃ４ Ｎ－２°－Ｗ ［方形］ ３�７４×３�６０ １５～２４ 平坦 一部 ２ － １ 竈 １ － 土師器 ６世紀前葉

３９６ Ｃ４ｆ２ Ｎ－３°－Ｅ ［方形］［５�５０］×５�２０ ９～１６ 平坦［全周］ ４ － ６ 炉・竈 － 自然 土師器，臼玉，
鉄製品 ５世紀後葉以前
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第３８９３号土坑（第９５図）

位置 西部４区東部のＣ５ｈ８区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第７８号溝跡を掘り込んでいる。

規模と形状 北東側が調査区域外に延びているため，北東軸３�２２ｍ，短軸１�４０ｍのみ確認できた。平面形は楕

円形と推定され，長軸方向はＮ－３５°－Ｗである。深さ７６�，底面はほぼ平坦で，壁は外傾して立ち上がって

いる。

覆土 ６層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片２点（圷）が出土している。２０５３・２０５４はほぼ中央部の覆土中層から出土している。

ともに第３層内のほぼ同じ高さから正位で出土している。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・砂質粘土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量

４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
５ 灰 褐 色 ロームブロック中量
６ 明 褐 色 ロームブロック中量

第９５図 第３８９３号土坑・出土遺物実測図

第３８２２号土坑遺物観察表（第９４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２０５２ 土師器 坏 １３�４ ４�７ ４�８ 赤色粒子
にぶい
褐

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部内面ナデ 外
面ヘラ削り後ナデ

覆土上層 ７０％ PL６３

第３８９３号土坑遺物観察表（第９５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２０５３ 土師器 坏 ［１５�６］ ３�９ －
石英・長石・
雲母

褐灰 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部内面ヘラナデ
底部木葉痕

覆土中層 ７０％ PL６３

２０５４ 土師器 坏 ［１１�２］ ４�６ －
石英・長石・
雲母

にぶい
橙

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部内面ヘラ磨き
外面ヘラ削り 底部内面ヘラ削り

覆土中層 ３０％
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� 溝跡

第７８号溝跡（第９６・９７図）

位置 西部４区東区のＣ５ｉ６～Ｃ５ｈ９区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３８９３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 Ｃ５ｈ９区から西方向（Ｎ－７１°－Ｗ）に直線的に延びている。長さ７�３ｍで，規模は上幅０�８６～

２�１ｍ，下幅は０�１６～０�６２ｍ，深さは６８�である。底面は平坦で，断面は逆台形状を呈し壁は外傾して立ち上

がっている。

覆土 １５層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

第９６図 第７８号溝跡実測図

表４ 古墳時代土坑一覧表

番号 位置 長径（軸）方向
規 模

壁面 底面 覆土 出土遺物 備考（時期）
長径（軸）（ｍ）×短径（軸）（ｍ） 深さ（�）

３８２２ Ｃ３ｇ８ Ｎ－８８°－Ｗ ０�８６×０�５５ ４５ 直立 平坦 人為 土師器，須恵器 ６世紀後葉

３８９３ Ｃ５ｈ８ Ｎ－３５°－Ｗ ３�２２×１�４０ ７６ 外傾 平坦 自然 土師器 ６世紀後葉
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遺物出土状況 土師器片１１９点（杯２１，鉢１，壼１，甕９５，甑１）が出土している。また，流れ込んだ須恵器

片２点（高台付杯・盤），弥生土器片１点，縄文土器片１点も出土している。２０５５～２０５７は西部の覆土中層か

ら，２０５８は中央部の覆土上層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器及び重複関係から古墳時代と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量
７ 黒 褐 色 ロームブロック微量
８ 暗 褐 色 ローム粒子少量

９ 褐 色 ローム粒子中量
１０ 黒 褐 色 ローム粒子微量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子微量
１２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
１３ 暗 褐 色 ローム粒子中量
１４ 黒 褐 色 ローム粒子中量
１５ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第９７図 第７８号溝跡出土遺物実測図
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３ 奈良・平安時代の遺構と遺物

竪穴住居跡６９軒，掘立柱建物跡１棟，土坑２基，井戸跡７基，溝跡２条が確認されている。以下，確認さ

れた遺構と遺物について記述する。

� 竪穴住居跡

第１４１号住居跡（第９８図）

位置 西部４区西部のＢ２ｈ６区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。南部は平成１５年度に調査

が終了している。

重複関係 第３７４０号土坑，第７１号溝，第１号道路に掘り込まれている。

規模と形状 北側と西側の壁が削平されているため，確認できた範囲は長軸３�２０ｍ，短軸２�８８ｍで，平面形は

長方形と推定され，主軸方向はＮ－２５°－Ｗである。壁高は１３�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈前面から中央部にかけて踏み固められている。

竈 北壁の東寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで８８�，袖部幅１１６�である。袖部は床面を

基部として，砂質粘土で構築されている。火床部は床面を５�ほど円形に掘りくぼめており，火床面は火熱を

受けて赤変している。煙道部は壁外へ２４�掘り込まれており，火床部から緩やかに立ち上がっている。袖部の

内側から煙道部にかけ火熱を受けて赤変している。第１層は天井の崩落土と考えられる。

ピット ３か所。Ｐ１は深さ３８�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。Ｐ２は深さ２６�で，配置から出入

り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ３は深さ２２�で，性格は不明である。

覆土 ５層に分層される。ブロック状の堆積状況を示しており，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１３点（坏２，甕１１），須恵器片２点（坏）が，覆土中層から下層にかけて出土してい

る。また，流れ込んだ弥生土器片５点も出土している。土器は細片で，図示することができない。

竈土層解説
１ 明 黄 褐 色 粘土ブロック多量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量

４ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
５ 黒 褐 色 粘土ブロック・ロームブロック・焼土ブロック少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，鹿沼パミスブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック微量

４ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第７８号溝跡遺物観察表（第９７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２０５５ 土師器 甕 ［１９�２］２２�０ ７�６ 石英・長石・
雲母

にぶい
赤褐

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削
り，ヘラナデ 体部内面ヘラナデ

覆土中層 ３０％ PL６８

２０５６ 土師器 甕 １９�０ ２９�５ ８�６ 石英・長石・
雲母

橙 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面横ナデ
内面ヘラナデ 外面ヘラ削り 底部ヘラ削
り

覆土中層 １００％ PL７１

２０５７ 土師器 甕 １８�９（２７�６） －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

橙 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
外面輪積痕 体部内面ヘラナデ

覆土中層 ８０％ PL７１

２０５８ 土師器 鉢 ［１１�８］ ８�６ ７�３ 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ナデ 内面ヘラナデ 覆土上層 ６０％
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所見 平成１５年度調査区分の『茨城県教育財団文化財調査報告』第２４８集において，時期は８世紀末葉から９

世紀前葉と報告されている。今回の調査区の出土土器は細片であるが，既報告の時期を追認できるものと考え

られる。

第３１０号住居跡（第９９・１００図）

位置 西部３区西部のＡ１ｆ７区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３０９・３１１号住居跡を掘り込み，第３６０５・３６０９号土坑，第６７号溝に掘り込まれている。

規模と形状 北壁と西壁がほとんど残存していないため，規模や形状は明確ではない。確認された範囲は長軸

２�９７ｍ，短軸２�９４ｍの方形もしくは長方形と推定され，主軸方向はＮ－１３°－Ｅである。壁高は最大１５�で，

緩やかに立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が東壁下と南壁下に確認されている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで８２�，袖部幅１０８�である。袖部は，床面を

基部として砂質粘土で構築されており，補強材として自然石が用いられている。火床部は浅く皿状にくぼんで

おり，火床面はやや赤変している。煙道部は，壁外へ２２�掘り込み，火床部から外傾して立ち上がっている。

ピット 深さは１７�で，性格は不明である。ピットの北側に硬化面が確認されていることから出入り口に伴う

ピットの可能性がある。

覆土 ７層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

第９８図 第１４１号住居跡実測図

竈土層解説
１ 暗 褐 色 砂粒中量，焼土ブロック少量
２ 黄 褐 色 砂粒多量，焼土粒子中量
３ 褐 色 砂粒中量，ロームブロック・焼土ブロック少量
４ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量

５ 黄 褐 色 砂粒多量，焼土ブロック少量
６ にぶい黄色 砂質粘土粒子多量
７ 暗 褐 色 ローム粒子・砂粒少量
８ 褐 色 砂質粘土粒子少量

―１２０―



遺物出土状況 土師器片２８７点（坏７５，高台付皿１，高坏５，甕２０６），須恵器片４点（坏１，甕３），細礫６点

が，竈に集中して出土している。また，流れ込んだ弥生土器片１３点も出土している。２０５９～２０６３は，竈から出

土したものが，それぞれ接合したものである。出土土器の破片には，内面にヘラ磨きや黒色処理を施した坏が

含まれているが，いずれも細片のため図示することができない。

所見 時期は，出土土器と遺構の形態から，９世紀後葉と考えられる。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 砂粒少量，ロームブロック微量

５ 暗 褐 色 砂粒中量，ロームブロック少量
６ 褐 色 ロームブロック少量，砂粒微量
７ 褐 色 ロームブロック中量

第９９図 第３１０号住居跡・出土遺物実測図
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第３１４号住居跡（第１０１・１０２図）

位置 西部３区西部のＡ－１ｇ０区で，標高４７ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸４�８８ｍ，短軸４�４４ｍの方形で，主軸方向はＮ－９°－Ｗである。壁高は３２�で，外傾して立

ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈前面から中央部にかけて踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで９２�，袖部幅１１４�である。袖部は床面と

同じ高さの地山を基部とし，粘土を積み重ねて構築されている。火床部は，床面と同じ高さの平坦な面をその

まま使用しており，火床面は火熱を受けて赤変している。煙道部は，壁外へ半円形状に１６�ほど掘り込まれ，

火床部から緩やかに立ち上がっている。

第１００図 第３１０号住居跡出土遺物実測図

第３１０号住居跡出土遺物観察表（第９９・１００図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２０５９ 土師器 小形甕 － （１２�０） ８�６ 石英・長石・雲母 橙 普通 体部外面ヘラ削り 内面ヘラナデ 竈内 ４０％

２０６０ 土師器 甕 １７�１（１９�５） －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
橙

普通
口縁部内・外面横ナデ 内面ヘラナデ 輪
積み痕

竈内 ５０％ PL８１

２０６１ 土師器 甕 ［１４�４］（１９�８） － 石英・長石・雲母 橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 竈内 ３０％ PL８１

２０６２ 土師器 甕 ［２３�５］（９�４） －
石英・長石・白色
粒子・赤色粒子

にぶい
褐

普通 体部外面ヘラ削り 外面指頭痕 竈内
５％ 口縁部
内面煤付着

２０６３ 土師器 甕 － （５�３） １０�４ 石英・長石・雲母 橙 普通 体部外面下端ヘラ削り 竈内 ５％ PL７８
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ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ２２～４３�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ３１�で，南

壁際の中央部にあることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ７層に分層される。焼土粒子・炭化粒子・ロームブロック等が不規則に含まれた人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１３６点（坏５０，高坏１，甕８５），須恵器片３点（蓋２，盤１），石器１点（砥石），土製

品２点（支脚，土玉）が，覆土中層から下層にかけて散在するように出土している。また，流れ込んだ弥生土

器片２７点も出土している。２０６４は竈周辺から出土した破片が接合したものである。

所見 時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量
２ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック多量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック中量
４ 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量

５ 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック中量
６ 黄 褐 色 ロームブロック・砂粒少量
７ 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック少量
８ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック多量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量
４ 褐 色 ローム粒子中量

５ 暗 褐 色 ロームブロック少量
６ 黒 褐 色 ロームブロック中量
７ 黒 褐 色 ローム粒子中量

第１０１図 第３１４号住居跡実測図
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第３２０号住居跡（第１０３・１０４図）

位置 西部３区東部のＺ２ｊ２区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３６６４号土坑を掘り込み，第３６４６号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�６４ｍ，短軸３�０８ｍの長方形で，主軸方向はＮ－７０°－Ｅである。壁高は１６�で，外傾して

立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈前面から中央部にかけて踏み固められている。

第１０２図 第３１４号住居跡・出土遺物実測図

第３１４号住居跡出土遺物観察表（第１０２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２０６４ 土師器 坏 １３�８ ４�３ － 雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土中層 ７５％ PL７２

２０６５ 須恵器 盤 １４�３ ３�７ ８�４ 石英・長石・
白色粒子

灰 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼付け 覆土上層 ９０％ PL７７

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 胎土 色調 焼成 特徴 出土位置 備考

DP６４ 支脚 （１１�６） ６�１ ５�７ （３５４） 雲母 赤褐 普通 指頭押圧痕 覆土下層 PL８５

番号 種別 径 厚さ 重量 胎土 特徴 出土位置 備考

DP６５ 土玉 ０�９２ ０�７４ ０�５４ 長石・雲母 外形ゆがみ 孔径０�２０� 覆土上層 PL８５

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２２８ 砥石 （８�９） ４�９ ３�９ （３０１�０）ホルンフェルス 砥面２面 覆土下層 PL８７
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竈 東壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで４２�である。袖部は，地山を掘り残した基

部のみが確認された。火床部は，床面を円形に５�ほど掘りくぼめており，火床面は火熱を受けて赤変してい

る。煙道部は，壁外へ半円形状に１９�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。その右内壁には雲

母混じりの粘土が貼付けられており，赤変している。

覆土 ２層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１０５点（坏３６，高台坏椀２，甕６７），中礫５点が，竈内と覆土中層から下層にかけて出

土している。また，流れ込んだ弥生土器片１点，須恵器片７点も出土している。２０６６は火床面から逆位で出土

している。

所見 時期は，出土土器から１０世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・白色粒子微量
２ 黒 褐 色 白色粒子少量，粘土ブロック・ローム粒子・焼土

粒子・細礫微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・白色粒子少量，焼土ブロック・

炭化粒子微量

４ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，白色粒子微量
５ 黒 色 ローム粒子・焼土粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量
７ 暗 赤 褐 色 粘土粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

第１０３図 第３２０号住居跡実測図

―１２５―



第３２１号住居跡（第１０５図）

位置 西部３区東部のＡ２ｆ２区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３６２５・３６６３号土坑，第６９号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�１２ｍ，短軸２�８４ｍの長方形で，主軸方向はＮ－９９°－Ｅである。壁高は１２�で，外傾して

立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が北壁から南壁中央部にかけて周回している。

第１０４図 第３２０号住居跡出土遺物実測図

第３２０号住居跡出土遺物観察表（第１０４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２０６６ 土師器 坏 １１�１ ２�７ ５�８ 長石・雲母・
赤色粒子

橙 普通 底部回転ヘラ切り 竈内 ９５％ PL７２

２０６７ 土師器 坏 １１�６ ３�０ ６�２ 石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
橙

普通 底部回転ヘラ切り 覆土下層 ３５％

２０６８ 土師器 坏 ［１５�６］（４�３） － 金雲母 にぶい黄橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 竈内 ５％

２０６９ 土師器 坏 － （１�８） ５�４ 石英・長石・金雲母 浅黄橙 普通 内・外面ナデ 底部ヘラ切り 竈内 ３０％

２０７０ 土師器 高台付椀 － （３�５） ７�７ 石英・長石・雲
母・赤色粒子

浅黄橙 普通 内・外面ロクロナデ 竈内 ２０％

２０７１ 土師器 高台付椀 － （３�３） －
石英・雲母・
赤色粒子

浅黄橙 普通 高台貼付け 覆土中
２０％
高台剥離痕

２０７２ 土師器 甕 － （１０�２）［７�８］ 石英・長石・雲母 赤褐 普通 体部外面ヘラ削り 竈内 ３０％

―１２６―



竈 東壁中央部に付設されている。袖部幅８８�で，煙道部が第６９号溝に掘り込まれているため，焚口部から煙

道部までの長さは不明である。袖部は，少量の粘土を混ぜた黒褐色土で構築されている。火床部は浅く皿状に

くぼめられており，火床面には赤変した部分が確認できなかった。煙道部の内壁にも少量の粘土を混ぜた黒褐

色土が貼り付けられている。

覆土 ６層に分層される。ロームブロックが不規則に含まれた人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１２５点（坏１６，高台付椀１，甕１０８），中礫２点が，全域に散在するように細片で出土

している。また，流れ込んだ弥生土器片５点，須恵器片２点，磁器片１点も出土している。２０７３は，北西コー

ナー部の覆土中から出土している。

所見 時期は，出土土器と遺構の形態から１０世紀後半と考えられる。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量

３ 褐 色 ロームブロック多量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量

４ 暗 褐 色 ロームブロック中量
５ 褐 色 ロームブロック中量
６ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第１０５図 第３２１号住居跡・出土遺物実測図

―１２７―



第３２４号住居跡（第１０６・１０７図）

位置 西部３区東部のＡ２ｇ１区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３６２６号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�４３ｍ，短軸３�０９ｍの長方形で，主軸方向はＮ－７°－Ｅである。壁高は１０～１４�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈前面から中央部にかけて踏み固められている。また，貯蔵穴を囲むように幅２０～２４�，高

さ５�のＬ字型の高まりが確認された。

第１０６図 第３２４号住居跡実測図

第３２１号住居跡出土遺物観察表（第１０５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２０７３ 土師器 坏 ［１４�２］（４�０） － 雲母・赤色粒子 にぶい褐 普通 内面ヘラ磨き 覆土中 ５％

―１２８―



竈 北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１０２�，袖部幅は５３�である。袖部は地山を

掘り残しローム土と粘土で構築されている。火床部は床面と同じ高さで円形を呈し，火床面は火熱を受けて赤

変硬化している。煙道部は壁外へ半円形状に６０�ほど掘り込まれ，火床部から緩やかに立ち上がっている。

貯蔵穴 南東コーナー部に位置している。長径５９�，短径５１�の楕円形で，深さは１６�である。底面は皿状で

ある。

覆土 ７層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１６６点（坏３０，高台付椀２，甕１３４），須恵器片２点（高台付坏，甕），灰釉陶器片２点

（高台付皿，不明），緑釉陶器片１点（碗），鉄滓１点，細礫２点が覆土下層や竈からそれぞれ出土している。

また，流れ込んだ弥生土器片７点，磁器１点，煙管１点も出土している。２０７５は竈内，２０７６は北東部の床面か

らそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量
２ 黒 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，焼土ブロック微量
４ 黒 褐 色 焼土粒子・粘土粒子少量
５ 極暗赤褐色 焼土ブロック中量，炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 焼土ブロック少量
７ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子微量
８ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量

９ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，粘土粒子微量
１０ 黒 褐 色 炭化物・灰中量
１１ 黒 褐 色 焼土粒子・粘土粒子微量
１２ 暗 褐 色 焼土粒子少量，粘土ブロック微量
１３ 暗 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック少量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック少量
１５ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量

貯蔵穴土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 極 暗 褐 色 焼土粒子・炭化物・ローム粒子微量

３ 暗 褐 色 ローム粒子少量

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子多量

５ 褐 色 ロームブロック中量
６ 暗 褐 色 焼土粒子中量，粘土ブロック少量
７ 暗 褐 色 焼土ブロック少量

第１０７図 第３２４号住居跡出土遺物実測図

第３２４号住居跡出土遺物観察表（第１０７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２０７４ 土師器 坏 ［１６�３］（３�２） － 石英 橙 普通 内・外面ナデ 体部に２�の穿孔１か所有 覆土中 ５％

２０７５ 土師器 高台付椀［８�６］ ３�８ ［５�０］ 石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
橙

普通 内・外面ナデ 高台貼付け 竈内 ２０％

２０７６ 土師器 高台付椀 － （２�１） －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
橙

普通 内・外面ナデ 高台貼付け 床面 ２０％

―１２９―



第３２５号住居跡（第１０８・１０９図）

位置 西部３区東部のＡ１ｈ１区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸３�００ｍ，短軸２�８３ｍの方形で，主軸方向はＮ－１０°－Ｅである。壁高は７～１５�で，緩やか

に立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈前面から中央部にかけて踏み固められている。

竈 北壁の東寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで９２�である。袖部は地山に貼付けた粘土の

みが確認されている。火床部は床面と同じ高さで円形を呈しており，火床面は火熱を受けて赤変硬化している。

煙道部は壁外へ半円形状に４３�掘り込まれ，緩やかに立ち上がっている。

第１０８図 第３２５号住居跡実測図

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２０７７ 緑釉陶器 碗 － （３�０） － 緻密 褐灰・緑 良好 内・外面施釉 覆土中 ５％

２０７８ 灰釉陶器 高台坏皿 － （１�７） ７�０ 緻密
灰黄・灰
オリーブ

良好 高台貼付け後ロクロナデ 内面施釉 覆土下層
２０％
猿投産

２０７９ 土師器 甕 ［１８�２］（３�９） －
石英・長石・
白色粒子

にぶい
褐

普通 口縁部内・外面横ナデ 覆土中層
口縁部内・
外面煤付着

―１３０―



覆土 ３層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１６４点（坏１９，高台付椀５，高坏４，甕１３６），須恵器片２点（坏），鉄製品１点（不明），

礫２点（細礫，中礫）が覆土中層から下層にかけて出土している。また，流れ込んだ弥生土器片７点，陶器片

１点（鉢）も出土している。２０８０は竈内から，２０８１は中央部の覆土中層から出土している。中央部東壁寄りか

ら焼土塊，南東コーナー部の床面から粘土塊が確認されている。焼土塊は，長径７１�，短径６４�の楕円形で，

深さ６�の皿状のくぼみに堆積していた。粘土塊は，長径７６�，短径４７�の楕円形で，深さ１１�の皿状のくぼ

みに堆積していた。

所見 時期は出土土器と遺構の形態から，９世紀後葉と考えられる。焼土塊は竈内から掻きだされたもの，粘

土塊は何らかに使用するために貯めておいたものと推定される。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 炭化粒子中量，ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ にぶい赤褐色 炭化粒子中量，ロームブロック少量
５ 褐 色 ローム粒子中量
６ 褐 色 ロームブロック中量

７ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック少量
８ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
９ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
１０ 褐 色 ロームブロック多量，焼土ブロック中量
１１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物少量
１２ 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
２ 極 暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１０９図 第３２５号住居跡出土遺物実測図

第３２５号住居跡出土遺物観察表（第１０９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２０８０ 土師器 坏 ［１５�２］（４�０） －
石英・雲母・
赤色粒子

にぶい
黄橙

普通 内面ヘラ磨き 外面ナデ 竈内 ５％

２０８１ 土師器 甕 ［１９�６］（７�３） －
石英・長石・
雲母

にぶい
黄褐

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
指頭痕

覆土中層 ５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１４４ 不明 ８�２ １�６ １�０ １４�３ 鉄 端部断面方形 覆土下層 PL９０

―１３１―



第３２７号住居跡（第１１０～１１２図）

位置 西部３区東部のＡ１ｉ９区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３２６・３４２号住居跡を掘り込み，第３４５号住居に掘り込まれている。

規模と形状 南壁が撹乱によって壊されており，確認された範囲は，長軸３�０６ｍ，短軸２�５５ｍである。平面形

は長方形と推定され，主軸方向はＮ－０°である。壁高は６～１８�で，ほぼ直立している。

床 ほぼ平坦で，西壁際と南西コーナー部を除いて踏み固められている。中央部には，炭化材が重なって確認

されている。

竈 北壁の東寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１１７�である。袖部は，甕が逆位で出土

した部分に残存が確認されている。火床部には自然石が据えられており，火熱を受けていることから，支脚と

考えられる。火床面は支脚の前面が半円形を呈しており，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ８８

�掘り込まれ，火床部から緩やかに立ち上がっている。

ピット ５か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ２７～３２�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。Ｐ３～Ｐ５は深さ４５～

５３�で，南壁際に位置していることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ３～Ｐ５は掘り方や深

さが類似しており，作り替えられたと想定される。

貯蔵穴 南東コーナー部に位置している。長径６０�，短径５２�の楕円形を呈しており，深さは１５�である。底

面は皿状を呈している。

覆土 ７層に分層される。焼土ブロック・炭化材が不規則に含まれた堆積状況を示しており，人為堆積と考え

られる。

遺物出土状況 土師器片１１７点（坏３９，椀１，高台付椀１７，甕５８，甑２），石器２点（支脚）が出土している。

土器片のほとんどが竈から集中して出土している。また，流れ込んだ弥生土器片２点，土製品１点（紡錘車）

も出土している。支脚には自然石が用いられており，２０８６は支脚の上部に据えられていた。２０８６の上面には坏

や甕の破片が重なるように出土しており，２０８２・２０８４・２０８８はそれらの破片が接合したものである。２０８９は竈

の袖部から出土し，接合したものである。２０８５はＰ４北側の床面から出土しており，底部内面に花の形にヘラ

磨きが施されている。さらに，Ｐ１・Ｐ２付近の床面から枝の形状を呈した炭化材，東壁付近に粘土塊と中央

部に焼土も出土している。

所見 時期は，出土土器から１０世紀中葉と考えられる。炭化材や焼土の出土状況及び堆積状況から，住居焼失

後埋め戻された可能性が高い。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
２ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック微量
３ 極 暗 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子微量
４ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量
５ 極暗赤褐色 焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子・砂粒

微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量

７ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，砂粒少量，ローム粒子・炭化
粒子微量

８ 暗 赤 褐 色 ロームブロック少量
９ 暗 赤 褐 色 ロームブロック多量
１０ 赤 褐 色 ロームブロック少量
１１ 黒 褐 色 ロームブロック中量

貯蔵穴土層解説
１ 暗 褐 色 炭化材多量，焼土ブロック中量 ２ 暗 褐 色 ローム粒子中量

土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化材少量
２ 褐 色 ローム粒子少量，炭化物微量
３ 暗 褐 色 炭化材中量，ローム粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量

５ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量
７ 褐 色 ロームブロック少量

―１３２―



第１１０図 第３２７号住居跡・出土遺物実測図

―１３３―



第１１１図 第３２７号住居跡出土遺物実測図�

―１３４―



第３２８号住居跡（第１１３・１１４図）

位置 西部３区東部のＡ１ｆ０区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸２�４４ｍ，短軸２�２０ｍの長方形で，主軸方向はＮ－７°－Ｅである。壁高は１１～２３�で，緩や

かに立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈前面から中央部にかけて踏み固められており，貯蔵穴の西側がわずかに４�ほど高くなっ

ている。

第１１２図 第３２７号住居跡出土遺物実測図�

第３２７号住居跡出土遺物観察表（第１１０～１１２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２０８２ 土師器 椀 ［１７�０］（５�２） －
長石・雲母・
赤色粒子

にぶい
黄褐

普通 内面ヘラ磨き 竈内 ３０％

２０８３ 土師器 高台付椀 １３�９ ５�４ ６�６ 雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 内面ヘラ磨き 高台貼付け後ロクロナデ 覆土下層 ７０％ PL７３

２０８４ 土師器 高台付椀 １５�５ ５�９ ［８�１］ 石英・雲母・
赤色粒子

にぶい
橙

普通 ロクロナデ 高台貼付け後ロクロナデ 竈内 ６０％ PL７３

２０８５ 土師器 高台付椀［１８�２］ ７�１ ［７�２］ 石英・雲母 にぶい
黄褐

普通
内・外面ヘラ磨き 高台貼付け 内面底部
磨きによる花文

床面 ４０％

２０８６ 土師器 高台付椀 － （４�８） ９�６ 石英・長石・
黒色粒子

橙 普通
内面ヘラ磨き 高台貼付け後ロクロナデ
高台内面輪積み痕

竈内 ３０％

２０８７ 土師器 高台付椀 － （３�４）［８�４］ 長石・赤色粒
子

にぶい
黄橙

普通
内面底部放射状の磨き 底部回転糸切り後
高台貼付け

床面 ３０％

２０８８ 土師器 甕 ２１�１ ２７�６ ［９�０］ 石英・長石・雲母 にぶい褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 竈内 ７０％ PL８１

２０８９ 土師器 甕 １８�０（１８�８） －
石英・長石・
雲母

にぶい
褐

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
体部外面上部に粘土貼付け痕

竈内 ８０％ PL８１

２０９０ 土師器 甑 － （１３�３）［１４�２］石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
黄褐

普通
内面ナデ 体部外面ヘラ削り 孔は削りに
よる成形

竈内 １０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２２９ 支脚 １４�７ ７�５ ５�０ ６９９�０ ホルンフェルス 棒状の自然石 竈内 PL８６

番号 器種 径 厚さ 重量 胎土 特徴 出土位置 備考

DP６６ 紡錘車 ［５�０］ １�２ （１２�９） 石英・長石 外面ナデ 竹管による刺突 覆土中

―１３５―



竈 北壁の東寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで９８�，袖部幅８４�である。袖部はわずか

に残存している。袖部から煙道部にかけて，粘土が確認されており，掘り残した地山に粘土を積み重ねて構築

したものと考えられる。火床部は，床面を９�ほど楕円形に掘りくぼめており，火床面は火熱を受けて赤変硬

化している。煙道部は壁外へ６２�掘り込まれ，火床部から緩やかに立ち上がっている。

貯蔵穴 南東コーナー部に位置している。長径６０�，短径５２�の楕円形を呈しており，深さは１５�である。底

面は皿状を呈している。

覆土 ４層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１３２点（坏２８，高台付椀５，甕９９），鉄製品１点（不明）が覆土中層から下層にかけて

出土している。また，流れ込んだ弥生土器片９点，土師質土器片４点（内耳鍋）も出土している。２０９３・２０９６

は竈の火床部から，２０９４は中央部の床面から出土している。

所見 時期は，出土土器から１０世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１ 黒 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
４ 暗 褐 色 焼土粒子微量
５ 黒 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子微量
６ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック微量
７ 黒 色 粘土ブロック少量，焼土粒子微量
８ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，焼土粒子微量

９ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子多量
１１ 暗 褐 色 焼土粒子少量，粘土粒子微量
１２ 極 暗 褐 色 焼土ブロック中量
１３ 暗 赤 褐 色 灰微量
１４ 黄 灰 色 粘土ブロック中量，ローム粒子微量
１５ 黒 褐 色 灰少量

貯蔵穴土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量

３ 黒 褐 色 ロームブロック微量
４ 褐 色 ローム粒子少量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量

３ 黒 褐 色 ローム粒子中量
４ 極 暗 褐 色 焼土粒子・粘土粒子少量

第１１３図 第３２８号住居跡実測図

―１３６―



第３２９号住居跡（第１１５図）

位置 西部３区東部のＡ２ｆ１区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第９５号井戸に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�０８ｍ，短軸２�８１ｍの長方形で，主軸方向はＮ－９０°－Ｅである。壁高は１５～２０�で，緩や

かに立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 東壁中央部に付設されている。第９５号井戸によって焚口部が壊されているが，火床部から煙道部まで長さ

３２�ほどが確認されている。袖部は残存していない。火床部は床面と同じ高さであり，火床面は火熱を受けて

赤変している。煙道部は壁外へ半円形状に１９�ほど掘り込まれ，火床部より緩やかに立ち上がっている。

第１１４図 第３２８号住居跡・出土遺物実測図

竈土層解説
１ 極 暗 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量

４ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子微量
５ 黒 褐 色 焼土粒子少量，粘土粒子微量

第３２８号住居跡出土遺物観察表（第１１４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２０９１ 土師器 坏 ［１４�５］（３�４） － 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 内面ヘラ磨き 覆土中 １０％

２０９２ 土師器 坏 ［１８�０］（２�８） － 石英・長石・雲母 にぶい褐 普通 ロクロナデ 覆土中 １０％

２０９３ 土師器 椀 ［１３�０］（３�８） － 白色粒子 にぶい褐 普通 内面ヘラ磨き ロクロナデ 竈内 １０％

２０９４ 土師器 高台付椀 － （１�７）［６�５］ 石英・長石 にぶい赤褐 普通 底部内面ヘラ磨き 床面 １０％

２０９５ 土師器 甕 ［２２�１］（５�１） －
石英・雲母・
白色粒子

にぶい
黄褐

普通 口縁部内・外面横ナデ 覆土中 ５％

２０９６ 土師器 甕 － （４�１）［６�０］ 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り 竈内 ５％

―１３７―



覆土 ４層に分層される。ブロック状に不規則な堆積状況を示しており，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１０６点（坏６，高台付椀６，甕９４），須恵器片１点（甕）が覆土上層から下層にかけて

出土している。また，流れ込んだ弥生土器片１２点，土師質土器片３９点，細礫３点も出土している。床面から高

台付椀の底部片が出土している。土器は細片のため図示することができなかった。

所見 時期は，出土土器が細片のため判断は難しいが，出土土器と遺構の形態から，１０世紀代と考えられる。

第３３０号住居跡（第１１６・１１７図）

位置 西部３区西部のＡ１ｆ８区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第６７号溝に掘り込まれている。

規模と形状 南壁を溝に掘り込まれているため，確認された範囲は，長軸３�６１ｍ，短軸２�２３ｍである。平面形

は長方形と推定され，主軸方向はＮ－９７°－Ｅである。壁高は３５�で，ほぼ直立している。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量

３ 極 暗 褐 色 ローム粒子中量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１１５図 第３２９号住居跡実測図

―１３８―



竈 東壁の南寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで７０�，袖部幅７４�である。袖部は床面と同

じ高さを基部として，掘り残した地山に粘土を貼付けて構築されている。火床部は床面を６�ほど皿状に掘り

くぼめており，火床面は火熱を受けて赤変硬化している。火床部の奥には自然石２点が重ねてすえられており，

下側の自然石は火床部に埋設されていた。それぞれの石に火熱を受けた痕跡が見られることから，これらは支

脚として使用されていたものと考えられる。煙道部は壁外へ台形状に５３�ほど掘り込まれ，火床面より緩やか

に立ち上がっている。

覆土 ８層に分層される。ロームブロック・粒子が不規則に含まれ，ブロック状の堆積状況を呈していること

から，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１１９点（坏２３，高台付椀４，小皿１，甕９１），石器２点（支脚）が，竈及び覆土中層か

ら下層にかけて出土している。また，流れ込んだ弥生土器片１４点も出土している。２０９９は竈の火床面から逆位

で，２０９８は焚口部付近からそれぞれ出土している。Ｑ２３０・Ｑ２３１は火床部から出土している。

所見 時期は，出土土器から１１世紀前半と考えられる。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量
４ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子微量
５ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量
６ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量
７ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，粘土粒子微量
８ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・粘土粒子微量

９ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子中量
１０ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
１１ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
１２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子少量
１３ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
１４ 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
１５ 暗 褐 色 粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量
１６ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子中量
２ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック・ローム粒子少量
３ 褐 色 ロームブロック中量
４ 褐 色 ロームブロック多量

５ 褐 色 ローム粒子中量
６ 褐 色 ローム粒子少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック中量，砂粒少量
８ 暗 褐 色 ロームブロック多量，砂粒少量

第１１６図 第３３０号住居跡実測図

―１３９―



第１１７図 第３３０号住居跡・出土遺物実測図

第３３０号住居跡出土遺物観察表（第１１７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２０９７ 土師器 坏 ［１５�４］（３�５） － 白色粒子 にぶい黄橙 普通 内面ヘラ磨き 床面 ５％

２０９８ 土師器 高台付椀［１４�２］ ５�８ ７�０ 石英・長石・雲母 にぶい黄褐 普通 内面ヘラ磨き 高台貼付け 覆土下層 ４０％

２０９９ 土師器 小皿 ９�３ ２�１ ５�０ 長石・雲母・
赤色粒子

にぶい
黄褐

普通 底部回転ヘラ切り 竈内 １００％ PL７７

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２３０ 支脚 ７�８ １２�７ １０�７ １７１０�０ ホルンフェルス 上・下面平坦 竈内 PL８６

Ｑ２３１ 支脚 １７�０ １１�５ ７�８ １７６０�０ ホルンフェルス 下部角錐状 竈内 PL８６

―１４０―



第３３１号住居跡（第１１８・１１９図）

位置 西部４区西部のＣ３ｂ０区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３７２０号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 一辺４�０３ｍの方形で，主軸方向はＮ－２４°－Ｗである。壁高は１０～２４�で，外傾して立ち上がっ

ている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が全周している。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１０４�，袖部幅１２０�である。袖部は地山を

掘り残し，その上に砂質粘土を貼り付けて構築されている。火床部は床面と同じ高さであり，火床面は火熱を

受けて赤変している。煙道部は壁外に２０�ほど掘り込まれ，緩やかに立ち上がっている。

第１１８図 第３３１号住居跡実測図

―１４１―



ピット ５か所。Ｐ１は深さが２１�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。Ｐ２は深さが１９�で，南壁際の

中央部にあることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ３～Ｐ５の性格は，不明である。

覆土 ７層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片２３７点（坏３９，鉢１，甕１９７），須恵器片２６点（坏２２，蓋３，甕１）が覆土中層から下

層にかけて散在するように出土している。また，流れ込んだ弥生土器片６点，土師器片２点（坩），瓦質土器

片２点，土師質土器片２点（皿），磁器片１点（碗），鉄製品３点（不明），中礫１０点も出土している。２１０３・

２１０８は北西コーナー部の覆土下層，２１０１は南西コーナー部，２１０５はＰ２の西側の覆土中層，２１０７は竈内からそ

れぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀中葉と考えられる。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・砂質粘土粒子微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・白色粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・砂質粘土粒

子・白色粒子微量
７ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
８ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，砂質粘土粒子・白色粒子微量
９ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・白色粒子微量
１０ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・粘土粒子・白色粒子微量

１１ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・白色粒子微量
１２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，粘土ブロック・白色粒子微量
１３ 極暗赤褐色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
１４ 極暗赤褐色 焼土粒子中量，ローム粒子微量
１５ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
１６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子微量
１７ 褐 色 粘土ブロック・炭化物・焼土粒子微量
１８ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化物微量
１９ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，炭化物微量
２０ 極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２１ 暗 褐 色 粘土ブロック・炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・白色粒子少量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子・白

色粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・白色粒子微量

４ 黒 褐 色 ローム粒子少量，白色粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子少量
６ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・白色粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１１９図 第３３１号住居跡出土遺物実測図

―１４２―



第３３３号住居跡（第１２０図）

位置 西部３区東部のＡ２ｄ１区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３６４９号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�１０ｍ，短軸２�６４ｍの長方形で，主軸方向はＮ－７°－Ｅである。壁高は１５�で，緩やかに

立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められ，特にピット周辺の硬化が著しい。

炉 北東コーナー部に位置している。長径５１�，短径４４�の楕円形で，床面を５�ほど掘りくぼめた地床炉で

ある。炉床は火熱を受けて赤変している。

ピット 深さ１３�で，南壁際にあることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ３層に分層される。ブロック状の不規則な堆積状況を示しており，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片６５点（坏８，椀３，高台付椀２，甕５１，甑１），須恵器片１点（甕）が，覆土中層か

ら下層にかけて出土している。また，流れ込んだ弥生土器片７点も出土している。土器はすべて細片である。

所見 廃絶時期は，出土土器が細片であることから判断が難しいが，椀や高台付椀の出土が見られることから

１０世紀代と推定される。

炉土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量 ２ 赤 褐 色 ロームブロック中量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 褐 色 ロームブロック少量

３ 褐 色 ローム粒子少量

第３３１号住居跡出土遺物観察表（第１１９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２１００ 土師器 坏 ［１０�８］ ３�７ －
長石・雲母・
赤色粒子

にぶい
橙

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
底部ヘラ削り

覆土上層 ６０％ PL７２

２１０１ 土師器 坏 ［１３�０］（２�８） － 石英・長石・雲母 明赤褐 普通 口縁部外面横ナデ 体部下端ヘラ削り 覆土中層 １０％

２１０２ 須恵器 坏 ［３�０］（２�８） － 石英・長石 灰 普通 ロクロ成形 覆土中 ５％

２１０３ 須恵器 坏 － （２�９）［９�８］ 長石 灰 普通 底部ヘラ切り 覆土下層 １０％

２１０４ 須恵器 坏 － （３�３）［８�４］ 長石 褐灰 普通 底部ヘラ切り 覆土中 １０％

２１０５ 須恵器 坏 － （２�０） ９�２ 長石 灰 普通 底部ヘラ切り 覆土中層 ４５％

２１０６ 須恵器 蓋 ［１７�４］（２�０） － 長石 灰 普通 天井部回転ヘラ削り 覆土中 １０％

２１０７ 土師器 鉢 － （４�９） ５�０ 石英・長石・雲母 にぶい赤褐 普通 体部外面ヘラ削り 竈内 ６０％

２１０８ 須恵器 甕 ［２５�５］（４�９） － 白色粒子・黒色粒子 灰 普通 ロクロナデ 覆土下層 ５％

番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP４１７ 須恵器 甕 長石 灰 普通 体部外面同心円状の叩き 覆土中層 PL８３

TP４１８ 須恵器 甕 長石 灰 普通 体部外面縦位の平行叩き 内面指頭圧痕 覆土中 PL８３

―１４３―



第３３５号住居跡（第１２１・１２２図）

位置 西部３区西部のＡ１ｃ８区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３１６・３３２・３３６・３４４号住居跡を掘り込み，第３５９号住居，第３６９６・３９７７号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 壁がほとんど残存していないため，規模や形状は明確ではない。確認された範囲は，東西軸４�００

ｍ，南北軸３�５５ｍで，平面形は方形もしくは長方形と推定され，主軸方向はＮ－３８°－Ｅである。

床 全体的に平坦で軟らかい。本跡の床面とほぼ同じ高さで第３５９号住居跡の床が確認されている。

竈 北東壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで８９�，袖部幅７９�である。袖部は第３５９号

住居の竈構築により壊されており，床面と同じ高さの基部が確認された。袖部の一部に砂混じりの粘土が残存

している。火床部は床面と同じ高さを使用しており，ややくぼんでいる。火床面は楕円形を呈しており，火熱

を受けて赤変している。火床部には自然石が据えられており，火熱を受けていることから支脚と考えられる。

煙道部は壁外へ半円形に２８�ほど掘り込まれ，火床部より緩やかに傾斜し立ち上がっている。第２層が天井部

の崩落土と考えられる。

第１２０図 第３３３号住居跡実測図

竈土層解説
１ 極 暗 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・粘土ブロッ

ク少量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・粘土ブロッ

ク少量

３ 褐 色 ロームブロック多量

―１４４―



遺物出土状況 土師器片３８４点（坏１２９，椀１７，高台付椀３，甕２３５），石器１点（支脚），鉄滓２点，礫２点が

床面全域から出土している。また，流れ込んだ弥生土器片１９０点，須恵器片１０点（高台付坏１，蓋１，甕８）

も出土している。２１１１は支脚の上から逆位で出土し，竈内から出土した破片が接合したものである。２１１４は竈

内から出土した破片が接合したものである。２１０９は中央部の床面から出土している。

所見 時期は，出土土器から１０世紀中葉と考えられる。重複関係から第３５９号住居への拡張と竈の再構築が想

定される。

第１２１図 第３３５号住居跡・出土遺物実測図

―１４５―



第３３６号住居跡（第１２３・１２４図）

位置 西部３区東部のＡ１ｃ８区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３１６・３４４号住居跡を掘り込み，第３３５・３５９号住居，第３６６９号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 南壁と西壁がほとんど残存していない。確認された範囲は，南北軸４�０６ｍ，東西軸３�２０ｍで，平

面形は長方形と推定され，主軸方向はＮ－６°－Ｅである。壁高は１０�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈前面から中央部，貯蔵穴にかけて踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで８８�，袖部幅８９�である。袖部は床面と同じ

高さを基部として，粘土をまぜた黒褐色土で構築されている。火床部は楕円形で，床面を３８�ほど掘りくぼめ

黒褐色土を充填して構築されている。火床面は火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ４８�ほど半円

形状に掘り込まれ，火床部より緩やかに立ち上がっている。

第１２２図 第３３５号住居跡出土遺物実測図

第３３５号住居跡出土遺物観察表（第１２１・１２２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２１０９ 土師器 坏 ［１２�６］ ３�５ ［７�４］ 石英・長石・
赤色粒子

にぶい
褐

普通 底部回転ヘラ切り 床面 ４０％ PL７２

２１１０ 土師器 坏 ［１１�０］ ２�９ ［７�４］ 石英・雲母・
赤色粒子

にぶい
橙

普通 底部回転ヘラ切り 内面ナデ 床面 １０％

２１１１ 土師器 高台付椀 － （５�５） ８�０ 長石・雲母・
赤色粒子

にぶい
黄橙

普通 内面ヘラ磨き 高台貼付け後ナデ 竈内 ６０％

２１１２ 土師器 高台付椀［１４�８］（５�５） － 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 体部下端回転ヘラ削り 高台貼付け後ロクロナデ 床面 ３０％

２１１３ 土師器 高台付椀 － （２�５） ８�３ 石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼付け 床面 ２０％

２１１４ 土師器 甕 ［１８�０］（１９�１） －
石英・長石・
雲母

にぶい
褐

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
指頭痕 内面ヘラナデ

竈内
３０％
ヘラ書き

２１１５ 土師器 甕 ［１５�０］（５�５） －
石英・長石・
雲母

にぶい
橙

普通
口縁部内・外面横ナデ 内面輪積み痕 口
唇部指頭痕

覆土中 ５％

―１４６―



ピット 深さ４４�で，性格は不明である。

貯蔵穴 南西コーナー部に位置している。長径８９�，短径７６�の楕円形で，深さは５１�である。底面は皿状で，

壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ３層に分層される。ブロック状の不規則な堆積状況を示しており，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片６３点（坏１７，高台付椀２，甕４４）が，覆土下層から床面にかけて散在するように出土

している。また，流れ込んだ弥生土器片６点も出土している。２１１６・２１１９は竈内から出土している。竈前面の

床面には長径３８�，短径３２�の楕円形で，厚さ５�ほどの粘土が堆積していた。

所見 時期は，出土土器から１０世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化物・白色粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 炭化粒子・粘土粒子・白色粒子少量
４ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子・

白色粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・白色

粒子微量

７ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・白色粒子微量
８ 赤 褐 色 焼土ブロック・砂粒中量
９ 暗 赤 褐 色 砂粒中量，焼土ブロック少量
１０ 褐 色 ロームブロック多量，焼土ブロック少量
１１ 極 暗 褐 色 焼土ブロック中量
１２ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
１３ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
１４ 黒 褐 色 ローム粒子少量

貯蔵穴土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
２ 褐 色 ロームブロック中量

３ 褐 色 ロームブロック多量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量

３ 暗 褐 色 ロームブロック多量

第１２３図 第３３６号住居跡実測図

―１４７―



第３３７号住居跡（第１２５図）

位置 西部３区東部のＡ１ａ９区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３３８号住居跡を掘り込み，第７０号溝に掘り込まれている。

規模と形状 北西部が調査区域外に延びていることや重複関係から，規模や平面形は明確ではない。確認され

た範囲は，東西軸１�５３ｍ，南北軸１�００ｍで，平面形は方形もしくは長方形と推定される。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

覆土 単一層で，層厚が薄いことから，堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片７点（坏２，甕５）が覆土下層から出土しており，細片である。２１２０は東側の床面か

ら出土している。

所見 時期は，出土土器が細片で判断が難しいが，重複関係及び出土土器から１０世紀後半と推定される。

第１２４図 第３３６号住居跡・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３３６号住居跡出土遺物観察表（第１２４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２１１６ 土師器 坏 ［１７�０］（４�１） － 雲母・白色粒子 にぶい褐 普通 内面ヘラ磨き 竈内 ５％ 刻書「□」

２１１７ 土師器 坏 ［１３�２］（３�５） － 雲母・白色粒子 にぶい黄橙 普通 内面ヘラ磨き 覆土中 ５％

２１１８ 土師器 坏 ［１６�０］（２�８） － 石英・白色粒子 橙 普通 ロクロナデ 覆土中 １０％

２１１９ 土師器 高台付椀 － （５�５）［７�７］ 石英・雲母 にぶい黄橙 普通 内面ヘラ磨き 高台貼付け後ロクロナデ 竈内 ６０％

―１４８―



第３３８号住居跡（第１２６図）

位置 西部３区東部のＡ１ａ９区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３３９号住居跡を掘り込み，第３３７号住居に掘り込まれている。

規模と形状 北西部が調査区域外に延びていることと重複関係から，規模や平面形は明確ではない。確認され

た範囲は，南北軸２�１０ｍ，東西軸１�６９ｍで，平面形は方形もしくは長方形と推定される。主軸方向はＮ－１１°

－Ｅである。壁高は１８�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が東壁下に確認されている。

ピット 深さ２５�で，規模と位置から主柱穴と考えられる。

覆土 ５層に分層される。ブロック状の不規則な堆積状況を示しており，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片４３点（坏９，高台付椀１，甕３３），須恵器片１点（甕），鉄滓１点，細礫１点が覆土中

層から下層にかけて出土しており，ほとんどの土器が細片である。また，流れ込んだ弥生土器片７点，磁器片

１点（碗）も出土している。２１２１は南東コーナー部の床面から出土している。

所見 時期は，出土土器が細片で判断が難しいが，重複関係及び出土土器から１０世紀前半と推定される。

第１２５図 第３３７号住居跡・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ローム粒子少量

４ 褐 色 砂質粘土ブロック少量
５ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック微量

第３３７号住居跡出土遺物観察表（第１２５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２１２０ 土師器 坏 － （１�６） ６�３ 石英・白色粒子 暗灰白 普通 内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り 外面ナデ 床面 １０％

―１４９―



第３４２号住居跡（第１２７図）

位置 西部３区東部のＡ１ｉ９区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３２７号住居に掘り込まれている。

規模と形状 南部が調査区域外に延びているため，規模や平面形は明確ではない。確認された範囲は，東西軸

３�８１ｍ，南北軸１�８８ｍで，平面形は方形もしくは長方形と推定される。主軸方向はＮ－２８°－Ｗである。壁高

は３０�で，ほぼ直立している。

床 ほぼ平坦で，竈周辺が踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。煙道部が削平を受けているため，残存している部分の規模は，焚口部から

煙道部まで６１�，袖部幅８０�である。袖部は床面と同じ高さを基部として，砂質粘土を積み重ねて構築されて

いる。火床部は床面を１３�ほど円形に掘り込まれており，火床面は赤変している。

第１２６図 第３３８号住居跡・出土遺物実測図

竈土層解説
１ 暗オリーブ褐色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブ

ロック少量
２ 暗 灰 黄 色 砂質粘土ブロック多量，ロームブロック少量
３ 黄 灰 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブ

ロック少量
４ 暗 灰 黄 色 砂質粘土ブロック多量

５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，粘土ブロック少量
６ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
７ にぶい赤褐色 ローム粒子中量
８ にぶい赤褐色 ロームブロック少量
９ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
１０ 暗 赤 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量

第３３８号住居跡出土遺物観察表（第１２６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２１２１ 土師器 坏 － （１�９） ５�３ 雲母・赤色粒
子・白色粒子

にぶい
褐

普通 内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り 床面 ２０％

―１５０―



ピット 深さ４９�で，規模と位置から主柱穴と考えられる。

覆土 ２層に分層される。ロームブロックや粒子が含まれ，ブロック状の堆積状況を示していることから，人

為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片７点（坏５，甕２），細礫１点が覆土中層から下層にかけて，細片で出土している。ま

た，流れ込んだ弥生土器片１点も出土している。坏は薄手で，口縁部内面に沈線を有するものが出土している。

所見 時期は，重複関係及び出土土器から８世紀前半と考えられる。

第３４５号住居跡（第１２８・１２９図）

位置 西部３区東部のＡ１ｈ９区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３２６・３２７号住居跡を掘り込み，第９７号井戸に掘り込まれている。

規模と形状 北東壁の一部が確認されているが，ほとんど残存していないため，規模や形状は明確ではない。

確認された範囲は，南北軸２�９３ｍ，東西軸２�１７ｍで，平面形は方形もしくは長方形と推定され，主軸方向はＮ

－４３°－Ｅである。残存している壁高は９�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。貼床が確認されており，ローム土で構築されている。

竈 北東壁の中央部から北西寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで５４�である。袖部は残存し

ていなかった。火床部は，床面と同じ高さの平坦な面を使用しており，ややくぼんでいた。火床部には，自然

石が据えられており，火熱を受けていることから支脚と考えられる。煙道部は壁外へ半円形状に２７�ほど掘り

込まれ，火床部より外傾して立ち上がっている。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量 ２ 暗 褐 色 ローム粒子中量

第１２７図 第３４２号住居跡実測図

―１５１―



覆土 ２層に分層される。ローム粒子を含む堆積状況から，人為堆積と考えられる。第２層は，貼床の構築土

である。

遺物出土状況 土師器片１４０点（坏１，椀３７，甕１０２），石器１点（支脚），細礫１点が，竈の前面から中央部の

覆土下層から床面にかけて出土している。また，流れ込んだ弥生土器片３点も出土している。２１２４は中央部の

床面から，２１２２は北コーナー，２１２３は東コーナー部の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，重複関係と出土土器から１０世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 粘土粒子多量，焼土粒子中量 ２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子中量 ２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，粘土粒子少量

第１２８図 第３４５号住居跡・出土遺物実測図

―１５２―



第３４６号住居跡（第１３０・１３１図）

位置 西部４区西部のＢ２ｅ０区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３４７号住居跡を掘り込み，第３６０号住居，第３６７１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 一辺４�４０ｍの方形で，主軸方向はＮ－８６°－Ｅである。壁高は５２�で，ほぼ直立している。

床 ほぼ平坦で，中央部から北壁寄りが踏み固められている。壁溝が全周しており，断面形はＵ字状である。

竈 東壁のほぼ中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで７８�，袖部幅８７�である。袖部は床面

と同じ高さを基部として，砂質粘土で構築されている。火床部は床面を８�ほど円形に掘りくぼめており，焚

口部付近がやや赤変していた。煙道部は壁外へ１９�ほど台形状に掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。

第１２９図 第３４５号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 黄 褐 色 粘土ブロック多量
３ 黄 褐 色 粘土ブロック多量，焼土ブロック少量
４ 明 褐 色 焼土ブロック中量，粘土ブロック少量
５ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
６ にぶい黄褐色 ロームブロック・粘土ブロック少量
７ 黄 褐 色 粘土ブロック多量，ロームブロック少量
８ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，粘土ブロック少量
９ 黄 褐 色 ロームブロック多量
１０ 黒 褐 色 灰中量
１１ 明 黄 褐 色 砂質粘土ブロック多量
１２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子

微量

１３ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子少量，
炭化物微量

１４ 暗 褐 色 粘土ブロック・炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量
１５ 暗 褐 色 粘土ブロック・炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量
１６ 暗 赤 褐 色 炭化物少量，ロームブロック・粘土ブロック・焼

土粒子微量
１７ 褐 色 砂質粘土ブロック・焼土ブロック少量
１８ 黄 褐 色 砂質粘土ブロック・ローム粒子微量
１９ 赤 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子微量
２０ 黄 褐 色 砂質粘土中量，炭化物少量，焼土粒子微量
２１ 黄 褐 色 砂質粘土ブロック中量，炭化物少量，焼土粒子微量

第３４５号住居跡出土遺物観察表（第１２８・１２９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２１２２ 土師器 坏 ［７�２］（４�４） － 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 内面ヘラ磨き ロクロナデ 覆土下層 ５％

２１２３ 土師器 甕 ［１９�６］（４�３） － 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 覆土下層 ５％

２１２４ 土師器 甕 ［２０�０］（７�４） －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
黄橙

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
内面ヘラ磨き

床面 ５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２３２ 支脚 １６�９ １３�９ ８�４ ２７２０�０ ホルンフェルス 三角錐状の自然石 竈内 PL８６

―１５３―



第１３０図 第３４６号住居跡実測図

―１５４―



ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ３８～４９�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ１２�で，南

壁際の中央部にあることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 １３層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片８８８点（坏１９５，甕６９３），須恵器片４６点（坏２０，高台付坏１，蓋６，甕１９），ミニチュ

ア土器１点，手捏土器１点が覆土中層から下層にかけて全域から出土している。また，流れ込んだ弥生土器片

９９点，土師器片２点（高坏）も出土している。２１２５・２１２６は南壁際の床面，２１２９はＰ５内，２１３０は西部の床

面，２１３１は中央部の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀中葉と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化ブロック微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子少量，粘土ブロック微量
５ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子微量
６ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
７ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化ブロック微量

８ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
９ 黒 褐 色 ロームブロック微量
１０ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１２ 黒 褐 色 ローム粒子少量
１３ 黒 褐 色 ローム粒子中量

第１３１図 第３４６号住居跡出土遺物実測図

―１５５―



第３４９号住居跡（第１３２・１３３図）

位置 西部４区西部のＢ２ｆ８区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３５１号住居跡を掘り込み，第３５０号住居，第３６８３・３６８８号土坑，第７２号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�９０ｍ，短軸３�４８ｍの長方形で，主軸方向はＮ－７°－Ｗである。壁高は１５～３５�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈前面から中央部にかけて踏み固められている。壁溝が全周しており，断面形はＵ字状である。

竈 北壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで９９�，袖部幅１２５�である。袖部は床面と

同じ高さを基部として，砂質粘土で構築されている。火床部は床面を１２�ほど楕円形に掘りくぼめており，火

床面は火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ５６�ほど半円形状に掘り込まれ，火床面より緩やかに

立ち上がっている。

ピット 深さ３５�で，南壁際の中央部にあることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ７層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

竈土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・粘土粒子少量
２ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック少量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
６ 暗 褐 色 焼土ブロック中量・ロームブロック少量
７ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック中量
８ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
９ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量
１０ オリーブ褐色 粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブロッ

ク少量

１１ 褐 色 ロームブロック多量
１２ にぶい褐色 粘土ブロック多量
１３ 褐 色 ロームブロック中量
１４ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量
１５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量
１６ 褐 灰 色 粘土粒子中量
１７ 褐 灰 色 粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
１８ 灰 黄 褐 色 ロームブロック少量
１９ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
２ 黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

５ 黒 褐 色 粘土ブロック・砂粒少量，ロームブロック・焼土
ブロック微量

６ 黒 褐 色 ロームブロック少量
７ 黒 褐 色 ロームブロック中量

第３４６号住居跡出土遺物観察表（第１３１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２１２５ 須恵器 坏 ［１４�３］ ３�９ ７�５ 石英・長石・雲母 灰 普通 体部下端回転ヘラ削り 底部ヘラ切り 床面 ３０％ PL７２

２１２６ 須恵器 高台付坏 １５�４ ５�９ ９�４ 石英・長石 灰白 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼付け 床面
７０％ PL７３
ヘラ記号「 」

２１２７ 須恵器 高台付坏 － （２�１） １０�６ 石英・長石 灰 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼付け 覆土下層
１０％ PL８２
ヘラ記号「 」

２１２８ 土師器 小形甕［１１�１］（５�０） － 石英・長石・雲母 橙 普通 口縁部外面横ナデ 内・外面ナデ 覆土中 １０％

２１２９ 土師器 甕 １５�０ １０�７ ７�１ 石英・長石 灰褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 床面
９０％ PL８０
口縁部煤付着

２１３０ 土師器 甕 ［２４�８］（７�５） － 長石・雲母・赤色粒子 橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 内面ヘラ磨き 床面 ５％

２１３１ 土師器 甕 ［２１�０］（１０�０） －
石英・長石・
雲母

にぶい
橙

普通
口縁部内・外面横ナデ 内面ヘラ磨き 体
部外面ヘラ削り後ヘラ磨き

覆土下層 ５％

２１３２ミニュチュア土器 － － （２�２） １�６ 石英・白色粒子 赤褐 普通 外面ヘラ磨き後ヘラ削り 内面ヘラナデ 覆土中 １０％

番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP４１９ 須恵器 甕 石英・長石 灰 普通 体部外面斜位の平行叩き 内面同心円状当て具痕 覆土中 PL８３

TP４２０ 須恵器 甕 長石 灰 普通 体部外面縦位の平行叩き 内面指頭圧痕 覆土中 PL８３

―１５６―



遺物出土状況 土師器片３４３点（坏１９，甕３２４），須恵器片３１点（坏２３，甕８），細礫１点が，竈周辺の覆土中層

から下層にかけて出土している。また，流れ込んだ縄文土器片１点，弥生土器片２８点も出土している。２１３６・

２１３７は竈内から，２１３８は竈内及び竈前面の床面から出土した破片が接合したものである。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

第１３２図 第３４９号住居跡実測図

―１５７―



第３５０号住居跡（第１３４・１３５図）

位置 西部４区西部のＢ２ｆ８区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３４９・３５１号住居跡を掘り込み，第３７０５・３７０６・３７０８・３７１５・３７１７号土坑�第７２号溝に掘り込まれ

ている。

規模と形状 東壁と南壁の一部が削平されているため，規模や形状は明確ではない。確認された範囲は，長軸

３�９２ｍ，短軸３�７５ｍで，平面形は方形と推定され，主軸方向はＮ－６°－Ｗである。壁高は５～１４�で，緩や

かに立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部から南壁にかけての狭い範囲が踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで６８�である。袖部は明確でないが，掘り込ん

だ地山の手前に焚口部が形成されている。火床部は床面と同じ高さの平坦な面を使用しており，火床面の赤変

第１３３図 第３４９号住居跡出土遺物実測図

第３４９号住居跡出土遺物観察表（第１３３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２１３３ 須恵器 坏 ［１５�２］ ４�６ ［６�４］ 石英・長石・雲母 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 竈内 １０％

２１３４ 須恵器 坏 ［１３�８］ ４�６ ６�２ 石英・長石・雲母 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 覆土下層 ４０％

２１３５ 須恵器 坏 １４�３ ５�１ ７�２ 石英・長石・
雲母

灰 普通 底部不定方向の手持ちヘラ切り 床面
４０％
ヘラ記号「レ」

２１３６ 須恵器 坏 ［１４�９］（４�０） － 石英 灰黄 普通 ロクロナデ 竈内
墨書「酒□」

PL８２

２１３７ 土師器 甕 ［２２�０］（１１�６） －
石英・長石・
雲母

にぶい
赤褐

普通
口縁部外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
内面ヘラナデ 輪積み痕

竈内 １０％

２１３８ 土師器 甕 － （１１�９）［８�０］ 石英・長石・赤色
粒子・白色粒子

にぶい
赤褐

普通 体部外面ヘラ削り後ヘラ磨き 竈内 １０％

―１５８―



した部分は確認されなかった。煙道部は壁外へ三角形状に５０�ほど掘り込まれ，火床部より緩やかに立ち上が

っている。

覆土 ３層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１０２点（坏１０，高台坏椀１，甕９１），須恵器片２点（坏），中礫２点が中央部の覆土中

層から下層にかけて散在して出土している。また，流れ込んだ弥生土器片１２点も出土している。２１３９・２１４０は

竈前面から出土した破片がそれぞれ接合したものである。

所見 時期は，重複関係及び出土土器から９世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１ 極 暗 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック・ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 焼土粒子微量
６ 黒 褐 色 ローム粒子少量
７ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

８ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・白色粒子微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック微量
１１ 黒 褐 色 焼土粒子微量
１２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック微量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・白色粒子微量

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量

３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・砂粒微量

第１３４図 第３５０号住居跡実測図

―１５９―



第３５３号住居跡（第１３６・１３７図）

位置 西部４区西部のＢ３ｆ３区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３６７２号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�１４ｍ，短軸３�５０ｍの長方形で，主軸方向はＮ－４°－Ｅである。壁高は４０～４６�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈前面から中央部にかけて踏み固められている。壁溝がほぼ全周しており，断面形はＵ字状

である。東部・南部・西部に貼床が確認されており，ローム土を埋め戻して構築されている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１１８�，袖部幅１０９�である。袖部は掘り残し

た地山を基部として，砂質粘土で構築されている。火床部は床面を１１�ほど円形に掘りくぼめており，火床面

は火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ半円形状に３６�ほど掘り込まれ，火床部より緩やかに立ち

上がっている。

ピット ６か所。Ｐ１は深さ３１�で，南壁際の中央部にあることから，出入り口施設に伴うピットと考えられ

る。さらに，掘り方調査により床面下からＰ２～Ｐ６が確認されており，深さ３５～５８�である。Ｐ２～Ｐ５は

規模と配置から主柱穴と考えられ，Ｐ６は性格不明である。

覆土 １２層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。第７層から第

１２層は貼床の構築土である。

第１３５図 第３５０号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 黒 褐 色 砂粒少量，粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子

微量
２ 黒 褐 色 砂粒少量，焼土粒子・粘土粒子微量
３ 黒 褐 色 砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 砂粒少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化物・砂粒微量
６ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック微量

７ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂粒微量
８ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック中量
９ 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック少量
１０ 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量
１１ 褐 色 ロームブロック中量，砂質粘土粒子少量
１２ 極 暗 褐 色 砂質粘土多量

第３５０号住居跡出土遺物観察表（第１３５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２１３９ 土師器 高台付椀 １４�５ （４�１） － 雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り 床面 ４５％

２１４０ 土師器 小形甕［１１�４］１４�１ ９�８ 石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
褐

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
内面ヘラナデ

竈内 ３０％

―１６０―



遺物出土状況 土師器片３８１点（坏６６，高坏ヵ１，甕３１３，甑１），須恵器片１７点（坏３，蓋１，甕１３）が中央

部から北東部の覆土中層から下層にかけて出土している。また，流れ込んだ弥生土器片５３点も出土している。

２１４４は竈内と左袖付近から出土した破片が接合したものである。２１４１は竈の右袖付近から出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀中葉と考えられる。本住居は主柱穴の配置されていた床面を掘り直した後，

柱穴を埋め戻すとともに貼床をしたと考えられ，床面の作り替えが行われている。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 粘土ブロック・砂粒少量，ロームブロック・焼土

粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 砂粒少量，ローム粒子・焼土粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

７ 褐 色 ロームブロック多量
８ 褐 色 ロームブロック中量
９ 暗 褐 色 ロームブロック中量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック多量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１２ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第１３６図 第３５３号住居跡実測図

―１６１―



第１３７図 第３５３号住居跡・出土遺物実測図

第３５３号住居跡出土遺物観察表（第１３７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２１４１ 土師器 坏 １２�４ ４�４ －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
橙

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
内面ヘラナデ

床面 １００％ PL７２

２１４２ 須恵器 坏 ［１２�６］（４�１） － 石英 灰白 普通 ロクロナデ 内面ナデ 覆土中層 １０％

２１４３ 土師器 高坏ヵ［９�２］（３�０） － 石英・白色粒子 にぶい橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土中 １０％

２１４４ 土師器 甑 － （８�２）［１１�２］石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
黄橙

普通 体部外面ヘラ削り 内面ヘラ磨き 竈内 ５％

―１６２―



第３５６号住居跡（第１３８・１３９図）

位置 西部４区西部のＢ３ｉ３区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３５４・３７９号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 南東部と南西部の壁が残存していないため，確認された範囲は長軸３�６７ｍ，短軸３�４０ｍである。

平面形は方形と推定され，主軸方向はＮ－３°－Ｅである。壁高は１２～２０�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈前面が踏み固められている。

第１３８図 第３５６号住居跡実測図

番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP４２１ 須恵器 甕 石英・長石・雲母 灰 普通 体部外面縦位の平行叩き 内面同心円状当て具痕 覆土下層 PL８３

TP４２２ 須恵器 甕 石英・長石 灰 普通 体部外面縦位の平行叩き 内面同心円状当て具痕 覆土中 PL８３

TP４２３ 須恵器 甕 長石 灰 普通 体部外面縦位の平行叩き 自然釉付着 内面同心円状当て具痕 覆土中 PL８３

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１４５ 釘 （９�０） ０�５ ０�４ （６�８５） 鉄 断面方形 棒状 覆土中層 PL９０

―１６３―



竈 北壁の中央部やや東寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１０１�，袖部幅８４�である。袖

部は掘り残した地山に，粘土を少量混ぜた黒褐色土を貼り付けて構築されている。火床部は床面を１２�ほど楕

円形に掘りくぼめ，火床面は火熱を受けて赤変している。煙道部は壁外へ三角形状に４９�ほど掘り込まれ，火

床部からほぼ直立して立ち上がっている。

覆土 ５層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片８２点（坏１１，甕７１），須恵器片６点（坏１，甕５），中礫８点が，竈前面の覆土中層か

ら下層にかけて出土している。また，流れ込んだ弥生土器片１８点，土師器片１点（高坏）も出土している。２１４５・

２１４６は竈の左袖付近の床面からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀前葉と考えられる。

第３５８号住居跡（第１４０～１４２図）

位置 西部４区西部のＢ３ｇ４区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３５５・３７９号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 北東コーナーが調査区域外に延びている。確認された範囲は，長軸４�１４ｍ，短軸３�７８ｍの方形で，

主軸方向はＮ－３°－Ｗである。壁高は２７～３４�で，緩やかに立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈前面から中央部にかけて踏み固められている。壁溝が全周しており，断面形はＵ字状である。

竈 北壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１３９�，袖部幅１４２�である。袖部は床面と

同じ高さを基部として，砂質粘土で構築されている。火床部は浅く皿状にくぼんでいたが，火床面には赤変し

た部分が確認されなかった。煙道部は壁外へ三角形状に４８�ほど掘り込まれ，火床部より緩やかに立ち上がっ

ている。竈土層の第３・６層が天井部の崩落土と考えられる。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子・砂粒微量
２ 黒 褐 色 砂粒少量，ロームブロック微量
３ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂粒・白色粒子微量
５ 黒 褐 色 焼土粒子少量，粘土ブロック・ローム粒子微量
６ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量

７ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・砂粒微量
８ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，粘土ブロック・ローム粒子微量
９ 黒 褐 色 粘土ブロック微量
１０ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂粒微量
１１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・砂粒微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化物微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

４ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂粒微量
５ 黒 褐 色 砂粒少量，ローム粒子・焼土粒子微量

第１３９図 第３５６号住居跡出土遺物実測図

第３５６号住居跡出土遺物観察表（第１３９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２１４５ 土師器 坏 １２�７ ４�０ － 長石・雲母 褐灰 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 床面 ８０％ PL７２

２１４６ 土師器 坏 ［１２�７］ ４�６ －
長石・雲母・
赤色粒子

にぶい
褐

普通 口唇部内面に沈線 内・外面ナデ 床面 ２０％

―１６４―



覆土 ７層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片８３７点（坏５７，甕７８０），須恵器片１０８点（坏８３，高台付坏２，蓋５，甕１６，鉢２），石

器１点（砥石），石製品１点（紡錘車）が，全域の覆土上層から下層にかけて出土している。また，流れ込ん

だ石器１点（ナイフ形石器），弥生土器片２４点も出土している。２１５４は中央部の床面から出土した破片が接合

したもので，２１４８は中央部の床面と南東コーナー部の覆土上層から出土した破片が接合したものである。２１４７

は南東コーナー部の覆土中層から出土した破片が接合したものである。２１５６は竈内から出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１ 黄 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
２ 黄 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブロッ

ク少量
３ オリーブ褐色 粘土ブロック・焼土ブロック中量，ロームブロッ

ク少量
４ オリーブ褐色 焼土ブロック中量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，粘土ブロッ

ク少量
６ 黄 褐 色 粘土ブロック多量，焼土ブロック少量

７ 暗オリーブ褐色 ロームブロック中量
８ オリーブ褐色 焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化物少量
９ 黄 褐 色 焼土ブロック・粘土粒子中量，ローム粒子・砂

粒少量
１０ 黄 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・砂粒少量
１１ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック少量
１２ 灰 黄 褐 色 焼土ブロック中量
１３ 極暗赤褐色 焼土粒子少量，ロームブロック微量
１４ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

５ 黒 褐 色 ローム粒子少量
６ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
７ 黒 褐 色 焼土粒子少量，砂質粘土・ロームブロック・炭化

粒子微量

第１４０図 第３５８号住居跡実測図

―１６５―



第１４１図 第３５８号住居跡・出土遺物実測図

―１６６―



第３５９号住居跡（第１４３・１４４図）

位置 西部３区西部のＡ１ｃ８区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３１６・３３２・３３５・３３６・３４４号住居跡を掘り込み，第３６９６・３９７７号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 削平によりほとんど遺存していない。南西・北東・北西の壁の一部は確認され，範囲は長軸６�０６

ｍ，短軸４�２２ｍで，平面形は長方形と推定される。主軸方向はＮ－４１°－Ｅである。壁高は，２３�ほどで外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈前面から中央部にかけて踏み固められている。竈前面から南東及び南西の床面に貼床が確

認されており，ローム土で構築されている。

第１４２図 第３５８号住居跡出土遺物実測図

第３５８号住居跡出土遺物観察表（第１４１・１４２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２１４７ 須恵器 坏 １２�２ ４�６ ６�８ 石英・長石・
黒色粒子

灰 普通 体部下端回転ヘラ削り 覆土中層 ８０％ PL７２

２１４８ 須恵器 坏 ［１２�８］ ５�１ ６�８ 長石
灰オリ
ーブ

普通
体部下端手持ちヘラ削り 底部一方向の手
持ちヘラ切り

床面
６０％
ヘラ記号「⊥」

２１４９ 須恵器 坏 ［１１�８］ ３�７ ［６�８］ 石英・長石・
白色粒子

灰 普通
体部下端手持ちヘラ削り 底部一方向の手
持ちヘラ切り

覆土下層 ２０％

２１５０ 須恵器 坏 － （０�６） － 長石・雲母 灰白 普通 ロクロナデ 覆土中 ５％ 内面漆付着

２１５１ 須恵器 高台付坏 － （４�０）［６�６］ 石英・長石 灰 普通 高台貼付け後ロクロナデ 覆土中 ２０％

２１５２ 須恵器 鉢 － （８�９）［１３�６］石英・長石・
黒色粒子

灰 普通 ロクロナデ 覆土中 ２０％

２１５３ 須恵器 鉢 － （７�５）［１１�７］長石 黒 普通 ロクロナデ 体部外面斜位の平行叩き 覆土中 １０％

２１５４ 土師器 甕 ２０�０（３１�５） －
石英・長石・
雲母

明赤褐 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面下端ヘラ
削り 指頭痕

床面 ７０％ PL８０

２１５５ 土師器 甕 ［２０�０］（１１�０） － 石英・長石・雲母 赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部内・外面指頭痕 覆土中層 ２０％

２１５６ 土師器 甕 ［２０�４］（６�７） －
石英・長石・
雲母

赤褐 普通
口縁部内・外面横ナデ 口縁部内面輪積み
痕 内面指頭痕

竈内 １５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２３３ 砥石 （６�３） １�８ １�６ （２６�２） 凝灰岩 砥面２面 擦痕有 覆土中層 PL８７

番号 器種 径 孔径 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２３４ 紡錘車 ４�８４ ０�８１ １�１１ （２６�１） 千枚岩 上面丁寧な研磨 覆土下層 PL８８

―１６７―



第１４３図 第３５９号住居跡実測図

―１６８―



竈 北東壁の中央部北寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで７４�である。袖部は，床面を基部

として貼り付けた粘土が確認されており，残存している袖部は幅７７�である。火床部は，床面と同じ高さの平

坦な面を使用しており，火床面は火熱を受けて赤変硬化している。火床部には，自然石が据えられており，火

熱を受けていることから支脚と考えられる。煙道部は壁外へ２３�ほど半円形状に掘り込まれ，火床面より内傾

して立ち上がっている。

ピット 深さ２０�で，南壁際に位置していることや硬化面の状況から，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ９層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。第７から第９

層は貼床の土層である。

遺物出土状況 土師器片３５点（坏８，高台付椀２，甕２５），石器１点（支脚），礫３点が覆土中層から下層にか

けて出土している。また，流れ込んだ弥生土器片１２点も出土している。２１５７は竈の支脚上に逆位で，２１５８・２１５９

は北東壁寄りの覆土下層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，重複関係及び出土土器から１１世紀前半と考えられる。第３３５号住居跡とほぼ同じ高さで床面が

確認されており，本住居への拡張と竈の再構築が想定される。

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，粘土ブロック少量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ロームブロック中量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量

４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量
５ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子多量，焼土ブロック微量
２ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
５ 褐 色 砂質粘土中量，焼土粒子微量

６ 暗 褐 色 ロームブロック少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
８ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
９ 褐 色 ロームブロック中量

第１４４図 第３５９号住居跡出土遺物実測図

第３５９号住居跡出土遺物観察表（第１４４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２１５７ 土師器 坏 １０�１ ２�３ ５�９ 雲母・赤色粒子 橙 普通 底部回転ヘラ切り 竈内 ８０％ PL７２

２１５８ 土師器 坏 ［１０�０］ ２�７ ［６�０］ 雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 底部回転ヘラ切り 覆土下層 １０％

２１５９ 土師器 坏 ［１５�０］（４�７） － 石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部下端回転ヘラ削り 覆土下層 １５％

―１６９―



第３６０号住居跡（第１４５・１４６図）

位置 西部４区西部のＢ２ｅ０区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３４６・３４７号住居跡を掘り込み，第３６７１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�６９ｍ，短軸３�４８ｍの長方形で，主軸方向はＮ－８６°－Ｅである。壁高は１８～２０�で，緩や

かに立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部にはやや締まりがある。

第１４５図 第３６０号住居跡実測図

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２１６０ 土師器 高台付椀［１４�０］（３�９） －
長石・雲母・
赤色粒子

にぶい
橙

普通 内面ヘラ磨き 高台貼付け 覆土下層
３０％
高台剥離

２１６１ 土師器 高台付椀 － （２�３） ８�２ 雲母・赤色粒子
にぶい
黄橙

普通 内面ヘラ磨き 高台貼付け後ロクロナデ 覆土中層 ３０％

―１７０―



竈 東壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで６６�，袖部幅８２�である。袖部は床面と同

じ高さを基部として，粘土を混ぜた黒褐色土で構築されている。火床部は，床面と同じ高さの平坦な面を使用

しており，火床面は火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ４３�ほど三角形状に掘り込まれ，火床面

より緩やかに傾斜し立ち上がっている。

覆土 ６層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片３８４点（坏３７，高台付椀１，甕３４６），須恵器片１３点（坏２，高台付坏１，甕９，硯１），

手捏土器１点，中礫６点が中央部に集中して出土している。また，流れ込んだ弥生土器片２１点も出土している。

２１６２・２１６４・２１６５は中央部の床面からそれぞれ出土している。２１６７は北壁際の床面から出土した甕の体部の破

片で，硯に転用されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，粘土ブロック少量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，粘土粒子中量
４ 褐 色 焼土ブロック多量，粘土ブロック中量，ローム粒

子少量
５ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量

６ 褐 色 粘土ブロック多量
７ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量
８ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，砂粒少量，ローム粒子微量
９ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂粒少量，ローム粒子微量
１０ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・砂粒微量
１１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，粘土ブロック微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量
３ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，焼土粒子少量，ローム粒子微量

４ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，焼土粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・粘土ブロック微量
６ 黒 褐 色 砂粒少量，ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量

第１４６図 第３６０号住居跡出土遺物実測図

―１７１―



第３６１号住居跡（SI―１３１）（第１４７・１４８図）

位置 西部４区西部のＢ２ｉ０区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。南部は平成１５年度に調査

が終了している。

重複関係 第３６９号住居跡を掘り込み，第１３３号住居に掘り込まれている。

規模と形状 北西コーナー部が調査区域外に延びている。確認された範囲は，長軸４�１３ｍ，短軸３�５０ｍで，平

面形は方形で，主軸方向はＮ－１２°－Ｗである。壁高は２７�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が北壁下に確認され，断面形はＵ字状を呈している。

竈 北壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで８２�，袖部幅８４�である。袖部は掘り残し

た地山に粘土を貼って構築している。左袖部は掘り残した地山だけが確認された。火床部は床面と同じ高さの

平坦な面を使用しており，火床面は円形を呈し，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ半円形状に

６６�ほど掘り込まれ，粘土を貼り付けて構築されている。

ピット ７か所。Ｐ１・Ｐ２・Ｐ４・Ｐ６は深さ４５～５０�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。Ｐ３は深

さ２６�で，出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ４はＰ５からの立て替えと考えられ，Ｐ７の性格は不

明である。

覆土 ６層に分層される。ブロック状に不規則な堆積状況を示しており，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片２９９点（坏７０，甕２２９），須恵器片１４点（坏６，高台付坏１，蓋５，捏鉢１，甕１）が

北東コーナー部の覆土下層を中心に出土している。また，流れ込んだ弥生土器片４１点，土師器片３点（高坏）

も出土している。２１６８・２１７１は北東コーナー部，２１６９は中央部の東壁際，２１７０はＰ５南側の床面からそれぞれ

出土している。

竈土層解説
１ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量
２ にぶい黄色 粘土ブロック多量，焼土ブロック少量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，粘土粒子中量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量
５ にぶい黄色 粘土ブロック多量
６ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量
７ にぶい黄褐色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子少量

８ 明 褐 色 焼土ブロック中量
９ にぶい黄色 粘土ブロック中量
１０ 黄 褐 色 粘土ブロック多量
１１ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，粘土ブロック少量
１２ 灰 黄 色 粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
１３ 黒 褐 色 粘土粒子少量

土層解説
１ 黒 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子少量，焼土ブロック微量
２ 黒 色 粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブロッ

ク微量
３ 黒 褐 色 粘土ブロック少量

４ 暗 褐 色 ローム粒子微量
５ 黒 褐 色 ローム粒子少量
６ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量

第３６０号住居跡出土遺物観察表（第１４６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２１６２ 土師器 坏 ［１０�０］ ２�７ ６�６ 石英・長石・雲
母・赤色粒子

橙 普通 底部回転ヘラ切り 床面 ５０％

２１６３ 須恵器 高台付坏［１５�７］ ４�１ ［１０�３］長石 灰オリーブ 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼付け 覆土中層 ４０％

２１６４ 土師器 高台付椀［１３�８］ ５�６ ［７�４］ 石英・長石・雲母 橙 普通 内面ヘラ磨き 高台貼付け 床面 ３０％

２１６５ 土師器 甕 ［１７�０］（６�１） － 石英・長石・雲母 灰赤 普通 口縁部内・外面横ナデ 床面 ５％

２１６７ 須恵器 硯 － （１２�９） － 石英・長石 灰 普通 外面縦位の叩き 内面磨り痕 床面 ５０％ 転用硯

２１６６ 手捏土器 － － （３�６） ５�８ 石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
黄褐

普通 内面指頭による放射状のナデ 覆土中 １０％

番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP４２４ 須恵器 甕 長石 灰 普通 口辺部外面に波状文（６本単位） ２条の平行沈線 覆土上層 PL８３

―１７２―



所見 平成１５年度調査区分の『茨城県教育財団文化財調査報告』第２４８集において，時期は８世紀中葉と報告

されている。今回の調査区の出土土器は，既報告の時期を追認できるものと考えられる。

第１４７図 第３６１号住居跡・出土遺物実測図

―１７３―



第３６２号住居跡（第１４９図）

位置 西部４区西部のＣ３ｂ８区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３７２５号土坑，第７６号溝に掘り込まれている。

規模と形状 西壁と南壁のほとんどが削平されて残存していないため，規模や形状は明確ではない。確認され

た範囲は，長軸３�３２ｍ，短軸３�１６ｍで，平面形は方形と推定され，主軸方向はＮ－４°－Ｗである。壁高は３

～９�で，緩やかに立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，西部が踏み固められており，わずかな高まりが確認されている。

ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ２９�ほどで，規模と配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５・Ｐ６は，深さ１２・

２８�で，性格は不明である。

覆土 ３層に分層される。層厚が薄く堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片８６点（坏１３，甕７３），須恵器片３点（甕２，瓶１），中礫４点が，床面から散在するよ

うに出土している。また，流れ込んだ弥生土器片１点も出土している。２１７３・２１７４は北西コーナー部，２１７５は

中央部の床面からそれぞれ出土している。

所見 竈や炉は確認できなかったが，遺構の形態と遺物の出土状況から住居跡と判断した。時期は，出土土器

から９世紀中葉と考えられる。

第１４８図 第３６１号住居跡出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３６１号住居跡出土遺物観察表（第１４７・１４８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２１６８ 土師器 坏 １５�２ ３�９ －
石英・長石・
赤色粒子

にぶい
橙

普通
口縁部外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
内面ヘラ磨き

床面 ９５％ PL７２

２１６９ 須恵器 高台付坏 － （３�１） ９�６ 長石・黒色粒子 灰白 普通 高台貼付け 床面 １０％

２１７０ 須恵器 蓋 ［１６�４］（２�３） － 長石 褐灰 普通 天井部ヘラ削り 床面 ３０％

２１７１ 須恵器 捏鉢 １５�１ １０�０ ８�５ 石英・長石・
黒色粒子

灰白 普通 体部下端ヘラ削り 床面 ４０％ PL７９

２１７２ 土師器 小形甕 － （２�９） ３�９ 石英・雲母 にぶい褐 普通 体部内面ヘラナデ 覆土中 １０％

番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP４２５ 須恵器 甕 長石 灰 普通 体部外面格子叩き 覆土中層 PL８３

―１７４―



第３６３号住居跡（第１５０～１５２図）

位置 西部４区中央部のＢ３ｊ０区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３７４２号土坑，第７４号溝に掘り込まれている。

第１４９図 第３６２号住居跡・出土遺物実測図

第３６２号住居跡出土遺物観察表（第１４９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２１７３ 須恵器 坏 ［１３�４］ ３�７ ７�０ 石英・長石・
赤色粒子

にぶい
橙

普通 底部ヘラ切り 床面 ３０％

２１７４ 土師器 甕 ［１８�２］（５�１） － 石英・長石・雲母 にぶい黄褐 普通 体部内面ナデ 床面 ５％

２１７５ 土師器 甕 ［１９�４］（５�５） － 石英・長石・雲母 にぶい赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ナデ 床面 ５％

―１７５―



第１５０図 第３６３号住居跡実測図

―１７６―



規模と形状 東壁の北部から北壁にかけてほとんど残存していない。確認された範囲は，東西軸４�４０ｍ，南北

軸３�３８ｍで，平面形は方形もしくは長方形と推定され，主軸方向はＮ－８０°－Ｅである。壁高は２０～２２�で，

ほぼ直立している。

床 ほぼ平坦で，竈前面から中央部にかけて踏み固められている。壁溝が残存している壁下を周回しており，

断面形はＵ字状である。

竈 東壁に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１１７�，袖部幅１２４�である。袖部は，掘り残した地

山を基部とし，甕を心材として粘土を積み重ねて構築されている。火床部は床面を１４�ほど楕円形状に掘りく

ぼめており，火床面は火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ三角形状に４７�ほど掘り込まれ，粘土

を貼り付けて構築されている。

覆土 ６層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片３２２点（坏５，高台付坏１，甕３１６），須恵器片２８点（坏２２，高台付坏２，蓋１，鉢１，

甕２），瓦片１点，中礫１点が，全域から散在するように出土している。また，流れ込んだ弥生土器片３点も

出土している。２１７９は中央部の床面，２１８１は中央部の覆土中層からそれぞれ出土している。２１７８は土師器で，

須恵器の技法を模倣して作成されたものと考えられる。２１８３・２１８４は竈の袖から逆位で出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子中量
２ 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック・粘土ブロック少量
３ 暗 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子少量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量
５ 明 褐 色 ロームブロック少量
６ 明 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック微量
７ 黄 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ローム粒子少量
８ 暗 灰 黄 色 ロームブロック中量

９ オリーブ褐色 粘土ブロック多量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
１１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
１２ 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック少量
１３ 極暗赤褐色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
１５ 極暗赤褐色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量，粘土ブロック少量

４ 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック・粘土ブロック少量
５ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量
６ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量

第１５１図 第３６３号住居跡出土遺物実測図�

―１７７―



第１５２図 第３６３号住居跡出土遺物実測図�

―１７８―



第３６４号住居跡（第１５３図）

位置 西部４区中央部のＢ３ｊ８区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３６８・３７２号住居跡を掘り込み，第１２８号井戸に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�９５ｍ，短軸３�７１ｍの方形で，主軸方向はＮ－３２°－Ｗである。壁高は８～１０�で，緩やか

に立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が北西コーナー部から南壁にかけて一部確認されており，

断面形はＵ字状である。

竈 北壁中央部の西寄りに付設されており，掘り方だけが確認された。掘り方の規模は焚口部から煙道部まで

１０４�である。火床部は床面とほぼ同じ高さで浅い皿状を呈しており，火床面の赤変した部分は確認されなか

った。煙道部は壁外へ三角形状に５９�ほど掘り込まれており，緩やかに立ち上がっている。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ３２～５１�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。Ｐ４は深さ１２�で，南

壁際の中央部にあることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ５は深さ２１�で性格不明である。

覆土 ３層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量

３ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第３６３号住居跡出土遺物観察表（第１５１・１５２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２１７６ 須恵器 坏 － （１�６） ６�４ 石英・長石・雲
母・赤色粒子

灰白 普通 体部下端手持ちヘラ削り 床面
１０％
ヘラ記号「＋」

２１７７ 須恵器 坏 － （１�１） ７�０ 石英・長石 灰 普通 底部ヘラ切り 覆土下層
５％
ヘラ記号「－」

２１７８ 土師器 高台付坏［５�４］ ５�４ ６�８ 石英・長石・雲母 にぶい黄橙 普通 内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り後高台貼付け 竈内 ５０％

２１７９ 須恵器 高台付坏［３�２］（４�４） － 石英・長石 灰 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼付け 床面 ４０％

２１８０ 須恵器 高台付坏 － （２�４）［７�４］ 石英・長石・
赤色粒子

灰白 普通 高台貼付け 竈内 ２０％

２１８１ 須恵器 蓋 ［１７�６］（２�３） － 長石 灰 普通 天井部回転ヘラ削り 覆土中層 １０％

２１８２ 須恵器 鉢 － （１１�４）［１５�０］石英・長石・雲母 灰黄褐色 普通 内面ヘラナデ 体部外面斜位の叩き 床面 ３０％

２１８３ 土師器 甕 １８�３（３１�６） －
石英・長石・
雲母

橙 普通
口縁部内・外面横ナデ 内面ヘラナデ
内面に指頭痕

竈内 ６０％ PL８０

２１８４ 土師器 甕 １９�７（２４�９） － 石英・長石・雲母 橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部内・外面に指頭痕 竈内 ５０％ PL８１

２１８５ 土師器 甕 ［２０�８］（３�３） － 石英・長石 赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 床面 ５％

２１８６ 土師器 甕 ［１１�２］（４�２） － 石英・長石・雲母 黒褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 竈内 ５％

２１８７ 土師器 甕 ［１９�８］（５�０） － 石英・長石・雲母 明赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 床面 ５％

番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP４２６ 須恵器 甕 石英・長石 灰 普通 体部外面斜位の平行叩き 覆土下層 PL８３

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 色調 特徴 出土位置 備考

Ｔ３ 平瓦 １６�４ （８�９） ２�０ （４７４�０） 灰白 凸面縄目の叩き 凹面布目痕 端縁面取り 覆土下層

―１７９―



遺物出土状況 土師器片２２２点（坏９，高台付椀２，甕２１０，甑１），須恵器片１５点（坏９，高台付坏１，蓋１，

甕４），土製品１点（支脚），中礫７点が，全域に散在するように覆土下層から出土している。また，流れ込ん

だ弥生土器片６点，鉄滓１点，土師質土器片２点（内耳鍋）も出土している。２１８８はＰ１南部の床面から出土

している。

所見 時期は，重複関係及び出土土器から９世紀後半と考えられる。

第１５３図 第３６４号住居跡・出土遺物実測図

第３６４号住居跡出土遺物観察表（第１５３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２１８８ 土師器 甕 ［１４�１］（４�５） －
雲母・赤色粒
子・白色粒子

明赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 床面 ５％

―１８０―



第３６５号住居跡（第１５４・１５５図）

位置 西部４区中央部のＣ４ｄ２区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３７８号住居跡を掘り込み，第３７２２・３７２４・３７４９・３７６０号土坑，第３４号掘立柱建物に掘り込まれて

いる。

規模と形状 長軸３�５０ｍ，短軸２�９２ｍの長方形で，主軸方向はＮ－７０°－Ｅである。壁高は２８～３６�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈前面から中央部，出入り口ピットにかけて踏み固められている。壁溝が全周しており，断

面形はＵ字状である。

竈 東壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで６６�，袖部幅８９�である。袖部は掘り残し

た地山に砂質粘土を積み重ねて構築されている。火床部は床面を５�ほど楕円形に掘りくぼめられており，火

床面の赤変した部分は確認できなかった。煙道部は壁外へ三角形状に１８�ほど掘り込まれ，火床部よりほぼ直

立して立ち上がっている。

第１５４図 第３６５号住居跡実測図

―１８１―



ピット ２か所。Ｐ１は深さ３０�で，南壁際の中央部にあることから，出入り口施設に伴うピットと考えられ

る。Ｐ２は深さ１１�で，性格は不明である。

覆土 １１層に分層される。焼土粒子・ロームブロックが不規則に含まれた堆積状況を示しており，人為堆積と

考えられる。

遺物出土状況 土師器片１５８点（坏４２，高台付椀１，甕１１５），須恵器片７点（坏３，甕４），中礫１０点が覆土中

層から下層にかけて全域に散在するように出土しており，ほとんどが細片である。また，流れ込んだ弥生土器

片５点も出土している。２１８９は，西コーナー部の覆土上層から出土している。

所見 時期は，重複関係及び出土土器，遺構の形態から９世紀後半と考えられる。

第３６６号住居跡（第１５６・１５７図）

位置 西部４区中央部のＢ４ｊ２区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３７４３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 北東部が調査区域外に延びているため，規模や平面形は明確ではない。確認された範囲は，長軸

３�８５ｍ，短軸３�４１ｍで，平面形は長方形と推定され，主軸方向はＮ－７°－Ｗである。壁高は２０～３８�で，緩

やかに立ち上がっている。

竈土層解説
１ 褐 色 粘土ブロック・ロームブロック少量
２ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量，焼土ブ

ロック微量
３ にぶい赤褐色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
４ にぶい赤褐色 灰中量，ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブ

ロック少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
６ 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量

７ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量，焼土ブロック中量
８ 極 暗 褐 色 粘土ブロック中量
９ 灰 黄 色 粘土ブロック多量
１０ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック中量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
１２ 灰 褐 色 粘土ブロック中量
１３ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック微量
５ 極 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
６ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量

７ 黒 褐 色 ロームブロック中量
８ 暗 褐 色 ロームブロック中量
９ 褐 色 ロームブロック中量
１０ 黒 褐 色 ロームブロック少量
１１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１５５図 第３６５号住居跡出土遺物実測図

第３６５号住居跡出土遺物観察表（第１５５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２１８９ 須恵器 甕 ［３０�０］（４�９） － 石英・長石 黄灰 普通 口縁部７条１単位の櫛歯状工具による波状文 覆土上層 ５％

２１９０ 須恵器 甕 ［１６�７］（２�２） － 石英・雲母 灰白 普通 ロクロナデ 覆土中 ５％

―１８２―



床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が南東コーナー部から北壁を周回しており，断面形はＵ

字状である。

ピット ２か所。Ｐ１は深さ１４�で，南壁際の中央部にあることから，出入り口施設に伴うピットと考えられ

る。Ｐ２は深さ１３�で，性格は不明である。

覆土 ５層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片２２０点（坏６６，甕１５４），須恵器片１０点（坏５，蓋２，甕３），灰釉陶器片１点（蓋），

鉄製品８点（刀子１，不明７），中礫７点が，南部と北部の覆土中層から下層にかけて出土している。２１９３は

北部の床面から出土している。２１９１は北西コーナー部，２１９２は南東コーナー部の覆土下層から出土した破片が

それぞれ接合したものである。

所見 時期は，出土土器から８世紀前葉と考えられる。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック中量

４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
５ 褐 色 ロームブロック少量

第１５６図 第３６６号住居跡実測図

―１８３―



第３７０号住居跡（第１５８・１５９図）

位置 西部４区中央部のＣ４ｂ４区で，標高４９ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３８０号住居跡を掘り込み，第３７６６号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�５０ｍ，短軸３�０４ｍの長方形で，主軸方向はＮ－２５°－Ｗである。壁高は２１～３４�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が南西壁下に確認されており，断面形はＵ字状を呈して

いる。西部は貼床で，ローム土を混ぜた極暗褐色土で構築されている。

竈 北壁の中央部に付設されている。左袖部の一部が残存しており，暗褐色土で構築されている。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ１２～３１�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。Ｐ４は深さ２８�で，南

壁際の中央部にあることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ５は深さ１５�で，性格は不明であ

る。

覆土 ８層に分層される。ブロック状に不規則な堆積状況を示しており，人為堆積と考えられる。第８層は貼

床の土層である。

第１５７図 第３６６号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 極 暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量
３ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子微量

４ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量，粘土粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック微量

５ 黒 褐 色 ローム粒子微量
６ 黒 褐 色 ローム粒子少量
７ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量
８ 極 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

第３６６号住居跡出土遺物観察表（第１５７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２１９１ 土師器 坏 １４�８ ４�５ ６�０ 石英・長石・
赤色粒子

橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土下層 ７０％ PL７２

２１９２ 土師器 坏 １３�８ ３�６ －
石英・長石・
雲母

橙 普通
口縁部内・外面横ナデ 内面ヘラ磨き
外面ヘラ削り

覆土下層 ６０％ PL７２

２１９３ 土師器 坏 ［１８�０］ ３�７ ［１０�０］石英・長石・雲母 赤褐 普通 内面放射状のヘラ磨き 床面 ３０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１４６ 釘 （４�４） １�０ ０�５ （２�８６） 鉄 断面方形 棒状 上・下欠損 覆土下層 PL９０

―１８４―



遺物出土状況 土師器片７４点（坏１１，甕６３），須恵器片４点（坏），石器１点（砥石）が�全域に散在するよう

に覆土下層から出土しており，ほとんどが細片である。また，流れ込んだ弥生土器片３点，土師器片２点（高

坏），石製品１点（勾玉）�陶器片１点（香炉）も出土している。２１９４は南東コーナー部の覆土中から出土し

た破片が接合したものである。

所見 時期は，出土土器及び遺構の形態から９世紀前半と考えられる。

第１５８図 第３７０号住居跡実測図

―１８５―



第３７１号住居跡（第１６０・１６１図）

位置 西部４区中央部のＣ４ｇ３区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３７５・３８９・３９６号住居跡を掘り込み，第３７３号住居，第３７３４号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�６４ｍ，短軸４�５１ｍの方形で，主軸方向はＮ－８°－Ｅである。壁高は１１～２５�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦な貼床で，中央部が踏み固められている。貼床は，第３８９号住居跡の覆土の上にローム土や粘土

ブロックを混ぜた土で構築されている。

竈 北壁の中央部東寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１５６�，袖部幅１４７�である。袖部は

床面と同じ高さを基部として，砂質粘土で構築されている。火床部は床面を円形に２３�ほど掘りくぼめてお

り，火床面は火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ６９�ほど掘り込まれ，火床部より緩やかに立ち

上がっている。煙道部には少量の粘土が貼付けられている。

第１５９図 第３７０号住居跡出土遺物実測図

第３７０号住居跡出土遺物観察表（第１５９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２１９４ 須恵器 坏 ［１１�６］ ４�７ ６�１ 長石・雲母 灰 普通 体部外面下端ヘラ削り 覆土中 ２０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２３５ 砥石 （１１�３） ５�９ ４�０ （５３１�０） 雲母片岩 砥面４面擦痕有 覆土下層 PL８７

番号 器種 径 孔径 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２３６ 勾玉 （１�６２） ０�２４ ０�５９ （０�９８） ガラスヵ Ｃ字状 全面丁寧な研磨 覆土下層 PL８９

―１８６―



第１６０図 第３７１号住居跡実測図

―１８７―



ピット ３か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ３０～５０�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。

覆土 ７層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。第７層は貼床

の構築土である。

遺物出土状況 土師器片５８４点（坏１０５，甕４７９），須恵器片１１４点（坏７４，蓋６，甕３４）が全域の覆土下層から

床面にかけて出土している。また，流れ込んだ縄文土器片１点，弥生土器片１０点，土師器片１点（高坏），瓦

片１点，土師質土器片１点（内耳鍋），陶器片１点も出土している。２１９７・２２０１は中央部の床面，２２０５はＰ１

南東部の床面，２１９９はＰ３東部の床面からそれぞれ出土している。

所見 時期は，重複関係及び出土土器から８世紀後葉と考えられる。第３８９号住居跡とほぼ同じ範囲に確認さ

れており，第３８９号住居跡を埋め戻して本住居を構築したと考えられる。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 焼土ブロック・粘土粒子少量，ローム粒子微量
４ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック微量
５ 暗 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック微量
７ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子微量
８ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子・砂粒微量
９ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量

１０ 灰 褐 色 焼土粒子・粘土粒子少量
１１ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
１２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量
１３ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，粘土粒子微量
１４ 黒 褐 色 焼土粒子・粘土粒子少量
１５ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，粘土粒子微量
１６ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・粘土粒子少量，ロームブロック微量
１７ 褐 色 ロームブロック微量

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 極 暗 褐 色 焼土粒子少量

５ 暗 褐 色 ロームブロック少量
６ 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子微量
７ 黒 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子少量

第１６１図 第３７１号住居跡出土遺物実測図

―１８８―



第３７３号住居跡（第１６２図）

位置 西部４区中央部のＣ４ｆ３区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３７１・３７４・３７５・３９６号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�９６ｍ，短軸２�７６ｍの方形で，主軸方向はＮ－９４°－Ｅである。壁高は２６～２８�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦で，全面的に軟質である。

竈 東壁中央部の南寄りに付設されている。規模は袖部幅８８�で，焚口部から煙道部までが６７�と推定され

る。袖部は床面と同じ高さを基部として，砂質粘土で構築されている。両袖の中央部は浅くくぼんでおり，火

床面の赤変した部分は認められなかった。煙道部は壁外へ半円形状に１５�ほど掘り込まれ，火床部から緩やか

に立ち上がっている。

覆土 ６層に分層される。ブロック状に不規則な堆積状況を示しており，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片２５２点（坏４０，高台付椀４，甕２０８），須恵器片１４点（坏６，蓋３，甕５）が全域の覆

土下層から出土している。また，流れ込んだ弥生土器片１８点，土師器片１点（高坏），陶器片１点（擂鉢）も

出土している。２２０６は北東コーナー部の覆土下層から，２２０８は中央部の床面からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器及び遺構の形態から１０世紀代と考えられる。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化物・ロー

ム粒子微量
２ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 粘土ブロック・ロームブロック・焼土ブロック微量

４ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
５ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，粘土ブロック・ロームブロック少量
６ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子中量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子中量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量
３ 極 暗 褐 色 ローム粒子多量，炭化物・焼土粒子少量

４ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
５ にぶい褐色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック中量
６ 褐 色 ロームブロック中量

第３７１号住居跡出土遺物観察表（第１６１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２１９５ 土師器 坏 ［１３�８］（５�４） －
石英・白色粒
子

明赤褐 普通
口縁部内・外面横ナデ 内面ヘラ磨き 体
部外面ヘラ削り

覆土中 ３０％

２１９６ 須恵器 坏 ［１４�９］（４�１） － 石英・長石・白色粒子 灰 普通 ロクロナデ 覆土下層 １０％

２１９７ 須恵器 坏 － （３�２）［８�６］ 石英・長石・雲母 灰白 普通 底部回転ヘラ切り 床面 １０％新治産

２１９８ 須恵器 坏 － （１�６） ８�６ 長石・雲母 黄灰 普通 底部多方向のヘラ削り 覆土下層 ３０％新治産

２１９９ 須恵器 坏 － （２�６） ８�０ 石英・長石 灰 普通 底部回転糸切り 床面 ２０％

２２００ 須恵器 坏 － （２�９）［８�６］ 長石 灰 普通 底部回転ヘラ切り 覆土中 ２０％

２２０１ 須恵器 蓋 － （１�４） － 石英・長石 灰 普通 ロクロナデ 床面 ５％

２２０２ 土師器 甕 ［３０�０］（４�５） －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
黄橙

普通 口縁部内・外面横ナデ 覆土中 ５％

２２０３ 土師器 甕 ［１８�３］（８�１） －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

赤褐 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
内面ヘラナデ

床面 ５％

２２０４ 土師器 甕 ［１５�０］（５�６） － 石英・長石・雲母 赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 床面 ５％

２２０５ 土師器 甕 ［２１�４］（４�２） －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
褐

普通 口縁部内・外面横ナデ 床面 ５％

―１８９―



第１６２図 第３７３号住居跡・出土遺物実測図

第３７３号住居跡出土遺物観察表（第１６２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２２０６ 土師器 高台付椀 － （１�９） － 石英・長石
にぶい
橙

普通 内面ヘラ磨き 高台貼付け 覆土下層
１０％
高台剥離

２２０７ 土師器 高台付椀 － （１�７） ７�６ 石英・長石・雲
母・赤色粒子

橙 普通
内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り後高台貼
付け

覆土上層 １０％

２２０８ 土師器 高台付椀 － （１�５） ６�８ 石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
橙

普通 高台貼付け後ナデ 床面 １０％

２２０９ 土師器 甕 ［２０�０］（４�３） － 石英・長石・雲母 明赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 覆土上層 ５％

―１９０―



第３７４号住居跡（第１６３・１６４図）

位置 西部４区中央部のＣ４ｅ３区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３７５・３９６号住居跡を掘り込み，第３７３号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�７８ｍ，短軸３�３６ｍの長方形で，主軸方向はＮ－１５°－Ｗである。壁高は３１～４８�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで７６�，袖部幅１０９�である。袖部は，掘り残

した地山面を基部として粘土を積み重ねて構築されている。火床部は，床面と同じ高さの平坦な面を使用して

おり，火床面は火熱を受けて赤変している。煙道部は壁外へ半円形状に２９�ほど掘り込まれ，粘土を貼り付け

て構築されている。火床部と竈前面の床面は浅くくぼんでおり，灰の掻きだしの際にできたものと考えられる。

第１６３図 第３７４号住居跡実測図

―１９１―



ピット ２か所。Ｐ１は深さ３４�で，南壁際の中央部にあることから，出入り口施設に伴うピットと考えられ

る。Ｐ２は深さ２６�で，性格は不明である。

覆土 １３層に分層される。ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロックが不規則に含まれた堆積状況を示し

ており，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片４８６点（坏４８，甕４３７，甑１），須恵器片２６点（坏９，高台付坏２，蓋２，甕１３），瓦片

１点，中礫３８点が，全域に散在するように覆土下層から出土している。また，流れ込んだ弥生土器片２点，土

師器片１点（高坏），石製品１点（臼玉）も出土している。２２１０は北西コーナー部，２２１２は竈前面，２２１３は南

東コーナー部の覆土下層からそれぞれ出土している。２２１５は東壁際から出土しており，高台の内側に墨の付着

が確認されている。

所見 時期は，出土土器から８世紀中葉と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 砂粒中量，ロームブロック・焼土粒子少量
２ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック多量，焼土粒子少量
３ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック中量，焼土粒子少量
４ にぶい赤褐色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック中量，ロームブ

ロック少量
５ 橙 色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量

７ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，焼土粒子少量
８ にぶい黄褐色 ロームブロック・粘土ブロック少量
９ 赤 褐 色 焼土ブロック中量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
１１ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック中量
１２ 灰 黄 色 砂質粘土ブロック多量
１３ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック多量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
２ 黒 色 ローム粒子少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
４ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック微量
６ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化物・粘土ブロック微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子微量

８ 黒 褐 色 ローム粒子少量
９ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック微量
１０ 黒 褐 色 ローム粒子微量
１１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
１２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
１３ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック微量

第１６４図 第３７４号住居跡出土遺物実測図
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第３７７号住居跡（第１６５～１６７図）

位置 西部４区中央部のＣ４ｄ１区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３７６号住居跡を掘り込み，第３７７９号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�０２ｍ，短軸３�６６ｍの方形で，主軸方向はＮ－１０°－Ｅである。壁高は３４�で，外傾して立

ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が広い範囲で踏み固められている。壁溝がほぼ全周しており，断面形はＵ字状を呈し

ている。

竈 北壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで８８�，袖部幅１１９�である。袖部は床面と

同じ高さを基部として，砂質粘土で構築されている。火床部は床面を円形に５�ほど掘りくぼめており，火床

面及び内壁は火熱を受けて赤変硬化している。火床部には自然石が据えられており，火熱を受けていることか

ら支脚として使用されたと考えられる。煙道部は壁外へ半円形状に２５�ほど掘り込まれ，粘土を貼付けて構築

されている。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ２は深さ６０�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。Ｐ３は深さ１３�で，南壁際

の中央部にあることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ４・Ｐ５は深さ１４�・２４�で，性格は

不明である。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・粘土ブロッ

ク少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
４ 極 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量
５ 暗 褐 色 ローム粒子中量
６ にぶい赤褐色 焼土ブロック多量，砂質粘土ブロック中量
７ にぶい赤褐色 焼土ブロック多量，砂質粘土ブロック少量
８ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
９ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック少量

１０ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量
１１ 灰 黄 色 砂質粘土ブロック多量
１２ 灰 黄 色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
１３ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量
１４ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック微量
１５ にぶい赤褐色 焼土粒子中量
１６ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１７ 褐 色 ロームブロック中量
１８ 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス中量
１９ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化粒子微量

第３７４号住居跡出土遺物観察表（第１６４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２２１０ 土師器 坏 ［１４�６］（４�４） －
石英・長石・
赤色粒子

橙 普通 口縁部外面横ナデ 内面ヘラ磨き 覆土下層 １５％

２２１１ 土師器 坏 ［１４�８］ ３�７ －
長石・雲母・
赤色粒子

にぶい
黄橙

普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土中 １５％

２２１２ 須恵器 坏 ［１５�６］（４�２） － 長石 暗灰黄 普通 ロクロナデ 覆土下層
１０％
刻書

２２１３ 須恵器 坏 － （１�５） ７�４ 石英・長石・
雲母

灰白 普通 ロクロナデ 覆土下層
２０％
ヘラ記号「－」

２２１４ 須恵器 高台付坏 １１�４ ４�４ ６�３ 石英・長石 黄灰 普通 ロクロナデ 覆土下層 ８０％ PL７３

２２１５ 須恵器 高台付坏 － （１�９） ９�４ 石英・長石 灰 普通 体部外面下端回転ヘラ削り 覆土下層 ６０％ PL７３
硯転用

番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP４２７ 須恵器 甕 石英・長石 灰 普通 体部外面斜位の平行叩き 覆土中 PL８３

番号 器種 径 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２３７ 臼玉 ０�６９ ０�４４ ０�２５ 滑石 断面円筒状 全面研磨 孔径０�２０� 覆土中 PL８９

―１９３―



第１６５図 第３７７号住居跡実測図

―１９４―



覆土 ８層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片６５８点（坏１００，高台付椀２，皿４，鉢１，甕５４９，甑２），須恵器片１５３点（坏１１７，盤

１，蓋６，鉢４，甕２５），石器１点（支脚），鉄製品２点（刀子１，釘１）が，全域の覆土中層から下層にかけ

て出土している。また，流れ込んだ弥生土器片８点，陶器片１１点，羽口１点も出土している。２２２５・２２２６は竈

内から，２２２０・２２２７は西部と中央部の覆土下層からそれぞれ出土している。２２２４はＰ１周辺の覆土中層から下

層にかけて出土した破片が接合したものである。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック多量
４ 褐 色 ロームブロック中量，砂質粘土少量

５ 暗 褐 色 ローム粒子中量
６ 褐 色 ローム粒子中量
７ 褐 色 ローム粒子多量
８ 褐 色 ロームブロック多量

第１６６図 第３７７号住居跡出土遺物実測図�
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第３８０号住居跡（第１６８～１７０図）

位置 西部４区中央部のＣ４ｂ３区で，４９ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３７８号住居跡を掘り込み，第３７０号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�６８ｍ，短軸５�０４ｍの長方形で，主軸方向はＮ－２７°－Ｗである。壁高は２２～４９�で，外傾

して立ち上がっている。

第１６７図 第３７７号住居跡出土遺物実測図�

第３７７号住居跡出土遺物観察表（第１６６・１６７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２２１６ 須恵器 坏 ［１２�８］ ４�６ ７�９ 石英・長石 灰 普通 底部一方向のヘラ削り 覆土中層
７０％ PL７４・８２
ヘラ記号「＋」

２２１７ 須恵器 坏 ［１０�４］ ３�７ ［７�１］ 石英・長石・雲母 灰 普通 体部外面下端回転ヘラ削り 底部回転ヘラ切り 覆土下層 ２０％

２２１８ 須恵器 坏 ［１３�８］ ３�５ ［８�６］ 石英・長石・雲母 灰 普通 底部不定方向のヘラ削り 覆土中 ２０％

２２１９ 須恵器 坏 － （３�６） ８�６ 長石 灰白 普通 底部回転ヘラ切り後ナデ 覆土上層 ６０％ ヘラ記号「－」

２２２０ 須恵器 盤 ［１６�８］ ４�５ ［１０�９］石英・長石・
雲母

灰白 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼付け 覆土下層
３０％ PL７７
新治産

２２２１ 須恵器 蓋 ［１７�３］ ４�１ － 石英・長石 灰 普通 天井部回転ヘラ削り 覆土下層 ４０％ PL７７

２２２２ 須恵器 蓋 － （２�３） －
石英・長石・
黒色粒子

黄灰 普通 天井部回転ヘラ削り 覆土中 １０％

２２２３ 土師器 鉢 １７�３ ６�２ ７�８ 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土下層 ９０％ PL７８

２２２４ 須恵器 鉢 － （１５�４） － 石英・長石・雲母 黄灰 普通 体部外面下端回転ヘラ削り 覆土下層 １０％

２２２５ 土師器 甕 ［１４�１］１４�２ ５�６ 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 竈内 ６０％ PL７８

２２２６ 須恵器 甕 ［３０�０］（６�０） － 石英・長石 灰 普通 ロクロナデ 竈内 ５％

２２２７ 須恵器 円面硯［１１�６］（１�８） － 石英・長石・雲母 黄灰 普通 縦方向の沈線 透かし有 覆土下層 １０％ PL７８

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１４７ 刀子 （５�３） １�２ ０�４ （５�００） 鉄 刀身部断面逆三角形 茎部断面方形 端部欠損 覆土中層 PL９０

―１９６―



床 ほぼ平坦な貼床で，中央部が踏み固められており，Ｐ５の周囲にやや高まりがある。貼床は，主柱穴を取

り囲むように掘り込み，ローム土を充填して構築している。壁溝が，断続して周回している。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１１９�ほど残存しており，袖部幅１１０�であ

る。袖部は掘り残した地山を基部として，砂質粘土を積み重ねて構築されている。右袖部の内側は，火熱を受

けて赤変している。火床部は円形に１０�ほど掘りくぼめられており，火床面の赤変した部分は確認されなかっ

た。煙道部は壁外へ三角形状に６０�ほど掘り込まれている。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ５２～５９�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さが４４�で，

南壁際の中央部にあることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ２０層に分層される。上層は周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。また，

下層はブロック状の堆積状況から人為堆積と考えられる。第１８から２０層は貼床の構築土である。

遺物出土状況 土師器片１１５３点（坏１６９，椀２，高坏１３，甕９６２，甑７），須恵器片３６点（坏１６，高台付坏１，

蓋８，高坏２，瓶１，短頸壺１，甕７）が，南部を中心に出土している。また，流れ込んだ弥生土器片４０点，

磁器片１点（碗），石製品１点（紡錘車），鉄製品４点（不明），粘土塊４点（不明），中礫２６点も出土している。

２２２８は竈東側，２２２９は中央部，２２３０は中央部やや東寄り，２２３１・２２３２は南壁の中央部，２２３４は中央部やや北東

寄りの覆土下層からそれぞれ出土している。２２３３は南西コーナー部，２２３５は中央部やや南東寄りの覆土中層か

らそれぞれ出土している。２２３６は中央部の覆土下層と北西コーナー部の覆土中層から出土した破片が接合した

ものである。２２３７は南西コーナー部，２２３８は南壁中央部の覆土下層からそれぞれ出土した破片が接合したもの

である。２２３９は中央部の覆土下層と西壁寄りの覆土中層から出土した破片が接合したものである。Ｑ２３８はＰ３

から出土した破片が接合したものである。

所見 時期は，出土土器から８世紀初頭と考えられる。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
２ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
３ 灰 褐 色 焼土粒子中量，砂質粘土・砂粒少量
４ にぶい褐色 砂質粘土中量，焼土粒子・砂粒少量，ロームブロ

ック微量
５ 暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，砂粒微量
６ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子微量
７ 黒 褐 色 ロームブロック微量
８ 暗 褐 色 ローム粒子少量

９ 黒 褐 色 ローム粒子微量
１０ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１１ 暗 褐 色 砂粒少量，ローム粒子微量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
１３ 赤 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子微量
１４ 褐 色 ロームブロック・砂質粘土少量
１５ 明 褐 色 砂質粘土多量，焼土ブロック中量
１６ 暗 褐 色 ロームブロック中量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子多量
２ 暗 褐 色 ロームブロック多量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
５ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブロッ

ク少量
６ 暗 褐 色 ローム粒子中量
７ 暗 褐 色 ロームブロック中量
８ 暗 褐 色 ローム粒子少量
９ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック微量

１１ 暗 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子微量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
１３ 極 暗 褐 色 ローム粒子多量，焼土ブロック微量
１４ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック・焼土粒子少量
１５ 極 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
１６ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
１７ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量
１８ 暗 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子・砂質

粘土粒子微量
１９ 暗 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミスブロック微量
２０ 明 褐 色 ロームブロック中量

―１９７―



第１６８図 第３８０号住居跡実測図

―１９８―



第１６９図 第３８０号住居跡・出土遺物実測図

―１９９―



第１７０図 第３８０号住居跡出土遺物実測図

第３８０号住居跡出土遺物観察表（第１６９・１７０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２２２８ 土師器 坏 １０�０ ３�８ － 石英・長石 浅黄橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 内面ヘラ磨き 覆土下層 ５％ PL７４

２２２９ 土師器 坏 ［１３�４］ ３�１ － 石英・長石・雲母 黒褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土下層 ３０％

２２３０ 土師器 坏 ［１２�２］ ３�５ －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
黄橙

普通
口縁部外面横ナデ 内面ヘラ磨き 体部外
面ヘラ削り

覆土下層 ４０％

２２３１ 土師器 坏 ［２０�２］ ６�９ －
石英・長石・
白色粒子

明赤褐 普通
口縁部内・外面横位のヘラ磨き 内面ヘラ
磨き

覆土下層 ４０％

２２３２ 土師器 坏 － （２�１） ５�０ 石英・長石・
赤色粒子

橙 普通 体部外面ヘラ削り 底部回転ヘラ切り 覆土下層 ３０％

２２３３ 須恵器 蓋 ［１４�４］（２�２） － 長石 灰 普通 天井部回転ヘラ削り 覆土中層 １５％

２２３４ 須恵器 高坏 － （６�０） － 石英・長石・雲母 にぶい黄褐 普通 坏部下端回転ヘラ削り 覆土下層 ５０％ PL８０

２２３５ 須恵器 高坏 － （６�０） － 石英・長石・雲母 灰 普通 坏部下端回転ヘラ削り 覆土中層 ３０％

２２３６ 須恵器 瓶 － （１６�２） － 長石 褐灰 普通 頸部・体部ロクロナデ 自然釉 覆土下層
３０％ PL７９
猿投産

２２３７ 須恵器 短頸壺［１０�４］ ６�３ ７�６ 石英・長石・雲母 灰 普通 底部回転ヘラ切り 覆土下層 ４５％ PL７９

―２００―



第３８１号住居跡（第１７１図）

位置 西部４区中央部のＣ４ａ１区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３７８３・３７８４・３７８６・３８３４号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 一辺３�５０ｍの方形で，主軸方向はＮ－４°－Ｅである。壁高は１０～１９�で，外傾して立ち上がっ

ている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝がほぼ全周しており，断面形はＵ字状を呈している。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１１５�，袖部幅１３１�である。袖部は掘り残し

た地山を基部として，砂質粘土で構築されている。火床部は床面を楕円形に１２�ほど掘りくぼめており，火床

面は火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ６１�ほど掘り込まれ，火床部から緩やかに立ち上がって

いる。

ピット 深さ２５�で，南壁際の中央部にあることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ６層に分層される。ロームブロック・焼土ブロック・炭化物が不規則に含まれた堆積状況を示してお

り，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片２６３点（坏２３，甕２４０），須恵器片５４点（坏３８，高台付坏１，蓋４，盤２，壺１，甕８），

石製品１点（紡錘車），粘土塊２点（不明）が，竈周辺と北部の覆土下層から出土している。２２４１・２２４４・２２４５

は竈内から，２２４２は北東コーナー部の床面からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 灰 黄 色 砂質粘土ブロック・焼土粒子少量
２ 暗 灰 黄 色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
３ 暗 灰 黄 色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック中量
４ にぶい黄褐色 焼土ブロック多量，砂質粘土ブロック中量
５ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック中量
６ にぶい黄褐色 焼土粒子多量
７ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック多量
８ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック多量，ロームブロック少量
９ 明 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子中量，炭化物少量
１０ 明 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック中量，ロームブロッ

ク・炭化物少量

１１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量
１２ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒

子微量
１３ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック多量
１４ 暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック中量
１５ 暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量
１６ 暗 褐 色 ロームブロック中量
１７ 暗 褐 色 ロームブロック微量

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック多量
２ 褐 色 ローム粒子中量
３ 暗 褐 色 ローム粒子多量，焼土ブロック少量

４ 暗 褐 色 ローム粒子多量，炭化物少量
５ 褐 色 ローム粒子多量
６ 黒 褐 色 ローム粒子中量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２２３８ 土師器 甕 ［１９�０］（１２�４） － 石英・細礫 浅黄 普通 体部内・外面ヘラ磨き 覆土下層 ３０％

２２３９ 土師器 甕 ［１９�５］（１３�０） － 石英・長石 灰黄褐 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
内面ヘラナデ

覆土下層 ２０％

２２４０ 土師器 甑 ［１８�０］（１１�２） －
石英・長石・
赤色粒子

暗灰 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土下層 ５％

番号 器種 径 孔径 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２３８ 紡錘車 ４�６６ ０�７２（０�４２）（１１�９） 千枚岩 上面丁寧な研磨 Ｐ３

―２０１―



第１７１図 第３８１号住居跡・出土遺物実測図

―２０２―



第３８２号住居跡（第１７２・１７３図）

位置 西部４区中央部のＣ４ｂ５区で，標高４９ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３７８８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�１３ｍ，短軸２�６０ｍの長方形で，主軸方向はＮ－５°－Ｗである。壁高は１４～２０�で，外傾

して立ち上がっている。

第１７２図 第３８２号住居跡実測図

第３８１号住居跡出土遺物観察表（第１７１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２２４１ 須恵器 坏 ［１２�８］ ４�１ ７�０ 長石・雲母 黄灰 普通 底部回転ヘラ切り 竈内 ４０％

２２４２ 須恵器 高台付坏［１２�２］ ５�２ ［８�０］ 長石 灰 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼付け 床面 ３０％

２２４３ 須恵器 盤 ［１５�２］（２�２） － 長石・針状鉱物 黄灰 普通 ロクロナデ 覆土中 ５％ 木葉下産

２２４４ 須恵器 盤 － （２�８） ９�２ 石英・長石・
雲母

灰 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼付け 竈内 ３０％

２２４５ 土師器 甕 ［１４�６］（３�３） －
石英・長石・
雲母

にぶい
赤褐

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
内面ヘラナデ

竈内 ５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１４８ 釘 （４�６） ０�６ ０�４ （２�９２） 鉄 断面方形 棒状上・下欠損 床面 PL９０

―２０３―



床 ほぼ平坦で，竈前面から中央部にかけて踏み固められている。

竈 北壁中央部の東寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで７４�，袖部幅１４３�である。袖部は

床面と同じ高さを基部として，極暗褐色の土に少量の粘土を混ぜて構築されている。両袖の中央部は浅く皿状

にくぼんでいたが，赤変した部分は認められなかった。煙道部は壁外へ半円形状に１２�ほど掘り込まれ，粘土

を貼り付けて構築されている。

ピット ３か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ１３～２１�で，性格は不明である。

覆土 ３層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片２６５点（坏３２，甕２３３），須恵器片２点（坏）が散在するように覆土下層から出土して

いる。また，流れ込んだ縄文土器片１点，弥生土器片３点も出土している。２２４８は竈前面の床面，２２４７は南東

コーナーの覆土下層から出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１ 極 暗 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック微量
２ にぶい褐色 焼土ブロック少量，ロームブロック・粘土ブロッ

ク微量
３ にぶい褐色 ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子少量
４ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
５ 灰 黄 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
６ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
７ 褐 色 ロームブロック少量
８ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量

９ 黒 褐 色 ローム粒子少量，粘土ブロック・焼土粒子微量
１０ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土ブロッ

ク微量
１１ 極 暗 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック微量
１２ 暗 褐 色 ローム粒子微量
１３ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
１５ 褐 色 ローム粒子中量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子微量

３ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第１７３図 第３８２号住居跡出土遺物実測図

第３８２号住居跡出土遺物観察表（第１７３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２２４６ 土師器 坏 ［１４�０］（３�８） －
長石・雲母・
赤色粒子

赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土中 ５％

２２４７ 土師器 甕 ［２４�０］（４�５） －
長石・雲母・赤
色粒子・細礫

にぶい
褐

普通 口縁部内・外面横ナデ 覆土下層 ５％

２２４８ 土師器 甕 － （６�１） －
石英・長石・
赤色粒子

にぶい
赤褐

普通 内面ヘラナデ 床面 ５％

―２０４―



第３８４号住居跡（第１７４・１７５図）

位置 西部４区中央部のＣ４ｇ１区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３７８９・３７９０号土坑，第３５号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�７５ｍ，短軸３�３９ｍの長方形で，主軸方向はＮ－８°－Ｅである。壁高は２８～３２�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部から西壁にかけて踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。袖部は幅１４９�で，床面と同じ高さを基部として，砂質粘土で構築されて

いる。火床部は焚口部がやや掘りくぼめられた楕円形で，火床面は火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は，

第３５号掘立柱建物に壊されているが，火床部から緩やかに傾斜していることが確認されている。

第１７４図 第３８４号住居跡実測図

―２０５―



ピット ２か所。Ｐ１は深さ２７�で，南壁際の中央部にあることから，出入り口施設に伴うピットと考えられ

る。Ｐ２は深さ２６�で，性格は不明である。

覆土 １１層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片３８４点（坏７９，甕３０３）須恵器片６４点（坏５１，高台付坏１，盤１，蓋１，鉢１，甕９），

ミニチュア土器１，手捏土器１，土製品１点（支脚）が，中央部に集中して覆土中層から下層にかけて出土し

ている。また，流れ込んだ縄文土器片１点，弥生土器片１０点，陶器片５点も出土している。２２５１は南部，２２５２

は東部，２２５３は竈前面の覆土下層からそれぞれ出土している。２２５０は南西部の覆土中から出土しており，ヘラ

書きが施されている。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量
２ 灰 黄 色 砂質粘土ブロック多量
３ にぶい黄褐色 焼土ブロック・粘土ブロック少量
４ 灰 黄 色 砂質粘土ブロック多量，焼土粒子少量
５ 赤 褐 色 焼土ブロック多量
６ にぶい赤褐色 焼土ブロック少量
７ にぶい黄褐色 細礫中量
８ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック少量
９ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック多量，ロームブロック中量

１０ にぶい赤褐色 焼土ブロック多量，砂質粘土ブロック中量
１１ にぶい赤褐色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，砂質粘土粒子少量
１３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，砂質粘土粒子少量
１４ にぶい黄褐色 ロームブロック微量，砂質粘土粒子少量
１５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子微量
１６ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１７ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ にぶい黄褐色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック微量
５ 褐 色 ロームブロック中量
６ 暗 褐 色 ロームブロック中量

７ 褐 色 ロームブロック少量
８ 暗 褐 色 ローム粒子中量
９ 暗 褐 色 ローム粒子微量
１０ にぶい黄褐色 ロームブロック中量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・粘土ブロック少量

第１７５図 第３８４号住居跡出土遺物実測図

―２０６―



第３８６号住居跡（第１７６・１７７図）

位置 西部４区中央部のＣ４ｉ８区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３９３号住居跡を掘り込み，第３９１号住居，第７７号溝に掘り込まれている。

第１７６図 第３８６号住居跡実測図

第３８４号住居跡出土遺物観察表（第１７５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２２４９ 須恵器 坏 － （１�２）［８�６］ 長石 灰 普通 底部回転ヘラ切り 床面 ２０％

２２５０ 須恵器 坏 － （０�８）［８�２］ 石英・長石 灰 普通 底部回転ヘラ切り 覆土中
５％ PL８２
ヘラ書き「□」

２２５１ 須恵器 盤 － （１�５） － 石英・長石 灰白 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼付け 覆土下層 ２５％

２２５２ 須恵器 蓋 ［１０�５］ ２�４ － 石英・長石 灰 普通 天井部回転ヘラ削り 覆土下層 ５０％ PL７７

２２５３ 土師器 甕 ［２４�４］（９�９） －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
黄橙

普通 体部内・外面ヘラナデ 覆土下層 １０％

―２０７―



規模と形状 南壁が残存していない。確認された範囲は，東西軸３�５２ｍ，南北軸３�２８ｍで，平面形は方形もし

くは長方形と推定され，主軸方向はＮ－７０°－Ｅである。壁高は１７�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈前面から中央部にかけて踏み固められている。

竈 東壁に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで８４�，袖部幅８８�である。袖部は地山を掘り残して

構築されている。左袖部は残存状態が悪く，基部だけが確認された。火床部は床面を円形に８�ほど掘りくぼ

めており，火床面は火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ三角形状に１０�ほど掘り込まれ，火床部

より緩やかに立ち上がっている。

ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ１２～３１�で，性格は不明である。

覆土 ２層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１９３点（坏７５，高台付椀１３，甕１０５）が，竈とその周辺から集中して出土している。ま

た，流れ込んだ縄文土器片１点，須恵器片９点（坏２，甕７），鉄滓１点も出土している。２２５４は竈内，２２５８

は右袖部付近の覆土下層からそれぞれ出土している。２２５５は竈前面の床面から正位で出土しており，Ｐ１から

出土した破片と接合している。２２５６も竈前面から出土した破片が接合したものである。

所見 時期は，重複関係及び出土土器から１０世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子

微量

４ 極 暗 褐 色 焼土粒子中量，粘土粒子・炭化粒子少量
５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・粘土粒子中量，炭化粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック中量，炭化粒子微量
７ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，粘土粒子少量，炭化粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量 ２ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量

第１７７図 第３８６号住居跡出土遺物実測図

―２０８―



第３８９号住居跡（第１７８・１７９図）

位置 西部４区中央部のＣ４ｇ３区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３７５・３９６号住居跡を掘り込み，第３７１号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�５４ｍ，短軸４�３８ｍの方形で，主軸方向はＮ－４°－Ｅである。壁高は１６～３２�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が壁下を全周しており，断面形はＵ字状を呈している。

竈 北壁中央部のやや東寄りに付設されている。煙道部が壊されており，袖部のみが残存している。袖部は幅

８６�で，床面と同じ高さを基部として，砂質粘土で構築されている。火床部は床面を７�ほど円形に掘りくぼ

めており，火床面は火熱を受けて赤変硬化している。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ２９～４８�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ３７�で，南

壁際の中央部にあることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ６層に分層される。ロームブロック・焼土ブロックが不規則に含まれた堆積状況を示しており，人為堆

積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片２０４点（坏３３，甕１７１），須恵器片３９点（坏１４，蓋１，甕２４）が，竈周辺と竈前面に集

中して出土している。また，流れ込んだ弥生土器片８点，土師器片１点（高坏）も出土している。２２６２は竈の

右袖部付近から，２２６０は左袖部付近から出土している。TP４２８・TP４２９は竈周辺から出土した破片がそれぞれ

接合したものである。

所見 時期は，重複関係及び出土土器から８世紀前葉と考えられる。第３７１号住居跡とほぼ同じ範囲で確認さ

れており，本住居を埋め戻して構築したと考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・砂質粘土ブロッ

ク少量
２ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子微量
３ 黒 色 灰多量

４ 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック中量
５ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック・焼土粒子少量
６ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土ブロック少量
７ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック少量

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
４ 黒 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック少量，ロームブロッ

ク微量

５ 黒 褐 色 ローム粒子微量
６ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量

第３８６号住居跡出土遺物観察表（第１７７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２２５４ 土師器 坏 － （１�５） ６�０ 石英・白色粒
子・赤色粒子

にぶい
黄橙

普通 底部回転糸切り 竈内 ２０％

２２５５ 土師器 高台付椀［１５�４］ ６�７ ７�２ 雲母・白色粒
子・赤色粒子

にぶい
橙

普通
内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り後高台貼
付け

床面 ４０％

２２５６ 土師器 高台付椀［１２�０］（４�３） －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

橙 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼付け 覆土下層 ４０％

２２５７ 土師器 高台付椀 － （２�２） ８�０ 石英・雲母・
赤色粒子

にぶい
橙

普通 底部回転ヘラ切り後高台貼付け 覆土下層
２０％
底部に穿孔

２２５８ 土師器 高台付椀 － （２�０）［７�２］ 石英・雲母・
赤色粒子

にぶい
橙

普通 底部回転ヘラ切り後高台貼付け 覆土下層 １０％

２２５９ 土師器 甕 ［２２�０］（１０�０） －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
褐

普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土下層 １０％

―２０９―



第１７８図 第３８９号住居跡・出土遺物実測図

―２１０―



第１７９図 第３８９号住居跡出土遺物実測図

第３８９号住居跡出土遺物観察表（第１７８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２２６０ 須恵器 坏 ［１８�８］（５�５） －
石英・長石・
白色粒子

灰 普通 ロクロナデ 竈内 ２０％

２２６１ 須恵器 坏 － （３�０）［７�９］ 石英・白色粒
子

灰 普通 底部回転ヘラ切り 覆土中層
１５％
ヘラ記号「－」

２２６２ 土師器 甕 ［２５�２］（６�８） －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
赤褐

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部内・外面ヘラ
ナデ

竈内 ５％

２２６３ 土師器 甕 ［２０�４］（４�５） －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 覆土中 ５％

番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP４２８ 須恵器 甕 石英・長石 暗灰 普通 体部外面横位の平行叩き 内面同心円状当て具痕 竈内

TP４２９ 須恵器 甕 石英・長石・雲母 暗灰 普通 体部外面横位の平行叩き 内面同心円状当て具痕 竈内

―２１１―



第３９１号住居跡（第１８０～１８２図）

位置 西部４区中央部のＣ４ｉ８区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３８６・３９３号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸３�９１ｍ，短軸３�４７ｍの長方形で，主軸方向はＮ－９６°－Ｅである。壁高は１４～２３�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈前面が踏み固められている。

竈 東壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで６７�，袖部幅８１�である。袖部は掘り残した

地山を基部として，暗褐色土で構築されている。火床部は床面を楕円形に６�ほど掘りくぼめられており，自

然石が据えられており，火熱を受けていることから支脚として使用されたと考えられる。火床面には赤変した

部分は確認されていないが，焼土を含む層が確認されている。煙道部は壁外へ半円形状に４４�ほど掘り込ま

れ，火床部より外傾して立ち上がっている。第３層は天井部の崩落土と考えられる。

第１８０図 第３９１号住居跡実測図

―２１２―



覆土 ６層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片２９３点（坏７５，高台付椀６，小皿１，鉢１，甕２０８，甑２），石器１点（支脚），中礫４

点，粘土塊１０点が，竈から床面中央の覆土中層から下層にかけて出土している。また，流れ込んだ縄文土器片

１点，弥生土器片３点，須恵器片２４点（坏１０，高台付坏１，蓋１，瓶１，甕１１）も出土している。２２６４は正位，２２６９

は逆位でそれぞれ竈内から出土している。２２７３は竈内から出土した破片が接合したものである。また，２２７５は

竈内と床面から出土した破片が接合したものである。

所見 時期は，出土土器から１０世紀末葉以降と考えられる。

竈土層解説
１ 極 暗 褐 色 焼土ブロック少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量
４ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量
５ 黒 褐 色 焼土ブロック中量

６ 暗 褐 色 焼土粒子少量
７ 黒 褐 色 焼土ブロック少量
８ 黒 褐 色 焼土粒子微量
９ 褐 灰 色 焼土ブロック少量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子少量
２ 黒 褐 色 焼土ブロック・粘土粒子少量
３ 黒 褐 色 焼土粒子少量，粘土粒子微量

４ 黒 褐 色 焼土粒子・粘土粒子微量
５ 暗 褐 色 焼土粒子中量
６ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック微量

第１８１図 第３９１号住居跡出土遺物実測図�

―２１３―



第１８２図 第３９１号住居跡出土遺物実測図�

第３９１号住居跡出土遺物観察表（第１８１・１８２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２２６４ 土師器 坏 １２�８ ３�８ ６�８ 石英・雲母 にぶい黄橙 普通 内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り 竈内 ９５％ PL７４

２２６５ 土師器 坏 ［１２�５］ ３�３ ［８�６］ 石英・雲母 にぶい橙 普通 底部回転ヘラ切り ロクロナデ 床面 ５０％ PL７４

２２６６ 土師器 坏 ［１３�０］ ３�３ ［８�７］ 雲母・白色粒子 灰黄褐 普通 内面ヘラ磨き 体部下端ヘラ削り 床面 ２０％

２２６７ 土師器 坏 ［１４�０］ ３�６ ［９�６］ 石英・雲母・
白色粒子

にぶい
黄褐

普通 体部外面下端ヘラ削り 竈内 ２０％

２２６８ 土師器 椀 ［１３�５］（４�３） － 石英・長石・雲母 明褐 普通 ロクロナデ 覆土上層 １５％

２２６９ 土師器 高台付椀［１３�８］ ５�５ ７�３ 石英・長石・
雲母

にぶい
黄

普通
内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り後高台貼
付け

竈内 ６０％

―２１４―



第３９３号住居跡（第１８３図）

位置 西部４区中央部のＣ４ｈ８区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３８６・３９１号住居に掘り込まれている。

規模と形状 壁が削平されほとんど残存していないため，規模や形状は明確ではない。確認された範囲は，南

北軸４�６１ｍ，東西軸３�３３ｍで，平面形は長方形と推定され，主軸方向はＮ－３９°－Ｅである。壁高は６～１２�

で，緩やかに立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，全面的に軟質である。

竈 北東壁中央部に付設されていると推定される。規模は焚口部から煙道部まで７２�，袖部幅１０４�である。

袖部は床面と同じ高さに砂質粘土を混ぜた黒褐色土で構築されている。火床部は床面を５�ほど掘りくぼめて

おり，火床面は火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ三角形状に５４�ほど掘り込まれ，火床部から

緩やかに立ち上がっている。

覆土 単一層で，層厚が薄いため堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片１０点（坏８，高台付椀１，甕１），須恵器片４点（坏），鉄製品１点（不明）が，竈内

を中心にして出土している。また，流れ込んだ縄文土器片５点も出土している。２２７９・２２８０は竈内からそれぞ

れ出土している。

所見 時期は，出土土器から１０世紀前半と考えられる。

竈土層解説
１ 浅 黄 色 粘土ブロック中量，焼土粒子少量
２ 黒 褐 色 粘土粒子少量
３ 浅 黄 色 粘土ブロック中量

４ 黒 褐 色 粘土粒子微量
５ 黒 褐 色 粘土ブロック少量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２２７０ 土師器 高台付椀［１４�１］ ６�０ ８�３ 石英・雲母・
赤色粒子

橙 普通
内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り後高台貼
付け

竈内下層 ４０％

２２７１ 土師器 高台付椀 － （３�４） ７�１ 石英・白色粒
子・赤色粒子

橙 普通
内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り後高台貼
付け

覆土床面 ４０％

２２７２ 土師器 高台付椀［１５�６］（６�８） － 石英・白色粒子 にぶい黄橙 普通 内面ヘラ磨き 高台貼付け 覆土下層 ７０％

２２７３ 土師器 鉢 ２０�５ （７�５） －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
橙

普通 体部外面下端ヘラ削り 輪積み痕 竈内 ５０％ PL７８

２２７４ 須恵器 長頸壺ヵ － （８�６） －
石英・長石・
黒色粒子

灰 普通 ロクロナデ 自然釉 覆土下層 １０％

２２７５ 土師器 甕 ［２０�８］２９�２ ９�７ 石英・長石・
雲母

にぶい
橙

普通 体部外面ヘラ削り 外面指頭痕 竈内床面
９０％ PL８０
底部外面煤付着

２２７６ 土師器 甕 ［１６�０］（９�１） － 石英・長石・雲母 橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 床面 ２０％

２２７７ 土師器 甕 ［２０�４］（１３�３） －
石英・長石・
雲母

橙 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
内面ヘラナデ

床面 １０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２３９ 支脚 ２０�２ ９�５ ５�８ １１５０�０ ホルンフェルス 棒状の自然石 竈内 PL８６

―２１５―



第１８３図 第３９３号住居跡・出土遺物実測図

第３９３号住居跡出土遺物観察表（第１８３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２２７８ 土師器 坏 ［９�６］ ３�０ ［５�８］ 石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
橙

普通 内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り 覆土中 １０％

２２７９ 土師器 坏 － （１�６） ５�２ 石英・雲母・
赤色粒子

にぶい
橙

普通 内面ヘラ磨き 底部回転糸切り後ナデ 竈内 １０％

２２８０ 土師器 高台付椀［１４�２］ ５�４ ７�２ 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り後高台貼付け 竈内 ５０％

―２１６―



第３９４号住居跡（第１８４・１８５図）

位置 西部４区中央部のＣ４ｈ１区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸３�８６ｍ，短軸３�４６ｍの長方形で，主軸方向はＮ－０°である。壁高は１８～３７�で，ほぼ直立

している。

床 ほぼ平坦な貼床で，竈前面から中央部にかけて踏み固められている。貼床はローム土で構築されている。

壁溝が全周しており，断面形はＵ字状を呈している。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで９９�，袖部幅１２７�である。袖部は床面と同

じ高さに砂質粘土で構築されている。焚口部から火床部は床面を２１�ほど掘り込み，ローム土や粘土を混ぜた

土を充填して構築されている。火床面は火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ半円形状に４５�ほど

掘り込まれ，火床部から緩やかに立ち上がっている。

第１８４図 第３９４号住居跡実測図

―２１７―



ピット ３か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ１４～２４�で，南壁際の中央部にあることから，出入り口施設に伴うピット

と考えられ，作り替えが行われている。

覆土 ８層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。第８層は貼床

の構築土である。

遺物出土状況 土師器片１３２点（坏１２，甕１２０），須恵器片２４点（坏１４，高台付坏２，蓋３，甕５）が，覆土中

層から下層にかけて出土している。また，流れ込んだ縄文土器片１点，土師器片２点（高坏１，高台付椀１）

も出土している。２２８３は竈右袖部の内側から斜位で，２２８４は左袖部から，２２８２・２２８５はＰ１付近の覆土下層か

らそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀中葉と考えられる。

竈土層解説
１ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
４ 暗 褐 色 焼土ブロック中量
５ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・粘土粒子少量
６ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック少量
７ 灰 褐 色 焼土ブロック・粘土粒子中量
８ 暗 赤 褐 色 粘土ブロック中量
９ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量
１０ にぶい褐色 ロームブロック・粘土ブロック中量，焼土ブロッ

ク少量
１１ 褐 色 ロームブロック多量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子

少量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子少量
１４ にぶい黄褐色 粘土粒子中量，焼土ブロック少量

１５ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，粘土粒子少量，焼土粒子微量
１６ にぶい黄褐色 ロームブロック少量
１７ 暗 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック少量
１８ 明 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量
１９ 明 黄 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック微量
２０ 灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック少量
２１ 褐 色 ロームブロック中量，砂質粘土ブロック微量
２２ 黄 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブ

ロック少量
２３ 黄 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土ブロック少量
２４ にぶい黄褐色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量
２５ 褐 色 粘土粒子中量，ロームブロック少量
２６ 暗 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子・粘土粒子少量
２７ 暗 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子少量，炭化

粒子微量
２８ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
４ 暗 褐 色 焼土粒子少量

５ 褐 色 ロームブロック中量
６ 暗 褐 色 ロームブロック微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック多量
８ 灰 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子少量

第１８５図 第３９４号住居跡出土遺物実測図

―２１８―



第３９５号住居跡（第１８６図）

位置 西部４区中央部のＤ３ａ０区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第４２４号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸３�５６ｍ，短軸３�５４ｍの方形で，主軸方向はＮ－９０°－Ｅである。壁高は１０�で，緩やかに立

ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 東壁中央部から南寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１００�，袖部幅６５�である。袖部

は床面と同じ高さに少量の粘土を混ぜた黒褐色土を貼り付けて構築されている。火床部は床面を楕円形に５�

ほど掘りくぼめられており，火床面は火熱を受けて赤変している。煙道部は壁外へ半円形状に３８�ほど掘り込

まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

ピット ３か所。Ｐ１は深さ１０�で，西壁際の中央部にあることから，出入り口施設に伴うピットと考えられ

る。Ｐ２・Ｐ３は深さ２６�・３８�で，性格は不明である。

覆土 ３層に分層される。層厚が薄く堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片１４８点（坏３２，椀２，高台付椀３，小皿１０，甕１０１），須恵器片１点（甕）が，全域の

覆土中から細片で出土している。大礫３点，中礫４点も出土している。２２８８はＰ３から，２２８６・２２８７は覆土中

からそれぞれ出土している。細片で図示できないが，土師器の小皿は底部回転糸切りである。

所見 時期は，重複関係及び出土土器から１１世紀代と考えられる。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
２ 黒 褐 色 焼土粒子少量，粘土ブロック・炭化物・ローム粒

子微量
３ 黒 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化

粒子微量

４ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量
６ 黄 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック少量
７ 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・炭化物・焼土粒

子少量

３ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第３９４号住居跡出土遺物観察表（第１８５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２２８１ 須恵器 坏 － （２�０）［９�０］ 長石 黄灰 普通 体部下端ヘラ削り 覆土中 ５％

２２８２ 須恵器 高台付坏 － （１�６）［９�２］ 長石 灰白 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼付け 覆土下層 ５％

２２８３ 須恵器 蓋 １６�３ （２�９） － 石英・長石・雲母 黄灰 普通 天井部回転ヘラ削り 竈内 ６０％ PL７７

２２８４ 須恵器 蓋 ［１６�４］（２�５） － 長石 灰 普通 天井部回転ヘラ削り 竈内 １０％

２２８５ 土師器 甕 ［２３�０］（８�７） － 石英・長石・雲母 にぶい褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 覆土下層 １０％

―２１９―



第１８６図 第３９５号住居跡・出土遺物実測図

第３９５号住居跡出土遺物観察表（第１８６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２２８６ 土師器 高台付椀［１７�６］（４�７） －
石英・雲母・
赤色粒子

にぶい
褐

普通 内面ヘラ磨き 覆土中 ２０％

２２８７ 土師器 高台付椀［１４�４］（３�８） － 長石・雲母 橙 普通 底部下端回転ヘラ削り 高台貼付け痕有り 覆土中 １５％

２２８８ 土師器 高台付椀［１４�６］ ６�０ ［７�２］ 石英・長石・
雲母

にぶい
橙

普通
内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り後高台貼
付け

Ｐ３ ５％

―２２０―



第３９７号住居跡（第１８７・１８８図）

位置 西部４区中央部のＤ３ｂ９区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３９８号住居跡を掘り込み，第８１号溝，第１１０号井戸に掘り込まれている。

規模と形状 西部がほとんど残存していないため，規模や形状は明確ではない。確認された範囲は，東西軸３�

１３ｍ，南北軸３�０４ｍで，平面形は方形もしくは長方形と推定され，主軸方向はＮ－１３０°－Ｅである。壁高は１０

�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，全面的に軟質である。

竈 東壁中央部から南寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで５８�である。袖部は東壁に貼り付

けた粘土のみが確認されている。火床部は床面と同じ高さの平坦な面を使用しており，火床面は赤変した部分

が確認されなかった。火床部には自然石が据えられており，火熱を受けていることから支脚と考えられる。煙

道部は壁外へ三角形状に３８�ほどに掘り込まれており，火床部から緩やかに立ち上がっている。

覆土 単一層で，層厚が薄く堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片７１点（坏１６，高台付椀２，小皿１，甕５２），石器１点（支脚），中礫３点が，竈前面に

集中するように覆土下層から出土している。また，流れ込んだ縄文土器片２点，須恵器片６点（坏１，蓋１，

甕４）も出土している。２２８９は竈前面の床面から正位で，２２９０・２２９１は南東コーナー部の床面からそれぞれ出

土している。

所見 時期は，住居の形態及び出土土器から１１世紀代と考えられる。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 灰多量，焼土ブロック少量
２ 暗 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 灰多量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 炭化粒子・粘土粒子微量

５ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
６ 極暗赤褐色 焼土ブロック少量，炭化物微量
７ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子少量

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１８７図 第３９７号住居跡実測図

―２２１―



第３９９号住居跡（第１８９図）

位置 西部４区中央部のＣ３ｉ６区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。西部は平成１５年度に調

査が終了している。

重複関係 第３８１１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 既報告の範囲と合わせると，長軸３�１２ｍ，短軸２�９８ｍの方形で，主軸方向はＮ－１０°－Ｅである。

壁高は５～７�で，緩やかに立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈前面から中央部にかけて踏み固められている。

竈 北壁に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで４８�で，左袖部は残存していない。右袖部は床面と

同じ高さに黒褐色土を貼り付けて構築されている。火床部は床面から４�ほど掘りくぼめた皿状で，火床面は

火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ半円形状に６４�ほど掘り込まれ，緩やかに立ち上がっている。

第１・２層は天井の崩落土と考えられる。

覆土 単一層で，層厚が薄く堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片３４点（坏５，高台付椀４，甕２５），中礫６点が，全域の覆土下層から出土している。

土器は細片で図示ができなかった。坏は，体部内面に黒色処理とヘラ磨きが施されているものである。

所見 時期は，住居の形態及び出土土器から１０世紀前半と考えられる。西部は，平成１５年度調査区分の『茨城

県教育財団文化財調査報告』第２４８集で報告されている。

第１８８図 第３９７号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子少量
２ 赤 褐 色 焼土ブロック多量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量

４ 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量
５ 褐 色 ロームブロック少量
６ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・粘土粒子中量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３９７号住居跡出土遺物観察表（第１８８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２２８９ 土師器 高台付椀 １６�７ ６�２ ７�２ 長石・雲母 にぶい褐 普通 内・外面ヘラ磨き 高台貼付け 床面 ７０％ PL７６

２２９０ 土師器 高台付椀 － （２�８）［７�７］ 石英・長石・雲母 にぶい褐 普通 内面ヘラ磨き 高台貼付け 床面 ３０％

２２９１ 土師器 小皿 ９�２ １�６ ６�２ 石英・長石・
赤色粒子

にぶい
黄橙

普通 底部回転糸切り 床面 ８０％

―２２２―



第４００号住居跡（第１９０・１９１図）

位置 西部４区中央部のＤ４ｄ７区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第８０号溝跡を掘り込んでいる。

規模と形状 壁がほとんど残存していないため，規模や形状は明確ではない。確認された範囲は，東西軸３�２６

ｍ，南北軸３�１８ｍで，平面形は方形もしくは長方形と推定され，主軸方向はＮ－９０°－Ｅである。壁高は２７～

３０�で，ほぼ直立している。

床 ほぼ平坦で，やや締まりがある。

第１８９図 第３９９号住居跡・出土遺物実測図

第３９９号住居跡出土遺物観察表（第１８９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２２９２ 土師器 甕 ［２２�８］（５�３） － 石英・長石・雲母 にぶい赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 内面ヘラナデ 覆土中 ５％

―２２３―



竈 東壁の南寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１１５�，袖部幅１２２�である。袖部は床面と

同じ高さに，少量の粘土を混ぜた黒褐色土で構築されている。火床部は床面と同じ高さの平坦な面を使用して

おり，火床面は火熱を受けて赤変硬化している。火床部には自然石が据えられており，煤が付着していること

から支脚と考えられる。煙道部は火床部から緩やかに立ち上がっている。

覆土 ３層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片７４２点（坏２９９，高台付椀８，甕４３５），石器１点（支脚），鉄製品２点（鏃）が，中央

部から北東コーナー部に集中するように覆土中層から下層にかけて出土している。また，流れ込んだ弥生土器

片１点，須恵器片８４点（坏５６，高台付坏５，蓋４，甕１９），羽口１点も出土している。２２９３は支脚の上面から

逆位で出土している。２２９４は北部の床面から正位で出土した破片と竈の右袖前面から出土した破片が接合した

ものである。２２９５は中央部の床面から出土した破片が接合したものである。Ｍ１４９・Ｍ１５０は中央部から北東コー

ナー部寄りの床面から出土している。

所見 時期は，出土土器から１０世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック少量
２ 黒 褐 色 粘土ブロック中量
３ 黒 褐 色 焼土ブロック中量，粘土ブロック少量
４ 黒 褐 色 焼土粒子・粘土粒子少量
５ 黒 褐 色 灰多量，焼土ブロック・粘土ブロック少量
６ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
７ 黒 褐 色 ローム粒子少量
８ 黒 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子少量
９ 黒 褐 色 焼土ブロック少量
１０ 黒 色 炭化物多量，焼土粒子中量

１１ 黒 褐 色 炭化物少量，ロームブロック微量
１２ 黒 褐 色 粘土ブロック少量
１３ 黒 褐 色 焼土ブロック中量
１４ 黒 褐 色 ロームブロック微量
１５ 黒 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子少量
１６ 黒 褐 色 ローム粒子少量，粘土ブロック微量
１７ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化材中量，粘土ブロック微量
１８ 黒 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物少量
１９ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量
２０ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

３ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量

第１９０図 第４００号住居跡実測図

―２２４―



第１９１図 第４００号住居跡・出土遺物実測図

第４００号住居跡出土遺物観察表（第１９１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２２９３ 土師器 高台付椀 － （４�４）［７�４］ 石英・長石・
赤色粒子

にぶい
橙

普通 体部下端回転ヘラ削り 竈内 ４５％

２２９４ 土師器 高台付椀 － （３�７）［６�８］ 長石・赤色粒
子・黒色粒子

橙 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼付け 床面 ４０％

２２９５ 土師器 甕 ［２４�４］（２５�５） －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

明褐 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
指頭痕

床面 ３０％

―２２５―



第４０２号住居跡（第１９２・１９３図）

位置 西部４区東部のＤ６ａ１区で，標高５０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３８９１・３９１４・３９１８・３９２３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�４８ｍ，短軸３�３８ｍの方形で，主軸方向はＮ－９４°－Ｅである。壁高は３～２０�で，緩やか

に立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈前面から中央部にかけて踏み固められている。壁溝が東壁を除いて周回しており，断面形

はＵ字状を呈している。

竈 東壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１１９�，袖部幅１１５�である。袖部は掘り残し

た地山を基部として，黒褐色土で構築されている。火床部は床面と同じ高さの平坦な面を使用しており，火床

面は火熱を受けて赤変硬化している。火床部には自然石が据えられており，火熱を受けていることから支脚と

考えられる。煙道部は壁外へ半円形状に７２�ほど掘り込まれ，火床部から緩やかに立ち上がっている。火床部

から煙道部にかけては，１５～２０�ほど掘りくぼめたところに黒褐色土とローム土が充填され，構築されている。

覆土 ７層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１１７点（坏３７，高台付椀４，甕７６），手捏土器１点が，竈周辺に集中するように出土し

ている。また，流れ込んだ縄文土器片２点，弥生土器片１点，須恵器片４点（坏２，蓋１，甕１），も出土し

ている。２２９６は竈内から，２２９８は竈内と床面から出土した破片が接合したものである。２２９９は竈前面の床

面，２２９７は南壁寄りの床面からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から１０世紀中葉と考えられる。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，炭化物・ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化物少量，ローム粒子微量
５ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化物・ローム粒子微量

７ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化物微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
９ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
１０ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
１１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
１２ 褐 色 ロームブロック中量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化物微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

５ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２４０ 支脚 ２６�７ ８�４ １３�２ ２８７０�０ 雲母片岩 棒状の自然石 竈内

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１４９ 鏃 （１３�４） １�９ ０�３８（１７�１） 鉄 柳葉式 台状関有り 刃部・茎部欠損 床面 PL９０

Ｍ１５０ 鏃 （１３�３） １�９ ０�４３（１７�６） 鉄 柳葉式 台状関有り 刃部・茎部欠損 床面 PL９０

―２２６―



第１９２図 第４０２号住居跡・出土遺物実測図

―２２７―



第１９３図 第４０２号住居跡出土遺物実測図

第４０２号住居跡出土遺物観察表（第１９２・１９３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２２９６ 土師器 高台付椀［１６�７］ ６�６ ７�５ 石英・長石・雲母 橙 普通 体部外面下端回転ヘラ削り 竈内 ６０％

２２９７ 土師器 高台付椀 ２１�４ （７�６） －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
橙

普通 口縁部外面横ナデ 体部下端回転ヘラ削り 床面 ８０％ PL７８

２２９８ 土師器 甕 ［２２�３］（２０�８） － 石英・長石 灰褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 外面指頭痕輪積み痕 竈内 １５％

２２９９ 土師器 甕 ［２３�４］（１９�６） － 石英・長石・雲母 黒褐 普通 体部外面ヘラ削り 体部内・外面指頭痕 床面 ２０％

２３００ 手捏土器 － ３�６ １�６ ３�５ 石英・雲母・
赤色粒子

橙 普通 体部外面指頭痕 覆土中 ６０％ PL７７

―２２８―



第４０３号住居跡（第１９４・１９５図）

位置 西部４区東部のＣ６ｊ１区で，標高５０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３８７８・３８８５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 壁がほとんど残存していないため，規模や形状は明確ではない。確認された範囲は，東西軸２�４８

ｍ，南北軸２�２２ｍで，平面形は方形もしくは長方形と推定され，主軸方向はＮ－７６°－Ｅである。壁高は１６�

ほどで，南東コーナー部だけが残存している。

床 ほぼ平坦で，竈前面が踏み固められている。

竈 東壁に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１４２�，袖部幅１０１�である。袖部は床面と同じ高さ

に砂質粘土を貼り付けて構築されている。袖の内側は火熱を受けて赤変している。火床部は床面を７�ほど掘

りくぼめており，火床面は火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ半円形状に６２�ほど掘り込まれ，

緩やかに立ち上がっている。

第１９４図 第４０３号住居跡実測図

―２２９―



覆土 ３層に分層される。層厚が薄く堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片４０点（坏１１，高台付椀２，甕２６，甑１），須恵器片１点（甕）が，竈内に集中するよ

うにして出土している。２３０４は竈内から出土した破片が接合したものである。２３０３は竈内，２３０１は竈左袖，

２３０２は竈右袖からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から１０世紀中葉と考えられる。

竈土層解説
１ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック・

ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 焼土粒子少量，砂質粘土ブロック・炭化物・ロー

ム粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，砂質粘土ブロック・炭化物・ロー

ム粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，砂質粘土ブロック・炭化物・

ローム粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，砂質粘土ブロック・炭化物・

ローム粒子微量

７ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，砂質粘土ブロック少量，炭化粒子
微量

８ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，砂質粘土ブロック・炭化物・ロー
ム粒子微量

９ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック・焼土ブロック・ローム粒子・
炭化粒子微量

１０ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土ブロッ
ク・炭化物微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・粘土ブロック少量

３ にぶい褐色 ロームブロック・焼土ブロック少量

第１９５図 第４０３号住居跡出土遺物実測図

第４０３号住居跡出土遺物観察表（第１９５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２３０１ 土師器 高台付椀［１４�０］（５�３） －
赤色粒子・白
色粒子

にぶい
橙

普通
内面ヘラ磨き 体部下端回転ヘラ削り
高台貼付け

竈袖部 ４０％

２３０２ 土師器 高台付椀［１４�０］（５�０） －
雲母・白色粒
子

にぶい
黄橙

普通 内面ヘラ磨き 高台貼付け 竈袖部 ３０％

２３０３ 土師器 小形甕［１２�７］（４�５） －
石英・雲母・
赤色粒子

橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 竈内 １０％

２３０４ 土師器 甕 ［１９�０］（１８�５） －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

橙 普通
口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り
指頭痕

竈内 １０％

―２３０―



第４０４号住居跡（第１９６～１９８図）

位置 西部４区東部のＤ５ａ８区で，標高５０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３８６１・３９１１・３９２１号土坑に掘り込まれている。

第１９６図 第４０４号住居跡実測図

―２３１―



規模と形状 長軸３�６０ｍ，短軸３�５６ｍの方形で，主軸方向はＮ－１５°－Ｅである。壁高は４７～６０�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈前面から中央部にかけて踏み固められている。壁溝が全周しており，断面形は逆台形を呈

している。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１１５�，袖部幅１４２�である。袖部は床面と同

じ高さに少量の粘土を混ぜた暗褐色土で構築されている。火床部は床面を５�ほど掘りくぼめられており，火

床面は火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ三角形状に５１�ほど掘り込まれ，火床部から緩やかに

立ち上がっている。

ピット １３か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ１４�・２７�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。Ｐ３は深さ４７�で，

南壁際の中央部にあることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ４～Ｐ１３は深さ２０～６０�で，

性格は不明である。

覆土 ７層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片４６６点（坏６１，高台付椀１２，甕３９３），須恵器片２３点（坏１１，高台付坏３，甕９）石器

１点（砥石），土製品１点（支脚），中礫１７点が，竈から竈前面の覆土下層や南壁際に散在するように覆土中層

から下層にかけて出土している。２３０６・２３０７・２３０９は南壁際の覆土下層，２３０５はＰ３付近の覆土下層から出土

した破片が接合したものである。２３１０は竈内，２３１１・Ｑ２４１は中央部の床面，２３０８は北西部の覆土中からそれ

ぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子・砂質粘土粒

子微量
２ 黒 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック・炭化物・ロー

ム粒子微量
３ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量
４ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化物・砂質粘

土粒子微量

５ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・砂質粘
土粒子微量

６ 極 暗 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土粒子少量，炭化粒子
微量

７ 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土粒子少量，ロームブ
ロック・炭化粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量

５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子中量
７ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量

第１９７図 第４０４号住居跡出土遺物実測図�

―２３２―



第４０５号住居跡（第１９９・２００図）

位置 西部４区東部のＣ５ｉ６区で，標高４９ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３９００～３９０４号土坑に掘り込まれている。

第１９８図 第４０４号住居跡出土遺物実測図�

第４０４号住居跡出土遺物観察表（第１９７・１９８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２３０５ 土師器 坏 ［１４�３］ ５�５ ６�８ 石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
黄橙

普通
内面ヘラ磨き 体部下端回転ヘラ削り 底
部回転ヘラ切り

覆土下層 ５０％

２３０６ 土師器 坏 ［１２�６］ ４�５ ６�２ 石英・長石・
雲母

にぶい
黄橙

普通
内面ヘラ磨き 体部下端回転ヘラ削り 底
部回転ヘラ切り

覆土下層 ４５％

２３０７ 土師器 坏 ［１４�２］ ５�５ ［７�２］ 石英・雲母・
赤色粒子

橙 普通
内面ヘラ磨き 体部下端回転ヘラ削り 底
部回転ヘラ切り

覆土下層 ３０％

２３０８ 土師器 坏 － （３�３） － 石英・長石・雲母 橙 普通 内面黒色処理 内面ヘラ磨き 覆土中 墨書「大□」

２３０９ 土師器 高台付椀［１３�８］ ５�４ ６�６ 石英・雲母・
黒色粒子

にぶい
橙

普通 内面ヘラ磨き 高台貼付け後ロクロナデ 覆土下層 ６０％ PL７６

２３１０ 土師器 甕 ［１７�０］（９�２） － 石英・長石・雲母 明赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 内面ヘラナデ 竈内 ５％

２３１１ 土師器 甕 － （３�８） ６�４ 石英・雲母 にぶい褐 普通 体部外面ヘラ削り 底部木葉痕 床面 １５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２４１ 砥石 ２０�５ ８�５ ８�０ １６３０�０ 石英 砥面１面 床面 PL８７

―２３３―



規模と形状 壁がほとんど残存していないため，規模や形状は明確ではない。確認された範囲は，東西軸２�１１

ｍ，南北軸１�７８ｍで，平面形は方形もしくは長方形と推定され，主軸方向はＮ－９０°－Ｅである。残存してい

る東部から南部の一部の壁高は４�ほどである。

床 ほぼ平坦で，竈前面から中央部にかけて踏み固められている。

竈 東壁中央部から南寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで７９�で，残存している袖部幅は８０

�ほどである。袖部は床面と同じ高さに粘土を少量混ぜた黒褐色土で構築されている。火床部は床面を５�ほ

ど掘りくぼめており，火床面は赤変した部分が確認されなかった。煙道部は壁外へ４８�ほど掘り込まれ，火床

部から緩やかに立ち上がっている。

覆土 ３層に分層される。層厚が薄く堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片２８点（椀１，甕２７）が，竈内と竈前面の覆土中から出土している。また，流れ込んだ

須恵器片４点（坏２，高台付坏１，甕１）も出土している。２３１２は，竈内から出土した破片が接合したもので

ある。２３１３は，竈前面の床面から出土している。

所見 時期は，遺構の形態及び出土土器から１０世紀後半以降と推測される。

竈土層解説
１ 灰 黄 褐 色 焼土粒子少量，砂質粘土ブロック・炭化物・ロー

ム粒子微量
２ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック・焼土粒子中量，炭化物・ロー

ム粒子微量

３ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック少量，焼土ブロック・ローム粒
子・炭化粒子微量

４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック・炭化物微量
５ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子微量
２ 極 暗 褐 色 粘土粒子・砂粒少量，ローム粒子微量

３ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第１９９図 第４０５号住居跡実測図

―２３４―



第４０６号住居跡（第２０１図）

位置 西部４区東部のＣ５ｊ７区で，標高４９ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第４２２号住居跡を掘り込み，第３８５８・３８６３・３８９０号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 西壁と南壁がほとんど残存していない。確認された範囲は，南北軸４�０７ｍ，東西軸２�６７ｍで，平

面形は方形もしくは長方形と推定され，主軸方向はＮ－８°－Ｅである。残存している壁高は４～１２�で，緩

やかに立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈前面から中央部にかけて踏み固められている。

竈 北壁に付設されており，右袖部の一部と火床部から煙道部までが残存している。規模は焚口部から煙道部

まで８７�である。袖部の下部は幅２４�で，床面と同じ高さに粘土を貼り付けて構築されている。火床部は浅く

楕円形状にくぼめており，火床面は火熱を受けて赤変している。煙道部は壁外へ半円形状に２０�ほど掘り込ま

れていると推定され，火床部から緩やかに立ち上がっている。

覆土 ６層に分層される。ブロック状に不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。

第２００図 第４０５号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，炭化物・ローム粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，炭化物・ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子微量

４ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
５ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，ロームブロック・炭化物微量
６ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
５ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 ローム粒子中量

第４０５号住居跡出土遺物観察表（第２００図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２３１２ 土師器 椀 ［１７�０］（３�４） － 石英・長石・雲母 にぶい黄褐 普通 ロクロナデ 竈内 １０％

２３１３ 土師器 甕 ［２５�０］（４�８） － 石英・長石 橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 床面 ５％

番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP４３０ 須恵器 甕 石英・雲母 黄灰 普通 体部外面同心円状の叩き 床面 PL８３

―２３５―



遺物出土状況 土師器片７９点（坏２６，高台付椀２，小皿２，甕４９）が，竈前面から中央部の床面にかけての覆

土中から細片で出土している。また，流れ込んだ土師器片１点（高坏），須恵器片４点（坏３，高台付坏１）

も出土している。

所見 時期は，出土土器が細片で図示するものがなく判断は難しいが，重複関係及び出土土器から１０世紀後半

と考えられる。

第４０７号住居跡（第２０２・２０３図）

位置 西部４区東部のＣ５ｉ５区で，標高４９ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３９１５～３９１７・３９６８・３９６９号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�０８ｍ，短軸２�６５ｍの長方形で，主軸方向はＮ－０°である。壁高は１２～１５�で，緩やかに

立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈前面から中央部にかけて踏み固められている。壁溝が全周しており，断面形はＵ字状を呈

している。貯蔵穴の北西部には，粘土を貼り付けた幅２５�ほどのわずかな高まりが確認されている。

第２０１図 第４０６号住居跡実測図

―２３６―



竈 北東コーナー部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで８３�，袖部幅８２�である。袖部は床面と

同じ高さに砂質粘土を少量混ぜた黒褐色土で構築されている。火床部は楕円形状にわずかに掘りくぼめられ，

火床面は火熱を受けて赤変している。煙道部は壁外へ三角形状に５６�ほど掘り込まれ，火床部から緩やかに立

ち上がっている。

ピット ７か所。Ｐ１は深さ２８�で，南壁際にあることとその周辺の硬化面の状況から，出入り口施設に伴う

ピットと考えられる。Ｐ２～Ｐ７は深さ１７～２９�で，性格は不明である。

貯蔵穴 南東コーナー部に位置している。長径５６�，短径５２�の円形で，深さは１８�である。底面は皿状で，

壁は緩やかに立ち上がっている。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化物微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，砂質粘土ブロック・ローム粒子・

炭化粒子微量
３ 暗 赤 灰 色 焼土粒子中量，砂質粘土ブロック少量，炭化物・

ローム粒子微量
４ 黒 褐 色 焼土粒子少量，炭化物・ローム粒子・砂質粘土粒

子微量

５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，粘土ブロック・炭化物・ローム粒
子微量

６ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量
７ 褐 色 焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子・砂質

粘土粒子少量

第２０２図 第４０７号住居跡実測図

―２３７―



覆土 ８層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片８１点（坏２８，高台付椀３，小皿１，甕４９）中礫２点が，竈及び東部の覆土中層から下

層にかけて出土している。また，流れ込んだ須恵器片４点（坏３，高台付坏１）も出土している。２３１８は竈の

火床部から斜位で出土した破片が接合したものである。２３１５は貯蔵穴から正位で出土した破片と中央部の覆土

下層から出土した破片が接合したものである。２３１４は北東コーナー部の床面から出土し，２３１９は南東コーナー

部の覆土下層から出土した破片が接合したものである。

所見 時期は，出土土器から１０世紀中葉と考えられる。貯蔵穴の北西部に貼り付けられた粘土は，貯蔵穴の壁

が崩れるのを防ぐために補強したものと考えられる。

貯蔵穴土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量

３ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

５ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，炭化物・ローム粒子微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック微量
７ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物微量
８ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

第２０３図 第４０７号住居跡出土遺物実測図

第４０７号住居跡出土遺物観察表（第２０３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２３１４ 土師器 坏 ［１４�１］ ５�１ ７�７ 雲母 にぶい褐 普通 内面ヘラ磨き 底部回転糸切り 床面 ７０％

２３１５ 土師器 高台付椀 １３�２ ５�６ ７�２ 石英・長石・
赤色粒子

にぶい
橙

普通
内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り後高台貼
付け

貯蔵穴 ９０％ PL７６

２３１６ 土師器 高台付椀 － （２�０）［７�２］ 石英・長石・
白色粒子

にぶい
橙

普通
内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り後高台貼
付け

覆土中 １０％

２３１７ 土師器 高台付椀 － （３�０）［８�８］ 石英・長石 橙 普通 高台貼付け後ロクロナデ 覆土中 ５％

２３１８ 土師器 小皿 ９�４ ２�３ ６�５ 石英・長石・雲母 明黄褐 普通 底部回転ヘラ切り 竈内 ８０％ PL７６

２３１９ 土師器 甕 ［１９�２］（７�４） － 石英・長石 橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 覆土下層 ５％

―２３８―



第４０８号住居跡（第２０４・２０５図）

位置 西部４区東部のＣ５ｇ３区で，標高４９ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３９１２号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�７５ｍ，短軸２�５３ｍの方形で，主軸方向はＮ－８１°－Ｅである。壁高は４０�で，ほぼ直立し

ている。

床 ほぼ平坦で，全面が硬化している。壁溝がほぼ全周している。

竈 東壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで５９�，袖部幅８４�である。袖部は床面を２１�

掘りくぼめたところへローム土や少量の粘土を充填して基部としており，砂質粘土を積み重ねて構築されてい

る。火床部は床面と同じ高さの平坦な面を使用しており，火床面は火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は

壁外へわずかに掘り込まれ，火床部より外傾して立ち上がっている。

第２０４図 第４０８号住居跡実測図

―２３９―



覆土 １０層に分層される。周囲から土砂が流入した様相から，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片６３点（坏５５，甕８），須恵器片５点（坏３，高台付坏１，蓋１），ミニチュア土器１点，

土製品１点（紡錘車），粘土塊１点（不明）が，覆土中層から下層にかけて散在するように出土している。ま

た，流れ込んだ弥生土器片１点も出土している。２３２０は竈の左袖部付近の覆土下層から正位で，２３２１は中央部

の覆土下層からそれぞれ出土している。２３２２は中央部の覆土下層から横位で出土している。２３２３は中央部の覆

土中層，DP６７は中央部の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子

微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック・

炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック・

炭化物微量
４ にぶい褐色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック少量，ロー

ム粒子・炭化粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量
６ にぶい赤褐色 砂質粘土ブロック・焼土ブロック少量，炭化物・

ローム粒子微量
７ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック・炭化物・砂質粘

土粒子微量

８ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
９ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック多量，ローム粒子・焼土粒子・

炭化粒子微量
１０ 暗 赤 褐 色 砂質粘土ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子・

炭化粒子微量
１１ 明 褐 色 砂質粘土ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量
１２ にぶい褐色 砂質粘土ブロック・焼土ブロック中量，ローム粒

子・炭化粒子微量
１３ 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・砂質粘土粒子少量
１４ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒

子微量
１５ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・砂質粘土粒子少量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子・砂質粘土粒

子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量

６ 暗 褐 色 ロームブロック微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量
８ 暗 褐 色 ロームブロック中量
９ 暗 褐 色 ローム粒子中量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第２０５図 第４０８号住居跡出土遺物実測図

―２４０―



第４０９号住居跡（第２０６・２０７図）

位置 西部４区東部のＣ５ｇ１区で，標高４９ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第１０３号井戸に掘り込まれている。

規模と形状 一辺４�４７ｍの方形で，主軸方向はＮ－２９°－Ｗである。壁高は４５～６１�で，緩やかに立ち上がっ

ている。

床 やや凹凸が見られる。中央部が踏み固められており，わずかに高まっている。壁溝がほぼ全周しており，

断面形はＵ字状を呈している。なお，北壁下及び南壁下の壁溝は掘り直した形跡が確認された。

竈 北西壁中央部から東寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１１９�，袖部幅１４９�である。袖

部は床面と同じ高さに砂質粘土で構築されている。火床部は楕円形で深さ６�ほど掘りくぼめられており，火

床面の赤変した部分は確認されなかった。煙道部は壁外へ三角形状に３９�ほど掘り込まれ，火床部から緩やか

に立ち上がっている。天井部の一部が残存しており，火熱を受けて赤変硬化している。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ４４～４７�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ１８�で，性

格は不明である。

覆土 １３層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子・砂質粘土粒

子微量
２ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・ローム粒子・

炭化粒子微量
３ 灰 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量，炭化物・

ローム粒子微量
４ 灰 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化物・ローム粒

子微量
５ にぶい赤褐色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量，ロームブ

ロック・炭化物微量
６ にぶい赤褐色 砂質粘土ブロック・焼土粒子少量，ロームブロッ

ク・炭化物微量
７ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量
８ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

９ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック・ローム粒
子・炭化粒子微量

１０ 黒 褐 色 焼土粒子少量，砂質粘土ブロック・ローム粒子・
炭化粒子微量

１１ 黒 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック・ローム粒子・
炭化粒子微量

１２ 黒 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック・焼土粒子・
炭化粒子微量

１３ にぶい赤褐色 砂質粘土ブロック多量，焼土粒子少量
１４ 明 褐 色 ロームブロック中量，砂質粘土粒子微量
１５ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ローム粒子微量
１６ 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック・炭化物

少量
１７ 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック・焼土粒子少量
１８ 黒 色 ロームブロック少量，砂質粘土ブロック微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子・粘土粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

８ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
９ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
１０ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１３ にぶい褐色 粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化物・ロー

ム粒子微量

第４０８号住居跡出土遺物観察表（第２０５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２３２０ 須恵器 坏 ［１４�４］ ４�５ ９�３ 石英・長石 にぶい黄橙 普通 体部下端回転ヘラ削り 底部回転ヘラ切り 覆土下層 ６５％ PL７４

２３２１ 須恵器 坏 ［１５�８］（４�３） － 石英・長石 灰白 普通 ロクロナデ 覆土下層
１０％
外面刻書

２３２２ 土師器 甕 － （２３�９） － 石英・長石・雲母 にぶい黄橙 普通 体部外面ヘラ磨き 内面指頭痕 覆土下層 ４０％

２３２３ミニチュア土器 － － （５�６） －
石英・長石・
雲母

にぶい
黄橙

普通 体部外面ナデ 覆土中層 ７０％ PL７７

番号 種別 径 厚さ 重量 胎土 色調 焼成 特徴 出土位置 備考

DP６７ 紡錘車
５�５７～
（４�１４） ２�７１（８７�５）石英・赤色粒

子・白色粒子
にぶい
黄橙

普通 断面逆台形 外面ナデ 覆土下層 PL８５

―２４１―



第２０６図 第４０９号住居跡実測図

―２４２―



遺物出土状況 土師器片７７３点（坏２２４，甕５４８，甑１），須恵器片２９点（坏１２，高台付坏２，蓋６，瓶類１，甕

８），鉄製品５点（刀子２，鎌１，釘１，不明１）が，覆土上層から下層にかけて出土しており，竈前面から

の出土が顕著である。２３２４は完形で，竈の右袖部から正位で出土している。２３２８は中央部の覆土中層，２３２９は

中央部の東壁寄りの床面からそれぞれ出土している。２３３０は竈前面から出土した破片が接合したものである。

Ｍ１５３は北コーナー部の覆土下層，Ｍ１５４は西コーナー部の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀前葉と考えられる。住居の形態と壁溝の状況から，北壁や南壁は拡張され

たと考えられる。

第２０７図 第４０９号住居跡出土遺物実測図

―２４３―



第４１０号住居跡（第２０８・２０９図）

位置 西部４区東部のＤ５ａ２区で，標高４９ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸３�４８ｍ，短軸２�５０ｍの長方形で，主軸方向はＮ－０°である。壁高は６０～６８�で，外傾して

立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈前面から中央部にかけて踏み固められている。壁溝が南壁の一部を除いて周回しており，

断面形はＵ字状を呈している。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１４０�，袖部幅１０１�である。袖部は床面と同

じ高さの地山面を基部として，砂質粘土で構築されている。火床部は床面を４�ほど掘りくぼめており，火床

面は火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ半円形状に６７�ほど掘り込まれ，火床部から緩やかに立

ち上がっている。

覆土 １４層に分層される。ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子が不規則に含まれた堆積状況から，人為堆積

と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 灰 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量
３ にぶい褐色 粘土ブロック多量，焼土粒子少量，炭化物・ロー

ム粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量，粘土ブロック・焼土粒子・炭化

粒子微量
５ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック・粘土

ブロック微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，粘土ブロック・炭化物・ローム粒

子微量
７ 黒 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量
８ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・粘土ブロック・

炭化物微量

９ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子
微量

１０ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子
微量

１１ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・粘土ブロック・
炭化物微量

１２ 黒 褐 色 焼土粒子中量，粘土ブロック・炭化物・ローム粒
子微量

１３ にぶい赤褐色 焼土粒子多量，ローム粒子微量
１４ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・粘土粒子微量
１５ 黒 褐 色 ロームブロック少量，粘土粒子微量

第４０９号住居跡出土遺物観察表（第２０７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２３２４ 土師器 坏 １１�０ ３�２ ７�３ 石英・長石・雲母 にぶい黄橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部手持ちヘラ切り 竈袖部 １００％ PL７４

２３２５ 土師器 坏 ［１２�０］ ３�１ － 赤色粒子・白色粒子 橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 底部ヘラ削り 覆土中層 ２０％

２３２６ 須恵器 坏 ［１６�２］ ４�６ ８�８ 石英・長石・雲母 灰 普通 底部回転ヘラ切り 覆土上層 ４５％

２３２７ 須恵器 高台付坏 － （３�５）［９�４］ 石英・長石 灰白 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼付け 覆土上層 ３０％

２３２８ 須恵器 蓋 ［１１�０］（１�７） － 石英・長石 灰 普通 天井部回転ヘラ削り 覆土中層 １０％

２３２９ 土師器 甕 － （１９�０） － 石英・長石・雲母 橙 普通 体部外面格子叩き 内面同心円状当て具痕 床面 ６５％

２３３０ 土師器 台付甕 １５�０ １６�９ １０�６ 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 床面 ７５％ PL８０

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１５１ 不明 （５�８） １�５ ０�１ （３�３８） 鉄 穿孔有 覆土中 PL９０

Ｍ１５２ 刀子 （３�２）（１�７）（０�１）（１�９６） 鉄 片関 刃部および茎部破損 覆土中層 PL９０

Ｍ１５３ 刀子 （６�８） ０�８ ０�２ （３�２２） 鉄 片関 茎部破損 覆土下層 PL９０

Ｍ１５４ 鎌 （１３�３）（５�２） ０�３ （２９�５） 鉄 基部全面折り曲げ 覆土下層 PL９０

Ｍ１５５ 釘 （３�３） ０�８ ０�３３（１�２０） 鉄 上・下ともに破損 覆土中 PL９０

―２４４―



遺物出土状況 土師器片１３５点（坏４７，甕８８），須恵器片１４点（坏）が，竈内と中央部から南西コーナー部にか

けての覆土下層から出土している。２３３１は竈前面の覆土下層から逆位で出土している。２３３２は竈内から出土し

た破片が接合したものである。２３３３は南西コーナー部の覆土中層から出土している。

所見 時期は，出土土器及び遺構の形態から９世紀前葉と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量
３ 黒 褐 色 ロームブロック微量
４ 褐 色 ロームブロック中量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック微量
８ 黒 褐 色 ロームブロック少量
９ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

１０ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子多量
１２ 黒 褐 色 粘土粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック・

炭化粒子微量
１３ 黒 褐 色 粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化物・ローム粒

子微量
１４ 暗 褐 色 粘土粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック・

炭化物微量

第２０８図 第４１０号住居跡実測図

―２４５―



第４１１号住居跡（第２１０～２１２図）

位置 西部４区東部のＣ５ｉ４区で，標高４９ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第１０１・１０５号井戸，第３４号ピット群に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�３５ｍ，短軸３�５２ｍの長方形で，主軸方向はＮ－９０°－Ｅである。壁高は１８～２４�で，緩や

かに立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈前面が踏み固められている。

竈 東壁中央部から南寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで９９�，袖部幅１０１�である。袖部

は床面と同じ高さに砂質粘土で構築されている。火床部は床面と同じ高さの平坦な面を使用しており，火床面

は火熱を受けて赤変している。煙道部は壁外へ三角形状に６１�ほど掘り込まれ，火床部から緩やかに立ち上が

っている。

第２０９図 第４１０号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子

微量
２ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック少量，焼土ブロック・ローム粒

子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック・炭化物・ロー

ム粒子微量
４ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土ブ

ロック・炭化物微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化物・砂質粘

土粒子微量

６ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化物・
ローム粒子微量

７ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土ブ
ロック粒子・炭化粒子微量

８ 黒 褐 色 ローム粒子少量，砂質粘土粒子微量
９ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック少量，ローム粒子微量
１０ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・砂質粘土粒子微量
１１ 灰 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，砂質粘土粒子微量
１２ 赤 色 焼土粒子多量，ローム粒子微量

第４１０号住居跡出土遺物観察表（第２０９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２３３１ 須恵器 坏 １３�４ ４�７ ６�７ 石英・長石・雲
母・赤色粒子

灰褐 普通
体部下端手持ちヘラ削り 底部一方向への
ヘラ削り

覆土下層
７０％ PL７４
新治産

２３３２ 土師器 甕 ［１６�６］（１４�３） － 石英・長石 にぶい褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 竈内 ３０％

２３３３ 土師器 甕 ［２１�４］（５�５） － 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 内面ヘラナデ 覆土中層 ５％

―２４６―



第２１０図 第４１１号住居跡実測図

―２４７―



貯蔵穴 ２か所。貯蔵穴１は北東コーナー部に位置している。長径３２�，短径３１�の円形で，深さは３０�であ

る。貯蔵穴２は南壁際に位置している。長径４３�，短径３６�の楕円形で，深さは３６�である。いずれも底面は

皿状で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ９層に分層される。周囲から土砂が流入した様相から，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片３１３点（坏７９，椀３，高台付椀１６，小皿１，甕２１４），石器１点（砥石），馬歯，中礫１７

点が中央部から南壁にかけての覆土下層を中心として出土している。また，流れ込んだ須恵器片１７点（坏８，

甕９）も出土している。２３３８は竈の火床部，２３３９は竈の右袖部付近の床面，２３４０は南西コーナー部の床面から

それぞれ逆位で出土している。２３３６・２３３７は中央部の床面，２３３４は南壁際の覆土下層からそれぞれ出土してい

る。２３３５は南西コーナー部の床面と貯蔵穴２の覆土から出土した破片が接合したものである。馬歯は中央部か

ら北西コーナー寄りの床面から，上顎と下顎の臼歯で歯列が整った状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から１０世紀後葉と考えられる。

貯蔵穴１土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量

３ 褐 色 ロームブロック多量

貯蔵穴２土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

４ 赤 褐 色 ローム粒子少量
５ 暗 褐 色 ローム粒子中量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化物微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

７ 褐 色 ロームブロック中量
８ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化物・砂質粘

土粒子微量
９ 黒 褐 色 焼土粒子少量，炭化物・ローム粒子・砂質粘土粒

子微量

第２１１図 第４１１号住居跡出土遺物実測図�

―２４８―



第４１２号住居跡（第２１３・２１４図）

位置 西部４区東部のＣ５ｊ２区で，標高４９ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第４１３号住居跡を掘り込み，第３９３３号土坑，第１０２号井戸に掘り込まれている。

規模と形状 一辺２�７５ｍの方形で，主軸方向はＮ－９０°－Ｅである。壁高は１０�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈前面から中央部にかけて踏み固められている。

竈 東壁中央部から南寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで８５�，袖部幅１０５�である。袖部

は床面と同じ高さに砂質粘土で構築されている。火床部は浅く皿状にくぼんでおり，火床面の赤変した部分は

確認されなかった。煙道部は壁外へ４７�ほど掘り込まれ，地山を掘り残した部分に粘土を貼り付けて構築され

ており，火床部から緩やかに立ち上がっている。

第２１２図 第４１１号住居跡出土遺物実測図�

第４１１号住居跡出土遺物観察表（第２１１・２１２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２３３４ 土師器 坏 ［１５�２］（４�２） － 雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 内面ヘラ磨き ロクロナデ 覆土下層 １０％

２３３５ 土師器 坏 － （２�２） ９�０ 石英・長石・
赤色粒子

にぶい
黄褐

普通 内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り 貯蔵穴 ３０％

２３３６ 土師器 椀 ［１４�８］（５�１） － 石英・長石・雲母 にぶい黄褐 普通 内面ヘラ磨き ロクロナデ 床面 ３０％

２３３７ 土師器 高台付椀 － （２�８）［５�４］ 雲母・赤色粒
子

黒 普通
内・外面ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り後高
台貼付け

床面 ３０％

２３３８ 土師器 高台付椀［１４�７］ ５�７ ７�５ 石英・長石・
雲母

黒褐 普通
内面ヘラ磨き 底部回転糸切り後高台貼付
け

竈内 ５０％

２３３９ 土師器 高台付椀 － （４�６） ７�０ 石英・雲母・
赤色粒子

にぶい
橙

普通
内面ヘラ磨き 底部回転糸切り後高台貼付
け

床面 ４０％

２３４０ 土師器 小皿 ９�１ ２�１ ５�１ 石英・長石・雲
母・赤色粒子

橙 普通 底部回転糸切り 床面 １００％

２３４１ 土師器 甕 ［１９�６］（７�３） －
石英・長石・
白色粒子

橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 竈内 ５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２４２ 砥石 （９�６） ４�２ １�７ （１１４�３） 雲母片岩 砥面５面 床面 PL８７

―２４９―



覆土 ７層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片９０点（坏１４，高台付椀３，甕７３）が，竈を中心として出土している。また，流れ込ん

だ須恵器片９点（坏８，甕１）も出土している。２３４５は竈内から正位で，２３４２は中央部の床面からそれぞれ出

土している。

所見 時期は，重複関係及び出土土器から１０世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック，砂質粘土ブロック・ローム粒子・

炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック・炭化物・ロー

ム粒子微量
３ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子・砂質粘土粒子微量
４ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
５ にぶい赤褐色 砂質粘土ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子・

炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量，ローム粒子・

炭化粒子微量

７ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土
粒子微量

８ 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土粒子少量，ローム粒
子微量

９ 暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量，ローム粒
子微量

１０ 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量
４ 黒 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック・ローム粒子・

炭化粒子微量

５ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子，炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第２１３図 第４１２号住居跡実測図

―２５０―



第４１３号住居跡（第２１５・２１６図）

位置 西部４区東部のＣ５ｉ２区で，標高４９ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第４１２号住居，第３９２２号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�２５ｍ，短軸２�７７ｍの不定形で，主軸方向はＮ－９０°－Ｅである。壁高は７～１２�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈前面から南壁にかけて踏み固められている。

竈 南東コーナー部に付設されており，火床部及び自然石が確認されている。自然石が火床部をコの字状に囲

むように出土しており，火熱を受けて赤変していることから袖部及び煙道部の補強材と考えられる。火床部は

長径５３�，短径４０�の楕円形状で，床面がわずかにほりくぼめられており，火床面は火熱を受けて赤変してい

る。煙道部は確認されていないが，焚口部から東壁にかけて緩やかな傾斜があり，煙道部が存在したものと考

えられる。

覆土 ６層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１０５点（坏５０，高台付椀２，甕５３），鉄製品２点（不明）が，竈の周辺を中心として覆

土下層から出土している。また，流れ込んだ須恵器片５点（高台付坏１，蓋１，甕３）も出土している。２３４８

は竈右袖部付近から出土した破片が接合したものである。２３４６・２３４７は正位，２３５０は逆位で東壁際の床面から

出土している。２３４９は東壁際の覆土下層から出土した破片が接合したものである。また，南壁際には長径４０�，

短径２１�，厚さ５�ほどの粘土塊が出土している。

第２１４図 第４１２号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 黒 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 橙 色 焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

４ 暗 褐 色 ローム粒子少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量
６ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子微量

第４１２号住居跡出土遺物観察表（第２１４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２３４２ 土師器 坏 ［１０�１］ ２�５ ５�３ 石英・長石 橙 普通 体部下端回転ヘラ削り 底部回転ヘラ切り 床面 ６０％

２３４３ 土師器 高台付椀［１３�２］（４�４） －
石英・長石・
雲母

浅黄 普通
体部下端回転ヘラ削り 底部回転ヘラ切り
後高台貼付け

覆土中 ２０％

２３４４ 土師器 高台付椀［１３�７］（４�２） － 石英・白色粒子 橙 普通 体部下端回転ヘラ削り 高台貼付け後ロクロナデ 覆土中 ２０％

２３４５ 土師器 高台付椀 － （４�５）［７�０］ 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼付け 竈内 ３０％

―２５１―



所見 時期は，重複関係及び出土土器から１０世紀中葉と考えられる。南壁際から出土した粘土塊は，竈構築材

と考えられる。

第２１５図 第４１３号住居跡・出土遺物実測図

―２５２―



第４１５号住居跡（第２１７図）

位置 西部４区東部のＣ５ｊ１区で，標高４９ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第７９号溝に掘り込まれている。

規模と形状 西壁はほとんど残存していない。確認された範囲は，南北軸３�４８ｍ，東西軸２�６０ｍで，平面形は

方形もしくは長方形と推定され，主軸方向はＮ－２２°－Ｗである。壁高は５８�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈前面から中央部にかけて踏み固められている。壁溝が東壁下から南壁下にかけて確認され

ており，断面形はＵ字状を呈している。

竈 北壁に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで８９�で，右袖部から残存している火床部までの幅は

６０�である。袖部は床面と同じ高さの地山面を基部として，砂質粘土を混ぜた黒褐色土で構築されている。火

床部は床面を５�ほど掘りくぼめており，火床面は火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ三角形状

に掘り込まれ，火床部から緩やかに立ち上がっている。

ピット 深さ１４�で，南壁際にあることとピット周辺の硬化面の状況から，出入り口施設に伴うピットと考え

られる。

覆土 ７層に分層される。周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

第２１６図 第４１３号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子微量

３ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量
４ 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック・ローム粒子少量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

５ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
６ 褐 色 ローム粒子少量，砂質粘土ブロック微量
７ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量

第４１３号住居跡出土遺物観察表（第２１５・２１６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２３４６ 土師器 高台付椀 ９�８ ４�２ ４�８ 石英・長石・赤色粒子 橙 普通 内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り後高台貼付け 床面 １００％ PL７３

２３４７ 土師器 高台付椀 １４�３ ６�１ ８�１ 雲母・赤色粒子 にぶい褐 普通 ロクロナデ 床面 ７０％ PL７３

２３４８ 土師器 高台付椀［１４�６］（４�４） － 石英・長石・雲母 にぶい褐 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼付け 竈袖部 ４５％

２３４９ 土師器 高台付椀 １５�７ ６�９ ６�９ 雲母・白色粒子 橙 普通 内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り後高台貼付け 覆土下層 ９０％ PL７６

２３５０ 土師器 高台付椀［１４�０］（５�６） －
石英・長石・
赤色粒子

にぶい
橙

普通
体部下端回転ヘラ削り 底部回転ヘラ切り
後高台貼付け

床面 ６０％

―２５３―



遺物出土状況 土師器片２３９点（坏４４，高坏２，甕１９３），須恵器片１９点（坏７，高台付坏３，蓋１，甕８），瓦

片１点，鉄製品１点（不明）が，中央部から東壁にかけて出土しており，ほとんどが細片である。また，流れ

込んだ縄文土器片１７点，弥生土器片１点，陶器片１点（甕），磁器片１点（碗）も出土している。２３５２は東壁

際の覆土中層，２３５１は覆土上層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器が細片で図示できるものが少なく判断は難しいが，土器の様相と出土位置及び遺構の

形態から，８世紀前葉と推測される。

第２１７図 第４１５号住居跡・出土遺物実測図

―２５４―



第４１８号住居跡（第２１８・２１９図）

位置 西部４区東部のＣ５ｈ４区で，標高４９ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第４９号方形竪穴遺構，第１０１・１０４号井戸に掘り込まれている。

規模と形状 北東コーナー部と南西コーナー部が削平されている。長軸３�１０ｍ，短軸２�６３ｍの長方形で，主軸

方向はＮ－９０°－Ｅである。壁高は５�である。

床 ほぼ平坦で，竈前面から中央部にかけて踏み固められている。

竈 東壁中央部から南寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで７６�，袖部幅６８�である。袖部は

床面と同じ高さの地山面を基部として，砂質粘土を少量混ぜた黒褐色土で構築されている。火床部はわずかに

くぼんでおり，火床面は火熱を受けて赤変している。煙道部は壁外へ三角形状に３１�ほど掘り込まれ，火床部

から緩やかに立ち上がっている。

第２１８図 第４１８号住居跡実測図

第４１５号住居跡出土遺物観察表（第２１７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２３５１ 土師器 坏 ［１４�０］ ５�０ －
石英・赤色粒
子・白色粒子

明赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土上層 ６０％

２３５２ 須恵器 坏 ［１６�２］ ３�８ ９�７ 石英・長石・雲母 灰 普通 底部回転ヘラ切り 覆土中層 ５０％

―２５５―



貯蔵穴 南西コーナー部に位置している。径５４�の円形と推定され，深さは３６�である。底面は平坦で，壁は

外傾して立ち上がっている。

覆土 ４層に分層される。層厚が薄く堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片４０点（坏３２，高台付椀７，小皿１）が，覆土中から散在するように出土している。ま

た，流れ込んだ須恵器片１点（坏）も出土している。２３５３は北東コーナー部の覆土下層から正位で，２３５４は中

央部の床面から逆位でそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から１１世紀代と考えられる。

第４２２号住居跡（第２２０図）

位置 西部４区東部のＤ５ａ７区で，標高４９ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第４０６号住居に掘り込まれている。

規模と形状 削平された状況で確認され，規模や形状は明確ではない。確認された範囲は床面の状況から，南

北軸２�５５ｍ，東西軸２�５５ｍで，平面形は方形と推定され，主軸方向はＮ－９３°－Ｅである。壁は竈の北側にわ

ずかに残存している。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 東壁に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで６２�，袖部幅７１�である。袖部は床面と同じ高さに

粘土を混ぜた黒褐色土で構築されている。火床部は浅い皿状を呈し，火床面は火熱を受けて赤変している。煙

道部は壁外へ半円形状に７１�ほど掘り込まれ，火床部からほぼ直立している。第３層は天井部の崩落土と考え

られる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
２ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，灰少量，炭化物・ローム粒子微量

３ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・灰微量

貯蔵穴土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量

３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック微量

第２１９図 第４１８号住居跡出土遺物実測図

第４１８号住居跡出土遺物観察表（第２１９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２３５３ 土師器 高台付椀 １０�２ ３�８ ４�８ 石英・長石・雲母 灰 普通 底部内面放射状のヘラ磨き 覆土下層 ８０％ PL７６

２３５４ 土師器 小皿 ８�６ １�６ ４�８ 石英・長石・雲母 橙 普通 底部回転糸切り 床面 ９０％ PL７６

―２５６―



遺物出土状況 土師器片２８点（坏６，高台坏椀１，小皿１，甕２０）が，竈内を中心として細片で出土している。

また，流れ込んだ縄文土器片３点，須恵器片２点（坏，甕）も出土している。２３５５は竈内から出土している。

細片で図示できないが，土師器の坏は内面に黒色処理とヘラ磨きが施されているものである。

所見 時期は，図示できる土器が少なく判断が難しいが，重複関係及び土器の様相から１０世紀前半と考えられる。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，炭化物・ローム粒子・粘土粒子微量
３ 灰 褐 色 粘土ブロック中量，焼土粒子少量，ローム粒子・

炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，炭化物・ローム粒子・粘土粒

子微量

５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化物・ローム粒子・粘土粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・粘土粒子少量，ロームブロック・

炭化物微量

第２２０図 第４２２号住居跡・出土遺物実測図

第４２２号住居跡出土遺物観察表（第２２０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２３５５ 土師器 甕 － （６�３）［１５�１］石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
褐

普通 体部下端ヘラ削り 竈内 ５％

―２５７―



第４２３号住居跡（第２２１～２２３図）

位置 西部４区中央部のＣ３ｊ０区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第４２４号住居跡を掘り込み，第４２７号住居に掘り込まれている。

規模と形状 壁が削平されほとんど残存していないが，壁溝が確認されている。確認された範囲は，南北軸３�

８３ｍ，東西軸２�８１ｍで，平面形は長方形と推定され，主軸方向はＮ－８５°－Ｅである。残存している壁高は６

～１０�で，緩やかに立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈前面から貯蔵穴にかけて踏み固められている。壁溝が全周しており，断面形はＵ字状を呈

している。

第２２１図 第４２３号住居跡実測図

―２５８―



竈 東壁の南寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで９２�，袖部幅９４�である。袖部は床面と同

じ高さに少量の粘土を混ぜた黒褐色土で構築されている。火床部は，床面と同じ高さの平坦な面を使用してお

り，火床面は火熱を受けて赤変している。火床部には自然石が据えられており，煤が付着していることから支

脚と考えられる。煙道部は壁外へ半円形状に６２�ほど掘り込まれ，火床部から緩やかに立ち上がっている。

ピット 深さ１２�で，西壁際の中央部にあることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴 南西コーナー部に位置している。長径７５�，短径６４�の楕円形で，深さは３７�である。底面は平坦で，

壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ２層に分層される。層厚が薄く堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片７６点（坏３４，高台付椀３，小皿４，甕３５），石器１点（支脚），粘土塊２点，中礫２点

が，散在するように覆土下層から出土している。また，流れ込んだ弥生土器片１点，須恵器片６点（坏）も出

土している。２３５６は竈内から出土した破片が接合したものである。２３５９は南東コーナー部の床面と貯蔵穴付近

の覆土下層から出土した破片が接合したものである。２３５７・２３５８は貯蔵穴の覆土下層及び覆土上層からそれぞ

れ出土している。

所見 時期は，出土土器から１０世紀中葉と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子・粘土粒子

微量
２ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
３ 極 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子

微量

４ 極暗赤褐色 焼土粒子中量，炭化粒子少量，粘土粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子・粘土粒子微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
７ 暗 褐 色 ローム粒子中量，粘土粒子微量

貯蔵穴土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量

３ 黒 褐 色 ロームブロック少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量 ２ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第２２２図 第４２３号住居跡出土遺物実測図�

―２５９―



第４２４号住居跡（第２２４図）

位置 西部４区中央部のＤ３ａ０区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３９５・４２３号住居に掘り込まれている。

規模と形状 西壁が削平されほとんど残存していないため，規模や形状は明確ではない。確認された範囲は，

南北軸３�７４ｍ，東西軸２�４３ｍで，平面形は長方形と推定され，主軸方向はＮ－８８°－Ｅである。壁高は６�で，

緩やかに立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 東壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで９５�，袖部幅１１１�である。袖部は床面と同

じ高さを基部として，砂質粘土を少量混ぜた暗褐色土で構築されている。火床部は床面と同じ高さの平坦な面

を使用しており，火床面は火熱を受けて赤変している。火床部には，自然石が据えられており，煤が付着して

いることから支脚と考えられる。煙道部は壁外へ６３�ほど掘り込まれ，火床部から緩やかに立ち上がっている。

第２２３図 第４２３号住居跡出土遺物実測図�

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２ 黒 褐 色 焼土粒子・粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子

微量
３ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・粘土粒子微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子少量，炭化

物微量

５ 暗 褐 色 焼土粒子・粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子
微量

６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土
粒子微量

第４２３号住居跡出土遺物観察表（第２２２・２２３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２３５６ 土師器 高台付椀 ９�６ （３�１） － 石英・雲母 にぶい赤褐 普通 内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り後高台貼付け 竈内 ８０％ PL７６

２３５７ 土師器 高台付椀［１６�５］（６�６） － 石英・白色粒子 にぶい黄橙 普通 内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り後高台貼付け 貯蔵穴 ５０％

２３５８ 土師器 高台付椀 － （４�９） ７�７ 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 高台貼付け後ロクロナデ 貯蔵穴 ４０％

２３５９ 土師器 甕 ［２４�２］（１１�１） － 石英・長石・細礫 黒褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 輪積み痕 床面 １０％ 外面煤付着

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２４３ 支脚 １９�５ ６�９ ６�３ １２１０�０ 雲母片岩 棒状の自然石 竈内 PL８６

―２６０―



覆土 ４層に分層される。層厚が薄く堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片４５点（坏４，高台付椀２，甕３９），石器１点（支脚），中礫３点が，竈に集中して出土

している。また，流れ込んだ弥生土器片１点，須恵器片３点（坏，蓋，甕）も出土している。２３６０は，竈の支

脚の上面から逆位で出土している。２３６１は，竈内と竈右袖部から出土した破片が接合したものである。

所見 時期は，出土土器から１０世紀前葉と考えられる。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

３ 暗 褐 色 ロームブロック微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量

第２２４図 第４２４号住居跡・出土遺物実測図

―２６１―



第４２７号住居跡（第２２５・２２６図）

位置 西部４区中央部のＣ３ｊ０区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第４２３号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸３�８３ｍ，短軸２�９１ｍの長方形で，主軸方向はＮ－４°－Ｅである。壁高は１０�で，外傾して

立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，全面が硬化している。

竈 北壁中央部から東寄りに付設されている。煙道部と火床部は確認されているが，袖部は残存していない。

規模は火床部の手前から煙道部まで６８�である。火床部は床面と同じ高さで円形を呈しており，掘り込みはほ

とんど見られない。火床面は火熱を受けて赤変している。煙道部は壁外へ半円形状に３２�ほど掘り込まれ，火

床部から緩やかに立ち上がっている。

ピット 深さ１０�で，性格は不明である。

貯蔵穴 南東コーナー部に位置している。長径７７�，短径６１�の楕円形で，深さは３８�である。底面は皿状で，

壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ５層に分層される。層厚が薄く堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片１２４点（坏４４，高台付椀１，小皿１，甕７８），須恵器片７点（甕），中礫９点が，竈前

面から中央部にかけて散在するように覆土下層から出土している。また，流れ込んだ弥生土器片１点，磁器片

１点も出土している。２３６２は中央部の西壁際から出土している。２３６４は竈前面から南東コーナー部にかけて出

土した破片が接合したものである。

所見 時期は，重複関係及び出土土器から１０世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量，

粘土ブロック微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量

３ 褐 色 ロームブロック中量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
５ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量

貯蔵穴土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック中量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック多量

４ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
５ 褐 色 ロームブロック中量

第４２４号住居跡出土遺物観察表（第２２４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２３６０ 土師器 高台付椀 １３�５ ５�３ ７�２ 石英・長石・雲母 にぶい褐 普通 内面ヘラ磨き 高台貼付け 竈内 ７０％ PL７６

２３６１ 土師器 高台付椀 １４�０ ５�４ ６�４ 長石・雲母 にぶい褐 普通 内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り後高台貼付け 竈内 ４０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２４４ 支脚 １８�６ ９�２ ８�８ ２１３０�０ 閃緑岩 柱状の自然石 竈内 PL８６

―２６２―



第２２５図 第４２７号住居跡・出土遺物実測図

―２６３―



第２２６図 第４２７号住居跡出土遺物実測図

第４２７号住居跡出土遺物観察表（第２２５・２２６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２３６２ 土師器 坏 ［１４�６］ ４�４ ６�６ 雲母・白色粒子 にぶい橙 普通 底部回転ヘラ切り 覆土下層 ３０％

２３６３ 土師器 高台付椀［１６�０］（４�９） － 雲母 灰黄褐 普通 外面ヘラ磨き ヘラ削り後高台貼付け 覆土中 ３０％

２３６４ 土師器 甕 ［２６�６］３２�７［１４�０］石英・長石・雲母 にぶい赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 内面ヘラナデ 覆土下層 ２０％

番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP４３１ 須恵器 大甕 石英・雲母 灰 普通 体部外面横位の平行叩き 床面

表５ 奈良・平安時代竪穴住居跡一覧

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高
（�） 床面

内部施設
覆土 出土遺物

備考
（時期）壁溝 主柱穴出入口ピットピット 竈 貯蔵穴

１４１ Ｂ２ｈ６ Ｎ－２５°－Ｗ［長方形］ ３�２０×２�８８ １３ 平坦 一部 １ － ２ １ － 人為 土師器，須恵器 ８世紀末～
９世紀前葉

３１０ Ａ１ｆ７ Ｎ－１３°－Ｅ ［方形］ ２�９７×２�９４ １５ 平坦 一部 １ － １ － 自然 土師器，須恵器 ９世紀後葉

３１４ Ａ－１ｇ０Ｎ－９°－Ｗ 方形 ４�８８×４�４４ ３２ 平坦 － ４ １ － １ － 人為 土師器，須恵器，
砥石 ８世紀後葉

３２０ Ｚ２ｊ２ Ｎ－７０°－Ｅ 長方形 ３�６４×３�０８ １６ 平坦 － － － － １ － 自然 土師器，須恵器 １０世紀後葉

３２１ Ａ２ｆ２ Ｎ－９９°－Ｅ 長方形 ３�１２×２�８４ １２ 平坦 一部 － － － １ － 人為 土師器，須恵器 １０世紀後半

３２４ Ａ２ｇ１ Ｎ－７°－Ｅ 長方形 ３�４３×３�０９ １０～１４ 平坦 － － － － １ １ 自然 土師器，須恵器，灰
釉陶器，緑釉陶器 ９世紀後葉

３２５ Ａ２ｈ１ Ｎ－１０°－Ｅ 方形 ３�００×２�８３ ７～１５ 平坦 － － － － １ － 自然 土師器，須恵器，
不明鉄製品 ９世紀後葉

３２７ Ａ１ｉ９ Ｎ－０° ［長方形］（３�０６）×２�５５ ６～１８ 平坦 － ２ ３ － １ １ 人為 土師器，紡錘車 １０世紀中葉

３２８ Ａ１ｆ０ Ｎ－７°－Ｅ 長方形 ２�４４×２�２０ １１～２３ 平坦 － － － － １ １ 自然 土師器，不明鉄
製品 １０世紀前葉

３２９ Ａ２ｆ１ Ｎ－９０°－Ｅ 長方形 ３�０８×２�８１ １５～２０ 平坦 － － － － １ － 人為 土師器，須恵器 １０世紀代

３３０ Ａ１ｆ８ Ｎ－９７°－Ｅ［長方形］（３�６１）×２�２３ ３５ 平坦 － － － － １ － 人為 土師器 １１世紀前半

３３１ Ｃ３ｂ０ Ｎ－２４°－Ｗ 方形 ４�０３×４�０３ １０～２４ 平坦 全周 １ １ ３ １ － 自然 土師器，須恵器，
不明鉄製品 ８世紀中葉

３３３ Ａ２ｄ１ Ｎ－７°－Ｅ 長方形 ３�１０×２�６４ １５ 平坦 － － １ － 炉１ － 人為 土師器，須恵器 １０世紀代

３３５ Ａ１ｃ８ Ｎ－３８°－Ｅ ［方形・
長方形］（４�００）×（３�５５） － 平坦 － － － － １ － － 土師器，支脚 １０世紀中葉

３３６ Ａ１ｃ８ Ｎ－６°－Ｅ ［方形・
長方形］（４�０６）×３�２０ １０ 平坦 － － － １ １ １ 人為 土師器 １０世紀前葉

３３７ Ａ１ａ９ － ［方形・
長方形］（１�５３）×（１�００） － 平坦 － － － － － － 不明 土師器 １０世紀後半

３３８ Ａ１ａ９ Ｎ－１１°－Ｅ ［方形・
長方形］（２�１０）×（１�６９） １８ 平坦 一部 １ － － － － 人為 土師器，須恵器 １０世紀前半

３４２ Ａ１ｉ９ Ｎ－２８°－Ｗ ［方形・
長方形］ ３�８１×（１�８８） ３０ 平坦 － １ － － １ － 人為 土師器 ８世紀前半

―２６４―



番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高
（�） 床面

内部施設
覆土 出土遺物

備考
（時期）壁溝 主柱穴出入口ピットピット 竈 貯蔵穴

３４５ Ａ１ｈ９ Ｎ－４３°－Ｅ ［方形・
長方形］（２�９３）×（２�１７） ９ 平坦 － － － － １ － 人為 土師器，支脚 １０世紀後葉

３４６ Ｂ２ｅ０ Ｎ－８６°－Ｅ 方形 ４�４０×４�４０ ５２ 平坦 全周 ４ １ － １ － 自然 土師器，須恵器，
手捏土器 ８世紀中葉

３４９ Ｂ２ｆ８ Ｎ－７°－Ｗ 長方形 ３�９０×３�４８ １５～３５ 平坦 全周 － １ － １ － 自然 土師器，須恵器 ９世紀前葉

３５０ Ｂ２ｆ８ Ｎ－６°－Ｗ ［方形］（３�９２）×（３�７５）５～１４ 平坦 － － － － １ － 自然 土師器，須恵器 ９世紀後葉

３５３ Ｂ３ｆ３ Ｎ－４°－Ｅ 長方形 ４�１４×３�５０ ４０～４６ 平坦 ほぼ
全周 ４ １ １ １ － 自然 土師器，須恵器 ８世紀中葉

３５６ Ｂ３ｉ３ Ｎ－３°－Ｅ ［方形］［３�６７］×３�４０ １２～２０ 平坦 － － － － １ － 自然 土師器，須恵器 ８世紀前葉

３５８ Ｂ３ｇ４ Ｎ－３°－Ｗ 方形 ４�１４×３�７８ ２７～３４ 平坦 全周 － － － １ － 自然 土師器，須恵器，
砥石 ９世紀前葉

３５９ Ａ１ｃ８ Ｎ－４１°－Ｅ［長方形］［６�０６×４�２２］ ２３ 平坦 － － １ － １ － 自然 土師器 １１世紀前半

３６０ Ｂ２ｅ０ Ｎ－８６°－Ｅ 長方形 ４�６９×３�４８ １８～２０ 平坦 － － － － １ － 自然 土師器，須恵器，
手捏土器 ９世紀中葉

３６１ Ｂ２ｉ０ Ｎ－１２°－Ｗ 方形 ４�１３×３�５０ ２７ 平坦 一部 ５ １ １ １ － 人為 土師器，須恵器 ８世紀中葉（SI―１３１）

３６２ Ｃ３ｂ８ Ｎ－４°－Ｗ ［方形］ ［３�３２×３�１６］ ３～９ 平坦 － ４ － ２ － － 不明 土師器，須恵器 ９世紀中葉

３６３ Ｂ３ｊ０ Ｎ－８０°－Ｅ ［方形・
長方形］ ４�４０×（３�３８）２０～２２ 平坦 一部 － － － １ － 自然 土師器，須恵器，

瓦 ９世紀中葉

３６４ Ｂ３ｊ８ Ｎ－３２°－Ｗ 方形 ３�９５×３�７１ ８～１０ 平坦 一部 ３ １ １ １ － 自然 土師器，須恵器，
支脚 ９世紀後半

３６５ Ｃ４ｄ２ Ｎ－７０°－Ｅ 長方形 ３�５０×２�９２ ２８～３６ 平坦 全周 － １ １ １ － 人為 土師器，須恵器 ９世紀後半

３６６ Ｂ４ｊ２ Ｎ－７°－Ｗ 長方形 ３�８５×３�４１ ２０～３８ 平坦［周回］ － １ １ － － 自然 土師器，須恵器，
灰釉陶器，鉄製品 ８世紀前葉

３７０ Ｃ４ｂ４ Ｎ－２５°－Ｗ 長方形 ３�５０×３�０４ ２１～３４ 平坦 一部 ３ １ １ １ － 人為 土師器，須恵器，
砥石 ９世紀前半

３７１ Ｃ４ｇ３ Ｎ－８°－Ｅ 方形 ４�６４×４�５１ １１～２５ 平坦 － ３ － － １ － 自然 土師器，須恵器 ８世紀後葉

３７３ Ｃ４ｆ３ Ｎ－９４°－Ｅ 方形 ２�９６×２�７６ ２６～２８ 平坦 － － － － １ － 人為 土師器，須恵器 １０世紀代

３７４ Ｃ４ｅ３ Ｎ－１５°－Ｗ 長方形 ３�７８×３�３６ ３１～４８ 平坦 － － １ １ １ － 人為 土師器，須恵器 ８世紀中葉

３７７ Ｃ４ｄ１ Ｎ－１０°－Ｅ 方形 ４�０２×３�６６ ３４ 平坦 ほぼ
全周 ２ １ ２ １ － 自然 土師器，須恵器，

鉄製品 ９世紀前葉

３８０ Ｃ４ｂ３ Ｎ－２７°－Ｗ 長方形 ５�６８×５�０４ ２２～４９ 平坦 一部 ４ １ － １ － 自然 土師器，須恵器，
紡錘車 ８世紀初頭

３８１ Ｃ４ａ１ Ｎ－４°－Ｅ 方形 ３�５０×３�５０ １０～１９ 平坦 全周 － １ － １ － 人為 土師器，須恵器，
紡錘車 ８世紀後葉

３８２ Ｃ４ｂ５ Ｎ－５°－Ｗ 長方形 ３�１３×２�６０ １４～２０ 平坦 － － － ３ １ － 自然 土師器，須恵器 ８世紀前葉

３８４ Ｃ４ｇ１ Ｎ－８°－Ｅ 長方形 ３�７５×３�３９ ２８～３２ 平坦 － － １ １ １ － 自然 土師器，須恵器，
支脚 ９世紀前葉

３８６ Ｃ４ｉ８ Ｎ－７０°－Ｅ ［方形・
長方形］ ３�５２×（３�２８） １７ 平坦 － － － ４ １ － 自然 土師器，須恵器 １０世紀後葉

３８９ Ｃ４ｇ３ Ｎ－４°－Ｅ 方形 ４�５４×４�３８ １６～３２ 平坦 全周 ４ １ － １ － 人為 土師器，須恵器 ８世紀前葉

３９１ Ｃ４ｉ８ Ｎ－９６°－Ｅ 長方形 ３�９１×３�４７ １４～２３ 平坦 － － － － １ － 自然 土師器，須恵器，
支脚 １０世紀末葉

３９３ Ｃ４ｈ８ Ｎ－３９°－Ｅ［長方形］［４�６１］×３�３３ ６～１２ 平坦 － － － － １ － 不明 土師器，須恵器，
不明鉄製品 １０世紀前半

３９４ Ｃ４ｈ１ Ｎ－０° 長方形 ３�８６×３�４６ １８～３７ 平坦 全周 － ３ － １ － 自然 土師器，須恵器 ８世紀中葉

３９５ Ｄ３ａ０ Ｎ－９０°－Ｅ 方形 ３�５６×３�５４ １０ 平坦 － － １ ２ １ － 不明 土師器，須恵器 １１世紀代

３９７ Ｄ３ｂ９Ｎ－１３０°－Ｅ ［方形・
長方形］［３�１３］×３�０４ １０ 平坦 － － － － １ － 不明 土師器，須恵器，

支脚 １１世紀代

３９９ Ｃ３ｉ６ Ｎ－１０°－Ｅ 方形 ３�１２×２�９８ ５～７ 平坦 一部 － － － １ － 不明 土師器 １０世紀前半

４００ Ｄ４ｄ７ Ｎ－９０°－Ｅ ［方形・
長方形］ ［３�２６×３�１８］２７～３０ 平坦 － － － － １ － 自然 土師器，須恵器，

支脚 １０世紀前葉

４０２ Ｄ６ａ１ Ｎ－９４°－Ｅ 方形 ３�４８×３�３８ ３～２０ 平坦 ほぼ
全周 － － － １ － 自然 土師器 １０世紀中葉

４０３ Ｃ６ｊ１ Ｎ－７６°－Ｅ ［方形・
長方形］（２�４８）×（２�２２） １６ 平坦 － － － － １ － 不明 土師器，須恵器 １０世紀中葉

４０４ Ｄ５ａ８ Ｎ－１５°－Ｅ 方形 ３�６０×３�５６ ４７～６０ 平坦 全周 ２ １ １０ １ － 自然 土師器，須恵器，
支脚，砥石 ９世紀後葉

４０５ Ｃ５ｉ６ Ｎ－９０°－Ｅ ［方形・
長方形］（２�１１）×（１�７８） ４ 平坦 － － － － １ － 不明 土師器 １０世紀後半以降

４０６ Ｃ５ｉ７ Ｎ－８°－Ｅ ［方形・
長方形］ ［４�０７×２�６７］ ４～１２ 平坦 － － － － １ － 人為 土師器 １０世紀後半

４０７ Ｃ５ｉ５ Ｎ－０° 長方形 ３�０８×２�６５ １２～１５ 平坦 ほぼ
全周 － １ ６ １ １ 自然 土師器 １０世紀中葉

４０８ Ｃ５ｇ３ Ｎ－８１°－Ｅ 方形 ２�７５×２�５３ ４０ 平坦 ほぼ
全周 － － － １ － 自然 土師器，須恵器，

紡錘車 ８世紀後葉

４０９ Ｃ５ｇ１ Ｎ－２９°－Ｗ 方形 ４�４７×４�４７ ４５～６１ 凹凸 ほぼ
全周 ４ － １ １ － 自然 土師器，須恵器，

鉄製品 ８世紀前葉

４１０ Ｄ５ａ２ Ｎ－０° 長方形 ３�４８×２�５０ ６０～６８ 平坦 一部 － － － １ － 人為 土師器，須恵器 ９世紀前葉

４１１ Ｃ５ｉ４ Ｎ－９０°－Ｅ 長方形 ４�３５×３�５２ １８～２４ 平坦 － － － － １ ２ 自然 土師器，砥石 １０世紀後葉

４１２ Ｃ５ｊ２ Ｎ－９０°－Ｅ 方形 ２�７５×２�７５ １０ 平坦 － － － － １ － 自然 土師器 １０世紀後葉

４１３ Ｃ５ｉ２ Ｎ－９０°－Ｅ 不定形 ３�２５×２�７７ ７～１２ 平坦 － － － － １ － 自然 土師器，不明鉄
製品 １０世紀中葉

４１５ Ｃ５ｊ１ Ｎ－２２°－Ｗ ［方形・
長方形］ ３�４８×［２�６０］ ５８ 平坦 一部 － １ － １ － 自然 土師器，須恵器，

不明鉄製品 ８世紀前葉

―２６５―



� 掘立柱建物跡

第３５号掘立柱建物跡（第２２７・２２８図）

位置 西部４区中央部のＣ４ｆ１区で，標高４８ｍの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３７５・３８４号住居跡を掘り込み，第３７５０・３７６９号土坑に掘り込まれている。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向をＮ－８２°－Ｅとする東西棟である。規模は桁行

５�４ｍ（１８尺），梁行３�６ｍ（１２尺）で，面積は１９�４４�である。柱間寸法は，桁行１�８ｍ（６尺），梁行１�８ｍ（６

尺）を基調としている。

第２２７図 第３５号掘立柱建物跡実測図

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高
（�） 床面

内部施設
覆土 出土遺物

備考
（時期）壁溝 主柱穴出入口ピットピット 竈 貯蔵穴

４１８ Ｃ５ｈ４ Ｎ－９０°－Ｅ 長方形 ３�１０×２�６３ ５ 平坦 － － － － １ １ 不明 土師器 １１世紀代

４２２ Ｄ５ａ７ Ｎ－９３°－Ｅ ［方形・
長方形］ ［２�５５×２�５５］ 不明 平坦 － － － － １ － － 土師器，須恵器 １０世紀前半

４２３ Ｄ３ａ７ Ｎ－８５°－Ｅ［長方形］（３�８３）×２�８１ ６～１０ 平坦 ほぼ
全周 － １ － １ １ 不明 土師器，支脚 １０世紀中葉

４２４ Ｄ３ａ０ Ｎ－８８°－Ｅ［長方形］ ３�７４×（２�４３） ６ 平坦 － － － － １ － 不明 土師器，支脚 １０世紀前葉

４２７ Ｃ３ｊ０ Ｎ－４°－Ｅ 長方形 ３�８３×２�９１ １０ 平坦 全周 － － １ １ １ 不明 土師器，須恵器 １０世紀後葉

―２６６―



柱穴 １１か所。平面形は，円形・楕円形・隅丸長方形などで，長径９０～１２９�，短径８６～１０６�，深さ３６～８３�

である。土層は第１層が柱痕跡に相当し，締まりの弱い暗褐色土である。第２・８・９層は埋土で，ローム土

を主体とした褐色・暗褐色土で，互層をなしている。その他の層は柱抜き取り後の覆土である。

遺物出土状況 土師器片５７点（坏１１，甕４６），須恵器片９点（坏６，蓋１，甕２）が出土している。また，流れ

込んだ縄文土器片１点，弥生土器片２点，陶器片２点も出土している。２３６５はＰ１の柱痕跡から出土している。

所見 時期は，重複関係及び出土土器から９世紀中葉以降と考えられる。

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量
２ 褐 色 ロームブロック中量
３ 明 褐 色 ロームブロック中量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 明 褐 色 ロームブロック多量
６ 褐 色 ロームブロック多量
７ 褐 色 ロームブロック多量

８ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子中量
９ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
１０ 黒 褐 色 ローム粒子中量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１２ 暗 褐 色 ローム粒子少量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック中量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック多量

第２２８図 第３５号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

―２６７―



� 井戸跡

第１０８号井戸跡（第２２９・２３０図）

位置 西部４区中央部のＤ４ｃ５区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

確認状況 長方形状の掘り込み中央部北東寄りに円形の井戸跡が確認された。

規模と形状 上位は長軸３�１０ｍ，短軸２�８０ｍの長方形で，長軸方向はＮ－３６°－Ｅであり，深さ３２�ほどであ

る。下位は径７８�の円形で，ほぼ円筒状に掘り込まれており，湧水のため深さは１４０�までしか確認できなか

った。

覆土 ６層に分層される。ロームブロックや鹿沼パミスを不規則に含み，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片２３１点（坏７１，甕１６０），須恵器片１３点（坏１１，甕２）が，南西部を中心として出土し

ている。また，流れ込んだ弥生土器片３点も出土している。２３６６は中央部の覆土上層から出土している。

所見 廃絶時期は，出土土器から奈良時代と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 炭化粒子少量
３ 極 暗 褐 色 鹿沼パミスブロック中量
４ 暗 褐 色 ロームブロック多量

５ 黒 褐 色 鹿沼パミスブロック少量，ローム粒子・焼土粒子
微量

６ 黒 褐 色 ローム粒子微量

第２２９図 第１０８号井戸跡実測図

第３５号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第２２８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２３６５ 土師器 坏 １０�４ ４�４ ６�４ 石英・長石・雲
母・赤色粒子

明赤褐 普通 内面ヘラ磨き Ｐ１ ８０％ PL７４

番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP４３２ 須恵器 甕 石英・長石 灰 普通 ６条一単位の櫛歯状工具による波状文 Ｐ５覆土中 PL８３

―２６８―



第１２０号井戸跡（第２３１図）

位置 西部４区中央部のＤ４ｄ６区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第８０号溝跡の底面を掘り込んでいる。

規模と形状 径０�７６ｍの円形で，ほぼ円筒状に掘り込まれており，湧水のため深さ６８�までしか確認できなか

った。

覆土 ３層に分層される。ローム粒子や鹿沼パミスを不規則に含み，人為堆積と考えられる。

所見 時期は，重複関係から８世紀代と考えられる。

第１２１号井戸跡（第２３２図）

位置 西部４区中央部のＤ４ｄ８区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第８０号溝跡の底面を掘り込んでいる。

第２３０図 第１０８号井戸跡出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 鹿沼パミス少量，ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 鹿沼パミス中量，ローム粒子微量

３ 黒 褐 色 鹿沼パミス少量

第２３１図 第１２０号井戸跡実測図

第１０８号井戸跡出土遺物観察表（第２３０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２３６６ 須恵器 坏 １３�３ ４�０ ８�５ 石英・赤色粒子 灰 普通 底部回転ヘラ切り 覆土上層 ８５％ PL７４

―２６９―



規模と形状 長径１�００ｍ，短径０�８７ｍの楕円形で，長径方向はＮ－５６°－Ｅである。ほぼ円筒状に掘り込まれ

ており，湧水のため深さ１１１�までしか確認できなかった。北西側の地山面に長さ５０�，幅１８�，厚さ５�ほ

どの粘土が貼付けられている。

覆土 湧水や崩落のため記録が困難であった。ローム粒子や鹿沼パミスを多く含んでいることから，人為堆積

と考えられる。

遺物出土状況 土師器片３点（坏１，甕２），須恵器片１点（甕）が覆土中から出土している。２３６７は覆土中

からの出土である。

所見 時期は，重複関係及び出土土器から８世紀代と考えられる。粘土は壁が崩落するのを防ぐためのものと

考えられる。

第１２２号井戸跡（第２３３図）

位置 西部４区中央部のＤ４ｄ７区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第８０号溝跡の底面を掘り込んでいる。

規模と形状 径０�５８ｍの円形で，ほぼ円筒状に掘り込まれており，湧水のため深さ９０�までしか確認できなか

った。

覆土 湧水や崩落のため記録が困難であった。ロームブロックや鹿沼パミスを多く含んでいることから，人為

堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片４１点（坏２４，甕１７），須恵器片６点（坏１，蓋２，甕３），鉄滓１点が出土している。

所見 時期は，重複関係から８世紀代と考えられる。

第２３２図 第１２１号井戸跡・出土遺物実測図

第１２１号井戸跡出土遺物観察表（第２３２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２３６７ 須恵器 甕 ［２１�０］（３�６） － 石英・長石・雲母 灰 普通 口縁部内面横ナデ 覆土中 外面摩滅

―２７０―



第１２５号井戸跡（第２３４図）

位置 西部４区中央部のＤ４ｄ７区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第８０号溝跡の底面を掘り込んでいる。

規模と形状 径０�５４ｍの円形で，ほぼ円筒状に掘り込まれており，湧水のため深さ７１�までしか確認できなか

った。

覆土 ４層に分層される。ロームブロックや鹿沼パミスを不規則に含み，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片８点（坏２，甕６）が，覆土中から細片で出土している。

所見 時期は，重複関係から８世紀代と考えられる。

第１２６号井戸跡（第２３５図）

位置 西部４区中央部のＤ４ｄ８区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第８０号溝跡の底面を掘り込んでいる。

規模と形状 径１�０５ｍの円形で，ほぼ円筒状に掘り込まれており，湧水のため深さ１１０�までしか確認できな

かった。

覆土 ５層に分層される。ロームブロックを不規則に含み，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１０点（坏１，甕９），中礫１点が，覆土中から出土している。

所見 時期は，重複関係から８世紀代と考えられる。

第２３３図 第１２２号井戸跡実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，鹿沼パミス微量

３ 黒 褐 色 ロームブロック多量，鹿沼パミス微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス少量

第２３４図 第１２５号井戸跡実測図

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量

４ 黒 褐 色 ロームブロック少量
５ 褐 色 ロームブロック多量

―２７１―



第１２７号井戸跡（第２３６図）

位置 西部４区中央部のＤ４ｄ６区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第８０号溝跡の底面を掘り込んでいる。

規模と形状 径０�５２ｍの円形で，ほぼ円筒状に掘り込まれており，湧水のため深さ９６�までしか確認できなか

った。

覆土 湧水や崩落のため記録が困難であった。ロームブロックを多く含んでいることから，人為堆積と考えら

れる。

遺物出土状況 土師器片２点（甕）が出土している。２３６８は覆土下層から出土している。

所見 時期は，重複関係から８世紀代と考えられる。

第２３５図 第１２６号井戸跡実測図

第２３６図 第１２７号井戸跡・出土遺物実測図

第１２７号井戸跡出土遺物観察表（第２３６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２３６８ 土師器 小形甕［７�５］ ９�３ ４�９ 石英・雲母 にぶい橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 輪積痕 覆土下層 ７０％ PL８１

表６ 奈良・平安時代井戸跡一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規 模

断面形 覆土 出土遺物
備考

（時期）長径（軸）×短径（軸）（ｍ） 深さ（�）

１０８ Ｄ４ｃ５ Ｎ－３６°－Ｅ 長方形 ３�１０×２�８０ ３２～１４０ 漏斗状 人為 土師器片 須恵器片 平安時代

―２７２―



� 土坑

第３６７２号土坑（第２３７図）

位置 西部４区西部のＢ３ｇ３区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３５３号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長径０�７６ｍ，短径０�６８ｍの楕円形で，長径方向はＮ－５２°－Ｅである。深さは７�で，底面は平

坦であり，壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 ３層に分層される。周囲から土砂が流入した様相から，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片４６点（坏１１，高台坏皿１，甕３４），須恵器片１点（甕），粘土塊１点（不明），中礫１

点が覆土中層から底面にかけて出土している。２３６９は南部の覆土下層から正位で出土している。

所見 時期は，重複関係及び出土土器から９世紀後葉と考えられる。

第３９１７号土坑（第２３８図）

位置 西部４区東部のＣ５ｉ５区で，標高４９ｍほどの平坦な台地上に位置している。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

３ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量

第２３７図 第３６７２号土坑・出土遺物実測図

番号 位置 長径方向 平面形
規 模

断面形 覆土 出土遺物
備考

（時期）長径（軸）×短径（軸）（ｍ） 深さ（�）

１２０ Ｄ４ｄ６ Ｎ－０° 円形 ０�７６×０�７３ ６８ 円筒状 人為 ８世紀代

１２１ Ｄ４ｄ８ Ｎ－５６°－Ｅ 楕円形 １�００×０�８７ １１１ 円筒状 人為 土師器片 須恵器片 ８世紀代

１２２ Ｄ４ｄ７ Ｎ－０° 円形 ０�５８×０�５３ ９０ 円筒状 人為 土師器片 須恵器片 鉄滓 ８世紀代

１２５ Ｄ４ｄ７ Ｎ－０° 円形 ０�５４×０�５０ ７１ 円筒状 人為 土師器片 ８世紀代

１２６ Ｄ４ｄ８ Ｎ－０° 円形 １�０５×０�９８ １１０ 円筒状 人為 土師器片 ８世紀代

１２７ Ｄ４ｄ６ Ｎ－０° 円形 ０�５２×０�４８ ９６ 円筒状 人為 土師器片 ８世紀代

第３６７２号土坑出土遺物観察表（第２３７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２３６９ 土師器 高台付皿 １２�０ ３�５ ６�６ 石英・白色粒子 にぶい黄褐 普通 内面ヘラ磨き 覆土下層 １００％ PL７７

―２７３―



重複関係 第４０７号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸１�５４ｍ，短軸０�７０ｍの不定形で，長軸方向はＮ－５°－Ｅである。深さは３９�で，底面は皿

状で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ３層に分層される。周囲から土砂が流入した様相から，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片３点（坏１，高台付椀２）が覆土下層から出土している。２３７０は西壁際の底面から斜

位で出土している。

所見 時期は，重複関係及び出土土器から１０世紀後葉以降と考えられる。

� 溝跡

第８０号溝跡（第２３９～２４４図）

位置 西部４区中央部のＤ４ｄ５～Ｄ４ｃ８区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第４００号住居，第１２０～１２２・１２５～１２７号井戸，第３８３６号土坑に掘り込まれている。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量

３ 黒 褐 色 ローム粒子微量

第２３８図 第３９１７号土坑・出土遺物実測図

第３９１７号土坑出土遺物観察表（第２３８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２３７０ 土師器
高台
付椀

１４�５ ６�１ ７�３ 石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
橙

普通
内・外面ヘラ磨き 体部外面下端ヘラによ
る縦方向の圧痕

底面 ８０％ PL７６

表７ 奈良・平安時代土坑一覧表

番号 位置 長径（軸）方向
規 模

壁面 底面 覆土 出土遺物 備考（時期）
長径（軸）（ｍ）×短径（軸）（ｍ） 深さ（�）

３６７２ Ｂ３ｇ３ Ｎ－５２°－Ｅ ０�７６×０�６８ ７ 緩斜 平坦 自然 土師器片 須恵器片 ９世紀後葉

３９１７ Ｃ５ｉ５ Ｎ－５°－Ｅ １�５４×０�７０ ３９ 外傾 皿状 自然 土師器片 １０世紀後葉以降

―２７４―



第２３９図 第８０号溝跡実測図

―２７５・２７６―



規模と形状 Ｄ４ｃ８区から南西方向（Ｎ－１１４°－Ｗ）に直線的に延びており，さらに調査区域外へ延びてい

る。確認された長さは１８�０ｍで，上幅は３�６～５�５ｍ，下幅は２�９０～３�１０ｍ，深さは９２�である。断面形はＵ字

状で，壁は緩やかに立ち上がっている。中央部から西部にかけての底面には長さ１０�０ｍ，幅０�４０～１�２０ｍ，深

さ１８�の細い溝が確認されており，覆土の状況から同時に掘り込まれたと考えられる。

ピット ５か所。深さ２９～８１�で，配置に規則性がなく，性格は不明である。

覆土 １７層に分層される。ロームブロックや焼土粒子・炭化粒子を不規則に含んでいることから，人為堆積と

考えられる。覆土下層は締まりがある。

遺物出土状況 土師器片３�１３２点（坏１�６６６，高坏１２，甕１�４５３，甑１），須恵器片２８３点（坏１５２，高台付坏１２，

蓋４０，壺１，瓶４，甕７４），砥石２点が，全域の覆土中層から底面にかけて出土しており，特に４基の井戸跡

の確認された北東部に集中している。また，流れ込んだ縄文土器片９点，弥生土器片３点，陶器片１点，羽口

片２点も出土している。２４０２・２４０５・２４１２・２４２２は北東部の底面，２４０６・２４０７・２４１０・２４４０は北東部の底面か

ら出土した破片が接合したものである。２４４８は北東部や中央部の下層から底面にかけて広い範囲で散在してい

た破片が接合したものである。２４０８・２４０９・２４２１・２４３１・２４３５は北東部の覆土中層から下層にかけて出土した

破片が接合したものである。２３７９・２４２６・２４２９・２４４６・２４５２は北東部の覆土中層，２３９４・２３９７・２４１３・２４５０は

南西部の覆土中層から下層にかけて出土した破片が接合したものである。

所見 廃絶時期は，重複関係及び出土土器から８世紀後葉と考えられる。本跡の範囲からは，井戸跡が北東部

に４基，中央部から南西部に２基確認されている。本跡の覆土中層から下層にかけて出土した土器片は，北東

部の井戸の周辺に集中している。また，井戸から出土した遺物は，本跡の時期よりも新しいものが確認されて

いない。これらのことから本跡と井戸は同時期に使用されていたと推測される。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
５ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
６ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量
８ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量
９ 暗 褐 色 ローム粒子中量

１０ 褐 色 ロームブロック中量
１１ 褐 色 ロームブロック多量
１２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
１３ 暗 褐 色 ローム粒子少量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック微量
１５ 暗 褐 色 ロームブロック中量
１６ 黒 褐 色 ロームブロック中量
１７ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量

第２４０図 第８０号溝跡出土遺物実測図�
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第２４１図 第８０号溝跡出土遺物実測図�
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第２４２図 第８０号溝跡出土遺物実測図�
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第２４３図 第８０号溝跡出土遺物実測図�
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第２４４図 第８０号溝跡出土遺物実測図�
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第８０号溝跡出土遺物観察表（第２４０～２４４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２３７１ 土師器 坏 ［１１�４］ ３�２ － 石英・長石・雲母 にぶい黄橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土中層 ８０％

２３７２ 土師器 坏 ［１２�６］ ３�９ －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土中層 ５０％

２３７３ 土師器 坏 ［１４�９］ ３�９ －
石英・長石・赤
色粒子

にぶい
橙

普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土下層 ６０％

２３７４ 土師器 坏 ［１４�４］ ３�８ －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
橙

普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土上層 ６０％

２３７５ 土師器 坏 ［１２�８］ ３�６ － 石英・長石・雲母 浅黄橙 普通 体部外面ヘラ削り 覆土中 ４０％

２３７６ 土師器 坏 ［１１�０］（４�７） － 石英・長石・雲母 明赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 輪積み痕 覆土中層 ４０％

２３７７ 土師器 坏 ［１２�２］ ４�６ －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
黄橙

普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土中層 ４０％

２３７８ 土師器 坏 ［１２�６］ ３�６ －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土中層 ３０％

２３７９ 土師器 坏 ［１２�８］ ４�５ － 石英 にぶい橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土中層 ３０％

２３８０ 土師器 坏 ［１１�０］ ３�７ －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
黄橙

普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土中 ２５％

２３８１ 土師器 坏 ［８�３］ ４�６ ６�０ 雲母 浅黄橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 覆土中 ３０％

２３８２ 土師器 坏 ［９�０］ ２�８ － 雲母 にぶい黄橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面下端ヘラ削り 覆土中層 ３０％

２３８３ 土師器 坏 ［１４�３］ ４�０ －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土下層 ４０％

２３８４ 土師器 坏 ［１０�４］（４�０） － 石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土中層 ４０％

２３８５ 土師器 坏 ［１２�２］（３�７） － 雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土中 ４０％

２３８６ 土師器 坏 ［１２�０］ ２�７ －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土中 ４５％

２３８７ 土師器 坏 ［１２�４］（４�０） － 石英・長石・赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土中 ３０％

２３８８ 土師器 坏 － （４�７） － 石英・長石・赤色粒子 明赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土中層 ４０％

２３８９ 土師器 坏 ［９�０］ ３�４ ５�５ 石英・白色粒
子・赤色粒子

明赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土下層 ６０％

２３９０ 土師器 坏 ［８�６］ ３�４ ５�９ 石英・白色粒子 にぶい橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土中 ３０％

２３９１ 土師器 坏 ［９�０］ ３�５ ［６�０］ 石英・白色粒子 橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ナデ 覆土中 ３０％

２３９２ 土師器 坏 ［９�８］（３�６） － 白色粒子・赤色粒子 橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土中 １５％

２３９３ 土師器 坏 ［１２�２］ ４�４ － 石英・長石 にぶい褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土中層 ６０％ PL７４

２３９４ 土師器 坏 ［１２�４］ ４�４ － 石英・長石・赤色粒子 橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土下層 ６０％

２３９５ 土師器 坏 ［１１�４］ ４�３ － 雲母・赤色粒子 橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土中層 ４５％ 外面摩滅

２３９６ 土師器 坏 ［１０�８］ ４�４ － 長石・雲母・赤色粒子 灰黄褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土中層 ３０％

２３９７ 土師器 坏 ［１３�０］ ４�７ ７�５ 石英・長石・雲
母・赤色粒子

橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土下層 ５０％

２３９８ 土師器 坏 ［１５�０］ ４�０ ［８�５］ 長石・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 内面ヘラ磨き 体部外面ヘラ削り 覆土中層 ６０％

２３９９ 土師器 坏 ［１０�９］ ４�９ － 赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土中層 ３０％

２４００ 土師器 坏 ［１２�４］ ４�４ － 石英・長石 黒 普通
口縁部内・外面横ナデ 内面ヘラ磨き 体
部外面ヘラ削り 底部木葉痕

覆土中層 ４０％

２４０１ 土師器 坏 ［１０�４］ ３�２ ７�５ 石英・長石・赤
色粒子

明赤褐 普通
口縁部内・外面横ナデ 内面ヘラナデ 輪
積み痕 底部木葉痕

覆土下層 ７５％ PL７５

２４０２ 土師器 坏 ［１０�６］ ４�８ －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

黒 普通
口縁部外面横ナデ 内面ヘラナデ 体部外
面ヘラ削り

底面 ４０％

２４０３ 土師器 坏 １２�４ ４�３ － 石英・長石・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 覆土中層 ８０％ PL７５

２４０４ 土師器 坏 ［１３�６］（４�１） － 長石・雲母・赤色粒子 橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土下層 ２０％

２４０５ 土師器 坏 ［１１�６］（４�７） － 長石 にぶい橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土下層 ３０％

２４０６ 土師器 坏 １３�８ ４�８ － 赤色粒子 浅黄橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土下層 ７０％ 口縁部
油煙付着

２４０７ 土師器 坏 ［１５�０］ ４�９ ５�４ 雲母・赤色粒子 橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 底面 ８０％ PL７５

２４０８ 土師器 坏 １３�８ ５�９ － 長石・雲母・赤色粒子 灰黄褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土下層 ５０％

２４０９ 土師器 坏 ［１３�７］ ４�２ － 石英・雲母・白色粒子 橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 底部手持ちヘラ削り 底面 ５０％

―２８２―



番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２４１０ 土師器 坏 ［１４�９］ ３�４ －
雲母・白色粒
子・赤色粒子

橙 普通
口縁部内・外面横ナデ 内面ヘラナデ 体
部外面ヘラ削り

底面 ４０％

２４１１ 土師器 坏 ［１４�３］ ４�２ ６�６ 白色粒子・赤色粒子 橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 底面 ４０％

２４１２ 土師器 坏 ［１４�２］（３�４） － 白色粒子・赤色粒子 橙 普通 体部外面ヘラ削り 底面 ２０％

２４１３ 土師器 坏 ［９�８］ ４�０ ［３�４］ 石英・長石 橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 覆土下層 ２５％

２４１４ 土師器 坏 ［８�６］（３�６） － 長石・赤色粒子 にぶい褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土中 ３０％

２４１５ 土師器 坏 ［１０�４］ ４�０ － 石英・雲母 橙 普通 内面ヘラ磨き 体部外面ヘラ削り 覆土中 ６０％

２４１６ 土師器 坏 ［１４�６］（３�９） － 石英・長石 にぶい黄橙 普通 内面方向不明瞭なヘラ磨き 体部外面ヘラ削り 覆土中層 ２０％

２４１７ 須恵器 坏 ［１５�６］ ４�５ ［１１�８］石英・長石 灰 普通 ロクロナデ 覆土中層 ２０％ 堀ノ内産

２４１８ 須恵器 坏 ［１４�７］ ４�１ ［７�５］ 石英・長石・雲母 灰 普通 底部回転ヘラ切り 覆土中層 ４０％ 堀ノ内産

２４１９ 須恵器 坏 ［１４�４］ ４�４ ［９�４］ 石英・長石・雲母 灰白 普通 底部回転ヘラ切り 覆土中層 ２０％

２４２０ 須恵器 坏 １０�５ ３�６ － 長石 褐灰 普通 底部回転ヘラ切り 覆土中層 ９０％ PL７５

２４２１ 須恵器 坏 １４�５ ４�７ ９�７ 石英・長石 黒褐 普通 底部回転ヘラ切り 覆土中層 ９０％ PL７５

２４２２ 須恵器 坏 １３�３ ３�９ ９�４ 石英・長石・黒色粒子 褐灰 普通 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り 底面 ９０％ PL７４

２４２３ 須恵器 坏 － （３�２） ９�０ 石英・長石 灰黄 普通 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り 覆土上層 ４０％

２４２４ 須恵器
高台
付坏

１５�５ ４�２ ８�３ 石英・長石
オリー
ブ黒

普通 高台貼付け 覆土中層
９０％堀ノ内
産 PL７３

２４２５ 須恵器 高台付坏［１６�７］ ５�８ ９�６ 石英・長石・雲母 灰白 普通 高台貼付け後ロクロナデ 覆土上層 ７０％ 堀ノ内産

２４２６ 須恵器 高台付坏［１４�６］ ４�４ ［１０�０］石英・白色粒子・赤色粒子 灰 普通 高台貼付け後ロクロナデ 覆土中層 ４０％

２４２７ 須恵器 高台付坏［１６�７］ ５�６ ［１０�８］石英・白色粒子 灰 普通 底部回転ヘラ切り 覆土中層 ２０％

２４２８ 須恵器 高台付坏 － （２�５） ８�８ 石英・長石 灰 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼付け 覆土上層 ３０％

２４２９ 須恵器 高台付坏［１４�５］（４�７） － 石英・長石 灰 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼付け 覆土中層 ２５％

２４３０ 須恵器 高台付坏［１５�８］ ３�９ ［８�８］ 石英・長石・雲母 灰 普通 高台貼付け 覆土中 ３０％ 堀ノ内産

２４３１ 須恵器 高台付坏 １４�９ ５�１ ８�２ 石英・長石・雲母 黄灰 普通 高台貼付け後ロクロナデ 覆土下層 ７０％ PL７３

２４３２ 須恵器 高台付坏［１５�４］（５�４） － 長石 灰 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼付け 覆土下層 ５５％ PL７３

２４３３ 須恵器 高台付坏［１６�０］ ５�６ ９�６ 長石 灰白 普通 ロクロナデ 覆土中層 ４５％ ヘラ記号

２４３４ 須恵器 高台付坏［１５�３］ ５�７ ［１０�０］長石 オリーブ灰 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼付け 覆土中 ３０％

２４３５ 須恵器 蓋 １４�５ ３�４ － 石英・長石 灰 普通 天井部回転ヘラ削り 覆土下層 ９５％ PL７８

２４３６ 須恵器 蓋 １５�５ ３�２ － 石英・長石・雲母 灰 普通 天井部回転ヘラ削り 覆土中層 ８０％ PL７７

２４３７ 須恵器 蓋 １２�５ ３�６ － 石英・長石・雲母 灰白 普通 天井部回転ヘラ削り 覆土中層 ９５％ PL７７

２４３８ 須恵器 蓋 ［１１�０］（２�４） － 長石 灰 普通 天井部回転ヘラ削り 覆土中 ４０％

２４３９ 須恵器 蓋 ［１６�３］（２�０） － 石英・長石 灰 普通 天井部回転ヘラ削り 覆土中層 ３０％

２４４０ 須恵器 蓋 １６�８ ４�８ －
石英・長石・黒
色粒子

灰 普通 天井部回転ヘラ削り 底面
８０％ヘラ記
号 PL７８・８２

２４４１ 須恵器 蓋 ［１６�４］ ３�７ － 石英・長石 灰 普通 天井部回転ヘラ削り 覆土下層 ６０％

２４４２ 須恵器 蓋 ［１６�７］ ３�３ －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
黄橙

普通 天井部回転ヘラ削り 底面 ４０％

２４４３ 須恵器 壺 － （７�２） － 石英・長石 灰 普通 ロクロナデ 覆土中層 ３０％

２４４４ 須恵器 瓶 ［１２�０］（２�４） － 長石・雲母 灰白 普通 ロクロナデ 覆土中 ５％

２４４５ 須恵器 長頸瓶 － （１１�７） － 長石 黄灰 普通 ロクロナデ 覆土下層 ３０％ PL７９

２４４６ 土師器 甕 ［１８�５］（９�５） － 石英・長石・雲母 にぶい赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 内面ヘラナデ 覆土中層 ５％

２４４７ 土師器 甕 ［１８�４］（１９�８） － 石英・長石・雲母 明赤褐 普通 口縁部外面横ナデ 体部内面ヘラナデ 外面ヘラ削り 覆土中層 ２０％

２４４８ 土師器 甕 ２４�０ ２９�５ ８�５ 石英・長石・
雲母

にぶい
橙

普通
口縁部内・外面横ナデ 内面ヘラナデ
体部外面ヘラ磨き 底部木葉痕

底面 ５０％ PL８０

２４４９ 土師器 甕 － （３�４） １１�８ 石英・長石・赤
色粒子

にぶい
赤褐

普通
内面ヘラナデ 体部外面ヘラ削り 底部木
葉痕

覆土下層 １０％

２４５０ 土師器 甕 ２１�５（１３�４） － 石英・長石 橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 覆土下層 ５０％

２４５１ 土師器 甕 ［２５�２］（１２�０） － 石英・長石・赤色粒子 明赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 内面ヘラナデ 覆土中層 １０％

２４５２ 土師器 小形甕 １１�６ ７�６ ６�０ 石英・長石・雲母 にぶい赤褐 普通 底部手持ちヘラ削り 覆土中層 ５０％ PL７８

２４５３ 須恵器 甕 ［２８�８］（５�７） － 石英・長石・雲母 灰 普通 ロクロナデ 覆土中 ５％

２４５４ 須恵器 甕 ［２７�２］（２�６） － 石英 灰白 普通 ロクロナデ 覆土中 ５％

―２８３―



第８２号溝跡（第２４５図）

位置 西部４区中央部のＤ４ｃ５～Ｄ４ｅ４区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３８４２号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 Ｄ４ｃ５区から南方向（Ｎ－１８°－Ｅ）へ直線的に延び，さらに調査区域外へと続いているため，

全体は不明である。確認できた長さは７�３０ｍで，上幅０�３０～０�３６ｍ，下幅０�２０～０�２４ｍ，深さ６～２０�である。

底面は平坦で，断面形は浅いＵ字状である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ４層に分層される。ブロック状に堆積した様相から，人為堆積と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量

３ 黒 褐 色 ローム粒子微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子微量，鹿沼パミス少量

第２４５図 第８２号溝跡・出土遺物実測図

番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP４３３ 須恵器 甕 長石 灰 普通 体部外面斜位の平行叩き 内面同心円状の当て具痕 覆土中層

TP４３４ 須恵器 甕 長石 灰 普通 体部外面格子叩き 櫛歯状工具によるナデ 覆土中層 PL８３

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２４５ 砥石 （９�１） ３�４ ３�８ ２３７ 砂岩 砥面２面 覆土中 PL８７

Ｑ２４６ 砥石 （３�９３） ２�３０ １�１２ （１３�３） 雲母片岩 砥面１面 孔径０�３２� 覆土下層 PL８７

―２８４―



遺物出土状況 土師器片２０点（坏５，甕１５），須恵器片２点（坏）が出土している。２４５５・２４５６は北部の底面

から出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀中葉と考えられる。

第８２号溝跡出土遺物観察表（第２４５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２４５５ 土師器 坏 ［１３�６］ ３�８ － 石英・長石・赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面下端ヘラ削り 底面 ５０％

２４５６ 須恵器 坏 ［１６�９］ ４�３ ６�９ 長石 灰 普通 底部回転ヘラ切り 底面 ４０％

表８ 奈良・平安時代の溝跡一覧表

番号 位置 主軸方向 形状
規模

断面 底面 覆土 出土遺物
備考

（時期）長さ（ｍ）上幅（ｍ）下幅（ｍ）深さ（�）

８０
Ｄ４ｄ５～
Ｄ４ｃ８

Ｎ－１１４°－Ｗ 直線 （１８�００） ３�６０～
５�５０

２�９０～
３�１０ ９２

Ｕ字
状

皿状 人為
縄文土器片 弥生土器片 土
師器片 須恵器片 陶器片

８世紀後葉

８２
Ｄ４ｃ５～
Ｄ４Ｅ４

Ｎ－１８°－Ｅ 直線 （７�３０） ０�３０～
０�３６

０�２０～
０�２４ ６～２０

Ｕ字
状

平坦 人為 土師器片 須恵器片 ８世紀中葉

―２８５―
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